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・
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三
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中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点

浦　
　

野　
　

起　
　

央

1　

は
し
が
き

朝
鮮
半
島
の
骨
格
は
、
中
国
東
北
部
と
の
国
境
地
帯
の
永
白
山
脈
、
そ
の
中
央
に
位
置
す
る
白
頭
山
か
ら
延
び
る
山
脈
を
核
と
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
中
国
王
朝
の
支
配
が
朝
鮮
史
の
主
題
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
一
方
、
そ
の
民
族
、
高
句
麗
族
（
貊
）
は
鴨
緑
江
中
流

域
に
分
布
し
、
そ
の
南
方
、
韓
族
は
北
方
系
で
、
半
島
を
統
合
し
た
新
羅
の
時
期
に
は
、
そ
の
住
地
は
北
方
政
策
を
推
進
し
、
鴨
緑
江
・

豆
満
江
に
達
し
、
満
州
の
間
島
地
域
に
ま
で
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
過
程
で
、
韓
族
の
農
耕
化
が
定
着
し
、
民
族
的
な
成
熟
と
発
展
を
遂

げ
る
と
こ
ろ
と
な
る
（
1
）

。

そ
の
争
点
と
な
っ
た
の
が
間
島
問
題
で
、
李
朝
の
国
境
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
一
方
、
こ
の
閑
島
、
墾
島
、
墾
土
、
そ
し
て
間
島
と

論　

説

一
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い
う
地
域
は
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
で
朝
鮮
民
族
独
立
運
動
の
聖
地
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
朝
鮮
近
代
史
の
主
題
と
な
る
と
と
も
に
、
清

国
は
、
日
本
と
の
交
渉
で
自
国
領
土
と
す
る
一
方
、
朝
鮮
人
の
流
入
を
認
め
た
。
そ
れ
は
当
然
に
、
国
境
画
定
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る

が
、
そ
の
解
決
は
周
恩
来
中
国
総
理
の
手
腕
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
1
） 

浦
野
起
央
「
朝
鮮
半
島
の
領
土
紛
争
」
政
経
研
究
、
第
五
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
。

2　

中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点

1
、
中
国
・
朝
鮮
定
界

中
国
・
朝
鮮
国
境
は
鴨
緑
江
／
図
們
江
で
画
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
源
流
は
長
白
山
／
白
頭
山
に
あ
る
た
め
に
、
一
八
世
紀
以
降
、
清
朝

を
通
じ
満
族
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
の
地
域
を
め
ぐ
り
国
境
対
立
が
生
じ
、
国
境
交
渉
と
中
国
軍
の
侵
攻
が
続
い
た
。
白
頭
山
に
は

一
七
一
二
年
に
定
界
碑
が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
問
題
を
残
し
た
。
日
本
が
朝
鮮
を
併
合
し
、
内
藤
虎
次
郎
を
一
九
〇
八
年
八
月

現
地
に
派
遣
し
、
調
査
し
た
上
で
（
1
）

、
中
国
と
の
国
境
交
渉
を
行
っ
た
。
内
藤
湖
南
の
提
言
は
、
韓
国
統
監
府
臨
時
間
島
派
出
所
の
設
置
と

そ
れ
に
よ
る
国
境
調
査
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
日
本
は
、
中
国
と
の
妥
協
に
応
じ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
人
の
保
護
政

策
に
発
し
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
日
本
の
満
州
権
益
の
確
認
に
転
化
し
て
い
た
。
か
く
て
、
一
九
〇
九
年
中
国
の
要
求
通
り
国
境
が

再
画
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
間
島
地
域
は
、
以
後
、
朝
鮮
人
民
の
抗
日
闘
争
の
聖
域
と
な
っ
た
。
朝
鮮
半
島
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

分
割
さ
れ
、
中
国
の
圧
力
も
あ
り
、
間
島
の
伝
統
的
な
朝
鮮
人
地
域
は
金
日
成
の
民
族
的
裏
切
り
の
密
約
を
も
っ
て
中
国
に
併
合
さ
れ
、

二
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浦
野
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（
三
一
五
）

そ
の
国
境
は
一
九
六
二
年
再
画
定
さ
れ
た
（
2
）

。

白
頭
山
の
記
述
は
、『
山
海
経
』
第
三
北
山
経
に
、

こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
さ
ら
に
東
北
へ
二
百
里
、
天
池
の
山
と
い
い
、

頂
上
に
草
木
な
く
文
石
が
多
い
。
獣
が
い
る
。
そ

の
状
は
兔
の
如
く
で
鼠
の
首
、
水
中
に
黄
堊
多
し
。

…
…
」

一
六
一
四
年
明
は
滅
び
、
朝
鮮
は
清
国
に
属
し
、
こ

こ
に
、
鴨
緑
江
が
国
境
と
な
っ
た
（
3
）

。
康
煕
帝
は
、

一
五
八
一
年
に
長
白
山
賦
を
詠
ん
だ
。

「
名
山
鍾
霊
秀
、
二
水
﹇
松
花
江
と
鴨
緑
江
﹈
發

真
源
。

翠

籠
天
窟
、
紅
雲
傭
地
根
。
千
秋
佳
兆
啓
、

一
大
典
僅
尊
。

翹
首
膽
晴

、

蕘
通
帝
閽
。」

一
七
一
〇
年
豆
満
江
を
越
え
て
朝
鮮
人
が
朝
鮮
人
参

を
採
り
に
い
わ
ゆ
る
間
島
に
立
ち
入
り
、
朝
鮮
人
に
襲

図 1　内藤虎次郎の間島地域図

（出所）内藤虎次郎「間島吉林旅行談」大阪朝日新聞，1908年11月 3 日／内藤湖

南全集第 6巻，筑摩書房，1972年，415頁。
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わ
れ
た
中
国
人
が
朝
鮮
の
官
庁
に
苦
情
を
訴
え
た
。

そ
こ
で
、
鳥
喇
管
穆
克
登
が
派
遣
さ
れ
、
一
七
一
二

年
、
長
白
山
の
山
頂
に
両
国
の
分
岐
点
を
示
す
定
界

碑
が
建
立
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
ひ
と
つ
の
疑
問
が
残
っ
た
。
そ
れ
は
、

穆
克
登
が
定
界
碑
を
建
立
し
た
場
所
が
、
松
花
江
に

流
入
す
る
土
門
江
の
上
流
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
定
界
碑
は
、
朝
鮮
側
に
お
い
て

水
源
に
至
る
と
こ
ろ
に
、
土
堆
石
堆
を
築
い
て
、
境

界
を
明
示
し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
標
識
を
天
池
の

畔
に
建
立
す
べ
き
と
、
豆
満
江
上
流
と
の
連
絡
地
点

と
し
た
の
は
、
穆
克
登
に
一
つ
の
認
識
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
国
境
画
定
の
誤
謬
を
彌
縫
す
る

た
め
に
、
そ
の
定
界
碑
の
移
転
を
現
業
人
員
が
強
行

し
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
は
、
五

カ
月
後
に
天
池
の
畔
か
ら
、
茂
山
に
至
る
七
〇
里
の

按
白
山
に
移
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
鴨
緑
江
と
豆
満

図 2　白頭山／間島略図

（出所）篠田治策『白頭山定界碑』樂浪書院，1938年。

四
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（
三
一
七
）

江
を
国
境
と
し
て
確
認
す
る
と
の
意
図
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
（
4
）

。

そ
の
碑
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

大　

清

　
　
　

鳥
喇
管
穆
克
登　

奉

旨
査
邊
至
此
審
視
西
為
鴨
緑
東

　
　
　

為
土
門
故
於
分
水
嶺
上
勒

　
　
　

右
為
記

　
　
　

康
煕
五
十
一
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　

通
官
吏
二
哥

　
　
　
　
　

朝
鮮
軍
官　

利
義
復　

趙
臺
相

　
　
　
　
　

差
使
官　
　

許　

梁　

朴
道
常

　
　
　
　
　

通
官　
　
　

金
應
　

金
慶
門

こ
れ
に
よ
っ
て
、
清
国
・
朝
鮮
国
境
は
、
西
は
鴨

緑
江
、
東
は
土
門
江
と
決
定
さ
れ
た
。
但
し
、
土
門

江
を
、
中
国
側
は
図
們
江
と
解
し
、
韓
国
側
は
松
花

江
の
上
流
に
あ
る
土
門
江
と
解
し
て
お
り
、
こ
の
た

図 3　穆克登査辺定界

（出所）「中朝二次勘界地図」1887年，刁書仁「康煕年間穆克登査辺定界考辨」

中国辺疆史地研究，第13巻第 3期，2003年，50頁。
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八
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め
朝
鮮
は
、
松
花
江
・
黒
龍
江
を
国
境
線
と
し
て
主
張
し
、
中
国
の
主
張
す
る
図
們
江
と
対
立
し
た
。
鳥
喇
管
穆
克
登
が
理
解
し
て
い
た

土
門
江
は
、
白
頭
山
を
源
流
と
し
て
東
流
し
、
茂
山
に
至
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
朝
鮮
の
塁
も
あ
っ
た
。
定
界
碑
に
刻
ま
れ
た
土
門
は
、

図
們
江
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
両
当
事
者
間
に
誤
解
が
生
じ
た
ま
ま
、
定
界
碑
の
画
定
を
み
た
（
5
）

。

一
九
世
紀
に
な
り
、
朝
鮮
の
農
民
が
飢
饉
や
苛
政
で
流
民
と
な
っ
て
図
們
江
を
越
え
て
肥
沃
な
間
島
へ
の
侵
入
を
繰
り
返
し
、
定
住
を

重
ね
る
に
至
っ
た
。
こ
の
地
は
、
清
朝
発
祥
の
地
と
し
て
、
異
民
族
に
侵
入
に
対
し
て
封
禁
政
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
越
境
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
る
ま
で
に
時
が
経
過
し
、
清
朝
政
府
は
、
一
八
八
五
年
に
封
禁
政
策
を
中
断
し
、
朝
鮮
農
民
の
移
住
を
受
け
入
れ
た
。
一
方
、

清
朝
官
憲
に
よ
る
朝
鮮
農
民
の
収
奪
は
著
し
く
、
朝
鮮
政
府
は
朝
鮮
農
民
に
対
す
る
保
護
を
要
求
し
、
折
衝
と
な
っ
た
。
一
方
、
碑
文
に

あ
っ
た
「
鴨
緑
江
と
土
門
江
」
は
白
頭
山
を
北
流
し
、
松
花
江
に
注
ぐ
土
門
江
が
境
界
と
す
べ
き
と
、
朝
鮮
農
民
は
主
張
し
て
い
た
。
そ

れ
は
、
中
国
・
朝
鮮
国
境
を
松
花
江
の
上
流
の
土
門
江
と
す
る
も
の
で
、
た
め
に
、
黒
龍
江
へ
流
れ
込
む
土
門
江
と
す
れ
ば
、
間
島
地
帯

は
朝
鮮
領
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
五
世
紀
の
地
誌
「
東
國
輿
地
勝
覧
（
6
）

」、
同
様
に
、
一
八
世
紀
の
李
朝

地
理
学
者
李
重
煥
の
『
擇
里
志
』
も
、
鴨
緑
江
と
豆
満
江
を
国
境
と
し
て
お
り
（
7
）

、
そ
の
朝
鮮
の
領
土
要
求
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
一
八
八
一
年
清
国
は
、
間
島
の
開
放
を
決
定
し
、
朝
鮮
政
府
に
対
し
、
以
下
の
咨
文
を
発
し
た
。

「
光
緒
七
年
九
月
初
日
上
諭
を
奉
ず
。
呉
大
徴
は
、
土
門
江
東
北
岸
の
荒
地
は
、
舊
章
を
變
通
し
て
開
墾
を
辨
理
せ
ん
と
事
を
奏
請

せ
り
。
土
門
江
東
北
岸
一
帯
の
荒
地
は
朝
鮮
と
僅
か
に
一
江
を
隔
て
て
、
向
き
に
私
墾
を
禁
ぜ
り
。
呉
大
徴
は
、
現
に
舊
章
を
變
通

し
て
民
を
招
き
て
墾
種
せ
ん
と
擬
す
。
疑
す
る
所
に
照
し
て
行
は
し
む
。
即
ち
禮
部
を
し
て
朝
鮮
國
王
に
照
會
せ
し
む
。
此
次
の
開

墾
は
官
よ
り
經
理
を
為
す
に
係
れ
ば
、
飾
し
て
所
屬
邊
界
官
を
し
て
疑
虞
を
生
ず
る
こ
と
な
か
ら
し
め
、
竝
に
銘
安
呉
大
徴
を
し
て

該
官
員
を
督
励
し
居
民
を
約
束
し
て
界
を
越
へ
事
を
滋
く
す
る
こ
と
を
得
る
な
か
ら
し
め
、
若
し
遵
は
ざ
る
あ
ら
ば
、
即
ち
嚴
に
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従
っ
て
懲
辨
す
る
こ
と
を

行
へ
、
此
を
以
て
禮
節
を

諭
知
し
、
竝
に
諭
し
て
銘

安
呉
大
徴
を
し
て
之
を
知

ら
し
め
よ
。
此
を
欽
す
と
、

旨
に
遵
て
信
を
寄
せ
て
前

來
す
、
應
に
朝
鮮
國
王
に

知
照
し
敬
謹
知
照
し
て
可

な
り
。」

呉
大
徴
は
、
欽
差
大
臣
と
し

て
吉
林
に
お
り
、
開
墾
の
事
務

を
司
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

彼
は
、
間
島
協
約
で
間
島
雑
居

地
域
を
確
認
し
て
、
そ
れ
に
従

う
東
方
境
界
を
維
持
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
た
。

大
韓
帝
国
の
首
都
皇
城
で
は
、

図 4　北間島図

（出所）丁若鏞『大韓疆域考』京城，皇城新聞社，1905年。

（注）松化江は松花江，蘓下江は蘇下江である。
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張
志
淵
が
「
皇
城
新
聞
」
に

い
わ
ゆ
る
間
島
の
領
有
権
を

め
ぐ
る
論
調
を
華
々
し
く
展

開
し
た
。「
皇
城
新
聞
」
の

一
九
〇
三
年
四
月
一
四
日
号

に
、
丁
若
鏞
の
『
吾
國
疆
域

考
』
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

皇
城
新
聞
社
は
張
志
淵
が
補

訂
し
て
『
大
韓
疆
域
考
』

（
一
九
〇
五
年
）
を
刊
行
し
て

お
り
、
そ
こ
に
は
「
北
間
島

圖
」
が
あ
っ
た
。
そ
こ
の

「
松
化
衛
」
は
松
花
江
で
あ

る
（
7
）

。2
、
白
頭
山

白
頭
山
は
、
北
朝
鮮
と
中

国
の
国
境
に
ま
た
が
る
朝
鮮

図 5　大東輿地図の白頭山

（出所）金正浩『大東輿地圖』京城，京城帝國大学文學部，1936年／『大東地志』

ソウル，漢陽大學附設國學研究院／亞細亞文化社，1976年／『大東輿地図』

草風館，1994年。
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）

第
一
の
高
峰
、
標
高
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
、
摩
天
嶺
系
の
地
層
を
貫
通
し
て
噴
出
し
た
溶
岩
台
地
を
形
成
し
て
お
り
、
不
咸
山
、
太
白

山
と
も
い
い
、
中
国
で
は
、
長
白
山
と
称
す
る
。
も
と
も
と
、

、
狛
、
粛
慎
の
居
住
地
で
、
彼
ら
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
粛
慎
の

後
裔
で
あ
る
女
真
（
満
州
族
）
が
霊
山
と
し
た
。
女
真
の
金
は
、
一
一
七
二
年
山
の
神
に
興
国
霊
応
王
の
称
号
を
贈
り
、
そ
れ
は

一
一
九
三
年
に
開
天
宏
聖
帝
と
な
り
、
白
頭
山
で
毎
年
、
典
礼
が
続
け
ら
れ
た
。
満
族
は
果
勒
敏
珊
延
阿
林
と
呼
び
、
清
朝
の
発
祥
地
と

し
て
崇
め
た
。『
満
洲
實
録
』
に
は
、
長
白
山
の
湖
で
水
遊
び
を
し
て
い
た
三
姉
妹
の
末
の
妹
が
天
の
神
の
使
い
で
あ
る
カ
サ
サ
ギ
が
運

ん
で
き
た
赤
い
実
を
食
べ
て
男
子
を
産
み
落
と
し
、
彼
は
女
真
を
収
め
る
天
命
を
受
け
て
清
朝
を
開
祖
し
た
と
あ
る
。

一
方
、『
三
国
遺
事
』
で
は
、
朝
鮮
民
族
は
白
頭
山
に
起
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
厚
く
、
渤
海
が
こ
の
地
を
支
配
し
、
の
ち
渤
海

を
滅
ぼ
し
た
契
丹
（
遼
）
の
領
土
と
な
り
、
以
後
、
金
の
領
土
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
領
土
と
な
り
、
李
朝
世
宗
（
在
位
一
四
一
八
〜
五
〇
年
）

が
鴨
緑
江
・
豆
満
江
沿
岸
の
要
塞
化
を
進
め
て
、
こ
れ
に
よ
り
白
頭
山
は
朝
鮮
民
族
と
北
方
民
族
の
境
界
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
満
州
の

豆
満
江
以
北
の
間
島
に
朝
鮮
人
が
進
出
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
白
頭
山
の
分
水
界
が
境
界
と
な
っ
た
（
8
）

。

以
後
、
満
州
国
の
樹
立
で
、
白
頭
山
山
麓
の
密
林
地
帯
は
反
満
抗
日
ゲ
リ
ラ
の
拠
点
と
な
り
、
白
頭
山
一
帯
で
は
朝
鮮
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
象
徴
で
あ
る
金
日
成
の
抗
日
闘
争
が
遂
行
さ
れ
、
白
頭
山
の
最
高
峰
は
将
軍
峰
と
な
っ
た
。
そ
し
て
金
正
日
は
白
頭
山
の
小
白
水

の
谷
で
生
誕
さ
れ
た
と
い
う
現
代
神
話
が
生
み
出
さ
れ
、
白
頭
山
の
聖
地
化
は
著
し
い
（
9
）

。

こ
の
地
は
、
一
九
三
四
〜
三
五
年
京
大
探
検
隊
が
登
頂
し
た
（
10
）

。

白
頭
山
の
中
国
側
山
麓
は
朝
鮮
人
参
の
産
地
で
、
大
瀑
布
や
温
泉
も
あ
り
、
入
山
の
便
は
極
め
て
良
い
。
山
の
中
央
部
は
地
下
の
マ
グ

マ
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
天
池
の
周
り
に
は
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
一
六
の
峰
が
取
り
囲
む
神
秘
的
存
在
で
あ
る
（
11
）

。

中
国
と
朝
鮮
間
の
国
境
は
、
一
九
六
二
年
中
朝
国
境
条
約
と
そ
の
後
の
交
渉
で
解
決
し
て
い
る
。
そ
の
解
決
は
、
中
国
が
北
朝
鮮
を
飲

九
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み
込
む
形
で
、
天
池
の
五
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
朝
鮮
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
、
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
中
国
領
で
、
憲
法
上
、
統
治

権
力
の
あ
る
韓
国
の
民
族
主
義
者
は
、
松
花
江
が
境
界
に
入
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

3
、
黒
龍
江
、
鴨
緑
江
、
図
們
江

ロ
シ
ア
、
中
国
、
及
び
モ
ン
ゴ
ル
を
流
れ
る
ア
ム
ー
ル
川
は
、
中
国
で
は
黒
龍
江
又
は
黒
河
と
い
い
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
ウ
ス
リ
ー
江

と
合
流
し
て
間
宮
海
峡
／
タ
タ
ー
ル
海
峡
へ
注
ぐ
。
極
東
、
沿
海
州
の
大
動
脈
を
な
し
、
ロ
シ
ア
側
に
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
な
ど
の
都
市
の
発
達
を
み
た
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
進
出
と
併
合
に
あ
っ
た
（
11
）

。

鴨
緑
江
は
、
白
頭
山
に
発
し
、
中
国
と
北
朝
鮮
の
境
界
を
流
れ
て
お
り
、
新
義
洲
と
中
国
安
東
（
現
丹
安
東
）
の
境
を
下
り
、
そ
こ
は

封
禁
的
開
発
に
あ
っ
た
。
満
州
建
国
後
、
日
本
政
府
は
一
九
三
四
年
に
全
満
州
の
河
川
調
査
に
着
手
し
、
一
九
三
六
年
満
鮮
合
同
の
調
査

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
一
九
四
一
年
に
下
流
の
水
豊
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
（
12
）

。

豆
満
江
の
中
国
名
は
図
們
江
で
、
白
頭
山
に
発
し
、
朝
鮮
北
部
で
中
国
と
ソ
連
に
界
し
て
東
海
（
日
本
海
）
に
注
ぐ
。
こ
の
三
国
国
境

地
帯
は
朝
鮮
人
地
帯
で
、
豆
満
江
は
朝
鮮
人
の
心
情
の
流
れ
に
あ
る
（
13
）

。

一
九
八
〇
年
代
半
の
こ
の
地
帯
は
、
大
き
く
混
乱
し
て
い
た
。
そ
の
社
会
環
境
は
厳
し
か
っ
た
（
14
）

。
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
大
き
く
変

容
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
図
們
江
開
発
計
画
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｐ
）
が
、
中
国
図
們
江
区
域
の
中
心
地
域
、
吉
林
省
長
春
市
、
吉
林
市
地
域

及
び
延
辺
朝
鮮
自
治
州
（
長
吉
図
）
で
進
捗
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
開
発
開
放
先
導
区
の
開
発
協
力
計
画
は
、
一
九
九
一
年
七
月
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
会
議
で
国
連
開
発
計
画
構
想
を
受
け
て
中
国
が
提
起
し
た
。
図
們
江
経
済
区
・
図
們
江
経
済
開
発
区
は
、
東
北
ア
ジ
ア
地

域
開
発
の
北
朝
鮮
・
中
国
・
ロ
シ
ア
三
国
国
境
行
政
区
三
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
由
経
済
区
を
対
象
と
し
て
お
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

横
断
鉄
道
に
結
び
付
け
る
と
い
う
雄
大
な
構
想
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
を
予
定
し
、
一
九
九
〇
年
七
月
長

一
〇
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二
三
）

春
の
北
東
ア
ジ
ア
経
済
発
展
国
際
会
議
、
一
九
九
一
年
七
月
第
一
回
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
会
議
、
八
月
長
春
第
二
回
会
議
、
一
〇
月
平
壌
第

三
回
会
議
で
、
図
們
江
開
発
計
画
管
理
委
員
会
が
発
足
し
、
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
は
、
平
壌
会
議
で
投
資
計
画
を
明
ら
か
に
し
、

一
〇
月
外
国
人
投
資
法
・
外
国
人
企
業
法
を
制
定
し
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
国
務
院
は
「
中
国
図
們
江
地
域
協
力
開
発
計
画
要
領

│
長

吉
図
（
張
舜
・
吉
林
・
図
們
江
）
を
開
発
開
放
先
導
区
と
す
る
」
国
家
戦
略
を
批
准
し
た
。
そ
れ
は
、
内
陸
部
国
境
地
域
の
国
際
協
力
と
対

外
開
放
の
急
速
化
、
及
び
東
北
地
方
の
経
済
成
長
の
拠
点
形
成
、
内
陸
部
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
、
及
び
辺
境
民
族
地
域
の
繁
栄
と
安

定
の
推
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
開
発
の
一
部
で
あ
る
（
15
）

。

4
、
間
島
問
題

『
擇
里
志
』
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
平
安
道
の
東
は
、
白
頭
の
大
脈
が
南
下
し
て
天
を
断
ち
、
嶺
を
な
し
て
い
る
。
嶺
の
東
は
す
な
わ
ち
咸
鏡
道
で
、
い
に
し
え
の
沃

沮
の
地
で
あ
る
。

南
限
は
鉄
嶺
で
、
東
北
限
は
豆
満
江
で
あ
る
。
長
さ
は
二
千
里
を
超
え
て
海
に
迫
る
。
し
か
し
東
西
は
百
里
に
も
満
た
な
い
。
元

は
粛
慎
に
属
し
、
漢
代
に
至
っ
て
玄
莵
に
属
し
た
。

後
に
朱
氏
（
朱
蒙
）
の
本
拠
地
と
な
っ
た
が
、
滅
亡
し
て
か
ら
は
、
女
真
族
の
本
拠
地
と
な
っ
た
。
高
麗
は
咸
興
の
南
の
定
平
府

ま
で
を
境
界
と
し
て
い
た
が
、
中
葉
に
至
っ
て
（
一
一
〇
七
）、
尹

の
将
兵
に
女
真
族
と
逐
わ
せ
、
豆
満
江
の
北
七
百
里
の
先
春
嶺

に
至
っ
て
境
界
と
し
た
が
、
後
に
土
地
を
還
し
て
、
咸
興
の
南
を
境
界
と
し
て
い
た
。

我
が
朝
に
入
っ
て
荘
憲
大
王
（
第
四
代
世
宗
）
は
、
金
宗
瑞
（
一
三
九
〇
│
一
四
三
五
）
に
北
方
の
地
千
余
里
を
開
拓
さ
せ
て
豆
満
江

に
到
達
し
た
。

一
一
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豆
満
江
の
ほ
と
り
に
六
鎮
及
び
兵
営
を
設
け
た
の
で
、
女
真
族
の
窟
穴
（
居
住
地
）
で
あ
っ
た
白
頭
山
は
東
南
の
地
域
は
、
す
べ

て
我
が
領
域
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

粛
宗
の
丁
酉
（
一
七
一
七
）
年
、
康
煕
皇
帝
は
穆
克
登
に
命
じ
て
白
頭
山
に
登
羅
世
、
両
国
の
地
界
を
審
定
さ
せ
た
。
豆
満
江
に

沿
っ
て
会
寧
の
雲
頭
山
白
に
到
達
し
、
場
外
の
な
だ
ら
か
な
坂
を
眺
め
る
と
、
多
数
の
塚
が
あ
り
、
土
地
の
人
は
こ
れ
を
皇
帝
陵
と

見
做
し
て
い
た
。
克
登
が
人
を
使
っ
て
掘
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
塚
の
傍
ら
か
ら
ち
い
さ
な
碑
石
を
発
見
し
た
。
碑
面
に
は
「
宋
帝
之

墓
」
の
四
字
が
き
さ
れ
て
い
た
。
克
登
は
そ
こ
で
大
い
に
こ
の
碑
石
を
封
築
さ
せ
て
立
ち
去
っ
た
。
初
め
て
五
国
城
の
こ
と
を
知
っ

た
。
す
な
わ
ち
雲
頭
山
城
で
あ
る
。
…
…
雲
頭
山
は
東
海
（
日
本
海
）
を
隔
て
る
こ
と
わ
ず
か
二
百
里
で
あ
り
、
海
路
は
高
麗
に
近

接
し
、
高
麗
の
全
羅
道
は
中
国
の
杭
州
（
浙
江
章
）
と
二
小
海
を
隔
て
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
風
の
便
で
（
帆
船
で
）
七
日
で
通
う
こ

と
が
で
き
た
（
16
）

。」

以
上
は
、
一
七
〇
〇
年
代
半
ば
に
お
け
る
朝
鮮
地
理
書
に
よ
る
北
部
境
界
と
し
て
の
間
島
地
域
と
そ
の
中
国
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
関

す
る
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
四
鎮
は
、
朝
鮮
初
期
に
豆
満
江
の
下
流
ま
で
朝
鮮
に
朝
鮮
の
領
域
に
入
っ
た
慶
源
、
慶
興
、
富
寧
、
稲
城
、

鍾
城
、
会
寧
の
地
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
中
国
吉
林
省
頭
部
地
域
、
現
在
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
が
間
島
で
、
清
国
は
「
封
禁
」
地
と
し
て
満
州
族
以
外
の
入
植
を
禁
止
し

て
き
た
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
て
立
ち
入
っ
た
朝
鮮
民
族
の
開
拓
が
進
み
、
一
八
八
二
年
清
朝
が
漢
民
族
に
入
植
を
認
め
た
と
き
は
、

殆
ど
が
開
墾
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
九
年
日
本
は
間
島
を
清
国
領
と
認
め
た
。
し
か
し
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
が
開
始
さ
れ
る
と
、
多
く
の

朝
鮮
民
族
が
こ
の
地
に
逃
れ
、
こ
の
地
が
ロ
シ
ア
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
革
命
運
動
の
支
援
を
受
け
て
独
立
運
動
が
大
規
模

に
か
つ
組
織
的
に
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
金
日
成
の
独
立
闘
争
が
続
い
た
。
一
九
〇
七
年
朝
鮮
統
督
府
は
、
間
島
派
出
所
を
設
け
、

一
二
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（
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野
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（
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一
九
〇
九
年
間
島
協
約
で
清
朝
の
間
島
領
有
を
認
め
、
以
後
、
日
本
軍
の
弾
圧
が
強
化
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
九
〜
一
〇
月
の
「
不
逞
鮮

人
」
に
よ
る
琿
春
の
日
本
領
事
館
の
襲
撃
を
理
由
に
、
日
本
軍
は
速
や
か
に
出
動
し
、
翌
二
一
年
一
月
こ
こ
を
拠
点
と
し
た
独
立
運
動
分

子
を
含
む
数
千
人
を
虐
殺
し
た
（
間
島
事
件
（
17
）

）。
し
か
し
、
以
後
も
、
抗
日
武
装
闘
争
は
続
い
た
。
そ
の
指
導
者
金
日
成
は
、
朝
鮮
大
統
領

金
日
成
で
あ
る
と
公
式
朝
鮮
史
と
記
述
し
て
い
る
が
、
二
人
は
別
人
で
あ
る
。

こ
の
間
島
の
由
来
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
〜
七
一
年
、
朝
鮮
の
六
鎮
（
茂
山
、
会
寧
、
鍾
城
、
慶
源
、
穏
城
、
慶
興
）
で

大
飢
饉
が
発
生
し
、
朝
鮮
農
民
は
国
境
に
豆
満
江
を
越
え
て
移
住
し
、
そ
の
原
野
は
悉
く
耕
作
地
と
な
り
、
そ
の
対
岸
を
間
島
と
名
付
け
、

茂
山
間
島
、
会
寧
間
島
な
ど
の
名
称
が
生
じ
た
。
当
初
は
、
小
さ
な
中
州
、
弁
財
の
名
古
屋
（
古
間
島
）
を
間
島
と
い
っ
て
い
た
が
、
入

植
・
開
墾
が
漸
次
、
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
間
島
の
呼
称
も
拡
大
さ
れ
た
（
18
）

。
こ
こ
は
、
清
太
宗
が
朝
鮮
と
の
間
に
設
け
た
間
曠
地
帯
で
、

両
国
人
が
立
ち
入
る
の
を
厳
禁
し
た
地
帯
で
あ
っ
た
（
19
）

。

そ
れ
が
現
在
問
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
地
が
檀
君
神
話
の
故
地
（
古
朝
鮮
）
の
疆
域
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
国
会
議
長
丁
一
権
は
、

こ
う
述
べ
る
。

「
こ
の
満
州
の
土
地
は
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
の
及
ば
な
い
土
地
に
代
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
歴
史
的
に
は
、
古
代
韓
民
族
の
領

土
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
嚴
然
と
し
た
事
實
で
あ
り
、
特
に
豆
満
江
と
一
衣
帯
水
の
間
島
地
方
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
關
連
を
持

ち
續
け
た
我
が
疆
域
で
あ
る
（
20
）

。」

5
、
中
国
朝
鮮
族
遷
入
史
論
争

中
国
朝
鮮
族
の
居
住
地
域
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
が
中
心
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
及
び
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
延
辺
の
朝
鮮
人
と
し

て
、
一
九
世
紀
に
朝
鮮
か
ら
移
住
し
て
き
た
シ
ベ
リ
ア
の
朝
鮮
人
は
、
冬
季
は
延
辺
で
過
ご
し
、
夏
季
に
シ
ベ
リ
ア
で
生
活
し
、
そ
の
生

一
三
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活
を
数
年
間
、
繰
り
返
し
、
朝
鮮
に
戻
る
と
い
う
よ
う
に
、
国
境
を
自
由
に
往
来
し
て
き
た
。
そ
の
特
色
は
跨
境
民
族
と
さ
れ
る
。
い
ま

ひ
と
つ
、「
悠
久
の
歴
史
と
後
裔
あ
る
革
命
の
伝
統
を
有
し
、
我
が
国
の
反
帝
反
封
建
闘
争
史
の
光
輝
あ
る
一
頁
を
記
し
て
い
る
」
と
い

う
の
が
中
国
の
朝
鮮
人
に
つ
い
て
の
中
国
政
府
の
公
式
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
新
中
国
の
成
立
に
貢
献
し
た
に
も
せ
よ
、
文

化
大
革
命
で
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
、
以
後
、
朝
鮮
族
遷
入
（
移
住
）
史
論
争
が
起
き
た
。

朝
鮮
人
の
冒
禁
越
境
を
め
ぐ
る
中
国
・
朝
鮮
交
渉
は
、
一
六
七
七
年
康
煕
帝
が
大
臣
覚
羅
木
訥
ら
に
命
じ
現
地
調
査
に
入
り
進
め
ら
れ

た
が
、
朝
鮮
人
の
発
砲
事
件
で
中
断
し
た
。
一
七
一
〇
年
朝
鮮
人
の
殺
害
事
件
が
起
こ
り
、
鳥
喇
管
穆
克
登
が
国
境
調
査
の
密
命
を
受
け

て
、
現
地
に
入
り
、
定
界
碑
を
建
設
し
て
引
き
揚
げ
た
の
ち
、
中
国
は
図
們
江
北
岸
に
屯
舎
を
作
ろ
う
と
し
た
が
、
朝
鮮
が
司
訳
院
司
正

通
官
金
慶
門
を
北
京
に
送
り
抗
議
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
八
六
九
〜
七
〇
年
李
朝
政
府
は
、
図
們
江
北
岸
一
五
〇

里
の
地
に
炮
幕
六
〇
坐
を
儲
け
て
監
視
を
厳
し
く
し
、
朝
鮮
北
部
窮
民
の
越
境
者
を
監
視
し
た
が
、
窮
民
の
越
境
を
完
全
に
阻
止
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
満
州
の
開
拓
が
進
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
間
曠
地
の
開
墾
・
開
放
に
伴
い
、
図
們
江
北
岸
の
封
禁
は
開
除
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
間
島
地
帯
を
調
査
し
た
吉
林
将
軍
銘
安
は
、
土
門
江
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
に
対
し
て
、
中
国
の
政
教
に
従
い
服
装
を
中

国
風
に
改
め
る
こ
と
を
条
件
に
中
国
人
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
命
令
し
た
。
こ
の
旨
、
袖
手
国
の
立
場
か
ら
、
吉
林
で
の
処
理
を
朝
鮮
国

王
に
通
告
し
た
。
一
八
八
三
年
五
月
朝
鮮
国
王
は
、
通
告
を
了
承
し
、
八
月
中
国
礼
部
に
土
門
江
を
境
に
吉
林
の
処
理
は
認
め
た
も
の
の
、

琿
春
・
敦
化
地
方
の
入
植
者
は
原
籍
へ
の
復
帰
と
朝
鮮
送
還
を
要
求
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
。
そ
こ
で
の
中
国
政
府
の
対
応
は
、
図
們
江
と

土
門
江
の
支
配
に
あ
っ
た
。

一
八
八
五
年
九
月
朝
鮮
勘
界
使
李
重
夏
は
、
会
寧
で
交
渉
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
図
們
江
、
即
ち
豆
満
江
を
国
境
と
主
張
す
る
中
国

は
、
自
説
に
疑
問
を
も
っ
た
が
、
辺
界
の
勘
査
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
再
び
一
八
八
七
年
勘
界
交
渉
と
な
っ
た
が
、
李
重
夏
は
土
門
江
説

一
四
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へ
の
固
持
に
も
危
惧
を
感
じ
て
、
土
門
説
を
棄
て
、
図
們
江
上
流
の
中
国
の
主
張
す
る
西
豆
水
説
を
認
め
る
こ
と
も
な
く
、
図
們
江
の
源

流
の
紅
土
水
説
を
主
張
し
、
紅
土
と
石
乙
二
水
の
合
流
地
点
の
上
流
は
未
定
の
ま
ま
に
、
図
們
江
で
画
定
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
中

国
は
、
そ
の
文
書
を
公
允
せ
ず
、
結
局
、
間
島
の
帰
属
は
未
決
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
北
清
事
変
で
ロ
シ
ア
軍
が
間
島
を
占
領
し
、
中
国
人
は
吉
林
に
避
難
し
、
朝
鮮
人
は
独
自
の
行
動
に
出
た
。
そ
し
て
、
中

国
は
朝
鮮
人
の
退
去
要
求
を
持
ち
出
し
た
が
、
朝
鮮
政
府
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
結
局
、
中
国
は
、
戸
口
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
〇
三
年
三
月
延
吉
庁
を
設
置
し
、
租
税
徴
収
を
図
っ
た
が
、
朝
鮮
人
は
こ
れ
も
拒
否
し
た
。

日
露
戦
争
で
、
状
況
は
一
変
し
た
。
韓
国
は
日
本
の
勢
力
下
に
置
か
れ
、
中
国
は
韓
国
の
要
求
で
、
一
九
〇
四
年
六
月
中
韓
辺
界
善
後

章
程
が
成
立
し
た
。
そ
の
第
一
条
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
両
国
界
後
は
白
山
の
碑
で
記
証
す
べ
き
で
あ
り
、
仍
は
両
政
府
の
員
を
派
し
て
会
勘
す
る
こ
と
を
俟
つ
べ
し
。
未
だ
勘
せ
ざ
る
以

前
は
、
旧
に
従
て
図
們
江
を
間
隔
せ
る
一
帯
水
を
以
て
各
、
迅
地
を
守
り
、
均
し
く
兵
を
持
し
て
僭
越
、
峠
を

を
滋
す
る
こ
と
を

得
ず
。」

そ
し
て
、
中
国
側
は
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
の
義
兵
闘
争
と
協
力
し
て
、
そ
の
支
配
の
回
復
を
企
図
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
21
）

。

こ
こ
に
、
間
島
の
帰
属
問
題
は
、
再
び
外
交
交
渉
と
な
っ
た
。

6
、
間
島
条
約

日
本
が
間
島
問
題
に
関
与
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
の
結
果
、
大
韓
帝
国
が
日
本
の
保
護
国
と
な
り
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
第

二
次
日
韓
協
約
で
統
監
府
を
設
置
し
て
、
そ
の
外
交
権
を
行
使
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
一
一
月
韓
国
政
府
か

ら
懇
請
を
受
け
た
日
本
政
府
は
、
間
島
在
住
の
朝
鮮
農
民
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
〇
七
年
八
月
統
監
府
臨
時
間
島
派
出
所
を
設

一
五
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け
、
郵
便
・
電
信
・
病
院
な
ど
の
行
政
を
通
じ
朝
鮮
人
を
保
護
し
た
。
当
時
、
間
島
の
朝
鮮
人
は
、「
多
年
ノ
暴
圧
陵
辱
ヲ
復
ス
ル
」
状

態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
22
）

。

そ
の
韓
国
政
府
の
要
請
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

「
照
会
第
一
百
二
號

敝
邦
與
滿
洲
邊
界
一
案
ハ
曩
ニ
與
駐
我
京
清
國
公
使
迭
經
交
渉
請
派
院
査
勘
尚
未
案
而
按
韓
清
條
約
第
十
二
款
邊
民
巳
經
越
墾

者
聴
其
安
業
傳
保
性
命
財
産
等
因
現
下
墾
居
民
時
被
馬
賊
及
無
頼
輩
欺
負
凌
虐
該
居
民
等
切
乞
保
護
不
止
事
係
外
交
ヲ
以
テ

貴
統
監
ハ
特
ニ
念
該
居
民
之
情
形
貴
國
政
府
ヨ
リ
派
院
前
往
来
シ
テ
撫
綏
居
民
事
轉
商
清
國
政
府
レ
ン
コ
ト
ヲ
為
要

　
　

大
韓
光
武
十
年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
政
府
参
政
大
臣　

朴
齋
純

大
日
本
統
監
侯
爵　

伊
藤
博
文
閣
下
」

そ
こ
で
の
日
本
の
中
国
東
北
／
滿
洲
に
対
す
る
立
場
は
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
二
日
調
印
、
一
九
〇
六
年
一
月
二
三
日
発
効
の
一
連

の
満
洲
に
関
す
る
日
清
条
約
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
抜
萃
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

満
洲
に
関
す
る
日
清
条
約

第
一
条　

清
國
政
府
ハ
日
露
講
和
条
約
第
五
条
及
第
六
条
ニ
ヨ
リ
日
本
国
に
對
シ
テ
為
し
シ
タ
ル
一
切
ノ
譲
渡
ヲ
承
諾
ス

第
二
条　

日
本
國
政
府
ハ
清
露
兩
國
間
ニ
締
結
セ
ラ
レ
タ
ル
し
借
地
竝
鐵
道
敷
設
ニ
關
ス
ル
原
条
約
ニ
照
シ
務
メ
テ
遵
行
ス
ヘ
キ
コ

ト
ヲ
承
諾
ス
将
來
何
等
案
件
ノ
生
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
随
時
清
國
政
府
ト
協
議
ノ
上
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

附
属
秘
密
協
定

一
六



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
二
九
）

1
、
徴
集
吉
林
間
鐵
道
ハ
清
國
自
ラ
資
金
ヲ
調
ヘ
テ
築
造
ス
ヘ
ク
不
足
ノ
額
ハ
日
本
國
ヨ
リ
借
入
ル
コ
ト
ヲ
承
諾
ス
ヘ
ク
不
足
ノ
額

ハ
日
本
國
ヨ
リ
借
入
ス
コ
ト
ヲ
承
諾
ス
…
…

清
國
政
府
ハ
吉
林
地
方
ニ
於
テ
別
國
人
に
鐵
道
敷
設
權
ヲ
與
へ
若
ク
ハ
別
國
人
ト
共
同
シ
テ
鐵
道
ヲ
敷
設
ス
ル
コ
ト
ハ
斷
シ
テ
之
ナ

シ
…
…

満
洲
に
関
す
る
日
清
諒
解
事
項

・　

…
…
帝
國
政
府
ハ
交
渉
開
始
冒
頭
ニ
當
リ
這
回
ノ
交
渉
ノ
主
眼
ト
ス
ル
所
ハ

1
、
清
國
政
府
ハ
滿
洲
ニ
於
け
る
其
ノ
施
政
ヲ
改
善
シ
列
國
臣
民
ノ
生
命
ヲ
安
全
ニ
保
護
ス
ル
ト
共
ニ
将
来
同
地
方
ヲ
シ
テ
國
再
紛

争
の
禍
因
タ
ラ
シ
メ
サ
ル
コ
ト

2
、
滿
洲
ニ
於
ケ
ル
貿
易
ヲ
發
達
セ
シ
メ
以
テ
清
國
は
勿
論
列
國
ヲ
シ
テ
共
存
共
栄
ノ
福
利
ヲ
圖
ル
ヘ
キ
コ
ト

3
、
日
露
戰
争
ノ
結
果
露
國
カ
日
本
に
譲
與
シ
タ
ル
一
切
ノ
權
利
特
權
は
清
國
政
府
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
確
認
ス
ル
コ
ト

そ
こ
で
、
日
本
外
務
省
は
、
内
藤
湖
南
を
一
九
〇
八
年
八
〜
一
〇
月
現
地
に
派
遣
し
て
調
査
を
行
い
、
当
時
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
安

奉
線
改
築
問
題
も
配
慮
し
て
、
一
九
〇
九
年
九
月
四
日
間
島
に
関
す
る
日
清
条
約
が
成
立
し
た
。

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
五
年　

三
月　

ロ
シ
ア
軍
、
間
島
琿
春
か
ら
撤
収
、
清
国
は
地
方
政
権
回
復
。

　
　
　
　
　

一
一
月　

第
二
次
日
韓
協
約
調
印
。

　
　
　
　
　

一
二
月　

満
州
に
関
す
る
日
清
条
約
調
印
。

一
九
〇
六
年　

八
月　

李
相
咼
ら
、
龍
井
村
で
瑞
甸
義
塾
設
立
。

一
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
三
〇
）

　
　
　
　
　

一
二
月　

程
光
第
、
日
本
人
仲
野
二
郎
と
間
島
天
宝
山
銀
鉱
合
同
経
営
協
定
成
立
。

一
九
〇
七
年　

五
月　

東
三
省
新
郡
督
練
処
監
督
呉
禄
貞
、
間
島
視
察
。

　
　
　
　
　
　

八
月　

統
監
府
臨
時
間
島
派
出
所
設
置
。

　
　
　
　
　
　

九
月　

陶
彬
延
吉
庁
知
事
任
命
。

　
　
　
　
　

一
一
月　

呉
禄
貞
、
程
光
第
の
宝
山
銀
鉱
閉
鎖
。

一
九
〇
八
年　

一
月　

清
国
間
島
・
延
吉
辺
務
巡
警
総
局
開
設
、
延
吉
警
務
学
堂
開
設
。

　
　
　
　
　
　

四
月　

間
島
派
出
所
、
官
制
施
行
。

　
　
　
　
　
　

九
月　

日
本
閣
議
、
間
島
問
題
交
渉
方
針
を
決
定

│
間
島
領
有
権
の
放
棄
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
　
　

九
月　

瑞
甸
義
塾
閉
鎖
。

　
　
　
　
　

一
二
月　

間
島
交
渉
開
始
。

一
九
〇
九
年　

四
月　

大
清
国
国
籍
条
例
公
布
。

　
　
　
　
　
　

八
月　

日
本
閣
議
、
間
島
雑
居
朝
鮮
人
裁
判
管
轄
権
放
棄
を
決
定
。

　
　
　
　
　
　

九
月　

間
島
協
約
、
満
州
五
案
件
協
約
調
印
。

　
　
　
　
　

一
〇
月　

間
商
埠
地
開
設
、
日
本
総
領
事
館
開
設
、
間
島
派
出
所
閉
鎖
。

一
九
〇
八
年
九
月
二
五
日
の
閣
議
決
定
に
よ
る
、
そ
の
五
案
件
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

1
、
豆
満
江
を
日
清
国
境
と
確
認
し
、
同
江
上
流
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
共
同
調
査
委
員
を
も
っ
て
調
査
し
、
決
定
す
る
こ
と
。

2
、
清
国
に
間
島
に
お
け
る
日
韓
人
の
雑
居
を
公
認
さ
せ
る
こ
と
。

一
八



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
三
一
）

3
、
局
子
街
そ
の
他
枢
要
の
地
に
帝
国
領
事
館
又
は
分
館
を
設
置
し
、
条
約
に
よ
る
領
事
官
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
。

4
、
該
地
方
に
お
い
て
日
韓
人
の
既
に
獲
得
し
た
財
産
及
び
着
手
し
た
事
業
を
、
清
国
が
承
認
す
る
こ
と
。

5
、
吉
長
鉄
道
を
朝
鮮
会
寧
に
ま
で
延
長
す
る
件
を
清
国
に
要
求
し
、
適
当
な
時
期
に
交
渉
を
開
く
こ
と
。

こ
の
案
件
5
は
、
提
議
さ
れ
な
い
と
し
て
い
た
が
、
一
二
月
二
七
日
小
村
外
相
の
訓
令
で
交
渉
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
但
し
、
そ
こ

に
は
、
満
州
経
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、
か
か
る
根
拠
が
薄
弱
な
境
界
に
拘
泥
せ
ず
、
韓
民
保
護
の
強
化
に
重
点
を
置
く
と
し
た
意
向
が

あ
っ
た
。

清
国
は
、
北
京
の
政
変
も
あ
っ
て
、
豆
満
江
境
界
説
に
固
持
し
、
い
っ
さ
い
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
交
渉
委
員
陶
大
均
が
日
本

側
伊
集
院
彦
吉
に
事
前
に
示
唆
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
の
解
決
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
他
国
と
境
界
問
題
に
も
影
響
す
る
の
で
、

間
島
の
所
属
に
つ
き
日
本
の
譲
歩
を
求
め
る
こ
と
し
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

交
渉
が
難
航
す
る
な
か
、
韓
人
裁
判
権
問
題
で
妥
協
が
成
立
し
、
五
案
件
解
決
の
方
向
性
が
合
意
さ
れ
、
清
国
は
、
茂
山
以
奥
の
境
界

線
を
確
認
し
、
協
約
が
成
立
し
、
同
時
に
間
島
開
放
地
の
条
項
と
統
監
不
播
種
書
撤
退
に
伴
う
善
後
処
理
が
成
案
し
た
。
さ
ら
に
、
韓
人

雑
居
区
域
の
条
項
及
び
韓
人
既
得
権
の
条
項
が
成
立
し
た
（
23
）

。

成
立
し
た
間
島
に
関
す
る
協
約
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条　

日
清
両
国
征
夫
は
、
図
們
江
を
清
韓
両
国
の
国
境
と
し
、
江
源
地
方
に
於
い
て
は
、
定
界
帆
を
起
点
と
し
て
、
石
乙
水
を

も
っ
て
両
国
の
境
界
と
為
す
こ
と
を
声
明
す
。

第
二
条　

清
国
政
府
は
、
本
協
約
調
印
後
、
成
る
べ
く
速
に
左
記
の
各
地
を
外
国
人
の
居
住
及
貿
易
の
為
開
放
す
べ
く
、
日
本
国
政

府
は
、
此
等
の
地
に
領
事
館
若
し
く
は
領
事
館
分
館
を
酌
設
す
べ
し
。

一
九
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十
巻
第
二
号
（
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〇
一
三
年
九
月
）

（
三
三
二
）

開
放
の
期
日
は
、
別
に
之
を
定
む
。

龍
井
村　

局
子
街　

頭
道
講　

百
草
溝

第
三
条　

清
国
政
府
は
、
従
来
の
通
り
、
図
們
江
北
の
墾
地
に
於
て
韓
民
居
住
を
承
准
す
。
其
地
域
の
境
界
は
、
別
図
を
以
て
之
を

示
す
。

第
四
条　

図
們
江
江
北
地
方
雑
居
地
区
内
墾
九
十
の
韓
民
は
、
清
国
の
法
権
に
服
従
し
、
清
国
地
方
官
の
管
轄
裁
判
に
帰
す
。

清
国
官
憲
は
、
右
韓
民
と
同
様
に
待
遇
す
べ
く
、
納
材
其
他
一
切
行
政
上
の
処
分
も
清
国
民
と
同
様
た
る
べ
し
。

右
韓
民
に
関
係
す
る
民
事
刑
事
一
切
の
訴
訟
事
件
は
、
清
国
官
権
に
於
て
、
清
国
の
法
律
に
按
照
し
、
公
平
に
裁
判
す
べ
く
、
日
本

領
事
官
又
は
其
の
委
任
を
受
け
た
る
官
吏
は
、
自
由
に
法
廷
に
立
会
ふ
こ
と
を
得
。
但
し
人
命
に
関
す
る
重
案
に
付
て
は
、
須
ら
く
先

づ
日
本
国
領
事
館
に
知
照
す
べ
き
も
の
と
す
。
日
本
国
領
事
官
に
於
て
、
若
し
法
律
を
按
せ
ず
し
て
判
断
せ
る
虞
あ
る
こ
と
を
認
め
た

る
と
き
は
、
公
平
の
裁
判
を
期
せ
む
が
為
め
、
別
に
官
吏
を
派
し
て
覆
審
す
べ
き
こ
と
を
清
国
に
請
求
す
る
を
得
。

第
五
条　

図
們
江
江
北
雑
居
区
域
内
に
於
け
る
韓
民
所
有
の
土
地
・
家
屋
は
、
清
国
政
府
よ
り
、
清
国
人
民
の
財
産
と
同
様
、
完
全

に
保
護
す
べ
し
。
又
該
江
沿
岸
に
は
、
場
所
を

み
、
渡
船
を
設
け
、
双
方
人
民
の
往
來
は
自
由
た
る
べ
し
。
但
し
兵
器
を
携
帯
す
る

者
は
、
公
文
又
は
護
照
な
く
し
て
境
を
越
え
る
を
得
ず
。

雑
居
区
域
内
算
出
の
米
穀
は
、
韓
民
の
搬
運
を
許
す
。
尤
も
凶
年
に
際
し
て
は
、
の
ち
禁
止
す
る
こ
と
を
得
べ
く
、
旧
に
依
り
照
弁

す
べ
し
。

第
六
条　

清
国
政
府
は
将
来
吉
長
鉄
道
を
延
吉
南
姜
境
に
延
長
し
、
韓
国
会
寧
に
於
て
韓
国
鉄
道
と
連
絡
す
べ
く
、
其
の
一
切
の
弁

法
は
、
吉
長
鉄
道
と
一
律
た
る
べ
し
。
開
弁
の
時
期
は
、
清
国
政
府
に
於
て
情
形
を
酌
量
し
、
日
本
国
政
府
と
商
議
の
上
之
を
定
む
。

二
〇



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
三
三
）

第
七
条　

本
協
約
は
、
調
印
後
直
に
抗
力
を
生
ず
べ
く
、
統
監
府
派
出
所
竝
文
武
の
各
員
は
、
成
る
べ
く
速
に
撤
退
を
開
始
し
、
二

箇
月
を
以
て
完
了
す
べ
し
。
日
本
国
政
府
は
、
二
箇
月
以
内
に
第
二
条
所
開
の
通
所
地
に
領
事
館
を
開
設
す
べ
し
。

こ
の
条
約
を
め
ぐ
る
交
渉
の
評
価
は
、
以
下
に
あ
る
。

交
渉
に
お
い
て
、
清
国
が
終
始
折
衝
に
努
め
た
の
は
、
当
時
、
清
国
内
に
包
藏
さ
れ
て
い
た
革
命
の
機
運
か
ら
、
清
国
の
発
祥
地
の
間

島
を
保
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
境
界
不
明
の
間
島
を
日
本
に
譲
与
す
る
こ
と
に
で
も
す
れ
ば
、
他
国
に
乗
じ
ら
れ
る
の
を
封
じ
た
こ

と
に
成
功
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
日
本
は
、
清
国
の
領
土
権
、
及
び
裁
判
権
を
承
認
す
る
な
ど
妥
協
に
終
始
し
、
他
方
、
満
州
問
題
で
満

州
五
案
件
協
約
を
も
っ
て
満
州
五
案
件
を
有
利
に
解
決
し
て
、
南
満
州
の
既
得
権
を
い
っ
そ
う
有
利
に
か
つ
確
実
に
し
て
、
大
陸
政
策
の

新
段
階
に
踏
み
込
ん
だ
。
こ
の
点
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
名
を
捨
て
実
を
と
っ
た
交
渉
の
成
果
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
五
案
件

は
、
⑴
清
国
は
、
新
民
屯
・
法
門
間
の
鉄
道
敷
設
に
つ
き
、
日
本
と
商
議
す
る
。
⑵
清
国
は
、
南
満
州
支
線
敷
設
に
同
意
す
る
。
⑶
撫

順
・
煙
台
炭
鉱
の
採
掘
を
認
め
る
。
⑷
安
奉
鉄
道
・
南
満
州
鉄
道
沿
線
鉱
山
開
発
を
認
め
る
。
⑸
京
奉
鉄
道
の
延
長
を
認
め
る
、
で
あ
る
（
23
）

。

し
か
し
、
い
い
か
え
れ
ば
、
満
州
協
約
で
日
本
の
享
有
す
る
権
益
は
明
確
に
規
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
間
島
条
約
は
、
日
本
の
ま
っ
た

く
の
譲
歩
で
成
立
し
た
。
こ
の
現
実
を
、
当
事
者
と
し
て
現
地
で
観
察
し
て
い
た
篠
田
治
策
は
、
以
下
の
譲
歩
八
点
を
、
明
確
に
指
摘
し

た
（
24
）

。1
、
間
島
の
領
土
権
は
、
ま
っ
た
く
こ
れ
を
放
棄
し
た
。

2
、
豆
満
江
の
歴
史
的
名
称
を
、
清
国
の
主
張
通
り
に
、
図
們
江
と
し
た
。

3
、
図
們
江
を
国
境
と
し
た
結
果
、
白
頭
山
定
界
碑
及
び
そ
の
上
流
と
連
絡
す
る
た
め
に
、
石
乙
水
を
国
境
と
し
た
。

4
、
従
来
、
韓
国
は
、
一
八
九
九
年
清
韓
条
約
で
清
国
領
土
に
お
い
て
治
外
法
権
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
韓
人
は
、
清
国
法
権
に

二
一
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（
三
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四
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服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5
、
韓
人
は
、
清
国
の
行
政
措
置
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
旧
来
の
韓
国
風
習
は
制
限
さ
れ
、
伐
採
は
禁
止
さ
れ
、
韓
国
よ
り
の

塩
の
輸
入
も
禁
止
さ
れ
た
。

6
、
兵
器
を
携
帯
す
る
者
は
、
護
照
な
し
に
は
、
国
境
を
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

7
、
凶
年
に
お
い
て
も
、
食
糧
の
輸
出
は
禁
止
さ
れ
る
。

8
、
従
来
、
無
税
扱
い
で
あ
っ
た
間
島
輸
入
品
に
対
し
て
清
国
関
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
九
年
九
月
の
清
韓
通
商
条
約
の
第
五
条
一
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

中
國
民
人
在
韓
國
社
、
如
有
犯
法
之
事
、
中
國
領
事
官
按
照
中
國
律
例
審
辨
。
韓
國
民
人
在
中
国
社
、
如
有
犯
法
之
事
、
韓
國
領

事
按
照
韓
國
律
例
審
辨
。
韓
國
民
人
生
命
財
産
在
中
國
者
、
被
中
國
民
人
損
傷
、
中
國
官
按
照
中
國
律
例
審
辨
。
中
國
民
人
生
命
財

産
在
韓
國
人
民
損
傷
、
韓
國
官
律
例
審
辨
。
兩
國
民
人
如
有
渉
訟
。
該
案
應
由
被
告
所
屬
之
國
官
員
、
按
照
本
國
律
例
審
斷
。
原
告

所
屬
之
國
可
以
派
員
聴
審
、
承
審
官
當
以
禮
相
待
。
聴
審
官
如
欲
傳
詢
証
見
亦
聴
其
便
。
如
以
承
審
官
吏
所
斷
為
不
公
。
猶
許
詳
細

駁
辨
。

但
し
、
日
韓
併
合
後
は
、
南
満
州
の
稲
作
が
成
功
し
（
25
）

、
従
来
の
朝
鮮
人
移
住
が
い
っ
そ
う
促
さ
れ
、
夥
し
い
移
民
の
時
代
を
迎
え
た
。

一
方
、
間
島
は
反
日
運
動
の
策
源
地
と
な
り
、
国
際
政
治
の
焦
点
に
立
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
反
日
闘
争
も
、
跨
境
民
族
と
し
て
の
自
決
処

理
の
局
面
を
迎
え
る
。

7
、
中
国
朝
鮮
族
起
源
論
争

中
国
で
は
、
朝
鮮
族
は
土
着
民
族
で
は
な
く
、
朝
鮮
で
形
成
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
の
一
部
が
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の

二
二
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（
三
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五
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終
結
ま
で
に
、
東
北
地
区
に
移
住
し
て
き
た
と
解
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
五
八
年
に
河
北
省
青
龍
県
民
族
時
務
委
員
会
が
成
立

し
、
民
族
政
策
の
調
査
を
行
っ
た
際
、
同
県
の
朴
姓
の
三
五
〇
人
が
自
分
ら
は
朝
鮮
族
の
子
孫
で
あ
る
の
で
、
族
譜
を
回
復
し
て
ほ
し
い

と
申
し
出
た
。
こ
う
し
た
要
求
は
拡
大
し
、
一
九
八
二
年
に
族
譜
改
正
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
、
彼
ら
は
、
土
着
民
族
説
を
主
張
し
て
お

り
、
そ
れ
が
高
句
麗
の
境
域
が
中
国
東
北
一
帯
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一
部
が
内
紛
で
新
羅
に

亡
命
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
族
の
起
原
を
元
末
、
明
初
に
求
め
る
説
が
提
起
さ
れ
、
彼
ら
は
、
遼
東
地
区
の

居
住
し
て
い
た
の
が
根
拠
と
さ
れ
、
彼
ら
は
漢
族
、
満
族
、
蒙
古
族
と
同
化
し
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
延
辺
地
区
の

朝
鮮
族
研
究
者
は
、
そ
の
血
統
主
義
を
否
定
し
て
い
る
。
朝
鮮
人
の
中
・
韓
・
田
・
馬
・
王
・
千
の
姓
の
祖
先
は
漢
族
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

他
方
、
中
国
の
帰
化
＝
国
籍
取
得
が
確
立
し
た
の
は
一
九
一
二
年
で
、
一
八
九
九
年
九
月
の
清
韓
通
商
条
約
で
は
、
中
国
に
お
け
る
韓
国

人
の
裁
判
権
は
、
韓
国
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
26
）

。

8
、
間
島
の
朝
鮮
人
闘
争

こ
の
中
国
国
境
処
理
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
人
の
存
在
と
活
動
を
公
式
に
確
認
し
て
い
る
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学

院
・
人
文
科
学
院
編
『
白
頭
山
資
料
集
』
は
、
白
頭
山
の
朝
鮮
人
定
着
、
そ
し
て
解
放
闘
争
を
、
以
下
の
通
り
整
理
し
て
記
述
し
て
い
る
（
27
）

。

1
、
古
朝
鮮
、
扶
余
、
句
麗
の
建
立
当
時
、
白
頭
山
は
ケ
マ
チ
サ
ン
（
蓋
馬
大
山
）、
テ
ペ
ッ
サ
ン
（
大
白
山
）
と
い
わ
れ
、『
三
国
志
』

東
沃
祖
伝
で
、
蓋
馬
大
山
に
東
沃
祖
あ
る
と
の
謝
意
書
の
記
述
が
登
場
し
た
。

2
、
紀
元
前
二
一
九
年
戦
争
と
扶
余
の
滅
亡
で
、
以
前
、
扶
余
に
賊
し
て
い
た
鴨
緑
江
、
豆
満
江
上
流
北
側
の
白
頭
山
地
区
も
高
句
麗

の
領
土
と
な
っ
た
。
起
源
前
二
一
五
年
高
句
麗
王
莫
来
は
、
蓋
馬
国
王
を
殺
害
し
、
蓋
馬
国
地
域
に
高
句
麗
の
郡
県
を
設
け
た
。

渤
海
の
首
都
上
京
龍
泉
府
は
、
現
在
の
黒
龍
江
省
寧
安
県
の
東
京
城
鎮
西
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
っ
た
が
、
南
は
江
原
道
溟
州

二
三
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郡
連
谷
川
（
泥
河
）
界
線
、
東
は
日
本
海
（
東
海
）
に
及
び
、
白
頭
山
地
区
は
建
国
当
初
か
ら
渤
海
の
領
域
で
あ
っ
た
。

一
二
世
紀
に
、
高
麗
軍
は
、
白
頭
山
地
区
で
完
顔
部
女
真
を
追
い
出
し
、
同
地
区
を
回
復
し
、
以
後
、
北
進
を
続
け
た
。
一
一
一
五
年

に
建
立
さ
れ
た
金
の
滅
亡
で
、
元
の
勢
力
が
白
頭
山
に
及
び
、
現
地
で
は
人
民
闘
争
が
続
い
た
。
こ
の
白
頭
山
地
区
で
は
、
一
四
世
紀
中

葉
に
現
在
の
両
江
道
・
慈
江
道
・
間
島
地
方
へ
進
出
し
た
朝
鮮
人
が
定
着
し
、
外
敵
の
侵
入
が
封
じ
ら
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

『
李
朝
実
録
』
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
李
朝
政
府
は
、
こ
の
地
域
に
雑
居
す
る
女
真
人
に
適
当
に
万
戸
、
千
と
の
官
位
を
与
え
、
風
俗
を
な
く
し
て
衣
冠
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
白
頭
山
地
区
の
人
民
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
も
賦
役
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
租
税
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
女
真
人
は
、

自
ら
の
首
長
の
下
で
生
活
を
す
る
の
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
白
頭
山
地
区
の
百
姓
に
な
る
の
を
選
ん
だ
。

孔
州
の
北
か
ら
甲
州
（
甲
山
）
に
至
る
ま
で
、
邑
と
鎮
を
設
置
し
て
百
姓
を
治
め
、
軍
士
を
訓
練
し
、
ま
た
学
校
を
建
て
て
経
書

を
教
え
た
た
め
に
、
文
武
の
政
治
が
完
全
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
四
〇
〇
平
方
キ
ロ
の
朝
鮮
の
突
出
し
た
地
域
が
朝
鮮
の
版

図
に
入
っ
た
。
江
北
の
他
の
族
属
も
、
噂
を
聞
い
て
文
化
を
慕
い
、
直
接
、
朝
会
に
来
た
り
、
子
供
と
弟
を
送
り
、
王
様
に
奉
公
し

て
官
位
を
賜
り
た
い
と
要
請
し
、
朝
鮮
の
城
内
に
住
む
者
も
い
た
。」（
太
祖
実
録
、
巻
八　

四
年
一
一
月
）

こ
う
し
て
、
閭
延
、
慈
城
、
茂
昌
、
虞
丙
、
す
な
わ
ち
白
頭
山
の
西
、
鴨
緑
江
に
隣
接
し
た
地
域
に
新
し
い
四
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

し
て
威
鏡
道
都
節
制
使
金
宗
瑞
の
下
で
、
白
頭
山
六
鎮
地
区
の
開
拓
の
た
め
に
人
民
が
動
員
さ
れ
た
。
一
六
世
紀
全
般
に
は
、
鴨
緑
江
上

流
・
中
流
地
帯
及
び
豆
満
江
地
帯
は
四
郡
・
六
鎮
の
構
成
と
な
り
、
女
真
の
侵
攻
も
阻
止
で
き
た
。
一
四
四
三
年
白
頭
山
地
区
の
人
民
は
、

遠
征
軍
を
組
織
し
て
鴨
緑
江
を
渡
河
し
て
女
真
の
根
拠
地
に
侵
攻
し
た
。

3
、
一
六
世
紀
末
、
女
真
の
首
長
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
勢
力
を
拡
大
し
、
白
頭
山
に
迫
っ
た
。
一
六
三
六
年
清
国
が
成
立
し
、
清
の
白
頭
山

二
四
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表
1
　
白
頭
山
地
区
住
民
の
西
・
北
間
島
地
方
へ
の
進
出

時
代

名
称

身
分

出
発
地

到
着
地

進
出
型
態

備
考

1638年
2
月

百
姓

宣
川

瀋
陽

集
団
移
住

首
謀
者
死
刑
，
家
族
奴
隷
・

島
流
し

1645年
3
月

中
燮
ら

僉
使
，
土
兵

昌
城
，
穏
城

西
・
北
間
島

集
団
移
住

審
問

1647年
2
月

郭
徳
立

僉
使

甫
乙
下

間
島
地
方

越
境

死
刑

　
　
　
10月

百
姓

会
寧
，
鍾
城

清
の
池

集
団
移
住

1648年
3
月

河
天
陽
ら

軍
官

会
寧
，
鍾
城

間
島
地
方

集
団
移
住

1652年
12月

蔡
允
立
ら

百
姓

大
坡
瑜
堡
，
碧
潼

間
島
地
方

集
団
移
住

1655年
8
月

軍
官
，
土
兵

間
島
地
方

集
団
移
動

1676年
12月

朝
鮮
人

百
姓
，
軍
人
ら

開
州

数
百
戸
で
部
落
形
成

1685年
10月

朝
鮮
人

百
姓

白
頭
山
～
寧
古
塔

牛
を
連
れ
て
多
数
移
住

1685年
10月

土
兵
ら

間
島
地
方

集
団
移
住

　
　
　
11月

韓
得
完
ら

百
姓

間
島
地
方

集
団
移
住

　
　
　
11月

金
仁
淑
ら

百
姓

平
安
道

西
間
島
地
方

集
団
移
住

　
　
　
11月

百
姓

平
安
道
，
威
鏡
道

西
・
北
間
島
地
方

集
団
移
住

1690年
11月

林
仁
ら

百
姓

威
鏡
道

間
島
地
方

集
団
移
住

1694年
6
月

百
姓

江
界
，
満
浦

清
国

集
団
移
住

1701年
1
月

史
卒
ら

間
島
地
方

集
団
移
住

1728年
亡
命
者

西
間
島
地
方

「
逆
党
」
亡
命

1729年
中
貞
龍
ら

百
姓

穏
城

間
島
地
方

集
団
移
住

1733年
7
月

世
弼
ら

官
庁
奴
婢

高
山
里
鎮

細
洞
な
ど

逃
亡

「
逆
賊
」
亡
命

　
　
　
9
月

黄
超
官
ら

万
戸
ら

下
三
道

細
洞

亡
命

1734年
5
月

金
守
京
ら

百
姓

穏
城

間
島
地
方

集
団
移
住

1739年
金
時
宗
ら

百
姓

穏
城

間
島
地
方

集
団
移
住

1741年
達
伊
武
ら

奴
隷
（
奴
婢
）
ら
朝
鮮
山
城

間
島
地
方

集
団
移
住

首
謀
者
死
刑

1742年
徐
修
ら

百
姓

土
門
江

間
島
地
方

集
団
移
住

　
　
　
4
月

百
姓

北
関

間
島
地
方

集
団
移
住

（
出
所
）
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
・
人
文
科
学
院
編
『
白
頭
山
資
料
集
』
日
朝
友
好
資
料
セ
ン
タ
ー
，
1993年

，
21頁
。二

五
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支
配
か
ら
朝
鮮
と
の
国
境
画
定
が
浮
上
し
た
。

朝
鮮
人
は
白
頭
山
以
北
地
域
で
の
潅
漑
地
の

農
耕
地
化
を
進
め
る
一
方
、
彼
ら
に
は
、
国

境
意
識
を
欠
い
て
い
た
（
28
）

。

4
、
一
八
七
六
年
の
李
王
朝
へ
の
日
本
の

侵
略
、
一
八
九
四
年
の
甲
午
農
民
戦
争
に
続

い
て
、
一
八
九
五
〜
九
六
年
に
三
水
一
帯
の

人
民
は
、
義
兵
闘
争
に
突
入
し
た
。
白
頭
山

地
区
の
反
日
闘
争
は
、
厚
時
嶺
界
線
か
ら
三

水
、
恵
山
、
豊
山
、
厚
昌
、
茂
山
一
帯
、
及

び
会
寧
、
富
寧
に
至
る
ま
で
、
広
範
囲
に
展

開
さ
れ
た
。
一
九
〇
五
年
七
月
富
寧
ホ
ア
ン

洞
シ
ン
ド
ル
岩
で
、
八
月
会
寧
ホ
ク
ソ
ン
洞

で
日
本
軍
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
。

一
九
〇
七
年
一
一
月
三
水
・
甲
山
地
方
で
日

本
軍
討
伐
隊
と
の
激
し
い
戦
闘
と
な
っ
た
（
29
）

。

5
、
以
後
、
白
岩
を
始
め
と
す
る
白
頭
山

表 2　朝鮮族の白頭山地域への侵入状況

年 越境者 中国地域への越境状況

順治 3年／1646年 串男ら 8人 狩猟

順治 5年／1648年 金益 ら12人 狩猟

順治 9年／1652年 沈向文ら10人 人参採集

順治10年／1653年 劉春立ら23人 人参採集

順治10年／1653年 弄安ら 4人 人参採集

順治11年／1654年 英枢ら 2人 国境交易

順治11年／1654年 金忠一ら 3人 伐採，殺人

順治17年／1660年 林風 人参参集

順治18年／1661年 未知名 1人 役務に従事

順治18年／1661年 名前不明 1人 人参参集

康煕元年／1662年 劉額必ら 2人 伐採

康煕 5年／1666年 羅書尼利 食糧のため立入り

康煕19年／1680年 朴時雄 破壊

康煕24年／1685年 韓得完ら31人 人参採集

康煕29年／1690年 林仁ら 7人 人参採集，殺人掠奪

康煕38年／1699年 名前不明 3人 食糧のため立入り

康煕43年／1704年 金礼進ら10人 殺人掠奪

（出所）刁書仁「康煕年間穆克登査辺定界考辨」中国辺疆史地研究，第13巻第 3

期，2003年，45－46頁。
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一
帯
の
人
民
は
、
秘
密
結
社
及
び
愛
国
文
化
運
動
の
下
に
、
反
日
武
装
闘
争
を
展
開
し
た
。
金
亨
稷
は
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
の
書
簡
で
、

革
命
組
織
の
結
集
を
呼
び
か
け
、
翌
二
二
年
葡
坪
に
朝
鮮
国
民
会
組
織
責
任
者
会
議
を
開
催
し
、
反
日
愛
国
闘
争
を
切
り
開
い
た
。

一
九
二
一
年
秋
に
は
、
興
業
団
、
軍
備
団
が
成
立
し
、
金
亨
稷
指
揮
の
白
山
武
士
団
も
活
動
し
、
一
九
二
二
年
に
は
匡
正
団
の
襲
撃
も
報

じ
ら
れ
た
。
一
九
二
六
年
、
金
日
成
の
指
導
で
、
局
面
は
、
抗
日
革
命
戦
争
へ
と
移
り
、
一
九
二
六
年
一
〇
月
打
倒
帝
国
主
義
同
盟
（
略

称
ト
ウ
・
ド
ウ
）
が
結
成
さ
れ
、
一
九
二
七
年
一
二
月
撫
松
で
白
山
青
年
同
盟
が
成
立
し
、
革
命
の
前
衛
組
織
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
三
二
年
五
月
小
沙
河
で
、
小
沙
河
農
民
協
会
、
反
日
人
民
遊
撃
隊
に
よ
る
解
放
根
拠
地
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
は
白
頭
山
一
帯
及
び
豆

満
江
沿
岸
の
広
い
地
域
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
三
年
三
月
旺
載
山
で
穏
城
地
区
地
下
革
命
組
織
責
任
者
・
政
治
工
作
員
会
議
が
開

催
さ
れ
、
一
九
三
四
年
三
月
範
一
人
民
遊
撃
隊
の
改
編
で
、
五
月
朝
鮮
人
民
革
命
軍
革
命
委
員
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
朝
鮮
人
民

革
命
軍
の
活
動
は
北
満
の
寧
安
一
帯
ま
で
拡
大
し
た
。
民
生
団
事
件
も
あ
っ
て
、
一
九
三
六
年
五
月
祖
国
光
復
会
が
樹
立
さ
れ
、
九
月
白

頭
山
地
区
秘
密
根
拠
地
が
創
設
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年
五
月
朝
鮮
人
民
革
命
軍
は
白
頭
山
茂
山
地
区
で
の
普
天
堡
戦
闘
は
大
勝
利
を
収
め

た
。
一
九
四
五
年
六
月
、
閭
白
山
密
営
の
軍
事
・
政
治
幹
部
会
議
で
、
抗
日
戦
争
が
総
轄
さ
れ
た
。

抗
日
運
動
に
お
け
る
中
国
共
産
党
と
の
関
係
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
創
設
の
朝
鮮
共
産
党
は
、
翌
二
六
年
に
満
州

総
局
を
設
置
し
、
一
九
二
七
│
三
〇
年
に
三
次
に
わ
た
る
間
島
共
産
党
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
闘
争
は
、
古
会
鉄
道
反
対
の
愛
路
運
動
に

あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
九
月
中
国
共
産
党
は
朝
鮮
延
長
論
に
対
す
る
自
己
批
判
か
ら
、
一
九
三
〇
年
彼
ら
を
中
国
共
産
党
に
吸
収
し
た
。

そ
の
共
同
闘
争
は
、
彼
ら
内
部
、
共
産
党
と
朝
鮮
人
革
命
分
子
の
間
の
内
紛
、
一
九
三
二
〜
三
六
年
の
民
生
団
事
件
で
挫
折
し
（
30
）

、
さ
ら
に

朝
鮮
人
革
命
隊
分
子
は
「
韓
人
ソ
ビ
エ
ト
」・「
抗
日
自
決
」
を
め
ぐ
り
混
乱
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
北
抗
日
聯
軍
あ
る
い
は
在
満
韓
人

祖
国
光
復
会
の
綱
領
で
は
、
韓
人
の
自
由
解
放
を
目
的
と
す
る
「
韓
人
自
治
区
」
の
建
設
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
但
し
、
そ
の
自
治
区
の
内

二
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容
は
極
め
て
曖
昧
で
、
朝
鮮
人
の
分
離
・
独
立
権
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
金
日
成
ら
の
抗
日
闘
争
は
続
い
た
（
31
）

。

そ
こ
で
は
、
滿
洲
事
変
が
進
行
す
る
な
か
、
朝
鮮
人
の
自
作
農
化
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
成
功
し
て
い
な
い
（
32
）

。

な
お
、
北
朝
鮮
で
は
、
こ
の
抗
日
戦
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
金
正
日
に
よ
っ
て
、
以
下
の
通
り
謳
わ
れ
て
い
る
（
33
）

。

「
あ
あ
朝
鮮
よ
、
白
頭
星
誕
生
を
告
げ
る
。

五
千
年
歴
史
国
の
光
明
、
未
来
の
シ
ン
ボ
ル
、
白
頭
明
星
、
白
頭
山
に
出
現
。

あ
あ
朝
鮮
よ
、
白
頭
山
に
白
頭
光
明
星
誕
生
。

白
頭
山
に
光
明
星
が
昇
っ
た
。
白
頭
山
光
明
星
三
千
里
を
照
ら
す
。
み
な
、
光
明
星
を
眺
め
よ
。

朝
鮮
よ
民
族
よ
、
高
く
跨
が
れ
。
朝
日
明
る
い
我
が
国
に
光
明
星
が
昇
っ
て
お
前
を
喜
ば
す
。

白
頭
星
、
五
大
洋
六
大
洲
を
照
ら
し
、
赤
き
大
洋
に
育
て
よ
う
。

白
頭
山
よ
、
万
国
に
誇
れ
。
世
界
革
命
無
産
者
の
領
袖
金
日
成
将
軍
、
抗
日
女
師
金
正
淑
偉
勲
と
、
金
大
将
の
代
を
継
ぐ
白
頭
光
明

星
を
、
白
頭
山
よ
万
国
に
誇
れ
。

二
千
万
同
胞
よ
、
白
頭
光
明
星
に
昇
っ
た
の
で
、
子
々
孫
々
白
頭
光
明
を
仰
ぎ
、
祖
国
解
放
を
遂
げ
よ
う
。

天
上
に
王
宮
を
築
き
、
抗
日
大
将
金
日
成
、
女
将
師
金
正
淑
、
白
頭
光
明
星
を
千
万
年
い
た
だ
こ
う
。」

北
朝
鮮
は
、
白
頭
山
の
革
命
伝
説
を
公
式
に
、
次
の
よ
う
に
、
提
起
し
て
い
る
。
す
べ
て
は
、
抗
日
戦
争
の
シ
ン
ボ
ル
を
立
証
し
て
い

る
。○

白
頭
山
に
将
軍
星
が
現
れ
た
！

注
解　

聖
人
が
白
頭
山
に
降
り
、
朝
鮮
国
を
平
定
す
る
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ま
や
天
降
大
将
金
日
成
が
天
の
意
で
聖

二
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山
に
降
り
、
白
頭
山
の
将
軍
星
が
現
れ
、
二
千
万
同
胞
に
開
か
れ
た
。
金
日
成
将
軍
は
白
頭
山
の
精
気
を
授
か
り
、
白
頭
山
で
天
命
を
受

け
て
、
抗
日
戦
争
を
展
開
し
た
。

○
白
頭
山
の
虎

注
解　

日
帝
侵
略
者
は
、
伝
統
的
英
雄
金
日
成
将
軍
を
「
白
頭
山
の
虎
」
と
叫
び
な
が
ら
、
恐
怖
と
不
安
に
お
の
の
い
た
。

○
将
軍
の
縮
地
法

注
解　

朝
鮮
人
民
革
命
軍
主
力
部
隊
が
、
白
頭
山
西
南
部
に
進
出
し
、
至
る
と
こ
ろ
で
遊
撃
戦
争
を
展
開
し
た
。
こ
の
現
実
を
、
将
軍

は
縮
地
法
を
使
い
、
敵
を
「
一
行
千
里
」
の
戦
法
で
打
ち
破
っ
た
。
一
九
三
七
年
二
月
長
白
県
鯉
明
水
戦
闘
で
、
金
日
成
将
軍
は
、
一
夜

に
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
移
動
し
、
敵
を
瞬
時
に
撃
退
し
た
。

○
将
軍
の
予
言

注
解　

開
城
地
方
に
は
、「
牛
二
〇
頭
と
三
羽
の
鳥
」
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
八
月
小
哈
爾
巴
会
議
の
後
、
城
頭
山
東

北
部
で
将
軍
が
日
帝
の
廃
止
と
祖
国
の
解
放
を
予
言
し
た
話
が
伝
わ
っ
た
。
警
察
は
金
日
成
が
入
院
し
て
い
た
病
院
に
突
入
し
た
が
、
彼

は
お
ら
ず
、
開
城
南
大
門
に
牛
二
〇
頭
と
三
羽
の
鳥
の
絵
が
あ
っ
た
。
人
々
は
、
そ
の
絵
を
み
て
「
昭
和
二
〇
年
に
新
し
い
時
代
が
来

る
」
と
の
意
味
と
解
し
た
。

○
金
日
成
将
軍
は
凱
旋
す
る

注
解　

一
九
四
年
白
頭
山
か
ら
金
日
成
将
軍
が
祖
国
に
来
る
と
い
う
伝
言
が
江
原
道
で
拡
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
金
日
成
革
命
伝
説
は
、
金
正
日
革
命
伝
説
に
再
現
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
。

○
白
頭
山
の
将
軍
像
に
光
明
星
が
現
れ
た

二
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表 3　北朝鮮の革命史跡

革命戦跡地 革命史跡地

城頭山革命戦績地

白頭山密営

獅子嶺密営

コム山密営

鮮奥山密営

閭白山密営

小臙脂峰密営

鴨緑江岸密営

双頭峰密営

大角峰密営

青峰一帯革命戦跡地

5号鉄砲偃

青峰宿営地

三池淵一帯革命戦跡地

　ペゲ（枕）峰宿営地

茂山一帯革命戦跡地

茂浦宿営地

新四洞革命戦跡地

大紅湍革命戦跡地

普天堡一帯革命戦跡地

口済鉄砲堰革命戦跡地

崑将徳革命戦跡地

普天堡一帯革命戦跡地

普天堡革命戦跡地

中国東北一帯革命戦跡地

長白一帯革命戦跡地

撫松一帯革命戦跡地

安図一帯革命戦跡地

和竜一帯革命戦跡地

白頭山革命史跡地

金日成は1963年、1979年、1983年、

1985年、1988年、1989年に登山した。

金正日は1963年、1971年、1972年、

1976年、1988年に登山した。

三池淵一帯

大紅淵一帯

普天堡一帯

恵山一帯

新坡一帯

中国東北地区革命史跡地

長白地区

撫松地区

安図地区

和竜地区

三
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注
解　

白
頭
山
の
天
池
か
ら
上
空
へ
雪
の
よ
う
に
白
い
燕
が
飛
び
た
っ
た
。
稲
妻
が
光
り
、
湖
畔
に
美
し
い
花
が
咲
い
た
。
白
髪
の
老

人
が
現
れ
、
白
燕
が
降
り
立
ち
「
白
頭
山
に
非
凡
な
将
師
を
も
う
一
人
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
伝
え
、
将
軍
峰
に
背
丈
二
一
六

メ
ー
ト
ル
の
武
士
が
集
い
、
忠
誠
を
誓
っ
た
。
二
月
一
六
日
当
人
は
白
頭
山
に
戻
っ
た
。
将
軍
峰
は
現
在
、
正
日
峰
と
な
っ
て
い
る
。

○
白
頭
の
聖
地
、
小
白
水
谷

注
解　

白
頭
宿
営
に
金
正
日
の
生
家
が
あ
り
、
そ
こ
は
風
水
の
聖
地
で
、
命
を
受
け
た
神
仙
が
世
界
を
回
っ
て
こ
の
地
を
定
め
、
聖
地

と
し
た
。

○
竜
馬
岩
、
永
剣
岩

注
解　

白
い
竜
馬
に
乗
っ
た
金
正
日
が
日
帝
を
や
っ
つ
け
る
と
い
う
流
言
が
、
白
頭
山
か
ら
三
日
間
轟
き
拡
が
り
、
そ
の
発
現
地
は
竜

馬
岩
、
永
剣
岩
で
あ
っ
た
。
国
民
は
新
し
い
竜
馬
は
聖
人
で
あ
っ
て
、
国
民
と
と
も
に
あ
る
、
と
信
じ
た
。

○
白
頭
山
の
貴
人
伝
説

注
解　

一
九
四
六
年
春
、
白
頭
山
の
前
身
か
ら
光
を
発
し
て
、
貴
人
が
生
ま
れ
、
彼
は
直
ぐ
に
も
話
を
し
、
世
の
道
理
に
通
じ
た
予
言

を
語
っ
た
と
い
う
伝
言
が
平
壌
に
拡
が
り
、
人
々
は
驚
き
、
喜
ん
だ
。

以
上
の
政
治
操
作
は
、
朝
鮮
の
中
華
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
体
現
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
揚
と
な
っ
て
い
る
。

革
命
伝
説
で
、
革
命
戦
跡
地
・
革
命
史
跡
地
の
聖
地
化
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
国
と
の
一
九
六
二
年
国
境
画
定
交
渉
で
は
、

北
朝
鮮
は
、
聖
地
白
頭
山
の
確
保
に
固
執
し
た
。

（
1
） 

内
藤
虎
次
郎
「
間
島
吉
林
旅
行
談
」
一
〜
一
三
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
三
日
、
四
日
、
五
日
、
二
四
日
、
二
五
日
、
二
六
日
、
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二
七
日
、
二
九
日
、
三
〇
日
、
一
二
月
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日
。
内
藤
湖
南
全
集
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
。
内
藤
戊
申
編
「
内
藤

湖
南
・
間
島
吉
林
旅
行
談
」
上
、
立
命
館
文
學
、
第
二
一
六
号
、
一
九
六
三
年
。

内
藤
湖
南
の
間
島
観
は
、
以
下
を
み
よ
。
西
重
信
「
内
藤
湖
南
と
「
間
島
条
約
」
書
評
、
関
西
大
学
生
協
、
第
七
三
号
、
一
九
八
五
年
。
西
重
信

「
内
藤
湖
南
と
「
北
朝
鮮
ル
ー
ト
」
論
」
書
評
、
第
七
七
号
、
一
九
八
六
年
。
西
重
信
「
間
島
協
約
と
「
北
朝
鮮
ル
ー
ト
」
論
」
三
千
里
、
第
四
七

号
、
一
九
八
六
年
。
西
重
信
「
内
藤
湖
南
の
朝
鮮
観
」
書
評
、
第
八
〇
号
、
一
九
八
七
年
。
西
重
信
「
北
朝
鮮
ル
ー
ト
論
の
系
譜
」
⑴
、
經
濟
論
集
、

第
四
五
巻
第
四
号
、
一
九
九
五
年
。

（
2
） 

朝
鮮
總
督
府
編
『
國
境
地
方
視
察
復
命
書
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
、
一
九
一
五
年
／
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
五
年
。

梁
泰
鎮
『
韓
國
國
境
領
土
關
係
文
献
集
』
ソ
ウ
ル
、
甲
子
文
化
社
、
一
九
七
九
年
。

梁
泰
鎮
『
近
世
筆
宝
國
境
關
聯
史
料
抄
録
輯
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

刁
書
仁
・
他
編
『
中
朝
相

地
区
朝
鮮
地
理
志
資
料
選
編
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

刁
書
仁
「
中
朝
辺
界
沿
革
志
研
究
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
二
〇
〇
一
年
第
四
期
。

青
柳
綱
太
郎
編
『
大
韓
疆
域
考
』
上
・
下
、
京
城
、
朝
鮮
研
究
會
、
一
九
一
五
年
。

増
田
忠
雄
『
滿
洲
國
境
問
題
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
一
年
。

梁
泰
鎮
『
韓
國
の
國
境
問
題
』
ソ
ウ
ル
、
同
和
出
版
公
社
、
一
九
八
一
年
。

梁
泰
鎮
『
韓
國
邊
境
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

梁
泰
鎮
「
韓
國
領
土
史
研
究
」
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

梁
泰
鎮
『
韓
國
國
境
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

秋
月
望
「
朝
魯
国
境
の
成
立
と
朝
鮮
の
反
応
」
国
際
学
研
究
、
第
八
号
、
一
九
九
一
年
。

兪
政
甲
『
北
方
領
土
論
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

朴
鐘
聲
『
韓
國
の
領
海
』
ソ
ウ
ル
、
法
文
社
、
一
九
八
五
年
。

楊
昭
全
・

玉
梅
『
中
朝
辺
界
史
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

三
二



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
四
五
）

楊
昭
全
梅
『
中
朝
辺
界
沿
革
及
界
務
交
渉
資
料
集
編
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

朝
鮮
史
研
究
会
編
『「
地
域
」
と
し
て
の
朝
鮮

│
「
境
界
」
の
視
点
か
ら
』
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
第
三
六
巻
、
朝
鮮
史
研
究
会
、
一
九
九
八

年
。金

基
燦
『
空
白
の
北
朝
鮮
現
代
史

│
白
頭
山
を
売
っ
た
金
日
成
』
新
潮
新
書
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
3
） 

申
基
碩
『
韓
末
外
交
史
研
究

│
清
韓
宗
屬
關
係
を
中
心
に
し
て
』
ソ
ウ
ル
、
一
潮
閣
、
一
九
六
七
年
。

（
4
） 

篠
田
治
策
『
白
頭
山
定
界
碑
』
樂
浪
書
院
、
一
九
三
八
年
／
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
九
〇
年
。

徐
徳
源
「
長
白
山
東
南
地
区
石
堆
土
堆
筑
設
的
真
相
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
六
年
第
二
期
。

刁
書
仁
「
康
煕
年
間
穆
克
登
査
辺
定
界
考
辨
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
三
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
三
年
。

（
5
） 

均
徳

『
白
頭
山
と
北
方
疆
界

│
鴨
緑
江
・
豆
満
江
は
私
た
ち
の
国
境
で
は
な
い
』
ソ
ウ
ル
、
思
社
研
、
一
九
八
七
年
。

陶
勉
「
清
代
封
祭
長
白
山
与
派
員
踏
査
長
白
山
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
六
年
第
三
期
。

徐
徳
源
「
穆
克
登
碑
的
性
質
及
其
黹
立
地
点
与
位
移
述
考

│
近
世
中
朝
辺
界
争
義
的
焦
点
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
七
年
第
一
期
。

文
純
實
「
白
頭
山
定
界
碑
と
一
八
世
紀
朝
鮮
の
疆
域
観
」、
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
の
領
域
観
と
自
己
認
識

│
前
近
代
と
近
代
と
の
接
点
』

朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
第
四
〇
巻
、
朝
鮮
史
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
。

刁
書
仁
「
康
煕
年
間
穆
克
登
査
辺
定
界
考
辨
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
三
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
三
年
。

馬
孟
龍
「
穆
克
登
査
辺
与
《
皇
輿
全
覧
圖
》
編
絵

│
兼
対
穆
克
登
〝

視
碑
〞
初
立
位
置
的
考
辨
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
九
巻
第
三
期
、

二
〇
〇
九
年
。

（
6
） 

廬
思
慎
・
他
奉
勅
撰
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧

│
五
五
巻
』
三
冊
、
京
城
、
淵
上
商
店
、
一
九
〇
六
年
／
李

・
他
編
『
東
國
輿
地
勝
覧
第
一

│
第
五
』
朝
鮮
群
書
大
系
續
第
六
│
一
〇
輯
・
計
五
冊
、
京
城
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
一
九
一
二
年
／
朝
鮮
史
學
會
編
『
東
國
輿
地
勝
覧
』
第
一
・
第

二
・
第
三
、
京
城
、
朝
鮮
史
學
會
、
一
九
三
〇
年
／
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』
四
冊
、
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
／
鄭
孝
恒
・
他
編
、

李

新
増
編
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
古
典
研
究
室
編
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
四
冊
、
平
壌
、
科
学
院
古
典
研
究
室
、
一
九
五
九
│

六
三
年
／
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
。

三
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
四
六
）

末
松
保
和
編
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
索
引
』
京
城
、
朝
鮮
総
督
府
中
樞
院
、
一
九
三
七
年
／
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
索
引
續
編
』
京
城
、
朝
鮮
総

督
府
中
樞
院
、
一
九
四
〇
年
。

「
李
朝
初
期
、
一
五
世
紀
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
地
図
に
関
す
る
研
究
」
地
理
科
学
、
第
一
六
号
、
一
九
七
二
年
。

（
7
） 
李
重
煥
、
廬
道
陽
訳
『
擇
里
志
』
ソ
ウ
ル
、
大
洋
書
籍
、
一
九
七
三
年
／
梶
井
渉
訳
『
択
里
志
・
朝
鮮
八
城
誌
』
成
甲
書
房
、
一
九
八
三
年
／

平
木
實
訳
『
択
里
志

│
近
世
朝
鮮
の
地
理
書
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
。

丁
若
鏞
『
大
韓
疆
域
考
』
京
城
、
皇
城
新
聞
社
、
一
九
〇
五
年
。

（
8
） 

鄭
在
浩
・
他
『
白
頭
山
説
話
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
高
麗
大
學
校
民
族
文
化
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
二
年
。

李
花
子
「
朝
鮮
王
朝
的
長
白
山
認
識
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
七
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
七
年
。

（
9
） 

高
木
健
夫
『
白
頭
山
に
燃
え
る

│
金
日
成
抗
日
戰
の
記
録
』
現
代
史
出
版
会
、
一
九
七
八
年
。

オ
・
ギ
ル
ボ
『
朝
鮮
近
代
反
日
義
兵
運
動
史
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
八
八
年
。

徐
題
粛
『
金
日
成

│
思
想
と
政
治
体
制
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
二
年
、
第
一
部
若
き
金
日
成
と
東
北
抗
日
連
軍
。

（
10
） 

京
都
帝
國
大
學
白
頭
山
遠
征
隊
／
今
西
錦
司
『
白
頭
山

│
京
都
帝
國
大
學
白
頭
山
遠
征
隊
報
告
』
梓
書
房
、
一
九
三
五
年
／
大
修
館
書
店
、

一
九
七
八
年
。

梅
棹
忠
夫
・
藤
田
和
夫
編
『
白
頭
山
の
青
春
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

（
11
） 

吉
林
鐵
道
局
總
務
課
資
料
係
編
『
白
頭
山
ト
其
ノ
周
邊
』
吉
林
、
吉
林
鐵
道
局
、
一
九
四
〇
年
。

城
山
正
三
『
秘
境
白
頭
山
天
地

│
探
行
記
録
』
叢
文
社
、
一
九
七
〇
年
。

崔
南
善
、
高
麗
大
學
校
亞
細
亞
問
題
研
究
所
六
堂
全
集
編
纂
委
員
會
編
『
白
頭
山
觀
參
記
・
金
剛
禮
讃
・
外
』
ソ
ウ
ル
、
玄
岩
社
、
一
九
七
三
年
。

趙
基
天
、
許
南
麒
訳
『
白
頭
山

│
長
編
叙
事
詩
』
大
平
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。

丁
興
旺
『
白
頭
山
天
池
』
北
京
、
地
質
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。

今
井
通
湖
・
カ
モ
シ
カ
同
人
隊
『
白
頭
登
頂
記
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
。

若
林
煕
『
白
頭
山
へ
の
旅
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
。

三
四



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
四
七
）

王
季
平
主
編
『
長
白
山
志
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

檮
机
金
容
沃
知
音
『
白
頭
山
神
曲

│
「
気
哲
學
の
構
造
」
と
と
も
に
』
ソ
ウ
ル
、
ト
ン
ナ
ム
、
一
九
九
〇
年
。

第
一
回
白
頭
山
国
際
共
同
研
究
調
査
団
編
『
白
頭
山
へ
の
道
』
大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
。

劉
忠
傑
・
沈
恵
淑
『
白
頭
山
と
延
邊
朝
鮮
族
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

刁
書
仁
主
編
『
長
白
山
文
化
論
説
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

劉
厚
生
「
長
白
山
文
化
的
界
定
及
其
他
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
三
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
三
年
。

苗
威
「〝
長
白
山
〞
考
辨
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
九
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
九
年
。

谷
口
宏
充
編
『
白
頭
山
火
山
と
そ
の
周
辺
地
域
の
地
球
科
学
』
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
。

（
12
） 

西
清
編
『
黒
龍
江
外
記
』
二
冊
、
新
西
村
舎
、
一
八
九
四
年
／
上
海
、
金
匱
浦
氏
、
一
九
〇
三
年
／
Ｎ
Ｄ
、
廣
雅
書
房
、
一
九
二
〇
年
／
上
・

下
、
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
／
台
北
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
四
年
／
台
北
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
／
台
北
、
成
文
出
版

社
、
一
九
六
九
年
／
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。

大
崎
峰
登
『
鴨
緑
江

│
滿
韓
國
事
情
・
全
』
兵
林
館
／
丸
善
、
一
九
一
〇
年
。

拓
殖
局
『
松
花
江
及
黒
龍
江
』
拓
殖
局
、
一
九
一
二
年
。

内
藤
虎
次
郎
編
『
滿
蒙
叢
書
』
第
五
巻
、
滿
蒙
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
／
ソ
ウ
ル
、
民
俗
苑
、
一
九
九
二
年
／
西
清
、
石
川
年
訳
『
黒
龍
江

外
記
』
滿
洲
日
日
新
聞
東
京
支
社
出
版
部
、
一
九
四
三
年
。

南
滿
洲
鐵
道
庶
務
部
調
査
課
編
『
黒
龍
江
省
』
上
・
下
、
大
連
、
南
滿
洲
鐵
道
庶
務
部
調
査
課
、
一
九
二
四
年
。

滿
鐵
弘
報
課
編
『
間
宮
林
藏
の
黒
龍
江
探
檢

│
東
韃
紀
行
』
奉
天
、
滿
洲
日
日
新
聞
社
、
一
九
四
〇
年
。

『
松
花
江
の
航
運

│
附
黒
龍
江
水
系
』
哈
爾
濱
、
露
滿
蒙
通
信
刊
行
會
／
哈
日
社
印
刷
部
、
一
九
二
八
年
。

『
松
花
江
の
航
運

│
附
黒
龍
江
航
運
の
使
命
』
哈
爾
濱
、
露
滿
蒙
通
信
刊
行
會
／
哈
日
社
印
刷
部
、
一
九
二
九
年
。

百
瀬
弘
『
沿
黒
龍
江
地
方
及
沿
海
州
修
合
併
に
關
す
る
歴
史
的
考
察
』
東
亞
經
濟
調
査
局
、
一
九
三
三
年
。

張
伯
英
編
『
黒
龍
江
黒
龍
江
大
事
志
』
一
九
三
三
年
／
台
北
、
成
文
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
。

三
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
四
八
）

中
東
鐵
路
局
商
業
部
編
、
湯
爾
和
訳
『
黒
龍
江
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
。

哈
爾
濱
日
本
商
工
會
議
所
『
松
花
江
黒
龍
江
經
濟
事
情
概
要

│
附
鳥
蘇
里
江
事
情
』
哈
爾
濱
、
哈
爾
濱
日
本
商
工
會
議
所
、
一
九
三
六
年
。

滿
洲
事
情
案
内
所
編
『
黒
龍
江
』
新
京
、
滿
洲
事
情
案
内
所
、
一
九
三
六
年
。

満
洲
弘
報
協
會
編
『
鴨
緑
江
』
新
京
、
滿
洲
國
通
信
社
、
一
九
三
七
年
／
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
八
九
年
。

滿
洲
中
央
銀
行
調
査
課
編
『
特
殊
會
社
準
特
殊
會
社
法
令
及
定
款
集
』
新
京
、
滿
洲
中
央
銀
行
調
査
課
、
一
九
三
八
年

│
周
防
ダ
ム
文
書
を
収

め
る
。

鳥
居
龍
藏
『
黒
龍
江
と
北
樺
太
』
生
活
文
化
研
究
會
、
一
九
四
三
年
。

則
武
三
雄
『
鴨
緑
江
』
第
一
出
版
會
、
一
九
四
三
年
。

湯
浅
克
衛
『
鴨
緑
江
』
晴
南
社
、
一
九
四
四
年
。

中
国
社
会
科
学
院
地
理
研
究
所
編
、
呉
傳
欽
・
郭
来
喜
・
謝
香
方
主
編
『
黒
龍
江
省
黒
龍
江
及
鳥
蘇
里
江
地
区
經
濟
地
理
』
北
京
、
科
学
出
版
社
、

一
九
五
七
年
。

徐
兆
奎
編
『
清
代
黒
龍
江
流
域
的
經
濟
發
展
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
九
年
。

矢
野
仁
一
「
清
代
満
州
を
繞
る
ロ
シ
ヤ
と
の
国
境
問
題
交
渉
」、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
研
究
会
編
『
中
国
を
め
ぐ
る
国
境
紛
争
』
巖
南

堂
書
店
、
一
九
六
七
年
。

拉
文
斯
坦
、
陳
霞
飛
・
他
訳
『
俄
国
人
在
黒
龍
江
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
一
九
七
四
年
。

巴
赫
魯
申
、
郝
建
恒
・
高
文
風
訳
『
哥
薩
克
在
黒
龍
江
上
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
一
九
七
五
年
。

何
茂
正
・
他
「
関
于
黒
龍
江
的
名
称
」
吉
林
師
苑
大
学
学
報
、
一
九
七
八
年
第
三
期
。

傳
朗
雲
「
龍
的
神
話
与
黒
龍
江
的
名
称
」
学
習
与
探
索
、
一
九
七
九
年
第
四
期
。

П
・
И
・
卡
巴
諾
夫
、
姜
延
祚
訳
『
黒
龍
江
問
題
』
哈
爾
浜
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

方
衍
主
編
『
黒
龍
江
方
志
簡
述
』
哈
爾
浜
、
黒
龍
江
地
方
志
編
纂
委
員
会
／
黒
龍
江
図
書
館
学
会
、
一
九
八
五
年
。

徐
宗
亮
・
他
撰
『
黒
龍
江
述
略
・
外
』
哈
爾
濱
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

三
六



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
四
九
）

張
向
凌
主
編
『
黒
龍
江
四
十
年
』
哈
爾
濱
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

黒
龍
江
省
档
案
館
編
『
黒
龍
江
設
治
』
上
・
下
、
哈
爾
濱
、
業
経
黒
龍
江
省
出
版
局
、
一
九
八
六
年
。

金
得

『
白
頭
山
と
北
方
疆
界

│
鴨
緑
江
・
豆
満
江
は
私
た
ち
の
国
境
で
は
な
い
』
ソ
ウ
ル
、
思
社
研
、
一
九
八
七
年
。

中
華
人
民
共
和
国
黒
龍
江
省
統
計
局
編
『
黒
龍
江
四
十
年
巨
変
』
北
京
、
中
国
統
計
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

《
当
代
中
国
》
叢
書
編
輯
部
編
『
当
代
中
国
的
黒
龍
江
』
上
・
下
、
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

張
杰
「
清
代
鴨
緑
江
流
域
的
封
禁
与
開
発
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
四
年
第
四
期
。

辛
培
林
・
他
主
編
『
黒
龍
江
開
発
史
』
哈
爾
濱
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

小
林
静
雄
『
遙
か
な
る
黒
龍
江
』
有
朋
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。

王
禹
浪
「
黒
龍
江
流
域
的
歴
史
与
文
化
」
⑴
、
大
連
大
学
学
報
、
二
〇
〇
三
年
第
一
期
。

陳
立
中
『
黒
龍
江
站
岸
研
究
』
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

樹
黒
「
近
代
〝
黒
龍
江
〞
考
釋
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
二
〇
巻
第
三
期
、
二
〇
一
〇
年
。

黒
龍
江
年
鑑
編
纂
委
員
会
編
『
黒
龍
江
年
鑑
』
哈
爾
濱
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
〜
。

（
13
） 

峯
籏
良
充
・
松
尾
小
三
郎
『
吉
林
小
開
發
と
豆
満
自
由
港

│
附
豆
満
江
よ
り
覗
き
た
る
滿
蒙
』
奉
公
會
、
一
九
二
五
年
。

朝
鮮
總
督
府
鐵
道
局
營
業
課
『
豆
満
江
流
域
經
濟
事
情
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
鐵
道
局
營
業
課
、
一
九
二
七
年
。

李
箕
永
、
李
殷
直
訳
『
豆
満
江
』
七
冊
、
ソ
ウ
ル
、
朝
鮮
文
化
社
、
一
九
六
一
│
六
二
年
。

富
田
和
明
『
豆
満
江
に
流
る

│
中
国
朝
鮮
族
自
治
州
・
延
吉
下
宿
日
記
』
第
三
書
館
、
一
九
九
三
年
。

龍
民
声
・
孟
憲
章
・
歩
平
編
『
十
七
世
紀
沙
俄
侵
略
黒
龍
江
流
域
史
資
料
』
哈
爾
濱
、
黒
龍
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

崔
洪
彬
・
全
信
子
『
図
們
江
訴
説

│
朝
鮮
族
』
昆
明
、
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

山
田
直
『「
方
法
的
制
覇
」
の
源
流
と
し
て
の
「
鴨
緑
江
」

│
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
文
明
・
文
化
論
』
駿
河
台
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

尹
麟
錫
『
蒼
き
豆
満
江
の
流
れ
』
東
洋
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。

（
14
） 

金
賛
汀
『
慟
哭
の
豆
満
江

│
中
・
朝
国
境
に
北
朝
鮮
飢
民
を
訪
ね
て
』
新
幹
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

三
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
〇
）

（
15
） 

図
們
江
開
発
構
想
は
、
以
下
を
み
よ
。

U
N
D
P
, T

u
m

an
 R

iver A
rea D

evelopm
en

t P
rogram

m
e P

roject D
ocu

m
en

t for A
ssistan

ce, P
rogram

m
e, N
ew
 Y
ork: U

N
D
P
, 

1991.

U
N
D
P
, T

u
m

an
 R

iver A
rea D

evelopm
en

t P
rogram

m
e: F

irst M
eetin

g of P
rogram

m
e M

an
agem

en
t C

om
m

ittee C
on

clu
sion

, 

N
ew
 Y
ork: U

N
D
P
, 1992.

U
N
D
P
, M

in
u

te: T
u

m
an

 R
iver A

rea D
evelopm

en
t P

rogram
m

e m
an

agem
en

t C
om

m
ittee M

eetin
g II, N

ew
 Y
ork: U

N
D
P
, 

1992.

U
N
D
P
, T

u
m

an
 R

iver A
rea D

evelopm
en

t P
rogram

m
e W

orkin
g G

rou
p M

eetin
g III, N

ew
 Y
ork: U

N
D
P
, 1993.

U
N
D
P
, M

eetin
g M

in
u

te: T
u

m
an

 R
iver A

rea D
evelopm

en
t P

rogram
m

e, T
h

e T
h

ird
 P

rogram
m

e M
an

agem
en

t C
om

m
ittee, 

N
ew
 Y
ork: U

N
D
P
, 1993.

龍
遠

「
中
蘇
東
段
辺
界
鳥
蘇
里
江
井
達
図
們
江
口
界
段
考
察
紀
要
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
八
八
年
第
四
期
。

杉
本
孝
『
曙
光
の
中
の
図
們
江
開
発

│
中
朝
ソ
三
国
国
境
地
帯
に
訪
れ
る
国
際
協
力
の
機
運
』
世
界
平
和
研
究
所
、
一
九
九
一
年
。

藤
間
丈
夫
編
『「
豆
満
江
・
北
部
三
港
視
察
」「
平
壌
国
際
会
議
」
報
告
書

│
一
九
九
二
年
四
月
二
八
日
〜
五
月
三
日
』「
平
壌
国
際
会
議
」
日

本
実
行
委
員
会
、
一
九
九
二
年
。

国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
「
図
們
江
流
域
開
発
計
画
」
調
査
と
情
報
、
第
二
〇
八
号
、
一
九
九
三
年
。

崔
龍
鶴
主
編
『
亜
太
時
代
与
図
們
江
開
発
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

尹
春
志
「
ト
ウ
マ
ン
江
地
域
開
発
計
画
」
情
況
、
第
二
期
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
。

丁
士
晟
『
図
們
江
開
発
構
想

│
北
東
ア
ジ
ア
の
新
し
い
経
済
拠
点
』
創
知
社
、
一
九
九
六
年
。

大
田
勝
洪
「
図
們
江
開
発
の
現
状
」
調
査
と
情
報
、
第
一
九
四
号
、
一
九
九
六
年
。

海
野
八
尋
「
図
們
江
（
豆
満
江T

um
en R

iver

）
を
巡
る
周
辺
諸
国
・
地
域
の
政
策

│
「
構
造
調
整
」
下
の
北
東
ア
ジ
ア
地
域
経
済
協
力
の
可

能
性
と
展
望
」
日
本
大
学
経
済
学
部
経
済
科
学
研
究
所
紀
要
、
第
二
四
号
、
一
九
九
七
年
。

三
八



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
五
一
）

金
森
久
雄
「
図
們
江
の
歴
史
・
現
状
・
将
来
」
世
界
経
済
評
論
、
一
九
九
八
年
四
月
号
。

高
成
鳳
「「
図
們
江
開
発
」
を
め
ぐ
る
鉄
道
建
設
の
史
的
展
開
と
そ
の
現
状
」
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
第
五
八
号
、
一
九
九
八
年
。

鶴
嶋
雪
嶺
『
豆
満
江
地
域
開
発
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
。

利
貞
玉
「
図
們
江
地
域
開
発
計
画
と
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
役
割
」
現
代
社
会
文
化
研
究
、
第
二
二
号
、
二
〇
〇
一
年
。

沈
万
根
『
図
們
江
地
区
開
発
中
延
辺
利
用
外
資
研
究
』
北
京
、
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

大
澤
正
治
「
図
們
江
流
域
開
発
の
兆
し
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
第
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

郭
文
君
『
東
北
増
長
极

│
図
們
江
区
域
合
作
開
発
』
長
春
、
吉
林
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

大
澤
正
治
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
へ
の
道
筋

│
図
們
江
流
域
の
経
験
」
地
域
研
究
、
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
16
） 

李
重
煥
『
択
里
志

│
近
世
朝
鮮
の
地
理
書
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
六
│
三
八
頁
。

（
17
） 

篠
田
治
策
編
『
統
監
府
臨
時
間
島
派
出
所
紀
要
』
京
城
、
Ｎ
Ｄ
、
一
九
〇
九
年
／
ソ
ウ
ル
、
亞
細
亞
文
化
社
、
一
九
八
四
年
。

長
野
朗
『
滿
洲
問
題
の
關
鍵
間
島
』
支
那
問
題
研
究
所
、
一
九
三
一
年
。

南
滿
洲
鐵
道
株
式
會
社
東
亞
經
濟
調
査
局
『
間
島
の
経
緯
』
南
滿
洲
鐵
道
株
式
會
社
東
亞
經
濟
調
査
局
、
一
九
三
一
年
。

陸
軍
省
調
査
班
『
間
島
の
概
況
』
陸
軍
省
調
査
班
、
一
九
三
二
年
。

在
間
島
日
本
總
領
事
館
『
間
島
事
情
概
要
』
間
島
、
在
間
島
日
本
總
領
事
館
、
一
九
三
二
年
。

新
京
鐵
路
局
『
間
島
地
方
概
要
』
新
京
、
新
京
鐵
路
局
、
一
九
三
五
年
。

間
島
教
育
會
編
『
間
島
』
龍
井
村
、
延
吉
縣
、
栗
原
書
店
、
一
九
三
五
年
。

朝
鮮
總
督
府
『
間
島
集
團
部
落
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
、
一
九
三
六
年
。

東
滿
新
聞
社
編
『
躍
進
間
島
』
延
吉
街
、
間
島
省
、
東
滿
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
。

河
口
忠
『
間
島
、
琿
春
、
北
鮮
及
東
海
岸
地
方
行
脚
記
』
大
連
、
小
林
又
七
支
店
、
一
九
四
二
年
／
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
九
五
年
。

金
正
柱
・
呉
世
昌
編
『
間
島
問
題
』
朝
鮮
統
治
史
料
第
一
巻
、
韓
國
史
料
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
。

韓
國
史
料
研
究
所
編
『
間
島
出
兵
』
朝
鮮
統
治
史
料
第
二
巻
、
韓
國
史
料
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
。

三
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
二
）

東
尾
和
子
「
琿
春
事
件
と
間
島
出
兵
」、『
朝
鮮
民
族
運
動
の
諸
段
階
』
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
第
一
四
巻
、
一
九
七
七
年
。

蘇
在
英
編
『
間
島
流
浪
四
〇
年
』
ソ
ウ
ル
、
朝
鮮
日
報
社
、
一
九
八
九
年
。

陸
洛
現
編
『
韓
民
族
の
間
島
疆
界
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
四
年
。

「
間
島
ノ
來
歴
」
外
務
省
警
察
史
、
間
島
ノ
部
、
不
二
出
版
、
一
九
九
八
年
。

大
阪
経
済
法
科
大
学
間
島
史
料
研
究
会
編
『
満
州
事
変
前
夜
に
お
け
る
在
間
島
日
本
総
領
事
館
文
書

│
在
鉄
嶺
日
本
領
事
館
文
書
・
在
広
東
日

本
総
領
事
館
文
書
』
上
・
下
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
、
一
九
九
九
│
二
〇
〇
六
年
。

陸
洛
現
『
白
頭
山
定
界
碑
と
間
島
領
有
權
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

チ
ュ
・
ジ
ャ
ン
グ
ン
『
韓
中
國
境
問
題
研
究

│
日
本
の
領
土
政
策
史
的
考
察
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
八
年
。

『
間
島
事
件
關
係
書
類
』
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
國
家
報
勲
處
、
二
〇
〇
三
│
〇
四
年
。

下
條
正
男
「
間
島
問
題
考
」
海
外
事
情
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
号
。

（
18
） 

東
洋
拓
殖
株
式
会
社
『
間
島
事
情
』
京
城
、
東
洋
拓
殖
株
式
會
社
、
一
九
一
八
年
。

永
井
勝
三
『
會
寧
及
間
島
事
情

│
一
名
北
鮮
間
島
の
案
内
』
會
寧
、
會
寧
診
察
所
、
一
九
二
三
年
／
ソ
ウ
ル
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
八
九
年
。

永
井
勝
三
『
北
鮮
間
島
史
』
會
寧
、
會
寧
印
刷
所
出
版
部
、
一
九
二
五
年
。

天
野
元
之
助
『
間
島
に
於
け
る
朝
鮮
人
問
題
に
就
い
て
』
大
連
、
中
日
文
化
教
會
、
一
九
三
一
年
。

（
19
） 

『
太
宗
文
皇
帝
實
録
』
巻
四
、
天
聡
二
年
五
月
条
。

（
20
） 

『
間
島
問
題
資
料
集
』
ソ
ウ
ル
、
大
韓
民
國
國
會
圖
書
館
、
一
九
七
五
年
、
序
文
。

（
21
） 

内
藤
虎
次
郎
「
韓
国
東
北
疆
界
攷
略
」
一
九
〇
七
年
、
内
藤
湖
南
全
集
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
。

「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
概
況
」
執
筆
班
『
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
概
況
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
／
大
村
益
夫
訳
『
中
国
の
朝
鮮

族
』
む
く
げ
の
会
、
一
九
八
七
年
。

在
哈
爾
浜
朝
鮮
總
督
府
内
務
局
派
遣
員
編
『
北
滿
在
住
朝
鮮
人
ノ
状
況
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
内
務
局
、
一
九
二
二
年
。

在
外
朝
鮮
人
事
情
研
究
會
編
『
南
滿
及
び
東
蒙
朝
鮮
人
事
情
』
上
・
下
、
京
城
、
在
外
朝
鮮
人
事
情
研
究
會
、
一
九
二
二
│
二
三
年
。

四
〇



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
五
三
）

滿
鐵
庶
務
部
調
査
課
『
在
滿
朝
鮮
人
の
現
況
』
大
連
、
南
滿
洲
鐵
道
庶
務
部
調
査
課
、
一
九
二
三
年
。

牛
丸
潤
亮
・
村
田
懋
麿
編
『
最
近
間
島
事
情　

附
・
廬
支
移
住
鮮
發
達
史
』
京
城
、
朝
鮮
及
朝
鮮
人
社
出
版
局
、
一
九
二
七
年
／
龍
渓
書
舎
、

二
〇
〇
二
年
。

朝
鮮
總
督
府
警
務
局
『
間
島
問
題
の
経
過
と
移
住
鮮
人
』
京
城
、
朝
鮮
總
督
府
警
務
局
、
一
九
三
一
年
。

拓
務
省
大
臣
官
房
文
書
課
『
滿
洲
と
朝
鮮
人
』
拓
務
省
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
三
年
。

東
洋
協
會
調
査
部
『
朝
鮮
農
民
の
滿
洲
移
住
問
題
』
東
洋
協
會
、
一
九
三
七
年
。

田
川
孝
三
「
清
緒
初
年
朝
鮮
越
境
流
民
問
題
」、
市
古
教
授
退
官
記
念
論
叢
編
集
委
員
会
編
『
論
集
近
代
中
国
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
一

年
。《

朝
鮮
族
簡
史
》
編
写
組
編
『
朝
鮮
族
簡
史
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

金
賛
汀
『
日
の
丸
と
赤
い
星

│
中
国
大
陸
の
朝
鮮
族
を
訪
ね
て
』
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
一
九
八
八
年
。

『
間
島
地
域　

韓
國
民
族
闘
争
史
』
日
本
の
韓
国
侵
略
史
料
集
、
一
二
冊
、
ソ
ウ
ル
、
高
麗
書
林
、
一
九
八
九
年

│
日
本
公
式
資
料
の
抜
萃
し

た
も
の
。

高
勇
主
編
『
堅
実
的
足
跡

│
来
自
延
辺
企
業
思
想
政
治
工
作
中
的
報
告
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

梁
泰
鎮
『「
一
九
〇
二
年
」
間
島
邊
界
戸
籍
案
』
ソ
ウ
ル
、
法
經
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

キ
ム
・
チ
ョ
ン
ミ
『
中
国
東
北
部
に
お
け
る
抗
日
朝
鮮
・
中
国
民
衆
史
序
説
』
現
代
企
画
室
、
一
九
九
二
年
。

『
ミ
レ
（
未
来
）
編
集
部
編
『
在
外
朝
鮮
民
俗
を
考
え
る

│
ア
メ
リ
カ
・
旧
ソ
連
・
中
国
・
日
本
か
ら
の
報
告
』
東
方
出
版
、
一
九
九
四
年
。

高
崎
宗
司
『
中
国
朝
鮮
族

│
歴
史
・
生
活
・
文
化
・
民
族
教
育
』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
。

李
鴻
文
『
三
〇
年
代
朝
鮮
共
産
主
義
者
在
中
国
東
北
』
長
春
、
津
北
師
范
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

河
合
和
男
・
他
編
『
論
集
朝
鮮
近
現
代
史

│
姜
在
彦
古
稀
記
念
論
文
集
』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
。

鶴
嶋
雪
嶺
『
中
国
朝
鮮
族
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
。

鄭
雅
英
『
中
国
朝
鮮
族
の
民
族
関
係
』
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
一
九
九
七
年
。

四
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
四
）

姜
龍
範
『
近
代
中
朝
日
三
國
對
間
島
朝
鮮
人
的
政
策
研
究
』
牡
丹
江
、
黒
龍
江
朝
鮮
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

藤
原
書
店
編
集
部
編
『
満
洲
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

櫻
井
龍
彦
『
東
北
ア
ジ
ア
朝
鮮
民
族
の
多
角
的
研
究
』
ユ
ニ
テ
、
二
〇
〇
四
年
。

中
国
朝
鮮
族
研
究
会
編
『
朝
鮮
族
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
と
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

│
「
ア
ジ
ア
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め

て
』
ア
ジ
ア
経
済
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
。

柏
崎
千
佳
子
監
訳
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
し
て
の
コ
リ
ア
ン

│
北
米
・
東
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
』
新
幹
社
、
二
〇
〇
七
年
。

滝
沢
秀
樹
『
朝
鮮
民
族
の
近
代
国
家
形
成
史
序
説

│
中
国
東
北
と
南
北
朝
鮮
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。

李
海
燕
『
戦
後
の
「
満
州
」
と
朝
鮮
人
社
会

│
越
境
・
周
縁
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

（
22
） 

東
洋
拓
殖
株
式
会
社
『
間
島
事
情
』
京
城
、
東
洋
拓
殖
株
式
會
社
、
一
九
一
八
年
。

「
間
島
問
題
一
件
」
日
本
外
交
文
書
第
四
〇
卷
第
二
冊
、
外
務
省
、
一
九
六
一
年
。

李
喆
珪
編
『
間
島
領
有
權
關
係
抜
萃
文
書
』
日
本
外
務
省
陸
海
軍
省
文
書
第
一
輯
、
ソ
ウ
ル
、
大
韓
民
國
國
會
圖
書
館
、
一
九
七
六
年
。

幣
原
坦
「
間
島
國
境
問
題
」、
東
洋
協
會
調
査
部
編
『
東
洋
協
會
調
査
部
學
術
報
告
』
東
洋
協
會
、
一
九
〇
九
年
。

篠
田
治
策
『「
間
島
問
題
」
の
回
顧
』
大
連
、
中
日
文
化
教
會
、
一
九
三
〇
年
。

篠
田
治
策
「
統
監
府
間
島
派
出
所
の
事
蹟
概
要
」、
稲
葉
博
士
還
暦
記
念
會
編
『
滿
朝
史
論
叢

│
稲
葉
博
士
還
暦
記
念
』
京
城
、
稲
葉
博
士
還

暦
記
念
會
、
一
九
三
八
年
。

東
亞
經
濟
調
査
局
『
間
島
問
題
の
經
緯
』
東
亞
經
濟
調
査
局
、
一
九
三
一
年
。

白
山
學
會
編
『
間
島
領
有
權　

問
題　

論
攷
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

崔
長
根
「
韓
国
統
監
伊
藤
博
文
の
間
島
政
策

│
統
監
府
派
出
所
の
設
置
決
定
の
経
緯
」
一
・
二
、
法
學
新
報
、
第
一
〇
二
巻
第
七
・
八
号
、
第

九
号
、
二
〇
〇
一
年
。

白
榮
助
『
東
ア
ジ
ア
政
治
・
外
交
史

│
「
間
島
協
約
」
と
裁
判
管
轄
権
』
大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
。

（
23
） 

林
正
和
「
間
島
問
題
に
関
す
る
日
清
交
渉
の
経
緯
」
駿
台
史
学
、
第
一
〇
号
、
一
九
六
〇
年
。

四
二



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
五
五
）

趙
興
元
「
徐
世
昌
与
円
延
吉
辺
務
交
渉
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
〇
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
一
年
。

春
日
「
清
末
中
朝
日
〝
間
島
問
題
〞
交
渉
之
原
委
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
二
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
二
年
。

白
榮
勛
『
東
ア
ジ
ア
政
治
・
外
交
史
研
究

│
「
間
島
協
約
」
と
裁
判
管
轄
権
』
大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
。

（
24
） 
篠
田
治
策
『
白
頭
山
定
界
碑
』
樂
浪
書
院
、
一
九
三
八
年
、
二
八
二
│
三
頁
。

（
25
） 

南
滿
洲
鐵
道
總
務
部
調
査
課
『
歐
洲
戰
争
ト
揚
子
江
流
域
ニ
於
け
る
列
國
ノ
貿
易
・
間
島
事
情
・
間
島
ニ
於
ケ
ル
水
稻
』
大
連
、
南
滿
洲
鐵
道

總
務
部
調
査
課
、
一
九
一
八
年
。

（
26
） 

朴
昌
昱
「
試
論
朝
鮮
族
的
遷
入
及
其
歴
史
上
限
問
題
」
朝
鮮
族
研
究
論
叢
、
第
一
号
、
一
九
四
八
年
。

朴
昌
昱
・
延
辺
大
学
民
族
研
究
所
編
「
朝
鮮
族
研
究
論
叢
」
第
一
号
・
第
二
号
、
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

西
重
信
「「
北
朝
鮮
ル
ー
ト
論
」
と
朝
鮮
人
の
間
島
移
住
」
關
西
大
學
經
濟
論
集
、
第
三
七
巻
第
四
号
、
一
九
六
七
年
。

松
本
英
紀
「
宋
教
仁
と
「
間
島
」
問
題

│
「
愛
国
」
的
革
命
運
動
の
軌
跡
」、『
東
洋
史
論
叢

│
三
田
村
博
士
古
稀
記
念
』
立
命
館
大
学
人
文

学
会
、
一
九
八
〇
年
。

韓
俊
光
・
延
辺
朝
鮮
歴
史
研
究
所
編
『
中
国
朝
鮮
族
遷
入
史
論
文
集
』
哈
爾
浜
、
黒
龍
江
朝
鮮
民
族
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

金
盛
煥
『
近
代
東
ア
ジ
ア
の
政
治
力
学

│
間
島
を
め
ぐ
る
日
中
朝
関
係
の
史
的
展
開
』
錦
正
社
、
一
九
九
一
年
。

朴
晶
『
中
国
朝
鮮
族
歴
史
研
究
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、

鶴
嶋
雪
嶺
『
中
国
朝
鮮
族
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
。

（
27
） 

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
・
人
文
科
学
院
編
『
白
頭
山
資
料
集
』
日
朝
友
好
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
、
五
頁
以
降
。

（
28
） 

秋
月
望
「
朝
清
境
界
問
題
に
み
ら
れ
る
朝
鮮
の
「
領
域
観
」

│
「
勘
界
会
談
」
後
か
ら
日
露
戦
争
期
ま
で
」、
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
の

領
域
観
と
自
己
認
識

│
前
近
代
と
近
代
と
の
接
点
』
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
第
四
〇
巻
、
朝
鮮
史
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
29
） 

『
朝
鮮
暴
徒
討
伐
誌
』
京
城
、
駐
鮮
駐
箚
軍
司
令
部
、
一
九
一
三
年
、
九
四
頁
。

（
30
） 

金
成
鎬
『
一
九
三
〇
年
代
延
邊
「
民
生
團
事
件
」
研
究
』
ソ
ウ
ル
、
白
山
資
料
院
、
一
九
九
九
年
。

金
成
鎬
『
東
満
抗
日
革
命
闘
争
特
殊
性
研
究

│
一
九
三
〇
年
《
民
生
団
事
件
》
を
中
心
に
』
牡
丹
江
、
黒
龍
江
朝
鮮
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
六

四
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年
。

（
31
） 

金
鉄
星
「
新
民
主
主
義
・
革
命
時
期
中
国
共
産
党
対
朝
鮮
自
治
政
策
的
歴
史
考
」、『
朝
鮮
族
研
究
論
集
』
第
四
号
、
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、

一
九
九
一
年
。

和
田
春
樹
『
金
日
成
と
満
州
抗
日
闘
争
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
。

楊
昭
全
編
『
中
国
境
内
韓
国
反
日
独
立
運
動
史
（
一
九
一
〇
│
四
五
）』
長
春
、
吉
林
省
社
会
科
学
院
、
一
九
九
七
年
。

（
32
） 

鄭
雅
英
『
中
国
朝
鮮
族
の
民
族
関
係
』
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
33
） 

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
・
人
文
科
学
院
編
『
白
頭
山
資
料
集
』
日
朝
友
好
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
、
八
一
│
九
〇
頁
。

3　

中
国
・
朝
鮮
国
境
条
約

1
、
一
九
六
二
年
中
国
・
朝
鮮
国
境
条
約

中
国
と
北
朝
鮮
は
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
三
日
国
境
会
談
を
行
い
、
一
二
日
国
境
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
三
年
三
月

二
〇
日
国
境
議
定
書
が
調
印
さ
れ
た
。
交
渉
は
極
め
て
難
し
く
、
そ
れ
は
、
間
島
条
約
を
含
め
た
白
頭
山
平
原
と
図
們
江
の
懸
案
事
項
を

解
決
す
る
と
い
う
難
問
の
解
決
に
あ
っ
た
。

ま
ず
、
国
境
条
約
の
基
本
規
定
を
引
用
す
る
。

第
一
条　

締
約
双
方
は
、
両
国
の
境
界
を
、
以
下
の
通
り
確
定
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

1
、
白
頭
山
の
天
池
上
の
境
界
線
は
、
白
頭
山
上
の
点
池
を
一
周
す
る
山
の
背
の
南
西
段
二
五
二
〇
高
地
と
二
六
六
四
高
地
間
の
鞍

部
の
大
体
の
中
心
点
か
ら
始
ま
り
、
直
線
で
東
北
に
向
け
天
池
を
横
断
し
、
対
岸
の
山
の
背
二
六
二
八
高
地
と
二
六
八
〇
高
地
間
の
大

四
四
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体
の
中
心
部
で
終
わ
る
。
そ
の
西
北
部
は
中
国
、
及
び
東
南
部
は
朝
鮮
に
属
す
る
。

2
、
天
池
以
南
の
境
界
線
は
、
上
記
の
二
五
二
〇
高
地
と
二
六
六
四
高
地
間
の
鞍
部
に
大
体
の
中
心
部
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
山
の
背

に
沿
っ
て
南
東
方
向
の
最
南
端
の
一
点
に
至
り
、
そ
の
後
は
、
山
の
背
を
離
れ
て
直
線
で
東
南
方
向
へ
向
い
、
二
四
六
九
高
地
以
東
の

鴨
緑
江
上
流
と
当
高
地
か
ら
最
寄
り
の
小
支
流
上
の
一
点
で
終
わ
る
。
そ
の
境
界
線
は
、
小
支
流
の
水
流
の
中
心
線
か
ら
下
流
へ
下
り
。

小
支
流
が
鴨
緑
江
へ
流
入
す
る
地
点
に
至
る
。

3
、
上
記
の
二
〇
七
一
高
地
以
降
の
鴨
緑
江
上
流
と
当
高
地
に
最
寄
り
の
一
小
支
流
の
鴨
緑
江
入
口
か
ら
鴨
緑
江
出
口
ま
で
は
、
鴨

緑
江
を
境
界
線
と
す
る
。
鴨
緑
江
の
出
口
の
と
こ
ろ
は
、
朝
鮮
の
小
多
獅
島
の
最
南
端
か
ら
薪
島
北
端
を
経
て
、
中
国
の
大
東
溝
以
南

の
突
端
最
南
端
を
結
ぶ
直
線
を
、
鴨
緑
江
と
黄
海
の
分
界
線
と
す
る
。

4
、
天
池
以
東
の
境
界
線
は
、
上
記
の
背
上
の
二
六
二
八
高
地
と
二
六
八
〇
高
地
の
間
の
鞍
部
の
大
体
の
中
心
部
か
ら
始
ま
り
、
東

へ
朝
鮮
で
二
一
一
四
口
に
至
り
、
ま
た
直
線
で
一
九
九
二
高
地
へ
、
さ
ら
に
直
線
で
一
九
五
六
高
地
を
経
て
一
五
六
二
高
地
へ
、
又

一
三
三
二
口
へ
、
さ
ら
に
直
線
で
図
們
江
上
流
の
紅
土
水
と
北
側
の
一
支
流
と
の
合
流
地
点
の
一
二
八
三
高
地
以
北
に
至
る
。
こ
の
境

界
線
は
、
紅
土
水
の
水
流
中
心
線
を
下
り
、
紅
上
水
（
小
河
）
と
弱
流
河
の
合
流
す
る
地
点
に
至
る
。

5
、
紅
上
水
と
弱
流
河
の
合
流
す
る
地
点
か
ら
中
朝
国
境
東
端
の
終
点
ま
で
は
、
図
們
江
を
境
界
線
と
す
る
。

第
二
条　

締
約
双
方
は
、
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
河
川
の
な
か
の
島
嶼
と
砂
洲
を
、
以
下
の
規
定
に
よ
り
区
分
す
る
こ
と
に
、
同
意

す
る
。

1
、
本
条
約
が
締
結
さ
れ
る
以
前
、
既
に
一
方
の
公
民
が
居
住
又
は
開
墾
し
た
島
嶼
と
砂
洲
は
、
既
成
の
一
方
の
領
土
と
し
、
再
度
、

変
更
し
な
い
。

四
五
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2
、
本
条
約
の
前
項
に
言
及
し
た
以
外
の
島
嶼
と
砂
洲
に
関
し
て
は
、
中
国
側
の
岸
に
近
寄
っ
て
い
る
も
の
は
中
国
に
属
し
、
朝
鮮

側
の
岸
に
近
寄
っ
て
い
る
も
の
は
朝
鮮
に
属
す
る
。
両
岸
の
真
中
に
位
置
す
る
も
の
は
、
双
方
の
協
議
に
よ
っ
て
、
そ
の
帰
属
を
確
定

す
る
。

3
、
一
方
の
河
岸
と
所
属
の
島
嶼
の
間
に
位
置
す
る
島
嶼
と
砂
洲
に
関
し
て
は
、
他
方
の
河
岸
に
近
寄
っ
て
い
る
か
、
又
は
両
岸
の

真
中
に
位
置
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
所
有
と
す
る
。

4
、
本
条
約
の
締
結
後
、
境
界
線
に
な
っ
て
い
る
河
川
の
な
か
に
新
た
な
島
嶼
と
砂
洲
が
現
れ
た
場
合
、
本
条
第
二
項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
帰
属
を
確
認
す
る
。

第
三
条　

締
約
双
方
は
、
以
下
の
事
項
に
同
意
す
る
。

1
、
鴨
緑
江
と
図
們
江
上
の
境
界
線
の
幅
は
、
い
か
な
る
時
期
で
も
、
水
面
の
幅
を
基
準
と
す
る
。
両
国
間
の
境
界
線
と
な
っ
て
い

る
河
川
は
、
両
国
の
共
有
で
あ
り
、
両
国
が
共
同
し
て
管
理
し
使
用
す
る
。
そ
こ
に
は
、
航
行
、
漁
猟
、
及
び
河
水
の
使
用
を
含
む
。

2
、
鴨
緑
江
出
口
以
外
の
中
朝
両
国
海
域
の
区
分
は
、
江
海
分
界
線
の
東
経
一
二
四
度
一
〇
分
六
秒
の
一
点
か
ら
始
ま
り
、
大
体
、

南
方
向
の
公
海
ま
で
の
直
線
を
、
両
国
の
海
上
分
界
線
と
す
る
。
西
側
の
海
域
は
中
国
に
属
し
、
東
側
の
海
域
は
朝
鮮
に
属
す
る
。

3
、
鴨
緑
江
出
口
の
江
海
分
界
線
を
除
い
て
、
東
経
一
二
三
度
五
九
分
か
ら
東
経
一
二
四
度
二
六
分
ま
で
の
間
の
海
域
は
、
両
国
の

い
っ
さ
い
の
船
舶
が
自
由
に
航
行
で
き
、
制
限
を
受
け
な
い
。

第
四
条　

締
約
双
方
は
、
以
下
の
事
項
に
同
意
す
る
。

1
、
本
条
約
の
締
結
後
、
直
ち
に
両
国
国
境
連
合
委
員
会
を
設
立
し
、
本
条
約
の
規
定
に
基
づ
い
て
国
境
を
探
査
し
、
境
界
の
木
造

標
識
を
建
て
る
と
同
時
に
、
境
界
と
な
っ
て
い
る
河
川
の
な
か
の
島
嶼
と
砂
洲
の
帰
属
を
確
定
す
る
。
そ
の
後
は
、
議
定
書
草
案
を
一

四
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通
作
成
し
、
国
境
地
図
を
作
製
す
る
。

さ
ら
に
、
国
境
議
定
書
を
抜
萃
し
て
引
用
す
る
。

第
一
条　

中
朝
両
国
の
国
境
は
、
既
に
中
朝
国
境
連
合
委
員
会
が
中
朝
国
境
条
約
（
以
下
、
国
境
条
約
と
言
及
）
の
第
四
条
に
基
づ
き
、

現
地
探
査
を
終
了
し
た
。
双
方
は
、
国
境
条
約
の
第
一
条
一
項
、
二
項
、
及
び
四
項
に
言
及
し
た
白
頭
山
地
区
の
境
界
線
に
関
し
て
探

査
し
、
標
識
を
建
立
し
、
正
式
に
確
定
し
た
。
ま
た
、
国
境
条
約
の
第
一
条
三
項
、
及
び
五
項
に
言
及
し
た
鴨
緑
江
と
図
們
江
に
関
し

て
も
、
探
査
を
し
、
河
川
の
な
か
の
島
嶼
と
砂
洲
の
帰
属
を
確
定
し
、
ま
た
鴨
緑
江
出
口
の
江
と
海
の
分
界
線
を
探
査
し
て
、
三
本
の

標
識
を
建
立
し
た
。
国
境
条
約
の
第
三
条
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鴨
緑
江
出
口
外
側
の
中
朝
両
国
の
海
上
分
界
線
を
確
定
し
、
し
か

も
具
体
的
に
、
第
三
条
三
項
に
言
及
し
た
鴨
緑
江
出
口
の
江
海
分
界
線
を
除
い
て
、
両
国
の
自
由
航
行
区
域
を
確
定
し
た
。

第
二
条
一
、
本
議
定
書
の
第
一
条
に
言
及
し
た
白
頭
山
地
区
に
建
立
し
た
境
界
標
識
は
、
大
型
と
小
型
の
二
種
類
が
あ
り
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
作
成
さ
れ
、
中
心
部
に
は
哲
鉛
を
埋
め
込
む
。
大
型
と
小
型
の
標
識
が
地
面
に
露
出
し
た
高
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
一
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

第
四
条　

境
界
河
川
の
な
か
の
島
嶼
と
砂
洲
に
関
し
て
、
そ
の
面
積
が
二
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
、
並
び
に
二
五
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
っ
て
も
、
固
定
さ
れ
使
用
価
値
が
あ
る
も
の
は
、
双
方
が
現
地
探
査
を
経
て
、
国
境
条
約
の
第
二
条
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
帰
属
を
確
定
し
た
。
…
…

第
六
条　

本
議
定
書
の
第
一
条
に
言
及
し
た
添
付
地
図
の
縮
尺
は
五
万
分
の
一
で
あ
り
、
中
・
朝
文
の
原
本
と
朝
・
中
文
の
原
本
の

二
種
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
合
計
四
七
枚
で
構
成
さ
れ
る
。
…
…
河
川
の
水
流
中
心
線
が
境
界
線
と
決
め
ら
れ
た
区
間
に
お
い
て
は
、
今

後
、
水
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
も
、
上
記
の
二
万
五
千
分
の
一
の
詳
細
な
地
図
上
に
明
記
し
た
境
界
線
は
、
不
変
と
す
る
。

四
七
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白
頭
山
地
区
境
界
線
の
方
向
と
標
識
の
位
置

第
七
条　

白
頭
山
地
区
に
お
け
る
境
界
線
は
、
鴨
緑
江
上
流
と
二
〇
七
一
高
地
（
新
測
定
値
標
高
二
一
五
二
メ
ー
ト
ル
、
添
付
地
図
は
こ

れ
を
基
準
と
す
る
）
以
東
の
最
寄
り
の
一
小
支
流
が
合
流
す
る
地
点
か
ら
始
ま
り
、
白
頭
山
天
池
を
経
て
、
紅
土
水
（
小
河
）
と
弱
流
河

が
合
流
す
る
地
点
に
至
る
区
間
で
、
全
長
は
、
四
五
〇
九
二
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
詳
細
な
方
向
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
八
条　

本
議
定
書
の
第
七
条
に
言
及
し
た
白
頭
山
地
区
の
境
界
線
に
お
い
て
、
合
計
二
一
号
、
二
八
本
の
境
界
標
識
を
建
立
し
た
。

…
…両

国
の
境
界
河
川
と
江
海
分
界
線
標
識
の
位
置

第
九
条　

一
、
鴨
緑
江
と
図
們
江
に
お
い
て
、
探
査
さ
れ
た
島
嶼
と
砂
洲
は
合
計
四
五
一
個
、
う
ち
中
国
に
属
す
る
も
の
は
一
八
七

個
、
朝
鮮
に
属
す
る
も
の
は
二
六
四
個
で
あ
る
。

⑴
鴨
緑
江
の
出
口
、
す
な
わ
ち
江
海
分
界
線
か
ら
鴨
緑
江
上
流
と
二
〇
七
一
高
地
（
新
測
定
値
標
高
二
一
五
二
メ
ー
ト
ル
）
以
東
に
最

寄
り
の
支
流
と
の
合
流
地
点
ま
で
の
間
で
、
探
査
さ
れ
た
島
嶼
と
砂
洲
は
合
計
二
〇
五
個
、
う
ち
中
国
に
属
す
る
も
の
は
七
八
個
、
朝

鮮
に
属
す
る
も
の
は
一
二
七
個
で
あ
る
。

第
一
〇
条　

鴨
緑
江
出
口
の
江
海
分
界
線
は
、
朝
鮮
の
小
多
獅
島
最
南
端
の
一
号
江
海
分
界
線
標
識
か
ら
、
直
線
で
朝
鮮
の
薪
島
北

端
の
二
号
江
海
分
界
標
識
を
経
由
し
、
中
国
の
大
東
溝
以
南
の
突
出
部
最
南
端
に
あ
る
三
号
江
海
分
界
標
識
ま
で
に
至
る
。
江
海
分
界

線
の
長
さ
は
二
二
二
四
九
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
江
海
分
界
標
識
の
位
置
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
…
…

海
上
分
界
線
と
自
由
航
行
区
域

第
一
二
条　

締
約
双
方
は
、
国
境
条
約
の
第
三
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
両
国
の
海
上
分
界
線
を
、
以
下
の
通
り
、
定
め
る
。
鴨
緑

四
八
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点
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）

（
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六
一
）

江
出
口
の
江
海
分
海
線
上
、
東
経
一
二
四
度
一
〇
分
〇
六
秒
、
北
緯
三
九
度
四
九
分
四
一
秒
の
点
か
ら
、
直
線
で
東
経
一
二
四
度
〇
九

分
一
八
秒
、
北
緯
三
九
度
四
三
分
三
九
秒
の
点
か
ら
、
直
線
で
東
経
一
二
四
度
〇
六
分
三
一
秒
、
北
緯
三
九
度
三
一
分
五
一
秒
の
点
を

経
由
し
、
公
海
に
至
る
。
こ
の
海
上
分
界
線
を
、
付
図
に
明
記
す
る
。

第
一
三
条　

国
境
条
約
の
第
三
条
三
項
に
言
及
し
た
鴨
緑
江
出
口
の
江
海
分
界
線
を
除
い
て
、
両
国
の
い
っ
さ
い
の
船
舶
が
自
由
に

航
行
で
き
る
区
域
は
、
東
経
一
二
三
度
五
九
分
九
分
以
東
、
東
経
一
二
四
蘇
二
六
分
以
西
、
江
海
分
界
線
か
ら
北
緯
三
九
度
三
〇
分
ま

で
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
領
海
と
朝
鮮
領
海
に
属
す
る
海
域
で
あ
る
。

境
界
線
の
維
持
と
管
理

第
一
四
条　

締
約
双
方
は
、
境
界
標
識
と
江
海
分
界
線
標
識
の
維
持
と
管
理
を
強
化
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
標
識
の
移
動
、
損

失
、
破
壊
を
防
ぐ
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
方
的
に
新
し
い
境
界
標
識
と
江
海
分
界
標
識
を
建
立
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
八
条　

締
約
双
方
は
、
本
議
定
書
の
発
効
後
、
三
年
毎
に
白
頭
山
地
区
の
境
界
を
、
五
年
毎
に
境
界
河
川
を
一
回
ず
つ
合
同
検

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
双
方
の
協
議
を
経
て
、
検
査
時
期
の
変
更
、
又
は
一
部
の
境
界
区
間
の
み
に
対
す
る
検
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」

以
上
の
国
境
条
約
は
、
新
中
国
の
成
立
で
他
の
中
国
・
朝
鮮
条
約
と
同
様
に
、
両
当
事
国
が
対
等
で
締
結
し
た
条
約
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
北
朝
鮮
は
、
天
地
に
対
す
る
根
強
い
要
求
で
、
以
前
の
図
們
江
の
源
流
の
境
界
起
点
か
ら
天
地
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
、
天
地
の
半
分
以

上
、
天
地
の
三
分
の
二
と
そ
の
周
辺
地
域
の
二
八
〇
平
方
キ
ロ
の
領
土
を
取
り
戻
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
将
軍
峰
と
さ
れ
る
白
頭
山
最
高

峰
、
白
頭
峰
海
抜
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
松
花
江
の
源
流
地
域
が
、
つ
ま
り
一
七
一
二
年
に
清
国
と
合
意
し
て
い
た
定
界
碑
跡
も
、
北
朝

四
九
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月
）

（
三
六
二
）

鮮
領
と
な
っ
た
。
但
し
、
丹
池
水
面
は
共
同
利
用
と
さ
れ
、
両
国
と
も
運
航
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
白
頭
山
は
、
金
日
成
の
抗
日
独
立
闘
争
の
舞
台
と
さ
れ
た

聖
地
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
の
民
族
的
聖
地
は
、
南
北
朝
鮮
の
対
立
下
に
あ
っ

て
民
族
的
神
話
の
聖
地
と
し
て
の
存
在
で
混
乱
と
矛
盾
を
残
し
て
い
る
。
加
え

て
、
こ
の
間
島
地
域
は
、
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
開
国
説
話
の
な
か
の
聖
地
で
、
清

も
女
真
の
歴
史
的
居
住
・
活
動
地
域
で
あ
っ
た
。
新
中
国
は
一
統
シ
ス
テ
ム
の

後
継
者
と
し
て
そ
こ
で
の
支
配
を
捨
象
で
き
る
と
し
た
の
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、

北
朝
鮮
は
ど
う
い
う
代
償
交
渉
を
し
た
と
い
う
の
か
。

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
白
頭
山
天
池
と
周
辺
地
域
は
、
間
島
協
約
で
、
日
本
が

南
満
州
の
鉄
道
敷
設
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
伏
線
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
な
に

を
意
味
し
た
の
か
。
以
上
の
結
論
は
、
中
国
の
朝
鮮
戦
争
支
援
の
見
返
り
に
、

金
日
成
は
、
中
国
側
に
白
頭
山
の
半
分
と
間
島
地
域
を
引
き
渡
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
1
）

。

2
、
国
境
条
約
論
争

そ
し
て
、
こ
の
国
境
条
約
で
、
図
們
江
源
流
の
境
界
は
、
間
島
条
約
の
石
乙

水
か
ら
紅
土
水
へ
北
上
し
た
。
松
花
江
の
一
支
流
五
道
白
河
上
流
に
黒
石
溝

（
土
門
江
）
を
図
們
江
源
流
の
一
部
と
し
て
条
文
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
念
願
の

図 5　国境条約での北朝鮮支配地域

（出所）「1962年辺界条約で取り戻した朝鮮領」統一日報，1999年10月28日／金

基燥『空白の北朝鮮現代史─白頭山を売った金日成』新潮新書，新潮社，

2003年，139頁。

五
〇
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国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
六
三
）

図
們
（
豆
満
）・
土
門
江
別
流
論
の
部
分
的
復
活
と
承
認
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
韓
国
そ
し
て
北
朝
鮮
は
、
一
貫
し
て
別
流
論
に
立
っ
て
間
島

帰
属
論
、
統
監
符
派
出
所
の
設
置
と
朝
鮮
人
の
保
護
を
方
針
と
し
て
き

た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
別
流
論
を
も
っ
て
、
中
国
は
、
間
島
（
延

辺
）
の
支
配
を
法
的
に
確
認
し
、
北
朝
鮮
の
北
伐
／
北
進
を
封
じ
た
。

北
朝
鮮
は
、
白
頭
山
を
取
得
し
て
、
図
們
江
、
す
な
わ
ち
間
島
を
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
条
約
は
、
白
頭
山
と
図
們
江
の
み
を
規
定
し
て

い
る
（
2
）

。
跨
境
民
族
と
し
て
間
島
の
朝
鮮
人
は
、
間
島
協
約
で
彼
ら
の
地
位
と

権
利
を
保
持
し
て
き
た
。
以
後
、
日
韓
併
合
に
よ
る
朝
鮮
人
の
国
籍
問

題
、
一
九
一
二
年
に
中
華
民
国
国
籍
法
に
よ
る
中
国
へ
の
帰
化
問
題
、

一
九
一
六
年
の
南
満
州
及
び
東
部
内
蒙
古
と
間
島
協
約
と
の
不
整
合
、

解
放
直
後
に
お
け
る
延
辺
に
お
け
る
間
島
帰
属
問
題
、
中
国
共
産
党
と

朝
鮮
人
の
武
装
化
問
題
、
中
国
人
民
解
放
軍
朝
鮮
族
兵
士
の
朝
鮮
人
民

軍
へ
の
編
入
、
朝
鮮
戦
争
で
の
延
辺
朝
鮮
族
の
貢
献
と
自
治
、
中
国
土

地
改
革
と
朝
鮮
族
の
人
民
公
社
化
と
い
っ
た
一
連
の
諸
問
題
に
、
延
辺

朝
鮮
族
は
直
面
し
て
き
た
（
3
）

。

図 6　国境条約での北朝鮮支配地域（中国・北朝鮮分割線）

（出所）北朝鮮地図，中国地図の複写。朝鮮民主主義人民共和国科学院・人文科

学院編『白頭山資料集』日朝友好資料センター，1993年，所収。

五
一
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月
）

（
三
六
四
）

図
們
江
下
流
の
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
国
境
は
、
江
口
か
ら
一
八
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
上
流
が
河
床
中
央
線
で
あ
る
が
、
下
流
の

一
八
八
六
年
の
琿
春
条
約
に
従
っ
た
中
・
ロ
・
朝
三
国
国
境
起
点
は
一
九
九
八
年
四
月
調
印
さ
れ
、
両
国
の
圧
力
で
一
九
九
六
年
六
月
発

効
し
た
（
4
）

。
現
在
、
図
們
江
開
発
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
は
、
白
頭
山
は
北
方
の
連
峰
ま
で
、
す
べ
て
自
国
領
と
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
の
地
図
も
中
国
延
辺

朝
鮮
族
自
治
州
の
地
図
も
、
天
池
の
真
中
に
国
境
線
を
引
い
て
い
て
、
こ
の
点
で
は
矛
盾
は
な
い
が
、
そ
の
東
西
に
引
か
れ
た
直
線
の
国

境
線
が
引
か
れ
、
そ
の
南
部
は
中
国
領
、
北
部
は
北
朝
鮮
領
と
な
る
。
一
方
、
韓
国
で
発
行
の
北
朝
鮮
地
図
で
は
、
天
池
は
す
べ
て
北
朝

鮮
領
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
説
明
で
は
、
白
頭
山
の
半
分
と
間
島
の
一
部
が
中
国
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
を
ど
う
解
す

る
か
。

そ
れ
を
報
じ
た
統
一
日
報
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
六
日
は
、
北
朝
鮮
は
領
土
を
取
り
戻
し
た
、
と
報
じ
た
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
北
朝
鮮
が
一
九
六
二
年
一
〇
月
中
国
と
締
結
し
た
「
朝
中
辺
界
条
約
」
で
、
ソ
ウ
ル
市
面
積
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
匹
敵
す
る

二
八
〇
平
方
キ
ロ
の
領
土
を
中
国
か
ら
取
り
戻
し
た
こ
と
が
解
っ
た
。

韓
国
も
民
間
研
究
機
関
、
白
頭
文
化
研
究
所
の
李
炯
石
代
表
（
六
二
）
が
二
〇
日
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
同
代
表
が
今

年
夏
の
延
辺
大
学
を
訪
問
し
た
際
に
、
大
学
所
属
の
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
長
に
よ
る
「
朝
中
辺
界
条
約
」
に
関
す
る
詳
し
い
資

料
を
入
手
し
て
分
か
っ
た
。

中
国
側
資
料
に
よ
る
と
、「
朝
中
辺
界
条
約
」
は
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
二
日
平
壌
で
北
朝
鮮
の
金
日
成
当
時
内
閣
首
班
と
中
国

の
周
恩
来
総
理
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

李
代
表
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
側
は
、
こ
の
条
約
を
通
じ
て
中
国
領
と
な
っ
て
い
た
天
池
の
五
分
の
三
と
そ
の
周
辺
地
域
を
含
め
、

五
二
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野
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（
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五
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二
八
〇
平
方
キ
ロ
を
取
り
戻
し
た
と
い
っ
た
。

同
条
約
に
よ
っ
て
、
海
抜
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
白
頭
山
（
北
朝
鮮
名
、
将
軍
峰
）
と
松
花
江
の
上
流
地
域
の
一
部
が
朝
鮮
領

に
編
入
さ
れ
、
一
七
一
二
年
李
氏
朝
鮮
の
粛
宗
在
位
の
と
き
、
清
国
と
合
意
し
て
建
て
た
「
定
界
碑
」
の
跡
も
、
北
朝
鮮
領
内
に
収

ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
天
池
水
面
は
共
同
利
用
で
合
意
さ
れ
、
両
国
と
も
天
池
で
運
航
可
能
と
な
っ
た
。

李
炯
石
代
表
は
一
九
九
二
年
か
ら
最
近
ま
で
、
朝
中
国
境
線
を
実
地
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
境
界
市
石
二
一
個
を
確
認
し
た
。

一
〜
五
号
境
界
碑
は
、
鴨
緑
江
の
発
源
地
か
ら
天
池
西
側
の
白
雲
峰
ま
で
続
い
て
お
り
、
六
〜
二
一
号
碑
は
、
天
池
東
側
稜
線
か

ら
源
地
の
南
側
薬
水
附
近
ま
で
繋
が
っ
て
お
り
、
こ
の
事
実
を
裏
付
け
る
。

「
朝
中
辺
界
条
約
」
を
め
ぐ
っ
て
北
朝
鮮
が
朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
の
代
価
と
し
て
中
国
に
白
頭
山
の
大
部
分
を
手
渡
し
た
、
朝
中

両
国
は
国
境
線
問
題
で
対
立
し
て
い
る

│
と
の
噂
が
立
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
李
炯
石
代
表
の
調
査
で
、「
疑
惑
」
が
払
拭
さ
れ

る
形
と
な
っ
た
。

同
条
約
に
つ
い
て
、
中
国
は
、
国
内
の
反
発
を
考
慮
し
て
、
条
約
内
容
を
未
だ
に
公
表
し
な
い
と
し
て
い
る
。」

こ
れ
は
、
中
国
側
の
説
明
で
、
白
頭
山
は
北
朝
鮮
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
国
土
の
引
渡
し
で
は
な
い
か
。

北
朝
鮮
は
、
中
国
と
の
貿
易
決
済
で
、
一
九
九
二
年
、
咸
鏡
北
道
厚
石
里
の
イ
ド
リ
島
（
豆
満
江
の
三
角
州
）
を
中
国
に
引
き
渡
し
た
と
、

南
北
問
題
研
究
所
は
、
未
確
認
情
報
と
し
て
伝
え
た
（
5
）

。

内
藤
湖
南
は
、
朝
鮮
帰
属
論
を
提
起
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
地
勢
上
、
朝
鮮
人
が
自
然
に
間
曠
地
帯
の
東
半
分
に
入
植
し
た
現
実
に

負
っ
て
い
る
（
6
）

。
津
田
左
右
吉
は
、
高
麗
東
北
境
開
拓
は
北
征
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
7
）

。
し
か
し
、
そ
の
国
境
解
決
は
国
境
政

治
の
政
治
交
渉
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
渉
は
、
ビ
ル
マ
の
国
境
画
定
及
び
国
境
地
域
の
治
安
と
維
持
の
解
決
に
お
け
る
と
同
様
に
、
中
国
に

五
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
六
）

と
っ
て
も
大
き
な
懸
案
の
解
決
で
あ
り
、
た
め
に
周
恩
来
総
理
が
自
ら
解
決
を
主
導
し
た
。

中
国
に
と
り
、
同
じ
問
題
は
、
ビ
ル
マ
と
の
間
で
存
在
し
た
。

中
国
・
ビ
ル
マ
・
ル
ー
ト
は
、
日
中
戦
争
で
中
国
の
出
口
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
こ
は
、
元
来
、
歴
史
的
に
往
来
の
ル
ー
ト
で

あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
族
の
祖
先
は
紀
元
前
九
〇
〇
年
頃
、
中
国
西
部
地
方
よ
り
南
下
し
、
イ
ラ
ワ
ジ
河
下
流
で
ブ
ロ
ー
ム
国
を
建
立
し
た
。

他
方
、
マ
レ
ー
半
島
か
ら
モ
ン
族
が
進
出
し
、
タ
ラ
イ
ン
国
を
興
し
、
古
代
ブ
ロ
ー
ム
国
を
滅
ぼ
し
た
。
ビ
ル
マ
族
の
別
派
が
タ
ラ
イ
ン

国
を
駆
逐
し
て
、
パ
ガ
ン
朝
の
基
礎
が
築
か
れ
、
そ
し
て
シ
ャ
ン
族
も
制
定
し
て
統
一
に
成
功
し
た
一
方
、
そ
こ
で
は
、
雲
南
問
題
と
し

て
中
国
と
の
辺
境
主
権
論
争
が
続
い
た
。
班
洪
領
有
事
件
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
こ
の

族
・
阿

族
工
作
を
行
い
、

一
九
三
四
年
こ
の
地
域
を
占
領
し
、
一
九
四
一
年
阿

山
に
ビ
ル
マ
・
ル
ー
ト
と
国
境
線
を
引
い
た
。
英
国
が
ビ
ル
マ
を
統
治
し
て
以
後
、

英
国
は
中
国
と
の
国
境
交
渉
に
入
っ
た
が
、
成
功
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
新
中
国
は
、
周
恩
来
総
理
が
自
ら
新
生
ビ
ル
マ
と
訪
問
外
交

を
重
ね
、
辺
境
国
境
交
渉
に
入
り
、
一
九
六
一
年
国
境
は
画
定
さ
れ
、
阿

地
域
の
班
洪
地
区
は
中
国
領
と
な
っ
た
（
8
）

。

（
1
） 

金
基
燥
『
空
白
の
北
朝
鮮
現
代
史

│
白
頭
山
を
売
っ
た
金
日
成
』
新
潮
新
書
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
一
頁
以
降
。

（
2
） 

裵
淵
弘
『
中
朝
国
境
を
ゆ
く

│
全
長
一
三
〇
〇
キ
ロ
の
魔
境
』
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
。
同
書
は
、「
東
北
工
程
」
と

中
韓
歴
史
論
争
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
主
題
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
小
説
は
、
金
辰
明
、
夏
香
夏
訳
『
中
国
が
北
朝
鮮
を
呑
み
こ
む
日
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。

D
aniel G

om
a, “T

he C
hinese-K

orean B
order Issue: A

nalysis of a C
ontested F

rontier,” A
sian

 S
u

rvey, V
ol. 46 N

o. 6, 2006.

西
重
信
「
中
朝
国
境
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
、
第
一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
3
） 

安
藤
彦
太
郎
「
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

│
旧
「
間
島
」
の
歴
史
と
現
実
」
中
国
研
究
月
報
、
第
一
九
三
号
、
一
九
六
四
年
。

五
四



中
国
・
朝
鮮
国
境
の
争
点
（
浦
野
）

（
三
六
七
）

金
永
万
・
戴
維
翰
・
金

国
『
延
辺
社
會
主
義
民
族
関
係
的
形
成
和
発
展
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
史
』
上
・
下
、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
。

亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
編
『
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
社
会
・
経
済
の
変
容
と
適
応
』
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
。

（
4
） 
岩
下
明
裕
『
中
・
ロ
国
境
四
〇
〇
〇
キ
ロ
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。

（
5
） 

南
北
問
題
研
究
所
、
李
洪
在
訳
『
北
朝
鮮
暗
黒
帝
国
の
最
期
』
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
社
、
一
九
九
四
年
、
一
二
一
頁
。

（
6
） 

内
藤
湖
南
「
間
島
問
題
私
見
」
内
藤
湖
南
全
集
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
。

（
7
） 

津
田
左
右
吉
「
尹
權
政
略
地
域
考
」、「
高
麗
松
に
於
け
る
東
北
境
の
開
拓
」
津
田
左
右
吉
全
集
第
一
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
。

（
8
） 

朱
孟
震
『
西
南
夷
風
土
記
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
／
台
北
、
廣
文
書
局
、
一
九
六
九
年
／
『
中
國
西
疆
地
誌
』
中
文
出
版
社
、

一
九
六
九
年
／
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
。

張
鵬
岐
『
雲
南
外
交
問
題
』
上
海
、
商
務
新
書
館
、
一
九
三
七
年
。

張
誠
孫
『
中
英
滇
緬
疆
界
問
題
』
北
京
、
哈
佛
燕
京
學
社
、
一
九
三
七
年
／
燕
京
大
学
燕
京
學
報
専
號
、
台
北
、
東
方
文
化
書
店
、
一
九
七
三
年
。

ニ
コ
ル
・
ス
ミ
ス
、
救
仁
郷
繁
訳
『
滇
緬
公
路

│
雲
南
・
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
視
察
記
』
萬
里
閣
、
一
九
四
〇
年
／
木
川
正
男
訳
『
ビ
ル
マ
・
ロ
ー

ド
』
文
明
社
、
一
九
四
一
年
。

姚
文
楝
『
雲
南
省
雲
南
勘
界
籌
邊
記
』
一
八
九
二
年
、
中
國
方
志
叢
書
、
台
北
、
成
文
出
版
社
、
一
九
六
七
年
。

劉
伯
奎
子
編
『
中
緬
界
務
問
題
』
重
慶
、
正
中
書
局
、
一
九
四
六
年
／
新
加
坡
、
南
洋
學
會
、
一
九
八
一
年
／
『
近
現
代
中
國
邊
疆
界
務
資
料
』

續
編
、
香
港
、
蝠
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。

黄
祖
文
「
乾
隆
年
間
中
緬
辺
境
之
役
」
四
川
大
学
学
報
、
一
九
八
八
年
第
二
期
。

戚
基
耶
基
紐
『
四
個
次
期
的
中
緬
関
係
』
昆
明
、
徳
宏
民
族
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

秦
和
平
「

的
歴
程

│
清
末
滇
緬
界
務
交
渉
之
回
顧
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
五
年
第
三
期
。

王
介
南
・
王
全
珍
『
中
緬
友
好
両
千
年
』
昆
明
、
徳
宏
民
族
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

寥
心
文
「
解
決
辺
界
問
題
的
典
苑
」
党
史
文
献
、
一
九
九
六
年
第
四
期
。

五
五
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二
〇
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年
九
月
）

（
三
六
八
）

林
超
民
「
明
代
雲
南
辺
疆
問
題
述
論
」
中
国
辺
疆
研
究
通
報
、
第
二
集
、
一
九
九
八
年
。

余
定
邦
『
中
緬
関
係
史
』
北
京
、
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

賀
経
達
「
嘉
靖
松
年
至
万
歴
年
間
的
中
緬
及
び
其
影
響
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
二
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
二
年
。

朱
昭
華
「
薛
福
成
与
滇
緬
辺
界
談
判
再
研
究
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
四
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
四
年
。

楊
煜
達
・
楊
枝
慧
芳
「
華
馬
礼

│
一
六
│
一
九
世
紀
中
緬
辺
界
的
主
権
之
争
」
中
国
辺
疆
界
的
主
権
之
争
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
四
巻

第
二
期
、
二
〇
〇
四
年
。

周
恩
来
「
関
于
中
緬
辺
界
問
題
的
報
告
」
人
民
日
報
、
一
九
五
七
年
七
月
一
〇
日
。

王
善
中
「
論
述
《
中
華
人
民
共
和
国
緬
甸
聯
邦
辺
界
条
約
》」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
一
九
九
七
年
第
二
期
。

丸
山
鋼
二
「
中
国
・
ビ
ル
マ
の
国
交
樹
立
に
つ
い
て
」
文
教
大
学
国
際
学
部
紀
要
、
第
一
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
。 五

六



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
六
九
）

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没

ヨ
ハ
ン
・
マ
テ
ィ
ア
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク

川　

又　
　
　

祐　
　

訳

こ
の
偉
大
な
る
人
物
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
に
お
け
る
貴
族
の
家
系
か
ら
生
ま
れ
た
。
そ
の
家
系
は
、
同
地
で
八
〇
〇
年
来
栄
え
て
お
り
、

き
わ
め
て
有
力
な
官
職
を
つ
か
さ
ど
っ
て
、
数
多
く
の
分
家
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
自
分
の
母
親
を
通
じ
て
彼
は
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン

戦
争
の
有
名
な
将
軍
ゼ
バ
ス
ト
・
シ
ェ
ル
テ
ル
ン
（S

ebast. S
cherteln

）
の
系
統
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

一
六
二
六
年
一
二
月
二
〇
日
、
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
・
ア
ウ
ラ
ハ
（H

erzogen-A
urach

）
に
誕
生
し
た
。
彼
の
父
親
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ー
ト

翻　

訳

五
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
〇
）

ヴ
ィ
ヒ
（Joachim

 L
udw

ig

）
は
、
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
・
ア
ウ
ラ
ハ
の
地
方
長
官
（L
andeshauptm

ann

）
で
、
同
時
に
バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
の

主
馬
頭
（S

tallm
eister

）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
従
軍
し
、
一
六
四
二
年
、
命
を
落
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
の
息

子
は
、
大
部
分
、
母
親
の
監
督
下
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
、
コ
ー
ブ
ル
ク
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
そ
し
て
エ
ア
フ
ル
ト
で

師
を
得
て
、
一
〇
歳
に
し
て
二
つ
の
学
術
語
お
よ
び
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
彼
は
、
ゴ
ー
タ
公
エ
ル

ン
ス
ト
敬
虔
公
（H

erzog von G
otha, E

rnst der F
rom

m
e

）
と
知
り
合
い
、
公
は
彼
に
、
一
六
三
九
年
か
ら
コ
ー
ブ
ル
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
で
教
育
を
受
け
さ
せ
て
、
ゴ
ー
タ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
へ
連
れ
て
き
た
。
も
う
一
人
の
重
要
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

陸
軍
大
将
モ
ル
テ
ー
ン
（G

eneral M
ortaigne

）
を
得
た
。
彼
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
通
わ
せ
、
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
は
三
年
間
を
そ
こ
で
過
ご
し
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
を
再
び
去
っ
た
と
き
、
二
〇
歳
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
そ
れ
ま
で
、
市
民

の
出
自
を
も
つ
人
物
と
同
様
に
、
貴
族
に
必
要
と
さ
れ
る
見
事
な
ほ
ど
の
勤
勉
さ
で
、
勉
強
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
彼
は
、
自
分
の

家
系
、
す
な
わ
ち
彼
の
祖
先
た
ち
に
よ
る
功
績
を
想
起
し
て
も
ら
う
こ
と
を
通
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
学
識
と
分
別
を
通
し

て
、
名
誉
職
や
公
式
の
報
酬
〔
を
得
る
〕
権
利
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
当
時
、
す
ぐ
に
こ
れ
ら
を
手
に
入
れ
た
。
ヘ
ッ

セ
ン
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
方
伯
（L

andgraf von H
essendarm

stadt

）
は
な
る
ほ
ど
、
彼
を
自
分
の
親
衛
隊
准
士
官
（zum

 F
ähnrich bey 

seiner L
eibw

ache

）
に
任
命
し
た
。
だ
が
モ
ル
テ
ー
ン
は
、
こ
の
仕
官
が
彼
の
才
能
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
活
動
場
所
で
は
な
い
と
判
断

し
た
。
そ
こ
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
そ
れ
を
断
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
旧
く
か
ら
の
恩
人
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
、

彼
を
自
分
の
参
議
官
（R

athe

）、
そ
し
て
小
姓
（H

ofjunker

）
に
し
た
。
多
く
の
理
由
か
ら
賢
明
な
る
人
と
呼
ば
れ
た
り
、
敬
虔
な
る
人

と
呼
ば
れ
た
り
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
、
こ
の
有
名
で
尊
敬
す
べ
き
君
主
は
、
こ
の
若
い
貴
族
を
あ
ま
り
に
早
く
か
ら
仕
事
に
巻
き
込
む

五
八



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
七
一
）

つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
信
心
と
博
識
の
学
び
舎
で
あ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
公
宮
廷
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
自
身
に
と
っ
て
も
そ
う
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
、
す
べ
て
の
仕
事
か
ら
自
由
に
さ
せ
て
お
き
、
学
問
に
専
念
さ
せ
た
。
エ

ル
ン
ス
ト
公
は
、
時
間
を
こ
う
し
た
意
図
に
用
い
る
た
め
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
時
間
を
割
り
振
っ
た
。
そ
し
て
毎
日
曜
、
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
は
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
、
有
益
な
も
の
を
読
ん
だ
こ
と
を
説
明
し
て
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
自
分
の
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
し
て
時
と
し
て
、
宮
廷
法
、
国
家
法
の
疑
問
に
答
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
君
侯
図
書
館
の
利
用
と
、
エ
ル
ン
ス

ト
公
参
議
官
た
ち
と
の
有
益
な
交
流
と
が
付
け
加
わ
っ
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
、
こ
う
し
た
ま
れ
な
、
そ
し
て
徹
底
的
な
や
り
方
に
よ
っ
て
心
構
え
が
で
き
あ
が
っ
た
後
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
、

彼
に
国
事
に
関
心
を
抱
か
せ
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
一
六
四
八
年
に
彼
を
自
分
の
侍
従
（C

am
m
erherr

）
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
彼
を
数

回
、
公
使
と
し
て
派
遣
し
た
。
そ
の
三
年
後
、
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
（geheim

es R
athscollegium

）
の
四
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
試

験
の
後
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
彼
に
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
に
お
け
る
役
職
を
与
え
た
。
彼
の
官
吏
と
し
て
の
能
力
を
正
確
に
評
価
し
て
、

そ
し
て
彼
の
任
用
を
有
益
に
利
用
す
る
こ
と
を
心
得
て
い
た
ま
さ
に
こ
の
主
君
は
、
そ
れ
に
続
い
て
自
分
の
御
料
地
（C

am
m
ergüter

）

の
監
督
を
彼
に
委
ね
た
。
そ
し
て
つ
い
に
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
、
彼
を
自
分
の
カ
ン
ツ
ラ
ー
（C

anzler

）
に
選
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
六
六
三
年
、
彼
を
ラ
ン
デ
ス
コ
レ
ギ
ウ
ム
（L

andescollegien
）
の
頂
点
に
据
え
た
。
そ
れ
よ
り
前
に
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
（H

erzog 

von A
ltenburg

）
も
ま
た
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
官
（H

ofrichter zu Jena
）
の
職
を
彼
に
依
頼
し
た
。

彼
の
才
能
に
は
到
達
し
え
な
い
と
て
も
沢
山
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
対
す
る
多
く
の
職
務
や
仕
事
が
多
す
ぎ
る
と
考
え
る
こ
と
は

そ
れ
ほ
ど
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
私
た
ち
が
日
々
見
て
い
る
よ
う
に
、
沢
山
の
人
た
ち
は
、
よ
り
多
く
の
仕
事
を
求
め

た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ま
さ
に
、
特
別
の
勤
め
を
通
じ
て
増
や
さ
れ
た
こ
う
し
た
〔
仕
事
の
〕
過
剰
さ
こ
そ
が
、
他
の
原
因
と
合
わ
せ
て
、

五
九
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ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
を
軽
減
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
行
動
理
由
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
誠
実
な
人
間
が
自

ら
に
命
ず
る
忠
実
さ
を
も
っ
て
し
て
も
、
と
て
も
多
く
の
勤
め
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
彼
が
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
六
六
四
年
、
こ
れ
ら
を
辞
職
し
た
後
、
彼
は
ザ
ク
セ
ン
・
ツ
ァ
イ
ツ
の
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
（H

erzog M
oritz von S

achsenzeitz

）
の
下
で

カ
ン
ツ
ラ
ー
お
よ
び
宗
務
庁
長
官
（C

anzler u. C
onsistorialpräsident

）
の
職
を
受
諾
し
た
。
一
六
六
九
年
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ハ
ン
・

ゲ
オ
ル
ク
二
世
（C

hurfürst von S
achsen Johann G

eorg II.

）
が
彼
に
枢
密
参
議
官
と
い
う
顕
職
を
か
な
り
の
俸
給
で
与
え
た
。
そ
し
て

ま
さ
に
名
誉
あ
る
こ
の
職
を
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
（H

erzog von E
isenach

）
が
彼
に
授
け
た
。
そ
の
直
後
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
エ
ル
ン
ス

ト
公
が
亡
く
な
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
所
領
も
持
っ
て
い
た
ゴ
ー
タ
に
対
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
功
績
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
後

継
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（F

riedrich
）
が
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
領
邦
金
庫
長
官
（L

andschaftsdirector

）
に
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
で
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
数
年
後
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
収
税
長
官
（D

irector der H
erzogl. S

teuernahm
e im

 A
ltenburgischen

）

に
も
な
っ
た
。
し
か
も
彼
は
、
こ
の
職
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ザ
ク
セ
ン
・
ツ
ァ
イ
ツ
公
に
奉
公
を
解
い
て
く
れ
る

よ
う
求
め
た
が
、
だ
め
で
あ
っ
た
。〔
な
ぜ
な
ら
〕
そ
れ
は
、
公
の
一
六
八
一
年
の
逝
去
ま
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
や
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
ほ
ど
近
い
、
自
分
の
愛
す
べ
き
所
領
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
（M

euselw
itz

）
に
赴
い

た
。
そ
し
て
そ
の
地
に
居
城
を
建
設
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
分
の
余
生
を
、
礼
拝
に
静
か
に
捧
げ
、
学
問
へ
の
愛
情
で
過
ご
す
こ
と
を

考
え
た
。
有
名
な
英
雄
に
し
て
政
治
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
伯
（G

raf F
riedrich H

einrich 

von S
eckendorf

）
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
弟
の
子
息
で
あ
る
こ
と
を
今
、
説
明
し
て
お
こ
う
。
後
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
王
冠
を
被
る
こ
と

に
な
っ
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
（C

hurfürst von B
randenburg, F

riedrich der III.

）
が
、
自
分
の
創
設

し
た
ハ
レ
大
学
の
カ
ン
ツ
ラ
ー
に
、
枢
密
参
議
官
と
い
う
名
誉
あ
る
職
と
い
っ
し
ょ
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
招
聘
し
た
時
、
彼
は
モ
イ
ゼ

六
〇
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ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
す
で
に
多
年
を
過
ご
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
種
類
の
提
案
と
、
彼
が
構
想
し
て
い
た
計
画
は
、
騒
々
し
い
宮
廷
業
務
よ
り

も
、
ず
っ
と
簡
単
に
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
そ
の
職
を
受
諾
し
て
、
一
六
九
二
年
、
ハ
レ
へ
赴
い
た
。
ハ
レ
で
は
、
す
ぐ
に
特

別
の
審
理
が
依
頼
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
敬
虔
派
の
訴
訟
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
教
会
は
そ
の
当
時
、
猛
烈
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
一

部
の
我
が
教
員
た
ち
に
は
、
次
の
こ
と
を
信
じ
る
理
由
が
あ
っ
た
。
教
会
は
、
崩
壊
し
て
い
た
敬
神
の
念
に
関
す
る
現
実
的
改
良
、
ま
た
、

と
て
も
た
め
に
な
る
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
説
教
〔
術
〕
の
改
良
、
そ
し
て
、
将
来
の
神
学
者
に
ほ
と
ん
ど
寄
与
し
て
い
な
い
大
学

に
お
け
る
教
育
方
法
の
改
良
、
を
必
要
と
し
て
い
る
、
と
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
改
善
を
、
新
し
い
そ
し
て
強
力
な
施
設
に
よ
っ
て
、
し

か
も
教
育
方
法
そ
れ
自
体
の
い
く
つ
か
の
変
更
を
通
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
私
た
ち
の
教
会
の
通
常
の
構
造

や
、
信
仰
を
覆
す
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
疑
念
が
、
あ
ま
り
に
早
く
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
中
に
、
ハ
レ
大
学
の
第
一
級

の
教
員
た
ち
が
い
た
。
ハ
レ
の
聖
職
者
た
ち
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
様
々
な
誤
り
に
関
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
新
し
い
カ
ン
ツ
ラ
ー
〔
＝
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
〕
に
告
訴
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
他
の
幾
人
か
の
有
名
な
人
た
ち
と
並
ん
で
、
宮
廷
の
命
令
で
、
こ
の
告
発
を
審
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
洞
察
、
中
立
性
、
そ
れ
ら
が
結
び
つ
い
た
愛
情
に
満
ち
た
説
諭
は
、
直
後
に
、
両
派
の
見
事
な
和
解

を
も
た
ら
し
た
。
聖
職
者
た
ち
は
訴
え
を
取
り
下
げ
て
、
そ
し
て
彼
ら
は
、
共
同
で
教
義
の
浄
化
そ
し
て
教
会
の
平
安
に
努
力
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
だ
け
は
、
こ
の
争
い
の
調
停
で
覚
え
た
強
烈
な
喜
び
を
長
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
、

言
及
さ
れ
た
調
停
が
説
教
壇
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
た
ま
さ
に
そ
の
日
、
一
六
九
二
年
一
二
月
一
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
モ
イ
ゼ
ル

ヴ
ィ
ッ
ツ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
彼
が
二
度
の
婚
姻
で
も
う
け
た
子
供
の
う
ち
、
命
永
ら
え
た
の
は
息
子
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
三
年
後
、
同
じ

く
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
人
貴
族
が
経
歴
以
上
に
手
に
入
れ
た
、
そ
し
て
輝
か
し
い
歩
み
に
よ
っ
て
獲
得
し
続
け
た
、
偉
大
で
数
え
き

六
一
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れ
な
い
功
績
を
見
誤
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
だ
が
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
だ
け
一
層
確
信
し
て
、
私
た
ち
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

の
名
前
を
、
輩
出
さ
れ
て
き
た
優
秀
者
の
最
上
位
に
置
く
の
で
あ
る
。
彼
が
国
家
、
宗
教
と
教
会
、
学
問
、
そ
し
て
人
間
社
会
に
対
し
て

と
り
わ
け
同
じ
よ
う
に
成
功
裡
に
貢
献
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
に
は
、
宗
教
に
対
す
る
大
き
な
そ
し
て
啓
発
的
な
熱
意
が
満
ち
満

ち
て
い
た
。
彼
の
身
分
で
真
の
敬
虔
心
に
忠
実
で
あ
っ
た
者
は
少
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
以
上
に
敬
虔
心
を
広
げ
る
こ
と
に
寄
与
し
た
者

は
少
な
か
っ
た
。
彼
の
人
生
、
彼
の
著
作
物
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
徳
目
が
、
深
く
印
象
付
け
ら
れ
た
筆
致
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。〔
そ

れ
は
〕
特
に
、
著
し
い
実
直
さ
、
真
実
・
正
義
へ
の
愛
情
、
無
私
の
ふ
る
ま
い
、
自
分
の
援
護
・
援
助
が
必
要
な
人
た
ち
に
奉
仕
し
よ
う

と
す
る
並
外
れ
た
気
概
、
な
か
ん
ず
く
、
彼
が
自
分
の
意
図
に
反
し
て
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（V

alent. A
lberti

）
に
よ
っ
て
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（P

uff endorf

）
と
の
衝
突
で
証
明
さ
れ
た
謙
虚
さ
と
温
和
さ
、
誰
彼
に
対
す
る
愛
情
に
満
ち
た
態
度
、
そ
し

て
称
賛
に
値
す
る
勤
勉
さ
に
あ
る
。
彼
は
、
人
間
に
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
身
分
に
流
行
っ
て
い
る
非
行
に
と
て
も
通
じ
て
い
た
の
で
、
彼

が
持
っ
て
い
た
、
人
間
の
気
持
ち
を
つ
か
む
特
別
の
才
能
を
、
ひ
と
は
褒
め
そ
や
す
の
で
あ
る
。
彼
の
国
政
管
理
は
今
で
も
、
模
範
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
自
分
の
主
君
の
名
誉
に
な
る
よ
う
外
交
を
行
っ
た
。
そ
し
て
内
政
に
つ
い
て
彼
は
主
君
の
利
益
と
領
邦
の

最
善
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
場
合
、
彼
へ
の
請
願
の
数
、
職
務
の
数
〔
の
多
さ
〕
は
、
世
間
一
般
か

ら
の
信
頼
を
如
実
に
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
高
い
名
声
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
彼
の
知
性
、
正
直
さ
、
す
べ
て
の
も
の
に

及
ぶ
手
際
の
良
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
き
な
評
判
を
博
し
た
、
そ
し
て
仕
事
に
取
り
囲
ま
れ
た
一
人
の
人
間
が
、
学
問
を
力
強
く
庇
護
す
る
こ
と
で
満
足
し
た
な
ら
、
こ
の

こ
と
は
、
並
外
れ
て
彼
の
名
声
を
上
げ
る
こ
と
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学
問
に
好
意
を
示
す
こ
と
で
そ
の
学
識
も
正
当
な
も
の

に
な
る
。
学
問
に
好
意
を
示
す
こ
と
は
、
権
力
と
慈
悲
と
を
そ
の
最
善
と
な
る
よ
う
行
使
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

六
二
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そ
し
て
、
も
し
そ
れ
が
、
所
有
者
が
主
張
す
る
の
に
弱
い
立
場
に
あ
る
権
利
を
、
そ
の
全
注
目
を
受
け
る
大
き
な
心
配
を
他
に
も
し
な
が

ら
、
絶
妙
な
や
り
方
で
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
賛
美
さ
れ
褒
め
称
え
ら
れ
る
の
に
相
応
し
い
。
学
問
に
尽
く
さ
れ
る
善
行

以
上
に
、
確
実
で
持
続
的
に
感
謝
さ
れ
る
善
行
は
決
し
て
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
だ
け
が
、
偉
大
な
学
芸
支
援
者
の
一
人
で
あ
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
当
時
の
最
も
博
識
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
先
ず
第
一
に
、
政
治
家
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
る
次
の
知
識
を
完

璧
に
持
っ
て
い
た
。
全
範
囲
に
及
ぶ
法
知
識
、
政
治
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
帝
国
の
国
制
、
し
か
も
と
く
に
、
歴
史
、

す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
身
分
の
人
間
に
対
し
て
才
智
を
素
敵
に
教
え
て
く
れ
る
先
生
、
で
あ
る
。
彼
は
、
学
術
語
そ
し
て
大
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
言
語
を
修
得
し
た
。
古
代
の
著
述
家
た
ち
も
最
近
の
著
述
家
も
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
と
っ
て
は
お
な
じ
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
さ
ら

に
彼
は
、
ド
イ
ツ
語
と
ラ
テ
ン
語
で
詩
作
し
た
。
ラ
テ
ン
語
の
詩
作
は
と
て
も
見
事
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
ド
イ
ツ
語
の
詩
作
は
当
時
、

手
本
が
と
て
も
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
神
学
に
関
す
る
学
識
以
上
に
彼
の
名
声
を
高
め
た
も
の
は
、
何
も
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ひ
と
は
、
厳
密
な
事
実
と
し
て
、
そ
れ
が
神
学
者
と
い
う
人
間
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
聖
書
の
原
文
に
熟
達
し
て
い
た
。
彼
は
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
教
義
の
性
質
、
重
要
性
、

関
連
性
を
、
た
ゆ
ま
ず
熱
心
に
調
査
し
た
。
彼
に
と
っ
て
、
教
会
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
歴
史
で
何
ら
未
知
・
不
明
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
彼
は
、
神
学
上
の
争
い
を
正
し
く
か
つ
慎
重
に
判
定
し
た
。
彼
に
は
、
敬
神
の
念
が
衰
退
す
る
原
因
ま
で
、
ま
た
、
教
会
に
忍
び

寄
る
誤
り
ま
で
深
く
見
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
考
察
に
お
い
て
、
洞
察
力
・
熱
心
さ
と
、
節
制
お
よ
び
、
熱
狂
さ
か
ら
自
由
な

心
情
と
を
結
合
で
き
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
多
く
の
神
学
者
よ
り
も
彼
は
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
身
分
あ
る
人
た
ち
が
、
そ
し
て
そ
も

そ
も
教
会
に
献
身
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
学
者
た
ち
が
、
宗
教
事
項
に
つ
い
て
満
足
の
い
く
ほ
ん
の
一
部
の
学
識
で
す
ら
獲
得
し
よ
う
と

し
た
な
ら
、
い
ず
れ
不
信
神
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宗
教
の
名
誉
は
、
そ
の
使
命
を
持
っ
て

六
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い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
人
び
と
に
よ
っ
て
一
層
、
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
尊
敬
に
値
す
る
人
物
の
著
作
は
、
後
世
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
賛
辞
以
上
に
価
値
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
私
た
ち
は
今
や
そ
れ
ら

の
情
報
を
提
供
し
よ
う
。

1
．『
ル
タ
ー
主
義
の
歴
史
的
・
弁
護
的
注
解
』（C

oom
en

tariu
s h

istoricu
s et apologeticu

s d
e L

u
th

eran
ism

o, sive d
e reform

ation
e 

religion
is, d

u
ctu

 D
. M

art. L
u

th
eri, in

 m
agn

a G
erm

an
iae parte aliisqu

e region
ibu

s, et speciatim
 in

 S
axon

ia recepta et stabilita, 

etc.

）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
刊
。
一
六
八
八
年
の
初
版
、
四
つ
折
り
版
以
後
、
一
六
九
二
年
・
一
六
九
四
年
、
二
つ
折

り
版
。
そ
れ
以
後
の
版
は
、
お
い
お
い
公
刊
さ
れ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
本
書
を
ド
イ
ツ
語
で
も
出
版
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、

彼
の
死
去
に
よ
っ
て
そ
れ
は
妨
げ
ら
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
ウ
ル
ム
の
牧
師
エ
リ
ア
ス
・
フ
リ
ッ
ク
（E

lias F
rick

）
が
、
新
し
い
注

釈
を
付
け
た
う
ま
い
抜
粋
を
次
の
表
題
で
印
刷
さ
せ
た
。『
詳
史
・
ル
タ
ー
主
義
と
宗
教
改
革
』（A

u
sfü

h
rlich

e H
istorie d

es 

L
u

th
erth

u
m

s u
n

d
 d

er R
eform

ation

）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
七
一
四
年
、
四
つ
折
り
版
。
フ
リ
ッ
ク
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
、

一
七
二
八
年
デ
ル
フ
ト
に
お
い
て
、
銅
版
画
付
き
二
つ
折
り
版
三
巻
本
で
公
刊
さ
れ
た
。
本
書
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
の
要
請
に

よ
っ
て
わ
ず
か
な
〔
公
刊
〕
機
会
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
極
め
て
貴
重
な
本
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
、

一
六
世
紀
の
偉
大
な
教
会
改
良
を
記
述
し
た
そ
の
種
の
本
す
べ
て
の
頂
点
に
位
置
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
。
彼
は
本
書
を
、

イ
エ
ズ
ス
会
士
ル
イ
・
メ
ー
ン
ブ
ー
ル
（L

ouis M
aim

bourg

）
が
一
六
八
〇
年
パ
リ
で
、
十
二
折
り
版
で
公
刊
し
た
『
ル
タ
ー
主
義

史
』（H

istoire d
u

 L
u

th
eran

ism
e

）
に
実
際
に
対
抗
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
〔
メ
ー
ン
ブ
ー
ル
〕
が
心
得
て
い
た
見
せ
か
け

上
の
誠
実
さ
や
抑
制
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
こ
に
織
り
込
ま
れ
た
文
体
の
安
直
さ
、
無
数
の
虚
偽
・
中
傷
が
あ
っ
て
も
、
称
賛
が
得
ら

六
四



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
七
七
）

れ
て
い
た
『
ル
タ
ー
主
義
史
』
に
対
し
て
で
あ
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
『
ル
タ
ー
主
義
史
』
に
対
抗
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
・
侯

爵
公
文
書
館
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
爵
図
書
館
か
ら
彼
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
一
層
明

ら
か
な
勝
利
で
真
実
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
ひ
と
は
、
そ
れ
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
に
よ
る
弁

明
・
反
論
の
意
図
を
常
に
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ー
ン
ブ
ー
ル
の
無
秩
序
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
秩
序
と
な
っ
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
宗
教
改
革
史
の
実
際
の
状
況
を
と
て
も
正
確
に
調
査
す
る
こ
と
で
、
ま
た
最
良
の
原
典
か
ら
多
く
の
有
用
な
抜

粋
を
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
が
さ
ら
け
だ
し
て
し
ま
う
だ
け
の
冗
漫
さ
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
だ
が
、
本
当
に
く
だ
ら
な

い
著
述
家
は
非
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
、
学
識
者
に
よ
る
新
し
い
か
つ
入
念
な
努
力
に
相
応
し
い
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
つ
の
新
し
い
刊
行
物
で
あ
り
、
宗
教
和
議
ま
で
〔
考
察
が
〕
続
き
、
言
及
さ
れ
た
歴
史
の
豊
富
な
史
料
で
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
没
後
に
公
刊
さ
れ
、
別
の
や
り
方
で
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
本
書
が
こ

う
し
た
補
遺
に
よ
っ
て
も
の
す
ご
い
意
義
を
獲
得
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
、
反
駁
部
分
を
顧
慮
し
た
改
訂
・
短
縮
は
、
私
た
ち
が

信
じ
る
よ
う
に
、
無
用
な
提
案
と
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
が
冗
長
な
単
な
る
提
案
に
な
り
得
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で

あ
る
。

2
．『
ド
イ
ツ
君
主
国
』（D

eu
tsch

er F
ü

rsten
-S

taat

）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
一
六
六
四
年
、
四
つ
折
り
版
。
本
書
は
、
彼
に
よ
る
増
補

版
で
あ
る
。
そ
し
て
ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
（A

ndr. S
im

son B
iechling

）
の
補
遺
が
付
け
ら
れ
た
イ
エ
ナ
、
一
七
二
〇
年
、
八
つ
折
り
版
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
本
書
の
中
で
ド
イ
ツ
領
域
の
国
制
を
研
究
し
、
君
主
の
権
限
を
論
議
し
、
そ
し
て
君
主
た
ち
と
同
様
に
臣
民
を

教
育
し
、
賢
明
な
る
行
動
規
則
を
教
育
す
る
。
か
つ
て
ひ
と
は
、
大
学
の
講
義
に
本
書
を
使
用
し
て
い
た
。

3
．『
エ
ア
フ
ル
ト
市
に
お
け
る
擁
護
の
正
義
』（Ju

stitia protection
is in

 civitate E
rfu

rten
si, etc.

）、
一
六
六
三
年
、
四
つ
折
り
版
。

六
五
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同
様
に
『
ザ
ク
セ
ン
に
よ
る
、
エ
ア
フ
ル
ト
市
へ
の
公
正
な
擁
護
の
再
度
の
そ
し
て
必
要
な
弁
明
』（R

epetita et n
ecessaria d

efen
sio 

iu
stae protection

is S
axon

icae in
 civitate E

rfu
rten

si, etc.

）、
一
六
六
四
年
。
エ
ア
フ
ル
ト
市
に
対
す
る
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
の
権
限

を
徹
底
的
に
擁
護
す
る
前
著
を
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
友
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ー
ク
ラ
ー
（B

oecler

）
は
か
な
り
強
烈

に
攻
撃
し
た
。

4
．『
ル
タ
ー
博
士
の
ミ
サ
学
説
擁
護
の
た
め
の
歴
史
的
・
弁
明
的
議
論
』（D

issertatio h
istorica et apologetica pro d

octrin
a L

u
th

eri 

d
e M

issa

）、
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
編
（C

asp. S
agittarius

）、
イ
エ
ナ
、
一
六
八
六
年
、
四
つ
折
り
版
。
本
論
は
、
コ
ル
デ
モ
ア
の
『
悪
魔

と
ル
タ
ー
の
会
談
物
語
』（C

ord
em

oi R
ecit d

e la con
féren

ce d
u

 d
iable avec L

u
th

er （
1
）

）
に
対
抗
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

5
．『
敬
虔
主
義
の
肖
像
と
呼
ば
れ
る
、
新
し
く
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
語
で
流
布
さ
れ
た
文
書
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
序
文
付
き
、
に
対
す

る
報
告
と
回
想
』（B

erich
t u

n
d

 E
rin

n
eru

n
g au

f ein
e n

eu
lich

 im
 D

ru
ck latein

isch
 u

n
d

 d
eu

tsch
 au

sgestreu
te S

ch
rift, Im

ago 

P
ietism

i gen
an

n
t, m

it ein
er V

orred
e P. J. S

pen
ers

）、
ハ
レ
、
一
六
九
二
年
、
一
七
一
三
年
、
四
つ
折
り
版
。〔
こ
れ
は
、〕
私
た
ち

が
上
述
の
、
神
学
論
争
へ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
判
定
を
褒
め
称
え
て
き
た
一
つ
の
例
証
で
あ
る
。

6
．『
ラ
テ
ン
語
講
義
』（S

ch
ola latin

itatis ad
 copiam

 verboru
m

 et n
otitiam

 reru
m

 com
paran

d
am

, etc

）、
ゴ
ー
タ
、
一
六
六
二
年
、

八
つ
折
り
版
。
彼
は
こ
の
教
科
書
を
、
ゴ
ー
タ
公
の
命
令
で
、
他
の
数
人
の
学
者
と
並
ん
で
制
作
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で
公
は
、
そ
れ

が
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
偉
大
な
果
実
を
理
解
し
な
が
ら
、
小
論
に
ま
と
め
て
下
さ
っ
た
。

7
．『
キ
リ
ス
ト
教
徒
国
。
キ
リ
ス
ト
教
そ
れ
自
体
、
そ
し
て
無
神
論
者
お
よ
び
そ
の
他
の
人
々
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
防
衛
、
並
び

に
キ
リ
ス
ト
教
の
目
的
に
照
ら
し
て
俗
界
・
聖
界
身
分
の
改
良
が
取
り
扱
わ
れ
る
。』（C

h
risten

staat

）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
六
八
四

年
﹇sic

﹈、
一
六
八
五
年
、
一
六
八
六
年
、
一
七
〇
六
年
、
一
七
三
七
年
、
八
つ
折
り
版
。
ザ
ク
セ
ン
・
ツ
ァ
イ
ツ
公
の
た
め
に
生
み

六
六



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
七
九
）

出
さ
れ
た
本
書
は
、
一
部
は
、
無
神
論
者
や
自
然
論
者
に
対
す
る
宗
教
の
真
理
の
証
明
、
一
部
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
あ
ら
ゆ
る
身
分

に
お
け
る
誤
り
を
い
か
に
除
去
す
べ
き
か
の
方
法
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
素
晴
ら
し
い
著
述
家
か
ら
多
く
の
も
の
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。

8
．『
キ
リ
ス
ト
教
会
史
概
論
』（C

om
pen

d
iu

m
 H

ist. E
cclesiast. d

ecreto S
eren

. E
rn

esti, S
axon

. D
u

cis, in
 u

su
m

 G
ym

sas. G
oth

an
i, 

ex S
.S

. litteris, et optim
is au

ctoribu
s com

positu
m

）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ゴ
ー
タ
、
一
六
六
六
年
、
八
つ
折
り
版
、
そ
し
て
何
度
も

〔
重
ね
ら
れ
た
〕
版
。
こ
の
教
会
史
の
有
名
な
教
科
書
に
し
て
、
現
在
も
読
む
に
値
す
る
前
世
紀
か
ら
の
唯
一
の
教
科
書
で
、
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
は
、
旧
約
聖
書
の
歴
史
だ
け
し
か
書
い
て
い
な
い
。
そ
れ
以
上
進
む
た
め
の
時
間
が
彼
に
は
な
か
っ
た
。

9
．『
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
公
法
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
記
述
』（Ju

s pu
blicu

m
 R

om
an

o-

G
erm

anicum
, das ist, B

eschreibun
g d

es heil. R
öm

. R
eichs d

eutscher N
ation

, etc

）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
六
八
七

年
、
八
つ
折
り
版
。
彼
は
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
た
公
の
皇
子
の
た
め
に
本
書
を
書
い
た
。

10
．『
キ
リ
ス
ト
教
学
説
・
実
践
の
明
白
な
る
要
点
』（C

apita d
octrin

ae et praxis ch
ristian

ae in
sign

ia, ex 59. illu
stribu

s N
. T

est. 

d
ictis d

ed
u

cta, et evan
geliis d

om
in

icalibu
s,in

 con
cion

ibu
s a. 1677. F

ran
cof. ad

 M
oen

. h
abitis, applicata a P.I.S

pen
ero

）、

一
六
八
九
年
、
八
つ
折
り
版
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、『
活
動
的
な
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
必
要
性
と
可
能
性
』（D

es th
ätigen

 

C
h

risten
th

u
m

s N
otw

en
d

igkeit u
n

d
 M

öglich
keit （

2
）

）
と
い
う
表
題
で
刊
行
さ
れ
た
〔
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
〕
説
法
集
を
、
一
部
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
化
の
た
め
に
、
一
部
は
、
ド
イ
ツ
語
に
精
通
し
て
い
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
翻
訳
し
た
。
か
く
し
て
、
当
代
に
お
い
て

は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
似
た
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
他
の
偉
大
な
政
治
家
で
、
学
者
た
ち
の
仲
間
マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
伯
（G

raf von 

M
anteufel

）
が
、
ラ
イ
ン
ベ
ッ
ク
氏
（R

einbeck

）
と
イ
エ
ル
サ
レ
ム
氏
（Jerusalem

）
の
説
法
集
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
た

（
3
）

。

六
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11
．『
ド
イ
ツ
語
講
演
集
』（D

eu
tsch

e R
ed

en
, an

 d
er Z

ah
l vier u

n
d

 vierzig, sam
m

t ein
er au

sfü
h

rlich
en

 V
orred

e von
 d

er A
rt u

n
d

 

n
u

tzbarkeit solch
er R

ed
en

）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
六
八
六
年
、
八
つ
折
り
版
。
ひ
と
は
本
書
の
中
に
、
雄
弁
以
上
に
真
の
国
政
上
の

識
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
、
当
時
の
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
（D

’A
guesseau （

4
）

）
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
る
。

12
．『
ル
カ
ヌ
ス
の
教
訓
格
言
精
選
三
〇
〇
に
関
す
る
政
治
・
道
徳
論
集
、
お
よ
び
フ
ァ
ル
サ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
ル
カ
ヌ
ス
の
英
雄
叙
事

詩
』（P

olitisch
e u

n
d

 m
oralisch

e D
iscou

rse ü
ber M

. A
n

n
aei L

u
can

i d
reyh

u
n

d
ert au

serlesen
e leh

rreich
e S

prü
ch

e, u
n

d
 d

essen
 

h
eroisch

e G
ed

ich
te, gen

an
n

t P
h

arsalia etc

）
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
六
九
五
年
、
八
つ
折
り
版
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
本
書
で
、
彼
の

愛
す
る
、
そ
し
て
実
際
に
愛
す
べ
き
詩
人
を
、
旅
行
中
、
心
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
た
。
無
韻
詩
で
書
か
れ
た
訳
文
は
、
訳
文

に
欠
け
て
い
る
言
葉
の
美
し
さ
を
、
そ
の
正
確
さ
と
簡
潔
さ
と
で
あ
が
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
優
れ
て
い
る
考
察
は
、
そ
の
価
値
を

ず
っ
と
保
っ
て
い
る
。
こ
の
訳
文
を
基
礎
に
し
て
新
し
い
翻
訳
を
作
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
そ
の
翻
訳
を
、
し
ば
し
ば
過

度
の
称
賛
を
受
け
て
い
る
ブ
レ
ブ
ー
フ
（de B

rebeuf

）
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳

（
5
）

に
対
抗
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

13
．
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
最
初
の
、
そ
し
て
最
重
要
な
寄
稿
者
の
一
人
で
あ
っ
た
『
ア
ク
タ
・
エ
ル
デ
ィ
ト
ル
ム
』（A

cta E
ru

d
it.

）
に
、

一
六
八
三
年
か
ら
一
六
九
二
年
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
、
多
く
の
文
献
情
報
。
彼
は
、
他
の
仕
事
か
ら
休
養
す
る
た
め
に
、
本
誌
に
従
事

し
た
。
こ
れ
ら
書
評
の
全
目
録
は
、
す
ぐ
〔
下
〕
に
挙
げ
ら
れ
る
シ
ュ
レ
ー
バ
ー
の
本
に
見
つ
か
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ
、
す
な

わ
ち
、
一
六
八
六
年
の
ブ
リ
ニ
ョ
ン
（B

ourignon

）
の
著
作
に
下
さ
れ
た
評
判
の
よ
く
な
か
っ
た
判
断
を
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

一
六
八
六
年
、
四
つ
折
り
版
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
印
刷
さ
れ
た
『
ブ
リ
ニ
ョ
ン
論
の
弁
護
』（D

efen
sio relation

is d
e A

n
ton

ia 

B
u

rign
on

ia, etc （
6
）

）
で
、
自
分
た
ち
の
友
人
ポ
ア
レ
（P

oiret

）
に
対
し
て
弁
護
し
た
。

六
八



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
八
一
）

参
照シ

ュ
レ
ー
バ
ー
（D

an. G
odofr. S

chreber

）『
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
と
業
績
の
歴
史
』（H

istoria vitae ac m
eritoru

m
 V

. L
. a 

S
ecken

d
orf

）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
七
三
三
年
、
四
つ
折
り
版
。

ニ
ケ
ロ
ン
（N

iceron

）、『
諸
情
報
』（N

ach
rich

ten

）、
第
一
七
部
、
三
〇
〇
頁
以
下
。
そ
こ
に
あ
る
伝
記
は
、
宗
務
庁
参
議
官
ラ
ム
バ

ハ
（R

am
bach

）
の
先
行
す
る
記
述
を
、
大
部
分
利
用
し
て
い
る

（
7
）

。

ト
マ
ジ
ウ
ス
（C

hrist. T
hom

asius

）「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
へ
の
弔
辞
」（T

rauerrede auf den H
rn. von S

.

）。
こ
れ
は
、
ト
マ
ジ
ウ
ス

の
『
ド
イ
ツ
語
小
論
集
』（K

lein
e T

eu
tsch

e S
ch

riften

）、
四
九
八
頁
以
下
﹇sic

﹈
に
あ
る

（
8
）

。

訳
者
あ
と
が
き

こ
こ
に
訳
出
し
た
「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公

枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
」
は
、

S
chröckh, Johann M

atthias.

（1765

）: V
eit L

udew
ig von S

eckendorf, C
hurfürstl. S

ächß. und C
hurf. B

rand. G
eheim

er 

R
ath, und erster C

anzler der U
niversität H

alle, gestorben im
 Jahr 1692, in: A

b
b

ild
u

n
g

en
 u

n
d

 

L
eben

sbesch
reibu

n
gen

 berü
h

m
ter G

eleh
rten. D

ritte S
am

m
lung, M

it w
elcher der E

rste B
and beschlossen w

ird, 

nebst 10 K
upfern, vom

 23sten bis zum
 32sten. L

eipzig, bey C
hristian G

ottlob H
ilschern, 1765. S

. 285-300.

で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
訳
者
は
、
次
の
第
二
版
も
所
有
し
て
い
る
（A

bbildungen

＝
肖
像
画
が
削
除
さ
れ
た
表
題
に
変
更
）。

S
chröckh, Johann M

atthias.

（1790

）: V
eit L

udew
ig von S

eckendorf, kurfürstl. sächs. und kurfürstl. brand geheim
er 

六
九
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R
ath, und erster K

anzler der U
niversität H

alle, gestorben im
 Jahr 1692, in: L

eben
sbesch

reibu
n

gen
 berü

h
m

ter 

G
eleh

rten. N
eue um

gearbeitete A
usgabe. E

rster u. zw
eiter T

heil. L
eipzig, bey E

ngelhart B
eniam

in S
chw

ickert, 

1790. S
S
.269-280.

ヨ
ハ
ン
・
マ
テ
ィ
ア
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
（Johann M

atthias S
chröckh, 1733-1808

）
は
歴
史
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
が
著
し
た

『
有
名
学
識
者
の
肖
像
と
伝
記
』（A

bbild
u

n
gen

 u
n

d
 L

eben
sbesch

reibu
n

gen
 berü

h
m

ter G
eleh

rten

）
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（V

eit L
udw

ig von S
eckendorff , 1626-1692

）
で
あ
る
（
通
例
は
、
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
で
は
な
く
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

〔L
udw

ig

〕、S
eckendorf

で
は
な
くS

eckendorff 

と
表
記
さ
れ
る
）。
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿

で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

（
9
）

。

こ
こ
で
シ
ュ
レ
ッ
ク
の
「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」
を
取
り
上
げ
る
の
は
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ

る
。
第
一
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
没
し
て
後
、
彼
が
当
時
の
、
あ
る
い
は
彼
に
続
く
世
代
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
、
を

確
認
す
る
た
め
に
は
、
彼
に
関
す
る
評
伝
に
直
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
シ
ュ
レ
ッ
ク
は
、
私
た
ち
の
関
心
で
あ
る

カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
観
点
か
ら
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
分
析
に
お
け
る
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
を
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
該
分
野
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
地
位
・
業
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
が
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
文
献
一
三
点
の
う
ち
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
エ
ル
ン
ス
ト
公
宮
廷
で
の
職
務
を
辞
し
た
理
由
を
シ
ュ
レ
ッ
ク
は
仕
事
の
「
過
剰
さ
」
に
求
め
て
い
る

点
で
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
辞
職
の
理
由
は
い
ま
だ
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
エ
ル

七
〇



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
八
三
）

ン
ス
ト
公
宮
廷
に
お
け
る
増
え
続
け
る
職
務
に
辞
任
の
理
由
を
シ
ュ
レ
ッ
ク
は
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
10
）

。

最
後
に
末
尾
の
図
は
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
一
七
六
五
年
版
の
二
八
四
頁
と
二
八
五
頁
の
間
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
肖
像
版

画
で
あ
る
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
第
二
版
で
は
肖
像
版
画
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
）。D

igitaler P
ortraitsindex

（http://w
w
w
.portraitindex.de/db/apsisa.

dll/ete

）
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
肖
像
画
は
も
と
も
と
、L

eipziger S
am

m
lu

n
gen

 von
 W

irtsch
aftlich

en
-, P

olicey-, C
am

m
er-, 

u
n

d
 F

in
an

tz-S
ach

en
（hrsg.v. G

.H
. Z

incke

）. 7. B
d. 1751.

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
く
（
訳
者
、
未
見
）、
作
者
は
、Johann 

C
hristoph S

ysang

（1703-1757

）
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
後
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
に
転
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

訳
者
注

（
1
） 

本
書
は
、V

erzeichnis der D
rucke des 17. Jahrhunderts

（V
D
 17

）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
ル
タ
ー
博
士
の
ミ
サ
学
説
擁
護
の
た
め
の

歴
史
的
・
弁
明
的
議
論
』
の
表
題
頁
で
、R

ectatio colloquii L
utheri cum

 diabolo

と
し
て
ラ
テ
ン
語
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。L

ouis G
éraud 

de C
ordem

oy, R
écit d

e la con
féren

ce d
u

 d
iable avec L

u
th

er, fait par L
u

th
er m

êm
e d

an
s son

 livre d
e la m

esse privée et d
e 

l’on
ction

 d
es prestres.

次
の
二
つ
を
参
照
せ
よ
。

V
D
17 23:658581H

（http://gso.gbv.de/D
B
=1.28/S

E
T
=2/T

T
L
=4/S

H
W

?F
R
S
T
=2

）

V
D
17 39:123108V

（http://gso.gbv.de/D
B
=1.28/S

E
T
=2/T

T
L
=4/S

H
W

?F
R
S
T
=3

）

（
2
） V

D
17 

に
よ
る
と
、『
活
動
的
な
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
必
要
性
と
可
能
性
』
は
一
六
八
〇
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。C

f. V
D
17 23:667223S

 

http://gso.gbv.de/D
B
=1.28/S

E
T
=3/T

T
L
=2/S

H
W

?F
R
S
T
=6

）

（
3
） 

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（B

nF

）
の
蔵
書
に
、F

R
B
N
F
31192729

（http://catalogue.bnf.fr/ark:/12148/cb31192729p/P
U
B
L
IC

）

が
あ
り
、
匿
名
で
マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
が
訳
し
た
、
一
七
三
八
年
の
ラ
イ
ン
ベ
ッ
ク
（Johann G

ustav R
einbeck. 1683?-1741

）
の
説
教
集
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

七
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
八
四
）

（
4
） H

enri F
rançois d’A

guesseau. 1668-1751.
（
5
） 

ブ
レ
ブ
ー
フ
（G

eorges de B
rébeuf. 1617-1661

）
に
よ
る
ル
カ
ヌ
ス
訳
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（B

nF

）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） V

D
17 

で
は
、
一
六
八
七
年
版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。V

D
17 12:142654B

（http://gso.gbv.de/D
B
=1.28/S

E
T
=10/T

T
L
=1/C

M
D
?M

A

T
C
F
IL

T
E
R
=N

&
M

A
T
C
S
E
T
=N

&
N
O
S
C
A
N
=N

&
IK

T
0=&

T
R
M

0=&
A
C
T
3=*&

IK
T
3=8183&

A
C
T
=S

R
C
H
A
&
IK

T
=1016&

S
R
T
=Y

O
P

&
A
D
I_B

IB
=&

T
R
M

=defensio+relationis+de+antonia&
R
E
C
=*&

T
R
M

3=

）

（
7
） N

iceron, Johan P
eter, N

ach
rich

ten
 von

 d
en

 B
egeben

h
eiten

 u
n

d
 S

ch
riften

 berü
m

ter G
eleh

rten
 m

it ein
igen

 Z
u

sätzen 

herausgegeben von F
riedrich E

berhard R
am

bach. 17. T
heil. H

alle, V
erlag und D

ruck C
hristoph P

eter F
ranckens, 1758. S

.300-

343.

本
書
に
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
肖
像
画
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、http://books.google.co.jp/books/about/N

achrichten_

von_den_B
egebenheiten_und_S

c.htm
l?id=x9dIA

A
A
A
cA

A
J&

redir_esc=y

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
8
） T

hom
asius, C

hristian: K
lag- und T

rauer-R
ede, w

elche, als, D
er entseelte C

örper D
es H

ochseeligen S
. T

. H
errn 

G
eheim

bden R
aths und C

anzlers von S
eckendorff , etc. V

on H
alle und M

euselw
itz am

 29 D
ecem

bris 1692. abgeführet w
urde. 

M
it betrübten G

em
üthe öff entlich gehalten C

hrisitan T
hom

as. JC
tus. C

hur-F
ürstl. B

randenburgischer R
ath P

rof. P
ubl. zu 

H
alle. in: K

lein
e T

eu
tsch

e S
ch

riften
. 1701. V

orw
ort von W

erner S
chneiders. P

ersonen- und S
achregister von M

artin P
ott. 

A
usgew

ählte W
erke. hrsg. W

erner S
chneiders. B

d., 22. O
lm

s V
erlag. N

achdruck der A
usgabe H

alle, 1994. S
.547-566.

（
9
） 

た
と
え
ば
、
ハ
ン
ス-

イ
エ
ル
ク
・
ル
ー
ゲ
、
川
又
祐
訳
、「
図
書
館
員
か
ら
枢
密
参
議
官
へ
」『
政
経
研
究
』
二
〇
一
二
年
、
四
九
（
二
）、

一
三
一
│
一
九
八
頁
。

（
10
） 

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
辞
職
の
理
由
に
つ
い
て
、
ル
ー
ゲ
は
、
残
さ
れ
て
い
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
関
連
文
書
に
当
た
っ
た
結
果
、「
正
確
な
動
機
に

つ
い
て
、
現
在
で
も
明
確
な
、
原
典
で
証
明
さ
れ
る
供
述
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ル
ー
ゲ
、
川
又
訳
、
一
五
八
頁
。

（
11
） 

S
ysan

g S
cu

lpsit

（
シ
サ
ン
グ
作
）
の
略
と
思
わ
れ
る
。

七
二



フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密
参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
（
川
又
）

（
三
八
五
）

図　ゼッケンドルフの肖像

オーベルンツェンとモイゼルヴィッツの
ファイト・ルーデヴィヒ・フォン・ゼッケンドルフ

ザクセン選帝公・ブランデンブルク選帝公枢密参議官
S.Sc.〔シサング作〕（11）
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情
報
開
示
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
化
（
田
中
）

（
三
八
七
）

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
上
場
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
中
で
の
情

報
開
示
の
あ
り
か
た
を
探
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
具
体
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

企
業
環
境
の
変
化
に
伴
う
情
報
開
示
は
多
様
な
レ
ベ
ル
で
進
化
し

て
い
る
。
情
報
開
示
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
み
る

と
、
情
報
開
示
の
形
態
が
、
制
度
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
自
発
的

な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
開
示
内
容
は
一
段
と
充
実
す
る
と

同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
進
展
に
も
著
し
い
も

の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
多
様
な
展
開
の
中
で
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

発
信
さ
れ
る
情
報
内
容
が
理
解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
と
記
憶
に

残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

情
報
開
示
に
よ
っ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
株
主
・
投
資
家
、

従
業
員
、
顧
客
、
取
引
先
、
地
域
社
会
等
）
の
理
解
と
納
得
を
得

る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
も
、
情
報
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
情
報
受
領

者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
っ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
は
、
情
報
発

信
に
際
し
て
、
そ
の
情
報
が
断
片
的
な
も
の
で
は
な
く
、
企
業
の

全
体
像
と
そ
の
方
向
性
が
把
握
可
能
な
よ
う
に
連
続
性
、
一
貫
性

を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

情
報
開
示
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
化

田　
　

中　
　

襄　
　

一

研
究
ノ
ー
ト

七
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
八
八
）

ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
条
件
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え

て
、
二
〇
〇
八
年
の
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
端
に
発
し

た
金
融
危
機
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
は
一
つ
の
連
鎖
の
中
に
あ
る
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
た
と
い
う

事
実
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
動
き
の
中
で
、
企
業
は
整
合

性
を
も
っ
て
、
か
つ
透
明
度
の
高
い
情
報
を
開
示
し
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
益
を
生
み
、
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
企
業
価
値
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
株
主
・
投
資
家
と

い
っ
た
資
本
市
場
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
側
か
ら
み
る

企
業
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
企
業
を
取
り
巻
く
、
従
業
員
、

顧
客
、
あ
る
い
は
、
地
域
社
会
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
描
く
企
業
価
値
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
株
主
を
は
じ
め
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
全
員

の
描
く
企
業
価
値
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
大
し
て
ゆ
く
こ
と
が
企
業

の
目
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
て
ば
、

企
業
の
情
報
開
示
、
情
報
発
信
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

対
象
に
す
る
多
面
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
情
報
開
示
に
際
し
て
の
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ツ
ー
ル
と
内
容
は
多
種
多
様
な
も
の
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の

と
こ
ろ
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
状
況
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
変

化
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
き
く
分
け
て
、
三
つ
の
視
点
か
ら
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
環
境
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
球

温
暖
化
問
題
を
始
め
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、
化
学
物
質
の
処

理
の
問
題
、
さ
ら
に
は
生
物
多
様
性
維
持
の
問
題
へ
と
広
が
り
を

見
せ
る
。
二
つ
目
は
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
問
題
で
、
社
会
的
責

任
の
問
題
、
社
会
貢
献
等
に
わ
た
る
。
三
つ
目
は
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
で
、
社
会
の
中
で
の
企
業
の
在
り
方
を

含
め
、
企
業
が
不
正
の
な
い
仕
組
み
を
築
く
中
で
、
ど
の
よ
う
に

し
て
再
生
産
の
た
め
、
ま
た
社
会
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る

た
め
の
源
泉
と
し
て
の
利
潤
を
生
み
出
し
て
い
く
の
か
の
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（E

nvironm
ental, S

ocial 
and G

overnance

）
問
題
と
呼
ば
れ
、
資
本
市
場
を
中
心
に
、
近

年
急
速
に
話
題
と
な
り
、
世
界
の
企
業
が
そ
の
対
応
に
積
極
的
に

取
り
組
み
始
め
た
こ
と
で
も
あ
る
。

企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
環
境
問
題
、
社
会

問
題
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
に
対
し
て
は
日
本
国

内
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
的
視
点
で
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
地
球
規
模
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
へ
の

調
和
を
図
る
中
で
企
業
は
持
続
可
能
な
状
況
を
作
り
出
さ
な
け
れ

七
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ュ
ニ
ケ
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シ
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田
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）

（
三
八
九
）

め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
業
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
企
業
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
、
企
業
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
と
情
報
開
示

企
業
が
適
正
な
事
業
活
動
を
行
な
う
に
際
し
て
直
面
す
る
多
様

な
課
題
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
も
の
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
で
あ
る
。

こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
二
〇
〇
五
年
に
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
局
長
の

提
唱
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
責
任
投
資
原
則
（P

rinciple for 
R
esponsible Investm

ent

：P
R
I

）
を
議
論
す
る
中
で
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。
企
業
が
関
わ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
投
資
家
、
こ
と

に
機
関
投
資
家
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
り
、
受
託
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
機
関
投
資
家
は
企
業

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
監
視
を
行
な
う
べ
き

だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
、
二
〇
〇
六
年
に
公
表

さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
前
文
に
「
機
関
投
資
家
に
は
受
益
者
の
た
め
に

長
期
的
関
心
の
も
と
で
最
大
の
利
益
を
求
め
る
義
務
が
あ
る
。
こ

の
受
託
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
上
で
、
環
境
上
の
問
題
、
社

会
の
問
題
お
よ
び
企
業
統
治
の
問
題
が
投
資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
情
報
開
示
を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
類
の

内
容
が
複
雑
化
し
交
錯
し
た
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
情
報
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
際

し
て
は
、
情
報
を
受
け
取
る
側
の
正
確
な
理
解
を
求
め
る
よ
う
に

洗
練
さ
れ
た
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

近
年
の
企
業
の
情
報
開
示
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
み
る
と
、
業
績

に
つ
い
て
の
説
明
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
多
く
は
、
企
業
自
身
の

事
業
活
動
そ
れ
自
体
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
視
点
か
ら
見
て
、
適
正
で
、
か

つ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
手
段
は
、

環
境
報
告
書
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー

ト
さ
ら
に
は
有
価
証
券
報
告
書
等
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
ま
っ
た
形
で
の
報
告
書
の
類
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
提
供
ま
で
、
複
雑
、
多
様
な
内
容
を
持
つ
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
作
成
、
開
示
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
、
企
業
は
一
貫
し
た
思
想
を
持
ち
、
そ
の
上
で
、
各
種
の

ツ
ー
ル
類
を
作
成
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
情

報
受
領
者
に
と
っ
て
納
得
で
き
る
形
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
築
と

そ
れ
に
基
づ
く
ツ
ー
ル
類
の
作
成
、
開
示
に
よ
っ
て
、
理
解
を
求

七
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月
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〇
）

に
つ
い
て
多
様
な
形
で
情
報
開
示
に
取
り
組
も
う
と
い
う
動
き
も

あ
る
。

た
と
え
ば
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
二
〇
一
〇

年
に
気
候
変
動
開
示
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
公
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
強
制
的
な
内
容
の
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に

か
か
わ
る
非
財
務
情
報
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ
の
示
唆

を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
各
国
で
環
境
税
や
排

出
量
取
引
な
ど
の
気
候
変
動
に
関
わ
る
制
度
整
備
が
進
み
、
企
業

経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
公
表
さ
れ

た
も
の
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
あ
ら
た
な
開
示
規
制
を
導
入
す
る
も

の
で
は
な
く
、
現
行
の
開
示
規
制
の
枠
組
み
の
中
で
、
気
候
変
動

問
題
に
関
連
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
の
開
示
が
必
要
と
さ
れ
る
か

に
つ
い
て
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
2
）

」。

な
お
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
契
機
と
な
っ

た
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
責
任
投
資
原
則
）
に
沿
っ
た
投
資
行
動
を
行
な
う
と

い
う
参
加
意
志
を
表
す
署
名
機
関
は
、
米
国
の
カ
ル
パ
ー
ス

（C
alP
E
R
s

）、
や
英
国
の
ハ
ー
ミ
ー
ズ
（H

erm
es

）
と
い
っ
た

有
力
な
機
関
投
資
家
を
含
め
一
二
一
四
機
関
（
二
〇
一
三
年
八
月

現
在
、
内
日
本
は
二
七
機
関
）
に
達
し
て
い
る
。
世
界
的
規
模
で

行
動
、
運
用
す
る
機
関
投
資
家
の
参
加
の
増
加
は
、
わ
が
国
の
企

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
（
1
）

」
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
資
本
市
場
に
お
け

る
機
関
投
資
家
の
姿
勢
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
主
に
資
本
市
場
の
領
域
に
お
い

て
、
資
産
運
用
者
が
受
託
責
任
を
全
う
す
る
た
め
に
、
投
資
対
象

で
あ
る
企
業
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
、

成
果
を
見
せ
て
い
る
か
を
判
断
し
た
上
で
、
投
資
行
動
を
と
る
と

い
う
視
点
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
企
業
サ
イ
ド
か
ら

見
れ
ば
、
企
業
は
機
関
投
資
家
が
投
資
判
断
す
る
際
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
課
題
と
そ
の
対
応
を
事
業
活
動
に
あ
た
っ
て
取
り

込
ん
で
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
社
へ
の

投
資
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問

題
が
注
目
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
は
ま
ず
、
資
本
市
場

か
ら
の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
抱
え
る
Ｅ
Ｓ

Ｇ
の
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
開
示
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
の
情
報
内
容
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ

る
財
務
情
報
以
外
の
非
財
務
情
報
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
法
律
や
規

則
等
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
非
財
務
情
報

七
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性
を
高
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
社
会
還
元
に
よ
り
、
企
業
自
身
は
リ
ス
ク

を
軽
減
し
、
企
業
収
益
を
改
善
す
る
な
ど
の
効
果
を
得
る
傾
向
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
3
）

」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
へ
の
企
業
の
対
応
は
投
資
家
か
ら
の
視
点
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
か
ら

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

な
お
、
欧
米
に
お
け
る
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
の
領
域
で
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ

問
題
へ
の
関
心
は
高
く
、
企
業
評
価
の
際
に
、
い
ま
ま
で
の
財
務

情
報
を
用
い
た
分
析
に
加
え
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
と
い
う
非
財
務
情
報
を

用
い
る
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
欧
州
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
連
合

会
（E

uropean F
ederation of F

inancial A
nalyst S

ociety

：

E
F
F
A
S

）
は
二
〇
〇
七
年
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に
関
す
る
委
員
会

（C
om
m
ission on E

S
G

：C
E
S
G

）
を
設
置
し
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に

つ
い
て
の
分
析
と
伝
統
的
分
析
手
法
を
統
合
す
る
た
め
の
施
策
を

検
討
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
。
一
方
、
米
国
に
お
い
て
は
、
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
の
団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｆ
Ａ
協
会
（C

F
A
 Institute

）
は

二
〇
〇
八
年
に
、「
上
場
企
業
の
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
要

因
（E

nvironm
ent, S

ocial, and G
overnance F

actors at 
L
isted C

om
pany

）」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
投
資
家
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ

そ
の
も
の
は
法
的
拘
束
力
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
資
産
運
用

者
に
と
っ
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
企
業
評
価
の
有
力
な
基
準
と
も
な
り

う
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
側
か
ら
見
れ
ば
企
業
行
動
の
重
要
な
指

標
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
資
本
市
場
に
お
い
て
の
情
報
仲
介
者
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
側
に
も
、
企
業
評
価
の
際

に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
を
取
り
込
も
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
は
二
〇
一
〇
年
六
月
に
「
企
業
価
値

分
析
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
」
と
題
し
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
と
投
資
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
に
財
務
的
デ
ー

タ
を
も
と
に
企
業
評
価
を
行
な
う
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
に
対
し
て
、

非
財
務
的
デ
ー
タ
が
大
半
を
占
め
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
を
ど
の
よ
う
に

取
り
込
ん
で
企
業
評
価
を
お
こ
な
う
の
か
に
つ
い
て
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
分
析
の
ま
と
め
と
し
て
、
興
味
深
い
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
積
極
的
な
企
業
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
、
即
ち
株
主
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
消
費
者
、
地
域

住
民
に
対
し
て
も
配
慮
し
た
結
果
、
長
期
的
に
社
会
全
体
の
効
率

七
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つ
い
て
公
平
に
か
つ
透
明
度
の
高
い
状
態
の
中
で
、
適
切
に
対
応

し
て
い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

企
業
は
そ
の
対
応
の
状
況
を
、
開
示
し
、
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
納
得
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
6
）

。

こ
の
作
業
の
中
で
、
留
意
す
べ
き
点
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
等
に
対

応
す
る
と
い
う
ひ
と
り
合
点
的
な
行
動
は
、
社
会
か
ら
誤
解
を
招

く
ば
か
り
で
は
な
く
、
批
判
の
的
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

問
題
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
企
業
の
行
動
の
プ
ロ
セ
ス

と
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
開
示
し
、
納
得
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
完
結
す
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
そ

の
実
行
が
納
得
さ
れ
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
な
ら
ば
、

情
報
開
示
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
、
い
わ
ば
表
裏
一
体
の
関

係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

企
業
価
値
形
成
と
情
報
開
示

企
業
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
も
の
で
あ
れ
、
情
報

開
示
の
目
的
は
株
主
・
投
資
家
、
従
業
員
、
顧
客
、
地
域
社
会
な

ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
信
頼
を
獲
得
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
企
業
価
値
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
。
同
時
に
企
業
は
情
報
開
示
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

問
題
に
よ
り
深
い
理
解
を
す
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
の
も
と
、
手
引

き
書
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
4
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
環

境
問
題
は
炭
素
排
出
量
、
気
候
変
動
、
生
態
系
変
化
な
ど
一
〇
項

目
、
社
会
問
題
は
動
物
愛
護
、
児
童
労
働
、
人
種
問
題
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
一
四
項
目
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
は

累
積
投
票
問
題
、
経
営
者
報
酬
問
題
、
ポ
イ
ズ
ン
・
ピ
ル
、
株
主

の
権
利
な
ど
一
〇
項
目
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
列
記
し
て
い
る
（
5
）

。
こ

の
よ
う
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
は
資
本
市
場
を
中
心
に
世
界
各
国
で
、
関

心
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
資
本
市
場
の
枠
を
超
え
て
社
会
共
通
の

ひ
と
つ
の
基
準
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

急
速
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題

で
は
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（C
orporate S

ocial R
esponsibility

）
が
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
が
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
投
資
家
サ
イ
ド
か
ら
の
企
業
へ
の
要
請
と
い

う
色
合
い
が
強
い
の
に
比
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
自
身
の
行
動
の
基

準
と
い
っ
た
形
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
若
干
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
両
者
に
共
通
す
る
基
本

的
な
こ
と
は
、
企
業
が
社
会
と
の
公
正
な
関
係
性
を
維
持
し
つ
つ
、

持
続
的
な
成
長
を
達
成
す
る
た
め
に
、
社
会
と
関
わ
り
の
あ
る
事

柄
、
つ
ま
り
環
境
問
題
、
社
会
問
題
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
な
ど
に
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を
も
考
慮
に
入
れ
た
多
元
的
価
値
志
向
に
分
か
れ
る
」
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
（
7
）

。

本
稿
で
は
企
業
価
値
を
株
主
価
値
と
社
会
的
企
業
価
値
に
分
け

て
考
え
た
い
。
株
主
価
値
が
基
本
的
に
株
主
・
投
資
家
が
描
く
企

業
価
値
で
あ
り
、
数
値
で
の
表
現
が
可
能
で
あ
り
、
通
常
そ
れ
は

株
主
価
値
つ
ま
り
時
価
総
額
で
示
さ
れ
る
。
一
方
、
社
会
的
企
業

価
値
は
、
株
主
・
投
資
家
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
描
く
企

業
価
値
で
あ
る
。
資
本
市
場
に
お
け
る
株
主
価
値
が
、
世
の
中
に

起
こ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
る
と
し
て
も
、
株

主
価
値
と
社
会
的
企
業
価
値
が
整
合
性
を
持
っ
て
同
一
な
も
の
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
価
値
を
想
定
す
る
場

合
に
は
こ
の
株
主
価
値
と
社
会
的
企
業
価
値
を
統
合
す
る
も
の
と

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

企
業
側
か
ら
み
る
と
、
株
主
価
値
形
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
社
会
的
企
業
価
値
形
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
が
異
な
る
と
い
う
意
味
で
若
干
様
相
を
異
に

す
る
が
基
本
は
同
じ
で
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
企
業
の
現
状
と
社

会
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
将
来
展
望
等
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

が
そ
の
柱
と
な
る
。
情
報
開
示
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い

て
は
、
株
主
価
値
に
力
点
を
置
く
場
合
も
社
会
的
企
業
価
値
に
重

て
、
企
業
が
推
進
す
る
事
業
の
現
状
と
展
望
、
そ
し
て
そ
の
行
動

が
社
会
的
に
問
題
の
な
い
こ
と
を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
周
知

し
、
納
得
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
企
業
は
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
全
う
す
る
。

一
般
に
、
株
主
、
投
資
家
を
意
識
し
た
資
本
市
場
に
お
け
る
情

報
開
示
を
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（Investor 

R
elations

：
以
下
Ｉ
Ｒ
と
す
る
）
と
い
う
。
こ
の
Ｉ
Ｒ
の
目
的

は
株
主
価
値
の
維
持
、
向
上
を
目
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。
資
本
市

場
に
お
い
て
は
、
通
常
、
企
業
価
値
の
増
加
は
株
主
価
値
の
増
加

を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
。
企
業
価
値
を
、
資
本
市
場
の
外
か
ら

眺
め
る
と
、
こ
の
よ
う
に
企
業
価
値
を
株
主
価
値
と
す
る
単
純
な

図
式
で
表
さ
れ
て
良
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。
企
業

価
値
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

描
く
企
業
価
値
が
あ
る
と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
同
じ
よ
う

な
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
企
業
価
値
に
つ
い
て
の
議
論
と
し
て
、

「
企
業
価
値
は
貨
幣
単
位
で
測
定
可
能
な
経
済
価
値
と
貨
幣
単
位

で
測
定
が
困
難
な
非
経
済
価
値
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、

さ
ら
に
「
企
業
価
値
は
経
済
価
値
と
社
会
価
値
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
し
、「
企
業
価
値
の
追
求
は
、
大
き
く
株
主
価
値

志
向
と
非
株
主
価
値
（
非
資
本
提
供
者
に
と
っ
て
の
企
業
価
値
）
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こ
の
こ
と
も
あ
り
、
開
示
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
者
は

株
主
・
投
資
家
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
、
証
券
会
社
関
係
者
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も

対
象
と
な
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
企
業
不
祥
事
、
災
害
発

生
時
に
お
い
て
、
資
本
市
場
関
係
者
が
望
む
情
報
は
、
事
件
、
事

故
が
現
在
お
よ
び
将
来
の
業
績
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ス
は
一
次
的
に
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
流
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
業
績
等
へ

の
影
響
度
合
い
に
つ
い
て
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
伝
わ
っ
て

く
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
解

釈
に
つ
い
て
は
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
方
が
詳
し
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
で
の
、
株
価
へ
の

影
響
度
合
い
な
ど
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
資
本
市
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
の
目
的
は
直
接
的
に
は

株
主
価
値
の
適
正
な
形
成
で
あ
る
。
こ
の
株
主
価
値
は
一
般
的
に

は
時
価
総
額
で
表
さ
れ
る
事
が
多
い
。
時
価
総
額
は
株
式
数
に
株

価
を
乗
じ
た
も
の
で
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
株
式
数
は
企
業
の
財

務
戦
略
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
仮

に
、
企
業
が
資
金
調
達
を
株
式
で
行
な
え
ば
株
式
数
は
増
加
す
る
。

点
を
置
く
場
合
も
開
示
対
象
と
い
う
意
味
で
は
重
な
り
合
う
部
分

も
あ
る
。
た
だ
、
実
際
の
企
業
内
の
実
務
を
み
る
と
、
歴
史
的
、

組
織
的
背
景
の
相
違
か
ら
情
報
開
示
の
内
容
、
方
法
で
は
異
な
る

場
合
が
多
い
。
具
体
的
に
は
、
企
業
内
部
に
お
い
て
、
株
主
価
値

形
成
に
関
わ
る
情
報
開
示
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
財
務
部

門
や
Ｉ
Ｒ
部
門
が
中
心
と
な
り
広
報
、
あ
る
い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
部
門
と
協
調
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

行
動
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
社
会
的
企
業
価
値
形
成
に
お

け
る
そ
れ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
に
対
象
と
す
る
こ
と
も
あ
り
、

広
報
関
連
の
部
署
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
近
年
、
広
報
部
門
と
Ｉ
Ｒ
部
門
を
効
率
的
に
一
体
運
用

す
る
と
い
う
意
味
で
、
広
報
・
Ｉ
Ｒ
と
い
っ
た
名
を
冠
し
た
部
署

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
、
株
主
価
値
の
維
持
・
向
上
を
図
る
Ｉ
Ｒ
活
動
と
社
会

的
企
業
価
値
の
維
持
、
向
上
を
図
る
活
動
を
統
合
し
た
も
の
を
Ｓ

Ｒ
（S

takeholder R
elations

）
活
動
と
す
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
Ｓ
Ｒ
活
動
の
対
象
は
株
主
・
投
資
家
だ
け
で
は
な
く
従
業
員
、

顧
客
、
地
域
社
会
等
広
く
社
会
全
般
と
な
る
。
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
み

れ
ば
、
そ
れ
は
企
業
財
務
の
領
域
を
下
敷
き
と
し
て
、
株
主
価
値

形
成
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
努
力
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
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の
意
味
で
は
、
情
報
内
容
の
工
夫
と
情
報
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
総
合
的
戦
略
と
も
い
え
る
企
業
の
情
報
戦
略
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
適
正
な
企
業
価
値
形
成
の
た
め
に
は
、
資
本
市
場
全
体

の
環
境
た
と
え
ば
、
株
式
取
引
に
関
わ
る
制
度
の
円
滑
な
運
営
、

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
な
ど
不
正
な
取
引
の
な
い
状
況
な
ど
基
本
的
な
要

素
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
企
業
の

適
時
、
適
切
か
つ
充
分
な
情
報
開
示
が
不
可
欠
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
株
主
・
投
資
家
は
企
業
の
過
去
の
業
績
を
踏
ま
え
た

上
で
、
企
業
の
潜
在
成
長
力
、
利
益
成
長
の
度
合
い
、
た
と
え
ば

財
務
指
標
で
み
れ
ば
、
将
来
の
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
一
株
当
た
り
利
益
）、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
税
引
き
利
益
率
）
な
ど
を
知
る
こ
と
を
望
む
。

こ
れ
は
、
現
在
の
株
価
が
企
業
の
成
長
力
、
収
益
力
を
表
す
指
標

と
い
っ
た
も
の
に
比
べ
、
ど
の
よ
う
な
水
準
に
あ
る
の
か
を
比
較

検
討
し
、
投
資
判
断
を
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

企
業
は
、
株
主
・
投
資
家
に
対
し
て
、
過
去
、
現
在
の
経
営
状
態
、

業
績
、
財
務
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
要
因
分
析
を
行
な
う
と
同
時

に
、
将
来
の
企
業
の
姿
、
つ
ま
り
、
経
営
戦
略
の
妥
当
性
、
財
務

戦
略
の
展
開
、
情
報
戦
略
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
開
示
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
通
常
こ
の
よ

他
方
、
自
社
株
買
い
を
行
い
、
消
却
す
れ
ば
株
式
数
は
減
少
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
株
価
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
企
業
の
意
志
に
関
わ
り
な

く
資
本
市
場
の
な
か
で
決
定
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
、
時
価

総
額
形
成
要
因
の
中
で
は
、
限
定
的
と
は
い
え
、
株
式
数
は
財
務

戦
略
と
い
う
企
業
の
意
志
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
の
可
能
な
も
の

と
な
る
。

一
方
、
株
価
に
つ
い
て
み
る
と
、
資
本
市
場
内
外
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
、
株
主
・
投
資
家
が
取
り
込
み
投
資
判
断
を
し
て
行

動
す
る
た
め
に
、
企
業
側
か
ら
の
直
接
的
影
響
は
及
び
に
く
い
。

と
は
い
え
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
情

報
は
企
業
が
開
示
し
た
情
報
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
情
報
を
加
工
し

た
ケ
ー
ス
の
場
合
が
多
い
。
株
価
形
成
に
企
業
が
直
接
的
に
関
与

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
企
業
は
情
報
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

よ
っ
て
間
接
的
に
株
価
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
そ
の
情
報
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
み
れ
ば
、
資
本
市
場
へ
の
影
響
度
合
い
は
、
企
業
の
開
示
姿
勢

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
、
具
体
的
に
は
開
示
内
容
、

た
と
え
ば
理
解
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
や

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
大
き
く
依
存
す
る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
そ
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は
情
報
開
示
及
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
基
本
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
示
唆
を
与
え
る
経
済
産
業
省
の
考
え

方
を
取
り
上
げ
る
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、
今
日
経
済
・
社
会
の
重
要

な
構
成
要
素
と
な
っ
た
企
業
が
、
自
ら
確
立
し
た
経
営
理
念
に
基

づ
い
て
、
企
業
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
間
の
積
極

的
な
交
流
を
通
じ
て
事
業
の
実
施
に
努
め
、
ま
た
、
そ
の
成
果
の

拡
大
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
持
続
的
発
展
を
よ
り
確
か

な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
規
定
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
単
な
る
理
念
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
作
り
を
含
め
た
活
動
の

実
践
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
企

業
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組

み
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
効

果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

適
切
な
情
報
開
示
、
対
話
な
ど
に
よ
り
社
会
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
評
価
が
重
要
な
要

素
と
な
る
（
8
）

」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
の
持
続

的
成
長
の
た
め
の
事
業
活
動
が
社
会
と
の
関
係
の
中
で
、
企
業
と

う
な
情
報
開
示
は
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
（M

anagem
ent discussion and 

analysis
：
経
営
者
に
よ
る
討
議
及
び
分
析
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ

れ
ら
情
報
開
示
は
単
に
、
過
去
、
現
在
の
業
績
や
業
績
予
測
と

い
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
企
業
経
営
が
合
理
的
か
つ
合
法
的
に

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
経
営
戦
略
が
経
済
環
境
、
競
争
条
件
な

ど
の
中
で
適
切
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
企
業
と
し
て
持
続
可
能

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
開
示
を
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
目
的
は
社
会
の
多
様
な

利
害
関
係
者
と
関
わ
り
を
も
つ
中
で
、
企
業
が
不
正
の
な
い
健
全

な
姿
で
利
益
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
作
り
、
持
続
的
成
長
を
果
た

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
描
く
企
業
価
値
を
創
造

し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
が
事
業
活
動
を
す

る
際
に
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
行
動
基
準
を
取
り
込
ん
で
行
な

う
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と

に
な
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
、
定
義
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
企
業
価
値
形
成
と
情
報
開
示
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

と
い
う
の
は
、
企
業
に
と
っ
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
目
的
は
企
業
価
値
を

高
め
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
も
の
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
対
象
は
資
本
市
場
に
お
い
て
は
主
に
株
主
・
投
資
家
、
証
券
ア

ナ
リ
ス
ト
等
が
中
心
に
な
る
が
、
社
会
に
お
い
て
は
株
主
・
投
資

家
を
含
め
た
、
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
社
内
外
に
発
信
さ
れ
る
情
報
内
容
に
つ
い
て
み
る
。
経
営

戦
略
と
い
う
全
体
像
か
ら
は
事
業
戦
略
策
定
の
基
本
と
も
い
う
べ

き
企
業
理
念
、
経
営
方
針
さ
ら
に
は
事
業
計
画
な
ど
、
企
業
が
現

在
置
か
れ
て
い
る
位
置
、
そ
し
て
、
企
業
の
向
か
う
方
向
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
事
業
戦
略
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
組
み
立
て
ら
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

実
行
の
た
め
の
戦
略
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
財
務
戦
略
か
ら

は
、
企
業
価
値
を
高
め
る
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
、
将
来
の
姿
を
、
可

能
な
限
り
数
値
を
用
い
て
説
明
す
る
情
報
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
た
と
え
ば
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
と
い
っ
た
財

務
諸
表
等
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
ら
数
値
情
報

に
つ
い
て
は
、
情
報
を
受
け
取
る
側
に
と
っ
て
理
解
可
能
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
収
益
力
を
表
す

指
標
と
し
て
、
売
上
高
利
益
率
、
総
資
産
利
益
率
等
と
い
っ
た
も

の
が
あ
り
、
企
業
価
値
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
大
き
い

と
い
わ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
あ
る
い
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｓ
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
に
お
い
て

も
、
整
合
性
を
持
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
を
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
理
解
と
納
得
を
得
る
仕
組
み
の
構
築
と
運

用
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
密
接
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
わ
る
情
報

開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
（
9
）

が
、
こ
れ
は
、
本
稿
に
お
け
る
、
Ｓ
Ｒ
に
近

い
概
念
と
い
え
よ
う
。

情
報
戦
略
と
Ｓ
Ｒ

企
業
経
営
全
体
を
俯
瞰
す
る
戦
略
を
経
営
戦
略
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
の
戦
略
を
考
え
る
事
業
戦
略
、
事
業

の
推
進
に
欠
か
せ
な
い
資
金
の
手
当
て
等
を
考
え
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
内
容
等
を
考
え
る
財
務
戦
略
、
そ
し
て
、
資
本
市
場
の
み
な

ら
ず
、
社
会
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
そ
の
反
応
を
探

り
な
が
ら
効
率
的
経
営
を
行
い
、
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
の
情

報
戦
略
を
統
合
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
三
つ
の
戦
略
の
中
で
Ｓ
Ｒ
の
具
体
化
に
お
い
て
は
情
報
戦

略
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
情
報
戦
略
の
柱
は
い
わ
ば
企
業
そ

の
も
の
を
戦
略
商
品
と
位
置
づ
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
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企
業
と
社
会
と
の
関
わ
り
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
言

及
し
そ
れ
が
社
会
的
に
み
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
求
め
る

こ
と
を
合
わ
せ
て
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
中

で
、
株
主
・
投
資
家
、
従
業
員
、
顧
客
、
取
引
先
、
地
域
社
会
等

の
情
報
受
領
者
か
ら
理
解
と
納
得
を
得
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

往
々
に
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
と
企
業
の
意
図
と
の

間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
情
報
戦
略
の
重
要
な
役

割
の
ひ
と
つ
は
、
情
報
受
領
者
の
理
解
と
企
業
の
意
図
の
間
に
あ

る
ギ
ャ
ッ
プ
を
可
能
な
限
り
早
く
認
識
し
、
つ
ま
り
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
素
早
く
行
い
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
情
報
戦
略
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
重
要
な
成
果
の
ひ
と
つ
に
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
向

上
が
あ
る
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
、
資
本
市
場
に
お
け
る

企
業
イ
メ
ー
ジ
と
一
般
社
会
に
お
け
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
と
が
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
資
本
市
場
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
、
優
良
企

業
と
さ
れ
て
い
て
も
、
一
般
社
会
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

と
い
っ
た
指
標
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

情
報
戦
略
は
、
い
わ
ゆ
る
広
報
活
動
（
広
く
い
え
ば
、
広
告
活

動
も
そ
の
領
域
に
は
い
る
）
と
、
Ｓ
Ｒ
活
動
を
合
わ
せ
た
総
合
的

な
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
な
る
。
つ
ま
り
、
情
報

戦
略
と
は
企
業
が
社
内
外
に
発
信
す
る
全
て
の
情
報
内
容
の
作
成
、

発
信
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
、
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
、

運
用
を
意
味
す
る
。
こ
の
情
報
戦
略
実
行
の
際
に
留
意
す
べ
き
点

は
、
発
信
す
る
情
報
の
意
図
が
ぶ
れ
な
い
と
言
う
意
味
で
、
発
信

内
容
と
方
法
を
一
元
化
す
る
ワ
ン
ボ
イ
ス
化
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
ワ
ン
ボ
イ
ス
化
の
た
め
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
企
業
と
し

て
発
信
す
る
情
報
の
体
系
的
整
理
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
策
定
を
行
な
う
こ
と
も
合

わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
情
報
戦
略
の
策
定
と
実
践
に
際
し
て
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
企
業
側
の
思
い
込
み
に
よ
る
内
容
の

作
成
と
誤
っ
た
形
で
の
訴
求
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
行
な
う
こ

と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
企
業
は
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
姿
を
説
明
し
、
そ
こ
に
新
し
い
要
素
を
加
え

将
来
像
を
描
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
経
営
方
針
や
事
業
計

画
あ
る
い
は
業
績
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
、
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グ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
活
動
、
あ
る
い
は
企
業
か
ら
の
直
接
、
間
接

の
働
き
か
け
等
日
々
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
伝
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
経
営
者

に
よ
る
企
業
の
経
営
理
念
、
経
営
方
針
の
説
明
に
始
ま
っ
て
、
地

域
に
お
け
る
企
業
の
貢
献
活
動
や
、
社
員
の
言
動
、
工
場
や
売
り

場
の
状
況
（
工
場
見
学
会
等
）
さ
ら
に
は
、
業
績
と
い
っ
た
こ
と

に
よ
る
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

加
え
て
、
特
に
近
年
、
資
本
市
場
を
通
じ
て
の
企
業
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
企
業
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
生
活
者
と
し
て
の
株
主
・
投
資
家
は
証
券
会
社
等
の
資

本
市
場
関
係
者
か
ら
企
業
に
関
わ
る
情
報
を
入
手
し
そ
れ
を
、
口

コ
ミ
等
で
関
係
者
に
広
げ
る
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最

近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
（
た
と
え
ば
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

も
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
は
、
生
活
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
開
示
情
報
を
徹
底
的
に
活
用
し
、
情
報
の
加
工
、
媒
介
を
行

な
う
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
含
め
て
、

企
業
の
評
価
は
、
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
て
行
な
わ

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
は
情
報
提
供
先
を
主
に

資
本
市
場
に
限
っ
て
い
る
形
と
は
い
え
、
企
業
評
価
を
客
観
的
に

い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
世
の
中
で
は
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

し
て
著
名
な
企
業
で
あ
っ
て
も
、
資
本
市
場
に
お
い
て
は
評
価
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
本
来
的
に
は
、
資
本
市
場
で
の
企

業
イ
メ
ー
ジ
と
一
般
社
会
で
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
は
同
一
と
な
る
か
、

少
な
く
と
も
多
く
の
部
分
で
重
な
り
合
う
形
の
も
の
が
望
ま
し
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
多
く
の
困
難
な
作
業
を

伴
う
こ
と
が
多
い
。

さ
て
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
定
義
に
つ
い
て
み
る
と
、「
人
々
が

企
業
の
実
体
を
含
め
、
企
業
が
発
信
す
る
も
ろ
も
ろ
の
情
報
の
一

部
、
あ
る
い
は
そ
の
企
業
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
マ
ス
コ
ミ
情
報
や

噂
話
に
触
れ
て
、
自
分
な
り
に
心
の
中
に
形
作
る
〝
像
〞
の
こ
と
（
10
）

」

と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
定
義
を
、
も
う
少
し
広
い
視

点
を
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
資
本
市
場
を
媒
介
と
す
る
情
報
も
無
視
し
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
企
業
イ
メ
ー
ジ
は
Ｉ
Ｒ
、
広

報
、
広
告
、
宣
伝
と
い
っ
た
部
門
か
ら
の
情
報
提
供
や
開
示
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

企
業
に
よ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
お
よ
び
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
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情
報
開
示
の
具
体
化

企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
に
企
業
が
発
信
す
る
情
報
を
Ｓ
Ｒ
情

報
と
す
る
と
、
そ
れ
を
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
財
務
情
報
は
有
価
証
券
報
告
書
、
決
算
短
信
あ
る
い

は
、
中
期
計
画
等
の
形
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に

は
企
業
の
財
務
内
容
や
業
績
に
つ
い
て
、
過
去
、
現
在
の
事
実
お

よ
び
将
来
を
予
測
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
含
ま
れ
る
。
た
と

え
ば
、
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
形
成
の
源
泉
の
ひ
と
つ
と

も
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
、
財
務
諸
表
等
の
制
度

的
情
報
開
示
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
発
信
さ
れ
る
情
報
が
そ
れ
で

あ
る
。
一
方
、
非
財
務
情
報
は
、
財
務
諸
表
等
に
含
ま
れ
る
事
も

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
以
外
の
方
法
、
た
と
え
ば
、
ア

ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
、
あ
る
い

は
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
、
環
境
報
告
書
と
い
っ
た
文

書
類
で
の
説
明
お
よ
び
会
社
説
明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
語

ら
れ
る
こ
と
及
び
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
対
応
、
な
ど
多
種

多
様
な
自
発
的
情
報
開
示
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
生
み
出
す
要
素
の
中
で
も
、
数
値
で
表
す
こ
と
が
困
難
な

情
報
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
企
業
理
念
、
技
術
、
サ
プ
ラ
イ

行
な
う
か
ら
で
あ
る
。
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
の
行
な
う
企
業
評
価
が

直
接
的
に
一
般
社
会
に
伝
わ
る
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
が
、
証
券
会

社
、
機
関
投
資
家
あ
る
い
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
る
形
で
企

業
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
過
程
を
考
え
る
と
、
企

業
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
情
報
開
示
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
情
報
戦
略
は
企
業
価
値
向
上
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
と
企
業
価
値
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
用
い
た
考

え
方
が
あ
る
（
11
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
る
企
業
に
対
し
て
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び

そ
の
企
業
の
過
去
の
行
為
お
よ
び
将
来
の
期
待
に
基
づ
き
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
何
ら
か
の
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
企
業
を
評
価
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
価
値
を
高
め
る
競
争
優
位
の
源

泉
」
と
指
摘
し
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

今
日
の
企
業
環
境
に
お
い
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

無
形
資
産
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
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（F
IN
A
N
C
E

）、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（M

A
R
K
E
T
IN
G

）、
技
術

（T
E
C
H
N
O
L
O
G
Y

）、
そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
（B

R
A
N
D

）
に
整
理

し
、
そ
れ
ら
の
要
素
毎
あ
る
い
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
行
い
情
報

開
示
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
企
業
組
織
を

動
か
す
原
動
力
と
も
言
う
べ
き
経
営
理
念
や
思
想
と
い
っ
た
事
柄

を
含
み
、
そ
の
う
え
に
立
っ
て
企
業
の
理
想
像
を
描
き
、
経
営
を

行
な
う
経
営
者
そ
の
も
の
、
お
よ
び
人
的
資
源
、
組
織
や
組
織
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
情
報
と

し
て
は
、
異
動
に
伴
う
人
事
情
報
、
組
織
変
更
の
情
報
に
始
ま
っ

て
、
経
営
者
に
よ
る
会
社
説
明
会
、
あ
る
い
は
経
営
方
針
発
表
会

等
に
お
け
る
経
営
者
の
言
動
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
資
本
市
場
の

観
点
ば
か
り
で
な
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
か
ら
も
、
経
営
者
が

ど
の
よ
う
な
経
営
理
念
の
も
と
で
、
組
織
を
指
揮
、
運
営
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
関
心
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
結

果
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ど
の
よ
う
に
訴
え
、
理
解
を

求
め
、
納
得
を
得
て
い
る
か
と
い
う
説
明
も
不
可
欠
と
な
る
。

財
務
に
つ
い
て
み
る
と
、
企
業
経
営
の
中
で
事
業
の
推
進
の
際

に
欠
か
せ
な
い
資
金
の
流
れ
を
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
い
っ
た
財
務
諸
表
に
よ
っ
て
把
握

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
動
き
の
状
況
と
結
果
に
つ
い
て
数
値
で
表

チ
ェ
ー
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
、
競
争
条
件
、
経
営
組
織
と
い
っ
た
こ
と

等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
般
に
、「
無
形
資
産
」
あ
る
い
は
「
見

え
ざ
る
資
産
（Invisible asset

）」
と
表
現
さ
れ
財
務
諸
表
上
で

で
は
認
識
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題

に
関
わ
る
情
報
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
情
報
の
そ
の
多
く
は
非
財
務
情
報
の

範
囲
に
入
る
情
報
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
非
財
務
情
報
が
企
業
価

値
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
12
）

。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｒ
情
報
と
は
、
対

資
本
市
場
、
対
社
会
の
両
面
か
ら
み
る
と
企
業
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る

情
報
で
あ
り
、
幅
広
い
内
容
が
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

機
関
投
資
家
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
か
ら
個
人
投
資
家
ま
で
と
い
う
資
本
市
場
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
含
め
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
等
な

ど
企
業
に
関
わ
る
多
く
の
ひ
と
び
と
が
情
報
を
入
手
し
た
い
と
望

む
こ
と
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
企
業
の
中
に
あ
る
情
報
を
経
営
の
視
点
、
あ
る
い

は
企
業
評
価
の
視
点
で
、
経
営
の
要
素
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
企
業
価
値
向
上
に
結
び
つ
け
る
情
報
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｒ

情
報
と
し
て
提
供
し
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
経
営

の
要
素
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（M

A
N
A
G
E
M
E
N
T

）、
財
務

八
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が
困
難
な
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
、
技
術
情
報
を
Ｓ
Ｒ
情
報
と

し
て
展
開
す
る
た
め
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
詳

細
な
解
説
を
加
え
る
な
ど
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
技
術
情
報
は

往
々
に
し
て
、
専
門
用
語
が
多
く
な
り
が
ち
で
は
あ
る
が
、
可
能

な
限
り
、
多
く
の
人
々
が
理
解
の
し
や
す
い
よ
う
に
、
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
説
明
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
は
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
意
味
で
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
触
れ
た
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
に
は
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
発
信
が
含
ま
れ
、
そ
れ

は
経
営
者
の
立
居
振
舞
か
ら
始
ま
り
従
業
員
の
一
挙
手
一
投
足
ま

で
が
関
係
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
じ
て
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
か
ら
理
解
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
企
業
を
構

成
す
る
全
員
が
意
識
す
る
社
風
と
い
っ
た
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に

マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
よ
う
な
こ
と
、
た
と
え
ば
、
企
業
不
祥
事

の
発
生
に
際
し
て
は
、
そ
れ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
企
業
内

部
で
の
動
向
と
そ
の
際
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
状
況
、
そ
し
て

経
営
者
等
の
対
応
、
姿
勢
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

企
業
内
の
、
個
々
人
の
行
動
及
び
、
企
業
と
し
て
の
行
動
が
、
社

す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
財
務
に
関
わ
る
情
報
は
、
多
く
の
場
合

有
価
証
券
報
告
書
、
営
業
報
告
書
、
決
算
短
信
と
い
っ
た
形
で
、

法
や
規
則
に
基
づ
く
制
度
的
情
報
開
示
に
よ
っ
て
情
報
と
し
て
提

供
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
、
制
度
的
な
情
報
と
し
て
開
示
さ
れ
る
情
報

だ
け
で
は
、
多
く
の
関
係
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
は
こ
の
よ
う
な
財
務
情
報
に
つ
い
て

は
、
解
説
あ
る
い
は
、
追
加
的
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
必
要
も
生
じ
て
く
る
。

こ
こ
で
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
企
業
が
財
・
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
し
社
会
に
提
供
し
、
売
り
上
げ
、
利
益
を
計
上
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
。
こ

の
た
め
も
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
わ
る
情
報
は
広
範
に
わ

た
る
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
告
知
や
売
り
上
げ
向
上
を
目
指
す
広

告
・
宣
伝
活
動
、
販
売
促
進
活
動
、
さ
ら
に
は
企
業
そ
の
も
の
の

認
知
度
向
上
や
社
会
と
の
良
好
な
関
わ
り
を
目
指
す
広
報
活
動
を

も
含
む
も
の
と
な
る
。

技
術
と
は
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

製
造
業
、
非
製
造
業
を
問
わ
ず
、
開
発
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
企

業
が
恒
常
的
に
利
益
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
た
め
の
、

生
産
技
術
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
往
々
に
し
て
理
解
す
る
こ
と

九
〇
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開
示
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
化
（
田
中
）

（
四
〇
三
）

行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
情
報
提
供

の
差
別
化
で
あ
り
、
企
業
価
値
形
成
を
偏
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
公
正
開
示
規
則
は
特
定
の
も
の
へ
の
有

利
な
開
示
に
よ
る
差
別
化
を
排
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し

て
情
報
の
一
斉
、
同
時
の
開
示
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
一
斉
、
同
時
の
情
報
開
示
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
あ
る
。
企
業
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
開
示
は
一
瞬
に
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
っ
た
。
た
だ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
開
示
に
も
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
入
手
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
相

当
に
意
識
的
、
能
動
的
に
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
欲
し
い
情
報

を
手
に
入
れ
に
く
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｓ
Ｒ
情
報
の
開
示
の
課
題
と
し
て
、
情
報
の
理
解
可
能
性
と

い
っ
た
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
資
本
市
場
に
対
し
て
と
同
様
に
、

社
会
の
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
情
報
提
供
は
情

報
受
領
者
側
の
情
報
に
対
す
る
理
解
度
、
解
釈
能
力
の
問
題
を
避

け
て
は
通
れ
な
い
。
同
じ
情
報
を
開
示
し
て
も
、
株
主
・
投
資
家
、

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
、
企
業
の
社
内
外
の

関
係
者
そ
の
他
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
、
知

会
的
規
範
や
法
律
等
に
則
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
よ

う
な
、
内
部
統
制
上
の
問
題
に
も
配
慮
し
て
お
く
の
は
、
ブ
ラ
ン

ド
の
形
成
に
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

Ｓ
Ｒ
情
報
の
開
示
の
課
題

情
報
開
示
に
際
し
て
基
本
的
な
こ
と
は
、
開
示
が
適
時
、
適
切

か
つ
公
正
な
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
大

多
数
が
理
解
可
能
で
あ
り
納
得
の
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
情
報
開
示
は
時
期
や
、
対
象
に
よ
っ
て
、
内
容
に

濃
淡
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
時
に

よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
を

排
除
す
る
た
め
の
手
だ
て
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

米
国
に
お
い
て
は
相
手
に
よ
っ
て
情
報
の
質
と
量
を
変
え
る
、
選

択
的
情
報
開
示
を
禁
じ
る
公
正
開
示
規
則
（R

egulation F
air 

D
isclosure: R

F
D

）
が
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
考
え
方
は
米
国
の
み
な
ら
ず
、
諸
外
国
の
情
報
開
示
の

姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
経
営
者
あ
る
い

は
対
外
折
衝
者
（
広
報
あ
る
い
は
Ｉ
Ｒ
担
当
者
）
な
ど
は
親
し
い

機
関
投
資
家
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
さ
ら
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記

者
に
対
し
て
他
と
は
異
な
っ
た
詳
し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

九
一
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特
定
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
だ
け
が
理
解
可
能
な
も
の
は
選
択

的
情
報
開
示
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
視
点
も
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

情
報
開
示
の
際
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
業
界
用
語

な
ど
特
殊
な
言
葉
を
用
い
る
場
合
に
は
、
丁
寧
な
解
説
、
補
足
説

明
を
行
な
う
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
説
明
不
足
の
情
報
は
情
報
受

領
者
に
と
っ
て
消
化
不
良
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

手
間
が
か
か
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
情
報
受
領
者
の
理
解
度
に

沿
っ
た
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か
を
充
分
に
検
討
し
提
供
し
て
ゆ
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｒ
情
報
と
し
て
、
企
業
価
値
創

造
に
資
す
る
も
の
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
が
発
信
す
る

情
報
は
人
々
の
記
憶
に
留
ま
る
内
容
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
断
片
的
情
報
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
が

ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
っ
た

情
報
内
容
で
あ
る
も
の
を
提
示
し
、
情
報
受
領
者
の
理
解
を
促
し
、

記
憶
に
残
す
工
夫
も
あ
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
情
報
開
示
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ

と
に
、
企
業
の
将
来
像
、
業
績
の
予
測
に
資
す
る
情
報
に
確
実
な

も
の
は
多
く
な
い
。
資
本
市
場
の
領
域
で
み
れ
ば
、
将
来
の
経
済

環
境
、
競
争
条
件
等
の
環
境
変
化
に
よ
る
企
業
業
績
へ
の
影
響
は

見
と
経
験
の
も
と
で
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
理
解
、
納
得
を
し
よ

う
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
同
一
内
容
の
情
報
で
あ
っ

て
も
、
人
に
よ
っ
て
大
き
な
理
解
の
格
差
が
生
じ
る
と
い
う
現
実

で
あ
る
。
か
つ
て
行
な
っ
た
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

の
ケ
ー
ス
が
参
考
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
企
業
の
Ｈ
社
の
Ｉ
Ｒ
担
当
者
の

話
で
あ
る
。
決
算
発
表
の
際
に
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
記
者
を
一
緒
に
し
て
開
催
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
自
社
の
受
注
動
向
に
つ
い
て
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
の

新
聞
に
は
そ
れ
が
売
上
高
と
間
違
っ
て
報
道
さ
れ
、
株
価
に
大
変

な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
話
で
あ
る
が
、
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
Ｉ
Ｒ
担
当
者

は
そ
の
後
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
と
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
は

一
緒
に
し
な
い
こ
と
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
で
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
時
に
よ
っ
て
は
大
き
な

問
題
と
な
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
企
業
と
し
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
知
識
、
経
験
を
持
ち
合
わ
せ

な
い
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
誤
解
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
開
示
は
極
端
に
表
現
す
れ
ば
、
誤
解
が
一

瞬
に
し
て
広
ま
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
も
あ
り
、
細
心
の
注
意
が

不
可
欠
で
あ
る
。

九
二
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化
（
田
中
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（
四
〇
五
）

信
頼
獲
得
に
向
け
て

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
目
的
が
情
報
開
示
に
よ
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
、
企
業
が
社
会
的
存
在
と
し
て

認
め
ら
れ
、
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｓ
Ｒ
を

実
践
す
る
こ
と
は
信
頼
を
築
き
続
け
る
た
め
の
不
可
欠
な
経
営
責

任
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
そ
し
て
、
信
頼
獲
得
の
た
め
に
行
な
わ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
作
業
、
具
体
的
に
は
社
内
外
へ
の
情
報
開

示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
た
め
の
媒
体
の
作
成
、
配
布
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
類
の
開
催
等
の
コ
ス
ト
は
、
い
わ
ば
信
頼
獲
得
コ

ス
ト
と
い
え
よ
う
。

法
律
や
規
則
に
基
づ
く
制
度
的
情
報
開
示
以
外
の
情
報
開
示
、

つ
ま
り
自
発
的
情
報
開
示
の
た
め
に
使
わ
れ
る
費
用
は
景
気
動
向
、

業
績
の
変
動
に
よ
っ
て
増
減
す
る
場
合
が
多
い
。
と
は
い
う
も
の

の
、
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
の
信
頼
獲
得
の
維
持
、
向
上
を
図

る
費
用
は
継
続
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
効
果
を
も
た
ら
す
。

費
用
対
効
果
が
見
え
に
く
い
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｒ
活
動
で
あ
る
が
、
信

頼
獲
得
コ
ス
ト
は
、
こ
れ
は
い
わ
ば
、
上
場
維
持
コ
ス
ト
と
同
様

に
、
企
業
価
値
の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
必
要
な
固
定
費
と
考
え

る
べ
き
性
質
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｓ
Ｒ
活
動
に

避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
前
提
を

置
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
安
全
港
ル
ー
ル
（S

afe 
harbor rule

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
表
す
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
将
来
の
不
確
実
性
を
含
む
も
の
で
あ
れ
ば
、
前
提
条
件
を

付
し
将
来
に
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
開
示
の
た
め
の
方
針
を
策
定
し
て

お
く
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
ポ
リ
シ
ー

（D
isclosure policy

）
の
策
定
で
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
情
報
の
発
信
に

際
し
て
は
社
内
の
ど
の
レ
ベ
ル
の
人
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
社
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
り
、
情
報
発

信
に
か
か
わ
る
関
係
者
を
不
測
の
事
態
か
ら
守
る
た
め
に
も
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
情
報
の
一
元
化
管
理
及
び
、
情
報
の
ワ

ン
ボ
イ
ス
化
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
、
こ
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い

て
情
報
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
社
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
理
解
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
発
信
の
際
の
混
乱
と
誤

解
を
避
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

九
三
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月
）

（
四
〇
六
）

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
確
認
は
き

わ
め
て
重
要
な
手
続
き
で
あ
る
。
経
営
者
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
こ
と
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
つ
の
視
点
か
ら
み
れ

ば
、
Ｓ
Ｒ
活
動
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
工
夫
と
作
業
を
、
別
の
表
現
を
す
れ

ば
、
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
を
策
定
す
る
際
に
必
要
な
要
素
と
な
る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
は
企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、

社
会
・
経
済
環
境
、
事
業
環
境
の
変
化
を
折
り
込
ん
で
、
企
業
自

身
の
展
開
方
向
、
将
来
像
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
理
解
可
能
な

形
で
説
明
で
き
る
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
同
時
に
、
先
に
述

べ
た
、
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
を
踏

ま
え
た
上
で
、
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
明
確
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
基
本
的
に
は
全
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
望
ま
し
い
こ
と

よ
り
資
本
市
場
関
係
者
を
含
め
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
企
業
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
も
、
そ
の
情
報
が
企
業
及
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

と
っ
て
良
い
、
悪
い
に
関
係
な
く
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
開
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ｓ
Ｒ
情
報
の
提
供
は
企
業
そ
の
も
の
の
一
挙
手
一
投
足
を
映
し

出
し
た
も
の
で
あ
り
、
企
業
価
値
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
の
た
め
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
形
で
価
値
形
成
を
行
な
お
う
と

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
に
は
三
つ
の
段
階
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

企
業
の
現
状
を
把
握
す
る
と
言
う
意
味
で
の
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア

ナ
リ
シ
ス
で
あ
る
。
二
つ
目
は
開
示
内
容
を
決
め
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
策
定
で
あ
る
。
三
つ
目
は
開
示
の
実
行
で
あ
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ア
ナ
リ
シ
ス
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
企
業
が
自
分
自
身
の
こ
と
を

知
る
た
め
の
自
己
分
析
で
あ
り
、
他
者
か
ら
の
評
価
、
イ
メ
ー
ジ

を
知
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自
社
に
対
す
る
自
身
の

認
識
と
、
周
囲
の
認
識
と
の
違
い
、
こ
れ
を
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
、
を
知
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

九
四
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（
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七
）

リ
テ
ィ
の
目
的
と
も
な
る
。
こ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
遂
行

す
る
た
め
の
開
示
情
報
が
Ｓ
Ｒ
情
報
で
あ
る
。
そ
の
Ｓ
Ｒ
情
報
は

基
本
的
に
は
、
企
業
の
期
待
さ
れ
る
社
会
と
の
関
係
を
表
す
姿
、

企
業
の
将
来
像
を
描
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
的
に
は
企

業
と
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共
有
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

共
有
の
度
合
い
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
企
業
自
身
の
描
く
企

業
像
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
描
く
企
業
像
と
の
差
が
小
さ
く
な

り
、
企
業
へ
の
信
頼
度
が
向
上
す
る
一
助
と
な
る
。

経
営
者
の
役
割
は
正
確
な
現
状
把
握
を
踏
ま
え
、
将
来
の
あ
り

得
る
企
業
の
姿
を
描
く
こ
と
に
あ
り
、
同
時
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
理
解
し
て
い
る
そ
れ
ら
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
埋
め
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、

経
営
者
は
自
ら
描
く
企
業
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
、
経
営
戦

略
を
策
定
し
実
行
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
多
種
多
様
な
情
報
を
開
示
し
、
理
解
と
納
得
を
得
、
企

業
価
値
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
Ｓ
Ｒ
活
動
で
あ
り
、
こ
の

実
行
の
た
め
に
は
企
業
は
一
貫
性
を
も
っ
た
情
報
戦
略
を
策
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
情
報
戦
略
策
定
に
際
し
て
は
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
理
解
可
能
な
内
容
を
持
ち
、
記
憶
に
留
ま
る
よ
う
な
形
で

に
な
る
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ご
と
の
理
解
可
能
性
、
置
か
れ

て
い
る
立
場
の
状
況
等
か
ら
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
合
わ
せ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
策
定
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
ナ
リ
シ
ス
の
実
行
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス

ト
ー
リ
ー
の
策
定
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展

開
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
Ｓ
Ｒ
活
動
の
実
践
に
際
し
て
不
可

欠
の
要
素
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
有
効
に
機
能
し
、
企
業
が
、
社

会
的
ま
た
環
境
的
な
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
果
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
資
本
市
場
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

あ
る
株
主
・
投
資
家
等
の
資
本
市
場
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
顧

客
、
従
業
員
、
取
引
先
、
地
域
社
会
等
と
い
っ
た
多
く
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
場
企
業
の

企
業
価
値
は
単
に
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
、
つ
ま
り
株
主

価
値
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
企

業
価
値
つ
ま
り
、
社
会
的
企
業
価
値
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
両

者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
維
持
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

九
五
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八
）
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（
6
） 

田
中
襄
一
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
情
報
開
示
」
政
経
研
究
第
四
四
巻
第

二
号
、
四
九
一
頁
│
五
一
三
頁
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
〇
七

年
参
照
。

（
7
） 

石
崎
忠
司
、
中
瀬
忠
和
編
著
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
企
業
価
値
」
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
五
頁

│
二
八
三
頁
。

（
8
） 

経
済
産
業
省
「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
に
関
す
る

懇
談
会
中
間
報
告
書
案
」
経
済
産
業
省
、
二
〇
〇
四
年
、
二
九
頁
。

（
9
） 

猪
狩
誠
也
、
上
野
征
洋
、
剣
持
隆
、
清
水
正
道
「
Ｃ
Ｃ
戦
略

の
理
論
と
実
践
」
同
友
館
、
二
〇
〇
七
年
、
五
九
頁
│
九
六
頁
。

（
10
） 

堀
章
男
、
久
保
田
剛
敏
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
と
広
報
」
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
、
四
頁
。

（
11
） 

岩
田
弘
尚
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業

価
値
」『
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
社
団
法
人
日
本
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
、
第
四
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
〇
年
、
四
五
頁

│
五
五
頁
。

（
12
） 

田
中
襄
一
「
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
情
報
の
開
示
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
│
非
財
務
情
報
の
重
要
性
│
」
政
経
研
究
第

四
〇
巻
第
三
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
〇
三
年
参
照
。

発
信
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
っ
た
情
報
を
継
続
的
に
作
成
、
開
示
し
、
理
解
と
納

得
を
得
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
日
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
に
関
わ
る

問
題
は
大
き
く
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
社
会
、
環

境
、
経
済
環
境
の
も
と
で
は
、
資
本
市
場
を
コ
ア
に
考
え
る
Ｉ
Ｒ

か
ら
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
の
企
業
価
値
向
上
を

目
指
す
Ｓ
Ｒ
を
志
向
す
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
） 

「P
rinciple for R

esponsible Investm
ent

」U
N
E
P
 

F
inancial Initiative, U

nited N
ations G

lobal C
om
pact, 

http://w
w
w
.unpri.org/about-pri/the-six-principles/

二
〇
一
三
年
八
月
一
〇
日

（
2
） 

水
口
剛
「
非
財
務
情
報
の
国
際
的
潮
流
」、「
年
金
と
経
済
」

第
二
九
巻
第
一
号
、
財
団
法
人
年
金
シ
ニ
ア
プ
ラ
ン
総
合
研
究
機

構
、
二
〇
一
〇
年
、
二
二
頁
。

（
3
） 

企
業
価
値
分
析
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
研
究
会
「
企
業
価
値

に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
、
二
〇
一
〇

年
、
三
七
頁
。

（
4
） 

前
掲
書
、
四
五
頁
│
四
七
頁
。

（
5
） C

F
A
 Institute C

enter for F
inancial M

arketing 
Integrity “E

nvironm
ent, S

ocial, and G
overnance F

actors 
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個
人
情
報
保
護
法
制
定
過
程
に
関
す
る
考
察
（
藤
井
）

（
四
〇
九
）

は
じ
め
に

個
人
情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
の
進
展
は
、
社
会
生
活
の
利
便
性
、
経

済
活
動
の
効
率
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
一
方
、
大
量
漏
え
い
、

不
適
正
利
用
等
の
社
会
不
安
等
を
発
生
さ
せ
た
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
一
五
．
法
律
第
五
七

号
）
の
制
度
化
プ
ロ
セ
ス
は
、
平
成
一
一
年
六
月
の
自
由
民
主
党
、

自
由
党
、
公
明
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
の
政
策
責
任
者
に
よ
る
確
認
書

（
以
下
、「
確
認
書
」
と
い
う
。）
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
政
府

に
お
い
て
制
度
設
計
が
行
わ
れ
た
。
平
成
一
三
年
三
月
、
政
府
か

ら
法
案
が
第
一
五
一
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ

る
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
審
議
は
進
ま
な
か
っ
た
。
平
成

一
四
年
三
月
、
第
一
五
四
国
会
に
提
出
さ
れ
た
行
政
機
関
等
に
関

す
る
個
人
情
報
保
護
法
案
等
と
一
括
し
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
平
成
一
四
年
一
二
月
、
第
一
五
五
国
会
で
い
っ
た
ん

審
議
未
了
廃
案
と
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
政
府
、
政
治
、
メ
デ
ィ
ア

等
の
間
で
た
び
た
び
情
報
共
有
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
努
力
が
な

さ
れ
た
。
法
案
は
、
政
府
・
与
党
に
よ
り
修
正
さ
れ
、
平
成
一
五

年
三
月
、
第
一
五
六
国
会
に
再
提
出
さ
れ
、
同
年
五
月
に
よ
う
や

く
成
立
し
た
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
政
策
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実

態
に
即
し
た
効
果
的
で
効
率
的
な
制
度
施
策
を
設
計
し
、
政
治
プ

個
人
情
報
保
護
法
制
定
過
程
に
関
す
る
考
察

藤　
　

井　
　

昭　
　

夫
九
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
〇
）

に
対
応
し
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
昭
六
三
法
律
第
九
五
号
。
以
下
、

「
旧
行
政
機
関
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
た
。
民
間
に
お
け
る

法
制
化
は
公
的
部
門
に
一
〇
年
以
上
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

そ
の
間
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
等
に
よ
る
各

事
業
者
の
自
主
規
律
を
推
進
す
る
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
近

年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
小
型
化
、
低
価
格
化
、
高
速
化
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
伴
い
、
顧
客
情
報
等
の
個
人
情
報
を
Ｉ
Ｔ
処
理
す

る
事
業
分
野
は
、
金
融
、
保
健
、
旅
行
、
通
信
業
等
の
み
な
ら
ず
、

物
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
の
流
通
業
等
、
民
間
部
門
全
体
に
一
般

化
し
た
。

個
人
情
報
は
事
業
者
に
と
っ
て
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
不

可
欠
な
情
報
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
管
理
、
新
商
品
開
発
、

効
果
的
な
宣
伝
活
動
等
に
も
極
め
て
有
用
性
が
高
い
。
顧
客
に

と
っ
て
も
、
迅
速
で
、
満
足
度
の
高
い
商
品
、
良
質
の
サ
ー
ビ
ス

受
領
等
の
利
便
性
が
生
じ
る
。
他
方
、
個
人
情
報
の
利
用
の
進
展

は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
氾
濫
、
大
量
漏
え
い
に
よ
る
社
会
不

安
の
発
生
に
と
と
ま
ら
ず
、
名
簿
業
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
個
人
情
報
の
売
買
、
悪
質
な
貸
金
業
者
等
に
よ
る
利
用
等
、

権
利
利
益
を
損
な
う
危
険
性
を
増
大
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
宇
治

ロ
セ
ス
の
中
で
国
民
合
意
を
図
る
と
い
う
現
代
の
公
共
政
策
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
基
本

原
則
、
適
用
除
外
の
扱
い
等
を
中
心
に
、
制
度
設
計
か
ら
国
会
審

議
過
程
に
お
け
る
調
査
審
議
機
関
、
立
案
当
局
、
政
党
、
メ
デ
ィ

ア
等
の
対
応
に
つ
い
て
検
証
し
、
制
定
過
程
で
果
た
し
た
役
割
を

明
ら
か
に
し
、
個
人
情
報
保
護
法
の
成
果
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

個
人
情
報
保
護
法
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
中
心
に
法
律
学
的

研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
同
法
は
情
報
化

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
政
策
的
な
制
度
施
策
で
も
あ

る
。
本
稿
は
多
様
な
利
害
が
複
雑
に
交
錯
す
る
現
実
社
会
の
全
体

的
な
価
値
の
増
進
を
目
指
す
と
い
う
公
共
政
策
論
か
ら
の
研
究
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、
素
材
と
試
論
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
．
個
人
情
報
保
護
法
制
の
制
度
設
計

⑴　

政
策
課
題
を
巡
る
背
景
等

西
欧
諸
国
の
個
人
情
報
保
護
法
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
制
定
さ

れ
始
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
個
人
情
報
の
電
子
計
算
機
処
理
を

契
機
と
し
て
い
る
（
1
）

。
我
が
国
で
も
同
様
で
、
社
会
保
険
、
国
税
、

郵
貯
・
簡
保
等
、
大
量
な
個
人
情
報
の
電
子
計
算
機
処
理
の
進
展

九
八



個
人
情
報
保
護
法
制
定
過
程
に
関
す
る
考
察
（
藤
井
）

（
四
一
一
）

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
は
、「
個
人
情
報
の
国
際
流
通
に
関
す
る
専

門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
検
討
さ
れ
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
政
府
に
よ
る
「
人
権
」
擁
護
を
重
視
し
、
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
政
府
が
積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
米
国
は
企
業
活
動
等
の
自
由
と
自
律
を
重
視
し
、
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
政
府
の
関
与
を
必
要
最
小
限
に
し

よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
独
立
行
政
機
関
に
よ

る
管
理
監
督
型
が
多
く
、
米
国
は
企
業
に
よ
る
自
主
規
律
型
で

あ
っ
た
。
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
考
え
方
に

相
違
が
あ
っ
た
（
4
）

。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
米
国

の
考
え
方
の
調
和
点
で
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
「
第
三
国
条
項
」
を
指

令
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
（
5
）

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
米
間
の
対
立

は
、
国
益
を
背
景
と
し
つ
つ
、
近
年
ま
で
続
い
て
い
る
。
我
が
国

は
、
米
国
型
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
貿
易
立
国
を
国
是

と
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
等
を
含
め
た
国
際
協
調
の
動
き

に
適
切
に
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

（
イ
）
旧
行
政
機
関
法
の
制
定

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
理
事
会
勧
告
後
、
国
の
行
政
機
関
に
関
し
て
は
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
第
二
臨
調
最
終
答
申
に
よ
り
法
制
化
の
方
向

づ
け
が
行
わ
れ
た
（
6
）

。
以
降
、
行
政
管
理
庁
行
政
管
理
局
（
当
時
）

市
の
住
宅
基
本
台
帳
情
報
の
漏
え
い
事
件
は
、
原
状
回
復
の
困
難

性
、
事
後
処
理
コ
ス
ト
を
事
業
者
側
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
2
）

。
こ
う
し
た
中
で
民
間
部
門
を
含
め
た
個
人
情
報
の
保
護
制
度

確
立
の
必
要
性
が
社
会
全
体
に
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
ア
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
理
事
会
勧
告

近
年
、
経
済
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
著
し
い
。
特
に

金
融
、
証
券
、
保
険
、
旅
行
業
等
の
個
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
業

の
国
際
化
が
進
む
と
、
顧
客
情
報
等
の
国
際
流
通
に
伴
う
規
制
の

国
際
協
調
が
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応
し
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
理
事
会
勧
告
（
一
九
八
〇
年
九
月
）
が
発
出
さ
れ
た
。

同
勧
告
附
属
文
書
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国
際

流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ
て
い
る
八
項
目
の

原
則
（
以
下
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
」
と
い
う
。）
は
我
が
国
の
法

制
化
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
は
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
関
す
る
基
準
で
あ
る
。

そ
の
主
た
る
内
容
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
際
し
、
ま
ず
、

利
用
目
的
を
明
確
に
し
て
そ
の
目
的
に
必
要
な
範
囲
で
処
理
し
、

適
切
な
安
全
保
護
措
置
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
情
報
の

公
開
、
本
人
関
与
の
仕
組
み
、
責
任
体
制
等
を
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
（
3
）

。

九
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
二
）

旧
行
政
機
関
法
の
成
立
に
際
し
、
衆
・
参
内
閣
委
員
会
に
よ
る

一
二
項
目
か
ら
な
る
附
帯
決
議
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し

て
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
対
策
を
早
急
に
政
府
が
進

め
る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。
民
間
部
門
の
法
制
化
は
国

会
か
ら
政
府
に
対
す
る
宿
題
で
も
あ
っ
た
。

⑵　

民
間
部
門
を
含
む
個
人
情
報
保
護
法
制
の
検
討

政
府
が
民
間
部
門
を
含
む
個
人
情
報
保
護
法
制
の
検
討
に
着
手

す
る
こ
と
と
な
っ
た
直
接
的
契
機
は
、
自
由
民
主
党
、
自
由
党
、

公
明
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
の
政
策
責
任
者
に
よ
り
、「
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
…
三
年
以
内
に
法
制
化
を
図

る
」
旨
の
確
認
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
〇

年
代
当
時
、
民
間
部
門
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子

商
取
引
の
推
進
が
重
要
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
電
子
商
取
引

の
推
進
に
は
個
人
情
報
の
保
護
等
の
安
全
性
の
向
上
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
検
討
の
場
は
、
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本

部
（
平
成
六
年
八
月
、
閣
議
決
定
に
よ
り
設
置
。）
に
置
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
官
民
を
通
じ
た
個
人
情

報
保
護
政
策
の
所
管
省
庁
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、

総
合
調
整
機
関
で
あ
る
内
閣
官
房
が
内
閣
官
房
幹
部
の
決
断
で
自

ら
引
き
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
確
認
書
に
は
「
三
年
以
内
に
法

で
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
、
外
国
制
度
、
論
文
、
判
例
等
が
収
集
、

蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
六
一
年
に
、「
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
研
究
会
（
座
長　

林
修
三
元
内
閣

法
制
局
長
官
）」
が
法
制
化
の
必
要
性
、
法
制
の
枠
組
み
等
を
公

表
し
、
そ
れ
を
受
け
、
昭
和
六
三
年
に
旧
行
政
機
関
法
が
制
定
さ

れ
た
。

同
法
は
、
目
的
規
定
で
「
行
政
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
」
と

「
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
」
を
明
記
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

八
原
則
を
我
が
国
の
関
連
法
制
と
の
整
合
性
を
確
保
し
つ
つ
条
文

化
し
て
い
た
。
ま
た
、
対
象
情
報
を
電
子
計
算
機
処
理
個
人
情
報

等
に
限
定
し
、
本
人
か
ら
の
開
示
請
求
を
請
求
権
と
し
、
各
省
等

に
利
用
目
的
、
記
録
項
目
、
所
在
場
所
等
を
整
理
し
た
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
を
調
整
、
公
開
さ
せ
、
総
務
庁
長
官
に
各
省
庁
の
運
営

に
関
し
一
定
範
囲
で
関
与
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
請
求
権
化

は
法
制
論
的
な
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
。
他
方
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
情

報
は
対
象
と
さ
れ
ず
、
訂
正
、
利
用
停
止
等
は
制
度
化
さ
れ
な

か
っ
た
。

国
会
審
議
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
情
報
の
扱
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
の
明
記
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
収
集
制
限
、
総
務
庁
長
官
の

監
督
権
限
等
に
関
し
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

一
〇
〇
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整
備
し
、
推
進
す
る
趣
旨
で
あ
り
、「
基
本
原
則
」
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

八
原
則
を
我
が
国
の
状
況
に
即
し
再
整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
9
）

。

基
本
原
則
は
個
人
情
報
の
保
有
者
の
「
責
務
」
と
さ
れ
て
い
た
。

報
道
等
に
つ
い
て
の
各
原
則
の
適
用
除
外
の
要
否
、
本
人
開
示
の

法
的
性
格
、
刑
事
罰
等
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
て
い
る
も
の
が
少

な
く
な
か
っ
た
（
10
）

。

（
イ
）
法
制
化
委
員
会
に
お
け
る
検
討

部
会
中
間
報
告
を
法
制
化
に
向
け
て
検
討
す
る
場
と
し
て
、
平

成
一
一
年
一
二
月
、
高
度
情
報
通
信
社
会
本
部
に
個
人
情
報
保
護

法
制
化
検
討
委
員
会
（
委
員
長　

園
部
逸
夫
立
命
館
大
学
客
員
教

授
、
前
最
高
裁
判
所
判
事
。
以
下
、「
法
制
化
委
員
会
」
と
い

う
。）
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、

情
報
法
制
、
計
画
法
制
、
法
曹
実
務
、
行
政
政
策
に
関
す
る
有
識

者
九
人
で
構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
検
討
部
会
座
長
が
常
時
出
席

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
事
務
局
は
内
閣
官
房
内
政
審
議
室
に
新
た

に
設
置
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
担
当
室
が
担
当
し
た
（
後
に
内
閣

官
房
に
直
接
設
置
（
11
）

。）。

①　

中
間
整
理

法
制
化
委
員
会
は
、
平
成
一
二
年
二
月
四
日
以
降
、
頻
繁
に
開

催
さ
れ
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
論
点
項
目
毎

制
化
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
に
開
か

れ
る
通
常
国
会
に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（
ア
）
検
討
部
会
に
お
け
る
検
討

高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
は
、
平
成
一
一
年
七
月
、
個
人

情
報
保
護
検
討
部
会
（
座
長　

堀
部
政
男
中
央
大
学
教
授
。
以
下
、

「
検
討
部
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
、
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
検
討
部
会
の
委
員
は
、

学
界
（
比
較
法
、
刑
法
）、
経
済
界
、
消
費
者
団
体
等
か
ら
な
り
、

基
本
的
な
在
り
方
の
検
討
に
ふ
さ
わ
し
い
構
成
に
な
っ
て
い
た
（
8
）

。

こ
の
た
め
、
い
っ
た
ん
中
間
報
告
と
い
う
形
で
公
表
し
、
法
制
化

に
向
け
た
法
制
論
的
、
専
門
的
な
検
討
は
、
別
の
場
を
設
け
て
検

討
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
検
討
部
会
は
平
成
一
一
年
七
月
以
降
、

九
回
開
会
さ
れ
、
同
年
一
一
月
、「
我
が
国
に
お
け
る
個
人
情
報

保
護
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
（
中
間
報
告
）」（
以
下
、「
部
会
中
間

報
告
」
と
い
う
。）
を
公
表
し
た
。

部
会
中
間
報
告
は
、「
個
人
情
報
法
保
護
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と

な
る
基
本
原
則
等
を
確
立
す
る
た
め
、
全
分
野
を
包
括
す
る
基
本

法
の
制
定
、
保
護
の
必
要
性
と
利
用
面
等
の
有
用
性
の
両
立
等
を

提
言
し
た
。「
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
と
は
、
基
本

法
、
個
別
法
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
施
策
を
総
合
的
、
体
系
的
に

一
〇
一
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②　

大
綱

法
制
化
委
員
会
は
、
中
間
整
理
公
表
後
、
再
度
、
関
係
団
体
等

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
項
目
毎
の
検
討
を
行
い
、
平
成
一
二
年

一
〇
月
に
個
人
情
報
保
護
基
本
法
制
に
関
す
る
大
綱
（
以
下
、

「
大
綱
」
と
い
う
。）
を
決
定
し
た
。

「
基
本
原
則
」
は
、
中
間
整
理
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
そ
の
法

的
な
性
格
は
、
個
人
情
報
を
取
扱
う
者
の
自
主
的
な
努
力
義
務
と

さ
れ
る
と
と
も
に
政
府
が
講
ず
べ
き
施
策
等
の
指
針
と
さ
れ
た
。

「
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
」
は
、「
三　

個
人
情
報
取
扱
事
業

者
（
仮
称
）
の
義
務
等
」
に
お
い
て
、
一
定
の
事
業
者
に
対
す
る

法
律
上
の
義
務
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。
こ
の
義
務
を
担

保
す
る
仕
組
み
は
、
規
制
シ
ス
テ
ム
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
規
制
緩
和
の
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
自
律

的
な
措
置
を
重
視
し
、
主
務
大
臣
に
よ
る
助
言
又
は
改
善
指
示
、

改
善
・
中
止
命
令
、
命
令
違
反
に
対
す
る
罰
則
等
は
必
要
最
小
限

か
つ
段
階
的
な
関
与
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
13
）

。

中
間
整
理
ま
で
の
基
本
法
構
想
か
ら
基
本
法
・
民
間
一
般
法
構

想
へ
と
進
化
で
き
た
の
は
、
中
間
整
理
後
の
各
省
庁
、
経
済
界
等

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
厳
し
い
状
況
認
識
の
共
有
が
あ
り
、

積
極
的
対
応
の
方
向
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
そ
う
な
こ
と
が
判

の
審
議
等
一
二
回
の
調
査
審
議
を
経
て
、
同
年
六
月
二
日
、「
個

人
情
報
保
護
基
本
法
制
に
関
す
る
大
綱
案
（
中
間
整
理
）」（
以
下
、

「
中
間
整
理
」
と
い
う
。）
を
公
表
し
た
。

中
間
整
理
に
お
け
る
基
本
原
則
の
項
目
は
①
利
用
目
的
に
よ
る

制
限
、
②
内
容
の
正
確
性
の
確
保
、
③
適
正
な
方
法
に
よ
る
取
得
、

④
安
全
確
保
措
置
の
実
施
、
⑤
透
明
性
の
確
保
と
さ
れ
た
（
12
）

。
各
項

目
は
部
会
中
間
報
告
を
内
容
的
に
踏
襲
し
て
い
る
が
、
項
目
立
て

は
再
整
理
し
て
い
る
。
基
本
原
則
の
法
的
な
表
現
は
、「
以
下
の

よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
」
と
曖
昧
に
し
、
引
き

続
き
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。「
五　

事
業
者
が
遵
守
す
べ
き

事
項
」
は
、
基
本
原
則
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
業
者

の
自
主
的
な
措
置
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
一
方
、「（
注
）
書

き
」
で
義
務
規
定
と
す
る
こ
と
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
等
の
扱
い
、
消
費
者
団
体
等
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
漏
え
い
等
に
関
す
る
罰
則
、
第
三
者
的
な
苦
情
・
紛
争
処
理
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
時
間
の
限
ら
れ
て
い
る
中
、
中
間
整
理
で
と
り
あ
え
ず

骨
格
を
示
し
、
各
方
面
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
細
部
を
詰
め
る
と

い
う
手
順
が
と
ら
れ
た
。

一
〇
二



個
人
情
報
保
護
法
制
定
過
程
に
関
す
る
考
察
（
藤
井
）

（
四
一
五
）

一
三
年
三
月
二
日
、
九
日
に
内
閣
部
会
、
二
二
日
に
政
調
審
議
会
、

二
三
日
に
総
務
会
が
開
催
さ
れ
、
党
と
し
て
の
了
承
を
得
た
。
公

明
党
、
保
守
党
か
ら
も
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
了
承
を
得
、
二
七
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
、
第
一
五
一
国
会
に
提
案
さ
れ
た
。

第
一
五
一
国
会
提
出
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案

（
以
下
、「
旧
法
案
」
と
い
う
。）
は
個
人
情
報
保
護
施
策
の
総
合

的
推
進
等
を
規
定
す
る
第
一
〜
三
章
の
基
本
法
の
部
分
と
第
四
章

の
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
す
る
規
律
を
規
定
す
る
一
般
法
の

部
分
か
ら
な
っ
て
い
た
。

旧
法
案
に
お
け
る
基
本
原
則
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
た
。

「
第
二
章　

基
本
原
則

（
基
本
理
念
）
第
三
条　

個
人
情
報
が
個
人
の
人
格
尊
重
の
理
念

の
下
に
慎
重
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
者
は
、
次
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に

規
定
す
る
基
本
原
則
に
の
っ
と
り
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　

次
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
表
現
の
自
由
、
学
問
の

自
由
、
信
教
の
自
由
及
び
政
治
活
動
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す

る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、
基
本
法
構
想
で
は
個
別
法
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
個
別
法
担
当
省
庁
に
お
い
て
、
一
般
法

が
あ
っ
た
方
が
進
め
や
す
い
と
考
え
て
い
る
状
況
が
窺
え
た
こ
と

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
一
般
的
な
規
制
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

そ
の
上
で
、
分
野
等
別
に
必
要
な
法
整
備
又
は
自
主
規
律
を
上
乗

せ
す
る
と
い
う
体
系
に
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
等
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
す
る

義
務
規
定
は
適
用
し
な
い
が
、
自
主
的
な
努
力
義
務
の
か
か
る
基

本
原
則
は
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
表
現
の
自
由
と
同

様
に
、
政
府
の
慎
重
な
対
応
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
、
宗
教
、
学

術
、
政
治
分
野
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
立
案
過
程
に
お
い
て
適
切

に
調
整
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
綱
で
は
、
基
本
法
構
想
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
法
律
上
の
検
討
課
題
、
適
用
除
外
等
の

問
題
に
つ
い
て
決
断
が
な
さ
れ
た
。

⑶　

旧
法
案
の
立
案

大
綱
と
り
ま
と
め
後
、
法
案
の
国
会
成
立
ま
で
、
引
き
続
き
内

閣
官
房
個
人
情
報
保
護
担
当
室
が
事
務
作
業
を
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
法
案
は
、
関
係
省
庁
と
の
調
整
、
内
閣
法
制
局
の
審
査

を
経
た
後
、
与
党
審
査
を
受
け
た
。
自
民
党
に
い
て
は
、
平
成

一
〇
三
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さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
、
入
念
に
規
定
さ
れ
た
。

第
四
章
に
は
上
記
五
原
則
を
具
体
化
し
た
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
の
遵
守
す
べ
き
義
務
が
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
自
主
規
律
の
核

と
な
る
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
、
主
務
大
臣
の
監
督
権
限
等
が

規
定
さ
れ
た
。

第
五
章
は
報
道
機
関
、
学
術
研
究
機
関
、
宗
教
団
体
、
政
治
団

体
に
つ
い
て
、
各
機
関
等
の
目
的
に
必
要
な
範
囲
で
第
四
章
の
適

用
を
除
外
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

旧
法
案
は
、
当
然
、
大
綱
に
立
法
技
術
を
加
え
具
体
化
し
、
条

文
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

⑷　

新
行
政
機
関
法
案
の
立
案

行
政
機
関
法
は
基
本
法
（
親
法
）
に
対
し
個
別
法
（
子
法
）
の

位
置
に
あ
る
。
旧
行
政
機
関
法
は
基
本
法
が
成
立
し
た
段
階
で
、

基
本
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
見
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧

法
案
の
国
会
提
出
後
、
審
議
の
難
航
が
予
想
さ
れ
、
既
に
野
党
等

か
ら
行
政
機
関
法
と
併
せ
て
審
議
す
べ
き
と
の
声
も
聞
こ
え
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
行
政
管
理
局
は
、
基
本
法
が
未
成
立
で

確
定
し
て
い
な
い
段
階
で
で
は
あ
る
が
、
旧
行
政
機
関
法
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
し
た
。

旧
行
政
機
関
法
施
行
後
、
行
政
機
関
で
は
メ
ー
ン
フ
レ
ー
ム
型

（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）
第
四
条　

個
人
情
報
は
、
そ
の
利
用

の
目
的
が
明
確
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
目
的
の
達
成
に
必

要
な
範
囲
内
で
取
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
正
な
取
得
）
第
五
条　

個
人
情
報
は
、
適
法
か
つ
適
正
な
方

法
で
取
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
正
確
性
の
確
保
）
第
六
条　

個
人
情
報
は
、
そ
の
利
用
の
目
的

の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
性
の
確
保
）
第
七
条　

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て

は
、
漏
え
い
、
滅
失
、
き
損
の
防
止
そ
の
他
の
安
全
管
理
の
た

め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
透
明
性
の
確
保
）
第
八
条　

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て

は
、
本
人
が
適
切
に
関
与
し
う
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

第
三
条
で
は
、
基
本
原
則
は
個
人
情
報
を
取
扱
う
者
全
て
が
努

力
す
べ
き
行
為
規
範
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
基
本
原
則
と

メ
デ
ィ
ア
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
二
項
に
お
い
て
、

表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
政
治
活
動
の
自
由

と
並
べ
、
不
当
に
こ
れ
ら
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
解
釈

一
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般
の
書
面
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
も
対
象
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
一
般
の
書
面
に
記

録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
、
Ｉ
Ｔ
処
理
情
報
に
比
べ
危
険
性
は

少
な
く
、
同
等
の
管
理
も
困
難
で
あ
る
が
、
前
述
の
行
政
機
関
に

お
け
る
個
人
情
報
の
利
用
環
境
に
照
ら
し
、
民
間
部
門
よ
り
念
入

り
に
保
護
す
る
意
義
は
あ
っ
た
。
旧
行
政
機
関
法
で
は
本
人
関
与

の
手
段
は
開
示
請
求
権
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
民
間
部
門
で
開

示
、
訂
正
、
利
用
停
止
義
務
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
と
の
整
合
性
を

図
る
観
点
か
ら
訂
正
、
利
用
停
止
等
請
求
権
が
整
備
さ
れ
た
。
な

お
、
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
等
請
求
に
対
す
る
決
定
は
行
政
処

分
で
あ
り
、
行
政
不
服
審
査
法
、
行
政
事
件
訴
訟
法
に
よ
る
救
済

制
度
の
対
象
と
な
る
。
情
報
公
開
法
制
は
行
政
機
関
法
と
独
立
行

政
法
人
等
法
と
別
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
保
護
法
制

に
お
い
て
も
、
行
政
機
関
法
と
独
立
行
政
法
人
等
法
と
を
別
に
整

備
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
個
人
情
報
開
示
請
求
等
の
拒

否
処
分
に
関
す
る
不
服
審
査
に
つ
い
て
の
諮
問
を
義
務
化
す
る
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
案
も
立
案
さ
れ
た
。

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
全
職
員
が
端
末
機
器
を
利
用
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
シ
ス
テ
ム
に
発
展
す
る
等
、
個
人
情
報
の
利
用
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
ま
た
、
行
政
改
革
委
員
会
か
ら
、
本
人

に
対
す
る
個
人
情
報
の
開
示
は
個
人
情
報
保
護
法
制
に
お
い
て
検

討
す
べ
き
旨
提
言
さ
れ
て
お
り
、
旧
行
政
機
関
法
は
機
会
が
あ
れ

ば
見
直
す
必
要
が
あ
っ
た
（
14
）

。

新
た
な
行
政
機
関
法
案
の
検
討
は
総
務
省
で
開
催
さ
れ
た
行
政

機
関
等
個
人
情
報
保
護
研
究
会
（
座
長　

茂
串
俊
元
法
制
局
長

官
）
で
行
わ
れ
、
事
務
局
は
総
務
省
行
政
管
理
局
が
担
当
し
た
。

平
成
一
三
年
四
月
の
初
会
合
以
降
、
一
一
回
の
調
査
審
議
が
行
わ

れ
た
が
、
七
月
に
中
間
整
理
を
公
表
し
、
一
〇
月
に
「
行
政
機
関

等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
制
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
た
（
15
）

。
こ
れ
を
受
け
、
直
ち
に
、
総
務
省
行
政

管
理
局
で
法
案
の
立
案
を
開
始
し
、
関
係
省
庁
と
の
調
整
、
法
制

局
審
査
、
与
党
審
査
、
閣
議
決
定
を
経
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
等
の
四
法
案
（
以
下
、

「
行
政
機
関
等
四
法
案
」
と
い
う
。）
が
、
平
成
一
四
年
三
月
、
第

一
五
四
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

同
法
案
で
は
、
情
報
公
開
法
の
開
示
制
度
と
旧
行
政
機
関
法
の

開
示
制
度
の
空
隙
を
埋
め
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
フ
ァ
イ
ル
や
一

一
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
八
）

取
材
活
動
に
大
き
な
制
約
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
の
会

長
談
話
を
公
表
し
た
。
新
聞
、
放
送
に
加
え
、
平
成
一
四
年
五
月

に
は
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
な
る
「
個
人
情
報
保
護
法
案

拒
否
共
同
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
会
」、
平
成
一
五
年
二
月
に
は
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
、
日
本
雑
誌
協
会
、
日
本
書
籍
出
版
協
会
が
相
次
い
で

反
対
意
見
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
。

連
日
の
よ
う
に
、
新
聞
の
社
説
、
ニ
ュ
ー
ス
特
番
等
で
メ
デ
ィ

ア
規
制
法
、
民
主
主
義
の
危
機
等
の
見
出
し
が
躍
り
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
に
よ
る
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
日
比
谷
公
園

で
反
対
集
会
等
が
展
開
さ
れ
、
著
名
な
小
説
家
、
評
論
家
が
参
加

す
る
事
態
に
な
っ
た
。
中
に
は
、
法
律
の
内
容
を
理
解
し
て
い
な

い
主
張
や
、
表
現
の
自
由
の
死
と
か
、
住
基
ネ
ッ
ト
は
ジ
ョ
ー

ジ
・
オ
ー
エ
ル
の
近
未
来
小
説
「
一
九
八
四
年
」
の
国
民
管
理
社

会
を
実
現
す
る
も
の
等
の
極
端
な
主
張
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

旧
法
案
が
一
般
事
業
者
に
よ
る
個
人
情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
を
適
正

に
行
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
規
制
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
、
メ
デ
ィ
ア
等
へ
の
適
用
除
外
、
配
慮
規
定
も
十

分
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
は
既
に
与
党
の
理
解
を
得
て
い
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
等
の
反
対
運
動
が
静
ま
ら
な
い

状
況
の
中
で
、
与
党
幹
部
か
ら
政
府
、
与
党
関
係
者
に
対
し
、
国

2
．
個
人
情
報
保
護
法
制
の
国
会
審
議

⑴　

旧
法
案
の
審
議
入
り
難
航
と
メ
デ
ィ
ア
等
と
の
対
話
の
努

力
政
府
は
、
平
成
一
三
年
三
月
、
旧
法
案
を
第
一
五
一
国
会
（
通

常
）
に
提
出
し
た
が
、
新
聞
、
放
送
各
社
は
、
一
斉
に
、
個
人
情

報
保
護
法
案
は
欠
陥
法
案
で
あ
り
、
修
正
又
は
再
提
出
す
べ
き
と

の
論
調
を
展
開
し
た
。
日
本
新
聞
協
会
は
、
四
月
に
、
個
人
情
報

保
護
法
案
と
人
権
擁
護
法
案
の
国
会
提
出
に
関
し
、「
個
人
情
報

保
護
や
人
権
擁
護
を
名
目
に
し
て
、
報
道
の
自
由
を
不
当
に
制
約

し
た
り
、
報
道
機
関
を
監
督
す
る
主
務
大
臣
を
置
い
た
り
、
取

材
・
報
道
活
動
を
独
立
の
行
政
委
員
会
の
裁
量
に
委
ね
る
な
ど
、

報
道
機
関
の
死
活
に
か
か
わ
り
、
断
固
反
対
す
る
。
…
報
道
に
よ

る
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
は
、
報
道
機
関
の
自
主
的

な
対
応
で
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
緊
急
声
明
を
公
表

し
た
。
日
本
民
間
放
送
連
盟
も
「
個
人
情
報
保
護
…
の
必
要
性
は

十
分
理
解
し
て
い
る
。
…
個
人
情
報
保
護
法
案
に
つ
い
て
は
、

「
義
務
規
定
か
ら
適
用
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
目
的
に
よ
る

制
限
や
適
正
な
取
得
、
本
人
の
関
与
な
ど
五
原
則
が
報
道
活
動
に

適
用
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
疑
惑
報
道
、
内
部
告
発
等
の

一
〇
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認
を
求
め
ら
れ
な
い
か
等
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
局
か
ら

は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
番
組
、
モ
デ
ル
小
説
の
映
像
化
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
の
政
治
家
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
に
関
す
る

懸
念
が
示
さ
れ
た
。
週
刊
誌
、
雑
誌
出
版
社
、
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
等
か
ら
は
、

「
報
道
機
関｣

概
念
に
自
分
た
ち
が
含
ま
れ
る
か
否
か
が
不
明
確
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
差
別
で
は
な
い
か
等
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

な
お
、
購
読
者
、
視
聴
者
等
の
販
売
部
門
等
に
お
け
る
顧
客
情
報
、

通
信
販
売
、
懸
賞
事
業
等
に
お
け
る
応
募
者
情
報
等
が
法
の
適
用

対
象
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
異
論
は
な
か
っ
た
。

他
の
重
要
法
案
審
議
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
第

一
五
一
国
会
で
は
本
会
議
で
の
趣
旨
説
明
す
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
継

続
審
議
と
さ
れ
た
。
第
一
五
二
、
第
一
五
三
国
会
で
は
期
間
が
短

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
身
に
つ
い
て
の
審
議
が
全
く
な
さ
れ
な

い
ま
ま
継
続
審
議
と
さ
れ
た
。

⑵　

行
政
機
関
等
四
法
と
の
一
括
審
議

平
成
一
四
年
に
開
か
れ
た
第
一
五
四
国
会
（
通
常
）
に
は
、
政

府
か
ら
行
政
機
関
等
四
法
案
が
国
会
提
出
さ
れ
た
。
行
政
機
関
法

と
の
一
括
審
議
は
野
党
の
主
張
で
あ
り
、
五
法
案
一
括
し
て
、
四

月
二
五
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
趣
旨
説
明
質
疑
が
、
連
休
直
前
の

民
一
般
、
メ
デ
ィ
ア
等
に
対
し
、
再
度
、
積
極
的
な
広
報
、
説
明

活
動
を
展
開
す
る
よ
う
要
請
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
テ
レ
ビ
局
、

新
聞
等
か
ら
の
取
材
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
へ
の
出
席
要
請
等
に
積

極
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
手
分
け
し
て
、
新
聞
協
会
、
民
放

連
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
日
本
雑
誌
協
会
等
に
お
け
る
会
議
へ
の

出
席
、
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
各
社
の
幹
部
ク
ラ
ス
、
実
務
家
ク
ラ
ス

へ
の
説
明
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
議
論
は

か
み
あ
わ
ず
、
誤
解
は
解
け
ず
、
理
解
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、
関
心
の
所
在
、
各
メ
デ
ィ
ア
等
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
箇

所
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
等
も
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
は
理

解
し
て
い
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
等
の
自
律
に
任
せ
る
べ
き
で
、
基
本

原
則
と
し
て
条
文
化
さ
れ
る
と
、
け
ん
制
的
に
運
用
さ
れ
、
取
材

者
及
び
取
材
対
象
者
側
に
お
い
て
萎
縮
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
か

と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
新
聞
社
、
放
送
局
か
ら
は
、
適
正
取
得
、

透
明
性
（
本
人
開
示
）
の
原
則
に
対
す
る
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
調
査
報
道
重
視
の
状
況
下
で
、
潜
行
調
査
に
お
け
る
情
報

源
の
確
保
、
隠
し
撮
り
、
録
音
等
が
適
正
な
個
人
情
報
の
取
得
の

原
則
に
反
す
る
と
い
わ
れ
な
い
か
、
記
者
の
取
材
ノ
ー
ト
、
過
去

の
取
材
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
開
示
対
象
と
な
り
取
材
内
容
の
確

一
〇
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見
に
関
連
し
政
府
の
働
き
か
け
の
有
無
等
で
あ
っ
た
。
行
政
機
関

等
四
法
案
に
つ
い
て
は
、
①
官
に
罰
則
が
無
く
甘
い
の
で
は
な
い

か
、
②
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
取
扱
い
、
③
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
を

禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
④
防
衛
庁
情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト

問
題
（
16
）

等
で
あ
っ
た
。

⑶　

立
案
当
局
に
お
け
る
修
正
論
へ
の
対
応
の
検
討

国
会
審
議
が
膠
着
化
す
る
中
で
、
総
務
省
幹
部
か
ら
は
、
行
革

関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
た
経
験
か
ら
メ
デ
ィ
ア
全
体
が
反
対
し
て

い
る
限
り
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
支
持
は
不

可
欠
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
。
内
閣
官
房
幹
部
か
ら
も
相
当

の
修
正
を
し
て
も
法
案
の
速
や
か
な
成
立
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
と

の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
た
。
立
案
当
局
と
し
て
も
見
直
し
有
り
得

べ
し
と
の
認
識
に
至
っ
た
が
、
旧
法
案
見
直
し
の
焦
点
は
、
メ

デ
ィ
ア
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
基
本
原
則
の
取
扱
い
と
、
野
党
の
こ

だ
わ
り
で
あ
る
行
政
機
関
法
へ
の
罰
則
導
入
に
あ
っ
た
。

（
ア
）
基
本
原
則

基
本
原
則
に
つ
い
て
は
、
部
会
中
間
報
告
に
お
け
る
責
務
規
定

を
努
力
義
務
の
対
象
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
法
的
性
格
の
あ
い

ま
い
さ
を
除
こ
う
と
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
等
の
不
安
、
懸
念
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
類
の
規
定
は
、
理
念
規
定
、

四
月
二
六
日
に
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ

た
。旧

法
案
の
国
会
提
出
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
、
一
部
メ
デ
ィ
ア

の
論
調
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
。
平
成
一
四
年
五
月
一
二
日
付

の
読
売
新
聞
は
、
朝
刊
一
面
に
お
い
て
透
明
性
の
確
保
の
原
則
の

報
道
分
野
へ
の
適
用
除
外
と
表
現
の
自
由
に
対
す
る
配
慮
義
務
の

明
確
化
か
ら
な
る
修
正
試
案
を
提
言
す
る
と
と
も
に
、
法
整
備
を

急
ぐ
べ
き
と
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
国
会
、
他
メ
デ
ィ
ア
に
少
な

か
ら
ぬ
波
紋
を
及
ぼ
し
た
。

内
閣
委
員
会
で
は
、
五
月
一
七
日
か
ら
、
六
月
二
八
日
ま
で
、

六
回
の
質
疑
が
行
わ
れ
、
七
月
二
四
日
に
参
考
質
疑
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
会
期
末
が
到
来
し
、
結
局
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。
審
議

時
間
は
合
計
し
て
一
八
時
間
一
五
分
で
、
平
均
で
三
時
間
に
満
た

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

内
閣
委
員
会
で
の
主
な
論
点
は
、
旧
法
案
に
つ
い
て
は
、
①
基

本
原
則
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
適
用
関
係
、
②
メ
デ
ィ
ア
等
に
対

す
る
適
用
除
外
規
定
の
趣
旨
、
③
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を

明
記
し
な
い
理
由
、
④
民
間
に
対
す
る
制
度
と
行
政
機
関
に
関
す

る
制
度
と
の
対
比
、
⑤
監
督
機
関
の
在
り
方
等
、
⑥
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
、
⑦
読
売
新
聞
の
修
正
意

一
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客
情
報
等
の
Ｉ
Ｔ
処
理
対
応
に
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
問
題
は
遠

い
外
延
部
分
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
大
綱
」
で
個
人
情
報

保
護
取
扱
事
業
者
に
対
す
る
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
段

階
で
基
本
原
則
の
意
義
は
低
下
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
基

本
原
則
は
検
討
部
会
時
代
か
ら
の
基
本
法
構
想
の
根
幹
で
あ
り
、

政
府
、
与
党
幹
部
等
に
対
し
そ
の
よ
う
に
説
明
し
、
定
着
し
て
い

た
。
基
本
原
則
の
撤
廃
は
安
易
に
決
断
で
き
る
問
題
で
は
な
か
っ

た
。そ

こ
で
基
本
原
則
を
撤
廃
し
た
場
合
の
メ
デ
ィ
ア
等
の
反
応
の

見
極
め
が
要
と
な
っ
て
い
た
。
偶
々
、
開
か
れ
て
い
た
全
国
の
放

送
局
、
新
聞
社
の
実
務
責
任
者
か
ら
な
る
会
議
に
お
い
て
立
案
当

局
か
ら
説
明
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
個
人
情
報
保
護
法
の
本
来
の

役
割
は
個
人
情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
対
応
で
、
四
章
の
義
務
規
定
が
要

で
あ
る
旨
の
率
直
な
説
明
に
対
し
、
あ
る
新
聞
社
の
実
務
責
任
者

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
基
本
原
則
を
廃
止
し

た
ら
ど
う
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
そ

の
場
の
雰
囲
気
は
基
本
原
則
を
除
け
ば
対
立
の
解
消
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

（
イ
）
罰
則

野
党
、
メ
デ
ィ
ア
等
は
、
官
僚
パ
ッ
シ
ン
グ
の
風
潮
の
中
で
、

責
務
規
定
、
宣
言
規
定
、
訓
示
規
定
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
し
ろ
法
律
が
行
為
規
範
を
定
立
し
、
そ
の
規
範
に
沿
っ
て
行

動
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
旧
法
案
は
誰
か
が
規
範
に
反
し
て

も
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
行
政
機
関
か
ら
の

監
督
等
も
受
け
な
い
と
し
て
い
た
が
、
第
三
者
が
規
範
に
違
反
し

て
い
る
と
主
張
し
、
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
規
範
の

内
容
が
あ
い
ま
い
で
、
人
に
よ
り
解
釈
が
異
な
り
、
本
来
、
紛
争

解
決
の
た
め
の
法
律
制
度
が
紛
争
を
複
雑
化
、
激
化
さ
せ
る
お
そ

れ
も
あ
っ
た
。
他
方
、
誠
実
に
規
範
を
遵
守
し
た
者
が
損
を
し
、

遵
守
し
な
い
者
が
得
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
有
り
得
る
。
基
本
原

則
の
規
範
が
社
会
の
法
意
識
、
慣
習
と
一
致
し
て
い
れ
ば
問
題
は

な
い
の
だ
ろ
う
が
。
な
お
、
読
売
新
聞
の
修
正
案
は
、
基
本
原
則

の
内
、「
透
明
性
の
確
保
」
に
つ
い
て
報
道
機
関
へ
の
適
用
を
除

外
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
萎
縮
効
果
等
を
云
々
す
る
の
で

あ
れ
ば
、「
適
正
な
取
得
」「
本
人
に
よ
る
関
与｣

等
他
の
原
則
に

お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、
基
本
原
則
の
一
部
に

つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
等
の
適
用
除
外
を
認
め
る
と
、
適
用
除
外
さ
れ

た
部
分
に
つ
い
て
法
的
に
白
地
で
は
な
く
、
免
罪
符
を
与
え
た
も

の
と
反
対
解
釈
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

法
制
化
の
政
策
上
の
主
な
ね
ら
い
は
、
事
業
者
一
般
に
よ
る
顧

一
〇
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膠
着
状
態
が
続
く
中
で
、
内
々
、
与
党
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ

ム
検
討
会
（
座
長
：
自
由
民
主
党
愛
知
和
男
議
員
。
後
に
自
由
民

主
党
亀
井
久
興
議
員
。
以
下
、「
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

と
い
う
。）
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
立
案
当
局
に
対
し
、
大
局
的
観
点

か
ら
行
政
機
関
法
の
罰
則
を
設
け
な
い
と
膠
着
状
態
か
ら
脱
却
で

き
な
い
と
し
て
、
法
制
論
的
、
立
法
技
術
的
困
難
性
を
認
識
し
た

上
、
行
政
機
関
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
得
、
利
用
、
提
供
の
各

段
階
に
お
い
て
処
罰
規
定
を
設
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
検
討
依
頼

が
あ
っ
た
。
立
案
当
局
と
し
て
は
、
行
政
機
関
法
の
義
務
規
定
に

違
反
す
る
だ
け
で
罰
則
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
罰
則
の
必

要
性
（
当
罰
性
）、
構
成
要
件
の
設
計
等
の
基
本
的
な
難
点
が
あ

る
も
の
の
、
職
権
乱
用
罪
、
守
秘
義
務
違
反
等
の
公
務
の
信
頼
性

を
損
な
う
罪
の
延
長
線
で
あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
と
判
断
し
、
そ

の
旨
報
告
し
て
い
た
。

⑷　

旧
法
案
の
廃
案
と
修
正
方
針
の
決
定

第
一
五
五
国
会
は
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
、
五
七

日
の
会
期
で
開
か
れ
た
。
他
の
法
案
が
優
先
的
に
審
議
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
五
法
案
の
審
議
は
一
二
月
四
日
に
三
時
間
半
行
わ
れ

る
に
止
ま
っ
た
。
膠
着
状
態
打
開
の
た
め
、
与
党
か
ら
野
党
に
対

し
、
修
正
協
議
が
も
ち
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
野
党
は
法
案
の
廃

攻
撃
を
行
政
機
関
法
案
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
民
に
罰
則

が
あ
り
、
官
に
罰
則
が
無
い
の
は
官
民
格
差
等
の
主
張
が
た
び
た

び
行
わ
れ
た
。
監
督
機
関
と
事
業
者
と
の
関
係
と
行
政
機
関
の
内

部
関
係
と
を
同
列
で
議
論
す
る
と
い
う
法
制
的
に
は
無
理
の
あ
る

議
論
で
あ
る
が
、
情
緒
的
に
は
説
得
力
が
あ
り
払
拭
で
き
な
い
状

態
が
続
い
た
。
防
衛
庁
情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト
作
成
問
題
の
発

生
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
官
民
格
差
論
が
勢
い
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

個
人
情
報
保
護
法
は
予
防
法
制
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
ら
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
犯
罪
行
為
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
防
衛
庁
の
情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト
問
題
は
職
員
個
人

の
犯
罪
行
為
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
行
政
機
関
の
職
員
が

法
令
を
適
正
に
運
用
す
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
国
家

公
務
員
法
上
の
守
秘
義
務
、
法
令
順
守
義
務
等
が
課
さ
れ
、
守
秘

義
務
違
反
は
刑
事
罰
、
そ
の
他
は
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
り
、
最

悪
の
場
合
職
を
失
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
違
法
な
運
用

に
よ
り
国
民
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
た
場
合
は
行
政
事
件
訴
訟
法

に
よ
る
処
分
の
取
り
消
し
、
国
賠
法
等
に
よ
る
損
失
の
救
済
等
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
法
制
に
お
い
て
、

行
政
機
関
の
職
員
に
よ
る
法
律
の
適
正
な
運
用
は
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。

一
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が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
既
存
の
特
別
委
員
会
を
廃
止
し
て
ま
で
し

て
も
次
期
通
常
国
会
で
は
必
ず
成
立
さ
せ
る
と
の
強
い
意
思
が

あ
っ
た
。

与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
一
二
月
五
、
六
日
に
国
会
近
く

の
ホ
テ
ル
の
一
室
で
開
か
れ
、
与
党
三
党
修
正
要
綱
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
、
六
日
夕
刻
に
与
党
国
対
委
員
長
か
ら
公
表
さ
れ
た
。

与
党
三
党
修
正
要
綱
（
平
成
一
四
年
一
二
月
六
日
）
は
、
以
下

の
内
容
（
原
文
）
で
あ
っ
た
。

「（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
関
係
）

1
．
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
基
本
原
則
を
削
除
す
る
。

2
．
第
四
〇
条
に
お
い
て
、
報
道
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
者
に
対

し
、
主
務
大
臣
は
関
与
し
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
。

3
．
第
五
五
条
に
お
い
て
、
報
道
の
定
義
を
明
記
す
る
。

4
．
第
五
五
条
に
お
い
て
、
第
五
章
の
適
用
除
外
と
な
る
報
道
機

関
に
個
人
を
含
む
こ
と
明
記
す
る
。

5
．
第
五
五
条
に
お
い
て
、
著
述
を
業
と
し
て
行
う
者
を
第
五
章

の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案

関
係
）

1
．
行
政
機
関
の
職
員
等
に
対
し
て
次
の
処
罰
規
定
を
設
け
る
。

案
を
主
張
し
、
協
議
は
進
ま
な
か
っ
た
。
与
党
理
事
か
ら
民
主
党

に
対
し
最
終
回
答
を
求
め
る
も
返
事
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
直

ち
に
、
与
党
理
事
か
ら
与
党
幹
事
長
・
国
対
委
員
長
に
法
案
成
立

が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
与
党
幹
事
長
・
国
対
委

員
長
か
ら
は
五
法
案
を
い
っ
た
ん
廃
案
に
し
た
上
、
五
法
案
を
修

正
し
政
府
が
再
提
出
す
べ
き
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
、

与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
対
し
、
修
正
方
針
の
検
討
が
指
示

さ
れ
た
。
五
日
に
は
総
理
、
公
明
党
代
表
、
保
守
党
党
首
の
会
談

が
あ
り
、
法
案
を
い
っ
た
ん
廃
案
に
し
、
修
正
の
上
、
再
提
出
し
、

与
党
の
責
任
で
成
立
を
図
る
旨
の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
実
際
に

は
、
し
ば
ら
く
前
に
、
与
党
国
対
内
で
法
案
は
い
っ
た
ん
廃
案
に

し
て
次
期
通
常
国
会
で
決
着
を
図
る
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

常
任
委
員
会
は
週
二
回
の
開
催
が
定
例
で
重
要
法
案
を
審
議
す
る

に
必
要
な
時
間
、
他
大
臣
の
日
程
確
保
が
困
難
な
こ
と
、
内
閣
委

員
会
委
員
長
は
当
時
民
主
党
議
員
で
あ
り
、
審
議
の
積
極
的
な
運

営
ま
で
期
待
で
き
な
い
等
の
事
情
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
法
案
の

ま
ま
で
は
マ
ス
コ
ミ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
状
況
に
も
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
五
法
案
を
廃
案
に
し
、
必
要
な
見
直
し
を

行
っ
た
上
、
政
府
に
再
提
出
さ
せ
る
。
新
た
に
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
集
中
的
に
審
議
さ
せ
、
委
員
長
も
与
党
が
確
保
す
る
構
想

一
一
一
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な
原
点
を
維
持
し
つ
つ
、
法
案
の
成
立
を
最
優
先
す
る
と
い
う
政

治
的
決
断
に
よ
り
、
基
本
原
則
を
削
除
す
る
と
の
方
針
が
決
定
さ

れ
た
。
な
お
、
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
の
中
核
と
い
う
べ
き
個
人

の
人
格
尊
重
の
理
念
の
下
に
、
個
人
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
う
べ

き
も
の
で
あ
る
旨
の
第
三
条
基
本
理
念
は
存
続
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。法

案
修
正
は
、
通
例
は
野
党
が
修
正
案
を
提
出
し
、
与
党
が
協

議
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
与
党
単
独
で

修
正
方
針
を
作
成
し
、
政
府
か
ら
法
案
を
再
提
出
す
る
と
い
う
異

例
の
対
応
と
な
っ
た
。
与
党
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
理
由
、

経
緯
を
国
民
に
的
確
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

以
下
の
内
容
（
原
文
）
が
与
党
三
党
国
対
委
員
長
談
話
と
い
う
形

で
公
表
さ
れ
た
。

「
与
党
三
党
国
対
委
員
長
談
話(

平
成
一
四
年
一
二
月
六
日)

1
．
与
党
三
党
は
、
個
人
情
報
保
護
法
制
は
Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
い
て
、

国
民
生
活
の
保
護
の
た
め
に
不
可
欠
な
基
盤
法
制
と
の
認
識

に
た
ち
、
そ
の
早
期
成
立
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
。

2
．
本
法
案
は
、
本
来
、
メ
デ
ィ
ア
規
制
を
内
容
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
意
図
も
全
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
方
面

の
理
解
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

・　

自
己
の
利
益
を
図
る
目
的
で
職
権
を
乱
用
し
た
個
人
の
秘
密

の
収
集

・　

個
人
情
報
の
盗
用
又
は
不
正
目
的
で
の
提
供

・　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
さ
れ
て
い
る
個
人
デ
ー
タ
の
漏
え

い
」

2
は
、
メ
デ
ィ
ア
等
全
体
が
主
張
し
て
い
た
、
委
縮
効
果
、
取

材
対
象
の
協
力
に
関
す
る
懸
念
、
3
は
、
報
道
機
関
概
念
に
関
す

る
週
刊
誌
、
雑
誌
の
出
版
社
等
か
ら
の
懸
念
、
4
は
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
の
懸
念
、
5
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、

モ
デ
ル
小
説
作
家
等
の
懸
念
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
措
置
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
国
会
審
議
の
過
程
で
政
府
側
か
ら

条
文
の
趣
旨
、
解
釈
、
運
用
で
対
応
可
能
で
あ
る
旨
繰
り
返
し
答

弁
さ
れ
て
お
り
、
入
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

行
政
機
関
の
職
員
等
に
対
す
る
処
罰
規
定
は
、
行
政
機
関
に
お

け
る
個
人
情
報
の
取
得
、
利
用
、
提
供
の
各
段
階
に
お
い
て
重
大

な
法
益
を
損
な
う
行
為
に
つ
い
て
処
罰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

見
直
し
の
最
大
の
焦
点
は
1
の
基
本
原
則
の
取
扱
い
で
あ
っ
た
。

与
党
も
メ
デ
ィ
ア
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
等

の
最
大
な
こ
だ
わ
り
が
基
本
原
則
に
あ
る
と
の
認
識
は
政
府
と
共

有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
政
策
的

一
一
二
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保
護
関
連
五
法
案
を
早
急
に
成
立
さ
せ
る
べ
く
、
不
退
転
の
決
意

で
臨
む
こ
と
と
す
る
。」

こ
の
よ
う
な
法
案
を
い
っ
た
ん
廃
案
に
し
、
再
提
出
し
た
上
成

立
を
図
る
と
い
う
一
連
の
過
程
は
、
政
治
の
力
が
発
揮
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
り
な
し
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

⑸　

新
法
案
の
提
出
と
審
議

立
案
当
局
は
直
ち
に
旧
五
法
案
の
見
直
し
を
行
い
、
新
五
法
案

は
再
度
、
各
省
調
整
、
法
制
局
審
査
、
与
党
各
党
の
党
内
手
続
を

経
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成
一
五
年
三
月
七
日
、
第
一
五
六
国
会

に
提
出
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
四
月
八
日
に
新
五
法
案
は
、
一
括
し
て
衆
議
院
本

会
議
で
趣
旨
説
明
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長
は
自
由
民
主
党
村
井
仁
議

員
。）
が
設
け
ら
れ
、
四
月
一
四
日
か
ら
連
日
の
よ
う
に
審
議
さ

れ
、
九
回
の
審
議
と
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
、
四
月
二
五
日
に
政

府
案
が
可
決
さ
れ
た
。
政
府
案
は
連
休
明
け
の
五
月
六
日
に
衆
議

院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
五
月
九
日
の
本
会
議
で
新
五
法
案
一
括

し
て
趣
旨
説
明
・
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
参
議
院
で
も
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長
は
自
由
民
主
党
尾
辻
秀
久

現
在
に
至
る
ま
で
不
安
・
懸
念
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

3
．
ま
た
、
野
党
に
対
し
て
は
、
法
案
の
早
期
成
立
を
図
る
べ
く

修
正
協
議
を
求
め
、
努
力
を
尽
く
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
野
党
か
ら
は
実
質
的
な
回
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
与
党
三
党
と
し
て
は
、
今
般
、
政
府
原
案
に
対
す

る
修
正
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
政
府
に
提
示
し
、
法
案
の
次

期
通
常
国
会
へ
の
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

4
．
具
体
的
に
は
、
個
人
情
報
保
護
法
案
に
つ
い
て
は
、
表
現
の

自
由
と
個
人
情
報
の
保
護
の
両
立
を
は
か
る
と
い
う
政
府
原

案
の
趣
旨
を
一
層
明
確
に
す
る
た
め
の
所
要
の
修
正
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
等
に
お
か
れ
て
は
、
従
来
か
ら

個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う

が
、
今
後
と
も
自
主
的
・
自
律
的
に
個
人
情
報
保
護
措
置
に

つ
い
て
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

行
政
機
関
の
個
人
情
報
保
護
法
案
に
つ
い
て
も
、
行
政
機
関

の
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
状
況
に
か
ん
が
み
、
行
政
に
対
す
る
国
民

か
ら
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
の
所
要
の
修
正
を
求
め
る
こ

と
と
し
た
。

与
党
三
党
と
し
て
は
、
次
期
通
常
国
会
に
お
い
て
、
個
人
情
報

一
一
三
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で
あ
っ
た
。
野
党
か
ら
は
住
基
コ
ー
ド
に
よ
る
個
人
情
報
の
名
寄

せ
、
民
間
流
出
へ
の
懸
念
、
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

法
制
の
未
整
備
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
住
民
基
本

台
帳
法
附
則
第
一
条
二
項
の
「
個
人
情
報
法
保
護
に
関
す
る
万
全

の
措
置
」
の
追
加
修
正
等
の
流
れ
の
中
で
、
地
方
行
政
委
員
会
所

属
議
員
、
Ｉ
Ｔ
推
進
派
議
員
を
中
心
に
与
党
議
員
の
間
で
も
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
公
明
党
は
以
前
か
ら
個

人
情
報
保
護
、
情
報
公
開
等
は
重
要
政
策
課
題
と
の
認
識
は
あ
っ

た
。
個
人
情
報
保
護
が
与
党
の
公
式
の
政
策
課
題
と
な
っ
た
の
は
、

平
成
一
一
年
六
月
の
自
由
民
主
党
、
自
由
党
、
公
明
党
・
改
革
ク

ラ
ブ
政
策
責
任
者
確
認
書
に
よ
る
（
17
）

。
直
ち
に
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
設
け
ら
れ
、
計
一
九
回
と
頻
繁
に
開
催
さ
れ
た
。
与
党

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
立
案
当
局
と
の
密
接
な
協
力
、
連
携
関

係
に
あ
っ
た
が
、
法
案
の
提
出
、
修
正
、
国
会
成
立
ま
で
の
与
党

内
で
の
政
策
的
な
判
断
等
に
際
し
中
核
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。

⑵　

メ
デ
ィ
ア
等
の
論
調
の
変
化

平
成
一
一
年
七
月
に
検
討
部
会
に
お
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ
た

と
き
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
を
歓
迎
し
実
効
的
な
制
度
を
求
め
る

と
の
論
調
で
あ
っ
た
（
18
）

。
そ
れ
が
、
旧
法
案
が
国
会
提
出
さ
れ
る
と

一
斉
に
反
対
の
論
調
に
変
わ
り
、
激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ

議
員
。）
が
設
け
ら
れ
、
一
二
日
に
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
参
考
人
質
疑
を
含
め
七
回
の
審
議
が
行
わ
れ
た
後
、
可
決
さ

れ
た
。
本
会
議
は
二
三
日
に
開
催
さ
れ
、
新
五
法
が
可
決
、
成
立

し
た
。

3 

．
個
人
情
報
保
護
法
制
の
制
定
過
程
に
お
け

る
与
野
党
、
メ
デ
ィ
ア
等
の
対
応

⑴　

与
野
党
の
ス
タ
ン
ス

個
人
情
報
保
護
、
情
報
公
開
等
は
市
民
の
権
利
の
保
護
の
た
め

の
政
策
と
し
て
、
当
時
の
野
党
に
親
和
性
が
あ
っ
た
。
野
党
に
親

和
性
の
あ
る
法
制
で
も
、
政
府
が
法
案
を
提
出
す
る
と
、
共
通
部

分
に
同
調
す
る
よ
り
違
い
を
強
調
し
対
立
的
な
姿
勢
を
と
り
が
ち

で
あ
る
。
加
え
て
、
当
時
、
野
党
内
は
複
雑
で
、
連
絡
機
関
は
設

け
ら
れ
て
い
た
が
対
処
方
針
の
集
約
に
時
間
を
要
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
時
の
与
党
に
と
っ
て
個
人
情
報
保
護
等
は
関

心
の
強
い
政
策
課
題
で
は
な
か
っ
た
。
一
つ
の
課
題
と
い
う
認
識

は
あ
っ
て
も
緊
急
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
与
党
が
喫
緊

の
課
題
と
し
て
個
人
情
報
保
護
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
整
備
に
関
す
る
平
成
一
一
年
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

一
一
四
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る
法
律
案
」
を
第
一
五
四
国
会
に
提
出
し
た
（
22
）

。
自
民
党
内
の
青
少

年
社
会
対
策
基
本
法
案
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
の
救
済
及
び
予

防
等
に
関
す
る
法
律
案
、
旧
個
人
情
報
保
護
法
案
は
、
メ
デ
ィ
ア

規
制
三
法
と
称
さ
れ
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
時
、
行
き
過
ぎ
た
報
道
に
つ
い
て
国
会
内
の
一
部
議
員

の
間
で
も
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
た
が
、
自
民
党
内
に
「
報
道

と
人
権
等
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
：
谷
川
和
穂
議

員
）」、
放
送
活
性
化
検
討
委
員
会
（
座
長
：
熊
代
明
彦
議
員
）」

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
メ
デ
ィ
ア
は
ま
す
ま
す
警

戒
心
を
高
め
て
い
た
。

4
．
個
人
情
報
保
護
法
制
の
成
果

公
共
政
策
論
的
立
場
か
ら
は
、
法
律
を
整
備
し
た
だ
け
で
目
的

を
達
成
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
法
律
制
度
は
適
切
な
運
営
を

伴
い
成
果
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
実
社
会
の
個
人

情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
に
関
連
す
る
課
題
解
決
に
成
果
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
が
重
要
で
あ
る
。

⑴　

政
策
体
系
、
組
織
体
制
の
整
備

従
来
、
民
間
部
門
の
個
人
情
報
保
護
政
策
の
担
当
機
関
す
ら
明

る
こ
と
と
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
等
の
論
調
変
化
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
自
ら
個
人

情
報
を
取
扱
う
事
業
者
の
立
場
で
本
法
制
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
政
府
の
検
討
に
あ
わ
せ
、
メ
デ
ィ
ア
内
で

も
合
同
で
個
人
情
報
保
護
法
制
の
研
究
が
始
め
ら
れ
関
心
が
高

ま
っ
て
い
た
。
本
法
制
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
制
度
と

認
識
す
る
と
歴
史
的
経
緯
か
ら
メ
デ
ィ
ア
等
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
個
人
情
報
保
護
法
で
メ
デ
ィ
ア
へ

の
適
用
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
個
人
情

報
保
護
法
は
規
制
色
が
強
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
法
律
の
対
象
と
し
た
上
、
自
主
規
律

を
求
め
必
要
な
範
囲
で
の
適
用
除
外
を
指
令
し
て
い
た
（
19
）

。

背
景
の
二
つ
目
と
し
て
、
当
時
の
政
治
、
行
政
と
メ
デ
ィ
ア
の

間
の
緊
張
関
係
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
平
成
一
一
年
に
「
犯
罪

捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
一
一
、
法
律

一
三
七
号
）」
が
成
立
し
て
い
た
（
20
）

。
ま
た
、
自
民
党
は
、
平
成

一
二
年
に
党
内
の
案
と
し
て
「
青
少
年
社
会
環
境
対
策
基
本
法

案
」
を
公
表
し
た
（
21
）

。
加
え
て
、
政
府
は
同
和
対
策
の
抜
本
的
な
見

直
し
と
総
合
的
な
人
権
救
済
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成

一
四
年
に
「
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
の
救
済
及
び
予
防
等
に
関
す

一
一
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フ
ォ
ロ
ー
と
見
直
し
過
程
等
が
体
系
化
さ
れ
、
政
策
の
総
合
性
、

推
進
体
制
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
。

⑵　

各
般
の
施
策
の
展
開

民
間
部
門
で
は
、
多
様
な
分
野
の
極
め
て
多
数
の
企
業
が
個
人

情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
管
理
体
制
・
規
定
等
の
整
備
、

従
業
員
研
修
等
の
組
織
的
措
置
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
・

機
器
の
配
備
等
の
技
術
的
措
置
等
の
様
々
な
措
置
を
実
施
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
本
法
制
で
は
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
措
置
を
全
事

業
者
に
効
率
的
、
効
果
的
に
展
開
す
る
観
点
か
ら
、
事
業
分
野
ご

と
に
主
務
大
臣
を
置
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
認
定
個
人
情
報
保
護

団
体
を
整
備
し
、
自
主
規
律
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
き
め
細
か
い

対
応
が
可
能
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
、
金
融
・

信
用
、
情
報
通
信
等
の
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
格
別
の
措
置

を
求
め
て
い
る
。
現
在
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
二
七
分
野
で
四
〇
件

が
整
備
さ
れ
、
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
は
三
九
団
体
が
認
定
さ

れ
て
い
る
（
25
）

。
ま
た
、
特
定
分
野
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
上

乗
せ
、
守
秘
義
務
化
、
貸
金
業
者
の
目
的
外
利
用
の
罰
則
化
等
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
（
26
）

。

確
で
な
か
っ
た
が
、
基
本
法
部
分
は
、
民
間
部
門
を
含
む
個
人
情

報
保
護
施
策
の
推
進
体
制
の
整
備
、
政
策
の
総
合
性
の
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。
現
在
、
民
間
部
門
を
含
め
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
政
策
の
と
り
ま
と
め
、
運
営
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
は
消
費
者
庁
消

費
者
制
度
課
が
担
当
し
（
23
）

、
個
人
情
報
法
保
護
法
の
制
度
・
運
営
に

必
要
な
調
査
審
議
は
内
閣
府
消
費
者
委
員
会
個
人
情
報
保
護
専
門

調
査
会
（
24
）

が
行
っ
て
い
る
。
平
成
一
六
年
四
月
に
、
個
人
情
報
保
護

政
策
の
総
合
的
な
基
本
方
針
で
あ
る
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
基
本
方
針
」
が
始
め
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
国
民
生
活
審
議
会

個
人
情
報
保
護
部
会
は
、
平
成
一
九
年
六
月
、
今
後
の
法
制
に
関

連
し
て
、「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
（
意
見
）。

（
以
下
、「
意
見
」
と
い
う
。）」
を
、
消
費
者
委
員
会
個
人
情
報
保

護
専
門
調
査
会
は
、
平
成
二
三
年
七
月
、「
個
人
情
報
保
護
法
及

び
そ
の
運
用
に
関
す
る
主
な
検
討
課
題
（
以
下
、「
主
な
検
討
課

題
」
と
い
う
。）」
を
公
表
し
て
い
る
。

国
の
行
政
部
門
に
つ
い
て
は
、
旧
行
政
機
関
法
時
代
か
ら
総
務

省
行
政
管
理
局
が
制
度
を
所
管
し
、
運
営
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
等

し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
独
立
行
政
法
人
法
が
加
わ
り
、
毎
年
、
詳

細
な
法
施
行
状
況
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
政
策
の
立
案
、
実
施
、
施
行
状
況
の

一
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ト
を
か
け
て
も
リ
ス
ク
の
根
絶
は
困
難
と
さ
れ
る
。
リ
ス
ク
と
コ

ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
組
織
的
、
技
術
的
な
対
策
を
向

上
さ
せ
、
継
続
す
る
以
外
に
手
立
て
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑷　

過
剰
反
応
問
題

前
記
「
意
見
」、「
主
な
検
討
課
題
」
で
は
、
近
年
、
災
害
時
要

援
護
者
リ
ス
ト
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の
た
め
の
対
象

者
名
簿
、
自
治
会
名
簿
、
学
校
の
緊
急
連
絡
網
等
の
必
要
な
名
簿

の
作
成
が
困
難
と
な
る
い
わ
ゆ
る
過
剰
反
応
問
題
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
29
）

。
ま
た
、
同
窓
会
名
簿
等
も
作
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
法
は
、
第
一
条
（
目
的
）
で
「
個
人

情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
」
こ
と
、
第
二
条
（
定
義
）
等
で
第
四
章
の
義
務
規
定
が
適
用

さ
れ
る
の
は
五
、〇
〇
〇
件
以
上
の
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

事
業
に
利
用
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
、
第
二
三
条
第
一
項
一
号

か
ら
三
号
で
第
三
者
提
供
に
際
し
て
の
本
人
同
意
の
原
則
は
特
定

の
利
用
が
必
要
な
場
合
は
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
、
基

本
的
に
個
人
情
報
の
利
用
に
よ
る
リ
ス
ク
と
有
用
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
観
点
か
ら
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
。
過
剰
反
応
と
し
て
報

告
さ
れ
て
い
る
事
例
の
ほ
と
ん
ど
は
法
律
上
制
限
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

国
の
行
政
部
門
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
情
報
等
の
開
示
請

求
権
に
加
え
訂
正
、
利
用
停
止
等
の
請
求
権
制
度
が
整
備
さ
れ
、

不
服
審
査
手
続
に
お
い
て
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
へ

の
諮
問
が
義
務
化
さ
れ
、
職
員
の
違
法
な
提
供
等
に
罰
則
が
設
け

ら
れ
た
。
近
年
、
開
示
請
求
は
、
八
万
件
程
度
、
訂
正
、
利
用
停

止
等
請
求
は
三
〇
件
程
度
、
不
服
審
査
諮
問
件
数
は
二
百
件
程
度

で
推
移
し
て
い
る
（
27
）

。

全
体
と
し
て
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
法
制
度
が
趣
旨
に
沿
っ
て

運
用
さ
れ
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。

⑶　

個
人
情
報
漏
え
い
、
不
適
正
利
用
の
防
止
に
関
す
る
効
果

個
人
情
報
保
護
法
制
の
整
備
後
も
、
依
然
と
し
て
個
人
情
報
の

漏
え
い
事
案
等
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
報
道
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の

消
費
者
庁
及
び
総
務
省
行
政
管
理
局
の
調
査
に
お
い
て
も
漏
え
い

事
案
の
毎
年
の
発
生
、
ご
く
少
数
で
あ
る
が
罰
則
の
適
用
に
関
す

る
刑
事
告
発
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
漏
え
い
等
事
案
は
小

規
模
の
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
事
業
者
又
は
担
当
者
の
不
注

意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
な
も
の
は
少
数
と
さ
れ
る
（
28
）

。
普

及
・
啓
発
、
管
理
体
制
の
整
備
等
の
組
織
的
施
策
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
等
の
技
術
的
施
策
等
を
引
き
続
き
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
た
だ
、
一
般
に
予
防
対
策
に
お
い
て
は
い
く
ら
コ
ス

一
一
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利
害
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
社
会
全
体
の
利
益
を
増
進
し
、

有
効
性
・
効
率
性
等
の
合
理
性
を
体
現
す
る
仕
組
み
と
す
る
必
要

が
あ
る
。
公
共
政
策
論
の
観
点
か
ら
は
他
人
又
は
社
会
の
利
害
を

無
視
し
本
人
が
自
分
に
関
す
る
情
報
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
な
一
方
的
な
制
度
は
論
外
で
あ
る
。
ま
た
、
実
態
を
伴

わ
な
い
教
条
主
義
的
ア
イ
デ
ア
で
制
度
設
計
す
る
こ
と
も
誤
り
で

あ
る
。
本
稿
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
過
程
の
一
部
し
か
取

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
本
法
の
制
度
設
計
過
程
は
、
全
体
と

し
て
総
合
的
で
効
率
的
、
効
果
的
な
政
策
体
系
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
一
般
的
な
顧
客
情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
を
中
心
に
据
え
、
そ
の

リ
ス
ク
と
事
業
者
の
負
担
等
の
調
和
点
を
一
般
法
と
し
て
具
体
化

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
今
後
と
も
、
制
度
を
社
会
経
済
の
変

化
に
対
応
し
、
実
態
に
即
し
合
理
性
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
不
断

に
見
直
し
て
い
く
こ
と
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
特
有
の

個
人
情
報
の
性
質
、
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
個
別
の
制
度
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
個
人
情
報
を
商
品
と
し

て
扱
う
名
簿
業
者
が
一
般
法
の
規
律
で
十
分
か
、
遺
伝
子
情
報
の

利
用
等
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
十
分
か
等
問
題
意
識
を
も
っ
て
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

政
策
決
定
に
関
し
政
治
主
導
か
官
僚
主
導
か
が
よ
く
議
論
さ
れ

過
剰
反
応
が
起
き
た
要
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
問
題

は
国
民
の
法
意
識
と
実
定
法
の
規
範
に
か
い
離
が
生
じ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
国
民
は
関
心
が
高
く
、
身
近
な
法
律
で
あ
っ
て
も
、

実
際
に
難
解
な
条
文
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
く
、
情
緒

的
に
受
け
止
め
が
ち
で
あ
る
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
等
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
厳
し
い
法
律
で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
民
の
多
く
は
本
法
制
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
正
面
か
ら
保
護
す
る
た
い
へ
ん
な
法
律
と
誤
解
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

終
わ
り
に

個
人
情
報
に
は
、
商
品
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
顧
客
情
報
か
ら
、

人
事
、
金
融
、
医
療
情
報
等
ま
で
質
的
に
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
漏
え
い
、
不
正
利
用
等
に
伴
う
不
利
益
発
生
の
リ
ス
ク
も

様
々
で
あ
る
。
他
方
、
個
人
情
報
の
Ｉ
Ｔ
処
理
は
本
人
、
事
業
者

に
大
き
な
価
値
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た

め
に
は
事
業
者
に
要
員
確
保
、
研
修
、
シ
ス
テ
ム
整
備
等
の
多
大

な
コ
ス
ト
負
担
を
課
す
こ
と
と
な
る
。
公
共
政
策
論
の
観
点
に
よ

る
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
の
実
態
に
即
し
、
錯
綜
す
る

一
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ま
ち
ま
ち
の
情
報
過
多
の
時
代
で
は
過
剰
反
応
、
風
評
被
害
等
が

つ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
理
知
的
な
思
考
、
的
確
な
情

報
の
共
有
と
直
接
的
な
意
思
疎
通
が
問
題
解
決
の
原
点
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

最
後
に
、
筆
者
は
内
閣
官
房
個
人
情
報
保
護
担
当
室
長
、
総
務

省
官
房
審
議
官
（
行
政
管
理
局
担
当
）
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護

五
法
の
立
案
に
従
事
し
て
お
り
、
本
稿
に
は
、
当
時
の
知
見
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
現
時
点
で
筆
者
が
あ
ら
た

め
て
立
案
過
程
等
を
振
り
返
り
、
筆
者
自
身
の
考
察
に
よ
り
記
述

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
中
の
認
識
、
見
解
等
は
筆
者
個

人
の
も
の
で
あ
り
、
公
的
な
認
識
、
見
解
等
で
は
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
中
の
調
査
審
議
機
関
の
座
長
等
の
肩
書
は
い
ず
れ

も
開
催
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

＜

背
景
、
経
緯
等
に
関
す
る
参
考
文
献＞

個
人
情
報
保
護
法
の
解
説
（
改
定
版
）　

園
部
逸
夫
編　

平
成
一
七
年　

ぎ
ょ
う
せ
い

行
政
機
関
等
個
人
情
報
保
護
法
の
解
説　

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究

て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
法
の
制
度
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
全

体
と
し
て
分
担
と
連
携
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
ず
、
法

制
化
の
検
討
着
手
は
与
党
の
判
断
で
あ
っ
た
。
法
制
度
の
デ
ザ
イ

ン
は
調
査
審
議
機
関
と
立
案
当
局
に
お
い
て
実
態
情
報
、
専
門
的
、

技
術
的
知
見
の
集
約
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
法
制
度
の
確
定
、
成
立

は
、
世
論
、
国
会
情
勢
等
を
的
確
に
把
握
す
る
与
党
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
実
際
、
国
会
の
場
で
調
整
が
難
航
し
、

成
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
遭
遇
し
た
が
、
そ
れ
を
突
破
し
た
の

は
政
治
の
力
で
あ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
等
と
の
問
題
は
、
緊
張
関
係
の
中
で
は
あ
っ
た
が
率

直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
粘
り
強
い
継
続
と
個
人
情
報
の
Ｉ

Ｔ
処
理
に
関
す
る
制
度
へ
の
純
化
に
よ
り
激
し
い
対
立
は
解
消
さ

れ
た
。
過
剰
反
応
の
問
題
も
含
め
、
い
っ
た
ん
生
じ
た
誤
解
は
解

消
し
に
く
い
。
認
識
の
く
い
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
と
り
わ
け
政

策
立
案
当
初
に
お
け
る
問
題
状
況
、
課
題
、
条
文
毎
の
立
法
趣

旨
・
理
由
等
に
関
す
る
政
府
、
メ
デ
ィ
ア
、
国
民
の
間
の
情
報
共

有
と
意
思
疎
通
が
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

情
報
化
社
会
の
意
義
は
単
な
る
情
報
通
信
手
段
の
進
歩
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
活
用
し
必
要
な
情
報
を
共
有
し
意
思
疎
通

を
深
め
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
反
面
、
精
粗

一
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
二
）

係
る
個
人
の
保
護
及
び
そ
の
自
由
な
流
通
に
関
す
る
欧
州
議
会
及

び
Ｅ
Ｕ
理
事
会
指
令
」
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
指
令
は
、
当
然
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
み
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
第

二
五
条
「
第
三
国
条
項
」
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
個
人
情
報
保
護
レ
ベ

ル
が
不
十
分
と
認
め
る
国
へ
の
個
人
情
報
の
流
通
を
制
限
で
き
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
ア
メ
リ
カ
と
の
シ
ビ
ア
ー
な

交
渉
課
題
と
な
り
、
一
九
九
九
年
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ー
フ
ハ
ー

バ
ー
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
に
関
し
Ｅ
Ｕ
側
が
条
件
付
き
で
合
意
す
る

こ
と
に
よ
り
一
応
決
着
し
た
と
さ
れ
る
。

（
6
） 

臨
時
行
政
調
査
会
「
行
政
改
革
に
関
す
る
第
五
次
│
最
終
答

申
│
（
昭
和
五
八
年
三
月
）」
第
八
章
二
⑶
ア
は
、「
法
的
措
置
を

含
め
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
に
係
る
制
度
的
方
策
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
対
応
す
る
」
と
し
て
い
る
。「
逐
条
解
説
個
人
情
報
保
護
法
」

二
五
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
7
） 

行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
昭
和
六
三
年

一
一
月
衆
議
院
内
閣
委
員
会
、
同
年
一
二
月
参
議
院
内
閣
委
員
会
）

の
第
一
一
項
で
「
個
人
情
報
保
護
対
策
は
…
民
間
部
門
に
も
…
政

府
は
早
急
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

（
8
） 

部
会
を
支
え
る
事
務
局
は
内
閣
内
政
審
議
室
（
当
時
）
が
担

当
し
た
が
、
少
数
の
職
員
が
兼
務
で
当
た
り
、
必
要
な
資
料
、
ノ

ウ
ハ
ウ
は
関
係
省
庁
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に

あ
っ
た
。

（
9
） 
部
会
中
間
報
告
の
基
本
原
則
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
の
対
応
関

所
編
集　

平
成
一
七
年　

ぎ
ょ
う
せ
い

情
報
公
開
法
制　

行
政
改
革
委
員
会
の
意
見　

行
政
改
革
委
員
会
事

務
局
監
修　

平
成
九
年　

第
一
法
規

逐
条
解
説　

個
人
情
報
保
護
法　

総
務
庁
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
参
事

官
室
監
修　

平
成
元
年　

第
一
法
規

世
界
の
個
人
情
報
保
護
法　

総
務
庁
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
参
事
官
室

監
修　

平
成
元
年　

ぎ
ょ
う
せ
い

＜

脚
注＞

（
1
） 

一
九
七
〇
年
に
西
ド
イ
ツ　

ヘ
ッ
セ
ン
州
、
一
九
七
三
年
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
一
九
七
四
年
に
ア
メ
リ
カ
、
一
九
七
七
年
に
西

ド
イ
ツ
、
一
九
七
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
人
情

報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。

（
2
） 

一
九
九
九
年
、
宇
治
市
の
約
二
二
万
件
の
住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
が
漏
え
い
し
、
裁
判
で
争
わ
れ
、
宇
治
市
は
一
人
当
た
り

一
万
円
の
慰
謝
料
等
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。

（
3
） 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
八
原
則
の
項
目
は
①
収
集
制
限
の
原
則
、
②
デ
ー

タ
内
容
の
原
則
、
③
目
的
明
確
化
の
原
則
、
④
利
用
制
限
の
原
則
、

⑤
安
全
保
護
の
原
則
、
⑥
公
開
の
原
則
、
⑦
個
人
参
加
の
原
則
、

⑧
責
任
の
原
則
か
ら
な
る
。

（
4
） 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流
通
に
つ
い
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
解
説
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
第
二
部
Ａ
第
三
条
。「
世
界

の
個
人
情
報
」
二
九
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
5
） 

一
九
九
五
年
、
Ｅ
Ｕ
は
加
盟
国
に
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に

一
二
〇
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（
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）

人
情
報
保
護
法
制
化
専
門
委
員
会
。

（
14
） 

「
情
報
公
開
法
要
綱
案
の
考
え
方
」
平
成
八
年
一
二
月
一
八
日　

行
政
改
革
委
員
会
。「
八
そ
の
他
の
検
討
事
項　

⑴
個
人
情
報
の
本

人
開
示
」。「
情
報
公
開
法
制　

行
政
改
革
委
員
会
の
意
見
」
四
八

ペ
ー
ジ
参
照
。

（
15
） 

参
考
：「
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
│
電
子
政
府
の
個
人
情
報
保
護
│
」

平
成
一
三
年
一
〇
月
二
六
日　

行
政
機
関
等
個
人
情
報
保
護
法
制

研
究
会
。

（
16
） 

防
衛
庁
情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト
問
題
：
平
成
一
四
年
六
月

四
日
、
法
案
の
国
会
審
議
の
最
中
、
毎
日
新
聞
が
防
衛
庁
で
情
報

公
開
請
求
者
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
た

と
の
ス
ク
ー
プ
記
事
を
掲
載
し
た
。
防
衛
庁
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

情
報
公
開
請
求
者
の
氏
名
、
肩
書
、
請
求
内
容
を
整
理
し
た
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
庁
内
に
提
供
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
。
中
に

は
、
弁
護
士
、
Ｏ
Ｂ
、
反
戦
自
衛
官
等
の
記
載
も
見
ら
れ
た
と
さ

れ
る
。
旧
行
政
機
関
法
違
反
の
有
無
も
論
点
と
さ
れ
た
が
、
本
問

題
に
対
す
る
防
衛
庁
と
与
党
の
対
応
、
請
求
者
に
対
す
る
萎
縮
効

果
等
が
問
わ
れ
た
。
内
閣
委
員
会
等
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
、

後
の
行
政
機
関
法
へ
の
罰
則
導
入
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
17
） 

公
明
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
は
平
成
一
一
年
一
〇
月
か
ら
第
二
次

小
渕
改
造
内
閣
に
参
加
し
て
い
る
。

（
18
） 
平
成
一
一
年
八
月
、
朝
日
新
聞
は
「
政
府
部
内
で
は
ア
メ
リ

係①　

個
人
情
報
の
収
集
：
収
集
目
的
の
明
確
化
、
収
集
目
的
の
本

人
確
認
、
適
法
か
つ
公
正
な
手
段
に
よ
る
収
集
、
本
人
以
外
か

ら
の
収
集
制
限
（
例
外
あ
り
）⇔

目
的
明
確
化
、
収
集
制
限

②　

個
人
情
報
の
利
用
等
：
利
用
、
提
供
目
的
に
よ
る
制
限
、
目

的
外
利
用
の
本
人
同
意⇔

利
用
制
限

③　

個
人
情
報
の
管
理
：
内
容
の
適
正
化
・
最
新
化
、
漏
え
い
防

止
等⇔

デ
ー
タ
内
容
、
安
全
保
護
等

④　

本
人
情
報
の
開
示
等
：
公
開
、
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
等

⇔

公
開
、
個
人
参
加
。

⑤　

管
理
責
任
・
苦
情
処
理
：
責
任
の
原
則

（
10
） 

参
考
：
我
が
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ
ム
の
在
り

方
に
つ
い
て
（
中
間
報
告　

平
成
一
一
年
一
一
月　

高
度
情
報
通

信
社
会
推
進
本
部
個
人
情
報
保
護
検
討
部
会
。）。

（
11
） 

事
務
局
体
制
は
、
旧
行
政
機
関
法
、
情
報
公
開
法
、
行
政
手

続
法
等
を
所
管
す
る
総
務
庁
（
当
時
）
行
政
管
理
局
の
ほ
か
、
地

方
行
政
、
産
業
一
般
、
消
費
者
、
通
信
、
医
療
、
教
育
、
金
融
、

法
務
等
の
個
人
情
報
保
護
政
策
と
関
連
の
深
い
省
庁
か
ら
の
出
向

者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。

（
12
） 

参
考
：「
個
人
情
報
保
護
基
本
法
制
に
関
す
る
大
綱
案
（
中
間

整
理
）」
平
成
一
二
年
六
月　

高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
個
人

情
報
保
護
法
制
化
専
門
委
員
会
。

（
13
） 

参
考
：「
個
人
情
報
保
護
基
本
法
制
に
関
す
る
大
綱
」
平
成

一
二
年
一
〇
月
一
一
日　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
戦
略
本
部
個

一
二
一
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象
と
す
る
。
②
本
人
の
開
示
請
求
な
ど
、
報
道
等
に
支
障
を
生
じ

る
規
定
に
つ
い
て
適
用
除
外
。
③
デ
ー
タ
の
秘
密
保
持
、
安
全
管

理
措
置
に
つ
い
て
は
適
用
。
④
業
界
団
体
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
と
こ
れ
に
対
す
る
行
政
の
審
査
。

（
20
） 

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
は
、
銃
器
、

覚
せ
い
剤
の
取
締
り
等
の
組
織
犯
罪
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
、
野
党
は
盗
聴
法
と
呼
称
し
、
通
信
の
秘

密
の
侵
害
な
ど
憲
法
違
反
の
法
律
と
し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て

い
た
。

（
21
） 

当
時
、
自
民
党
内
で
は
、
過
激
な
セ
ッ
ク
ス
、
暴
力
場
面
の

描
写
が
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
氾
濫
し
て
い
る
中
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
の
議
員
立
法
を
検
討
し
て
い
た
。

（
22
） 

当
時
、
パ
パ
ラ
ッ
チ
、
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
等
過
剰
な
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
活
動
が
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
の
救
済
及
び
予
防
等
に
関
す
る
法
律
案
で
は
メ
デ
ィ
ア
等

に
よ
る
人
権
侵
害
は
適
用
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
23
） 

消
費
者
庁
設
置
前
は
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
担
当
し
て
い
た
。

（
24
） 

消
費
者
委
員
会
設
置
前
は
国
民
生
活
審
議
会
個
人
情
報
保
護

部
会
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

（
25
） 

「
平
成
二
三
年
度
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
状
況

の
概
要
」
第
一
章
一
及
び
三
参
照
。

（
26
） 

「
意
見
」
Ⅲ
│
一
│
2）
│
⑴
参
照
。

（
27
） 
「
平
成
二
三
年
度
に
お
け
る
行
政
機
関
等
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
状
況
に
つ
い
て
（
概
要
）」
三
⑴
、
⑶
参
照
。

カ
型
を
求
め
る
声
が
強
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
対
す
る
認
識

が
乏
し
い
日
本
で
、
ど
こ
ま
で
自
主
規
制
が
効
果
を
上
げ
る
だ
ろ

う
か
。｣

、
読
売
新
聞
は
「
国
・
地
方
・
民
間
に
わ
た
る
包
括
的
な

個
人
情
報
保
護
制
度
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
の
は
、
大
き
な
副
産

物
と
い
え
る
。
法
整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
。」、
毎
日
新
聞
は
「
民
間

も
含
め
た
包
括
的
個
人
情
報
保
護
法
を
ぜ
ひ
と
も
つ
く
り
上
げ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。」、
日
経
新
聞
は
「
欧
米
の
立
法
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
包
括
的
な
個
人
情
報
保
護
法
を
早
急

に
制
定
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。」、
東
京
新
聞
は
、「
国
会

審
議
を
通
じ
て
、
民
間
部
門
を
含
め
た
個
人
情
報
保
護
の
法
整
備

を
進
め
る
方
向
が
明
確
に
な
っ
た
点
は
歓
迎
で
き
る
。」
と
し
て
い

た
。

（
19
） 

「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
そ
の
自
由
な

流
通
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
Ｅ
Ｕ
理
事
会
指
令
」
第
九
条
は

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
準
則
を
調
和
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
目
的
等
に
よ
り

行
わ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
つ
い
て
適
用
除
外
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
、「
Ｅ
Ｕ
個
人
情
報
に
関
す
る
特
別
調
査
委
員
会
」

は
、
以
下
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
デ
ー
タ
保
護
法
は
原
則
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
に
も
適
用
さ
れ
る
。
②
適
用
除
外
は
、
デ
ー
タ
主
体
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
つ
つ
表
現
の
自
由
の

効
果
的
な
行
使
を
す
る
の
に
必
要
な
範
囲
で
の
み
認
め
ら
れ
る
べ

き
。
加
盟
国
で
は
以
下
の
よ
う
に
対
応
。
①
メ
デ
ィ
ア
も
法
の
対

一
二
二



個
人
情
報
保
護
法
制
定
過
程
に
関
す
る
考
察
（
藤
井
）

（
四
三
五
）

（
28
） 

「
平
成
二
三
年
度
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
状
況

の
概
要
」
一
一
ペ
ー
ジ
、「
平
成
二
三
年
度
に
お
け
る
行
政
機
関
等

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
（
概
要
）」
二
ペ
ー
ジ
参

照
。

（
29
） 

「
意
見
」
Ⅱ
│
一
、「
主
な
検
討
課
題
」
第
一
│
一
参
照
。

一
二
三





ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
三
七
）

本
稿
の
執
筆
者
は
経
営
学
を
専
門
と
し
、
法
学
の
専
門
家
で
は

な
い
。
し
か
し
経
営
学
の
視
点
か
ら
営
利
企
業
を
考
察
す
る
場
合
、

そ
の
法
形
態
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
融
通
無
碍
、
変
幻

自
在
な
法
形
態
が
存
在
し
、
法
形
態
の
百
貨
店
の
如
き
状
況
を
呈

す
る
。
本
稿
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
同
族
大
企
業
に
よ
り
利
用
さ
れ

る
法
形
態
に
は
六
種
の
基
本
形
態
と
九
種
の
混
合
形
態
、
合
計

一
五
種
に
上
る
。
本
稿
の
「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
は
登
場
し
な
い

が
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日
施
行
さ
れ
た
有
限
会
社
の
一
種
で

あ
る
「
企
業
家
会
社
」U

nternhem
ergesellschaft

│U
G

と

そ
の
混
合
形
態U

G
 &

 C
o. K

G

を
加
え
れ
ば
一
七
種
と
な
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
全
体
像
に
関
し
て
経
営
学
の
専
門
家
お
よ
び

企
業
の
実
務
家
の
た
め
に
日
本
語
で
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
解

説
書
は
執
筆
者
が
調
べ
た
範
囲
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
唯
一
の
最

近
の
文
献
は
高
橋
の
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

に
関
す

る
論
文
で
あ
る
。
し
か
し
同
書
で
は
そ
れ
以
外
の
混
合
形
態
に
は

触
れ
て
い
な
い

（
1
）

。

本
稿
に
登
場
す
る
多
く
の
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
は
日
本
に
も
進

出
し
て
い
る
。
例
え
ば
透
析
機
器
・
医
療
の
大
手
企
業
フ
レ
ゼ
ニ

ウ
ス
の
日
本
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
日
本
法
人
の
株
主
の
紹
介

と
し
て
ド
イ
ツ
の
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
スA

G
 &

 C
o. K

G
aA

が

一
〇
〇
％
所
有
と
示
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
法
形
態
の
意
味
は
説
明

ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態

吉　
　

森　
　
　
　
　

賢

一
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
八
）

を
考
察
す
る
。
第
四
に
ド
イ
ツ
の
法
形
態
の
進
化
の
要
因
を
明
ら

か
に
し
、
企
業
家
精
神
の
視
点
か
ら
こ
れ
を
評
価
す
る
。
こ
れ
ら

は
日
本
の
同
族
企
業
は
も
と
よ
り
上
場
の
意
義
、
株
主
と
企
業
の

目
的
の
不
一
致
、
上
場
の
費
用
対
効
用
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
上

場
企
業
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
注
目
に

値
す
る
と
考
え
る
。

1
．
同
族
大
企
業
の
定
義

「
同
族
企
業
」
と
は
創
業
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
が
支
配
す
る
企

業
と
定
義
す
る
。「
支
配
」（C

ontrol

）
と
は
バ
ー
リ
と
ミ
ー
ン

ズ
に
よ
り
「
過
半
数
の
持
ち
株
所
有
、
ま
た
は
何
ら
か
の
法
的
手

段
に
よ
り
、
ま
た
は
何
ら
か
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、

取
締
役
会
の
全
役
員
ま
た
は
過
半
数
の
役
員
を
選
任
す
る
実
質
的

権
限
」
と
定
義
す
る

（
2
）

。

ド
イ
ツ
独
占
委
員
会M

onopolkom
m
ission

は
二
年
毎
に

H
auptgutachten

「
独
占
委
員
会
報
告
書

（
3
）

」
を
公
表
す
る
。

二
〇
一
三
年
七
月
時
点
で
二
〇
一
二
年
版
が
最
新
版
で
あ
り

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
創
造
価
値
（W

ertschöpfung （
4
）

）
に
よ
る

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」D

ie 100 größten

の
表
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。「
創
造
価
値
」
と
は
日
本
語
の
付
加
価
値
に
相
当
し
、

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
法
形
態
の
意
味
が
分
か
る
日
本
人
は
は
た

し
て
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
本
語
訳
も
調
べ
た
範
囲
で

は
存
在
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
株
式
・
株
式
合
資
会
社
と
和
訳
し

た
。
本
稿
で
は
他
の
同
様
の
法
形
態
と
共
に
執
筆
者
の
和
訳
を
付

記
し
た
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
ま
ず
著
者
自
身
の
た
め
に
、
そ
し
て
ド
イ

ツ
の
企
業
と
取
引
関
係
に
あ
る
実
務
家
、
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
に

関
心
を
有
す
る
実
務
家
、
学
生
、
研
究
者
の
た
め
に
本
稿
執
筆
を

試
み
た
。
以
下
の
試
論
の
内
容
に
つ
い
て
法
学
専
門
家
に
よ
る
意

見
、
助
言
、
訂
正
な
ど
を
歓
迎
す
る
。

執
筆
者
は
本
稿
に
関
連
す
る
論
文
を
平
成
二
三
年
一
〇
月
五
日

発
行
の
本
誌
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統

治
機
構
│
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
と
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
」
と
し
て

発
表
し
た
。

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
非
公
開
の
大
規
模
、

中
規
模
の
同
族
企
業
が
多
い
事
実
と
こ
の
種
の
企
業
に
適
し
た
多

彩
な
法
形
態
の
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
目
的

は
こ
れ
ら
法
形
態
の
進
化
の
要
因
と
過
程
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

第
三
の
目
的
は
Ｅ
Ｕ
の
他
の
加
盟
国
と
の
制
度
間
競
争
の
視
点
か

ら
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
「
所
在
国
説
」
が
直
面
す
る
問
題
と
影
響

一
二
六



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
三
九
）

売
上
高
か
ら
他
企
業
へ
の
支
払
費
用
を
差
し
引
い
た
残
額
、
す
な

わ
ち
給
与
、
減
価
償
却
費
、
租
税
公
課
、
金
利
、
配
当
、
留
保
利

益
な
ど
の
合
計
で
あ
る
。
売
上
高
と
は
異
な
り
、
付
加
価
値
は
企

業
の
労
働
生
産
性
、
商
品
・
技
術
力
、
原
材
料
・
購
入
品
の
価
格

交
渉
力
と
節
約
、
機
械
設
備
な
ど
の
有
効
利
用
性
な
ど
を
示
す

（
5
）

。

本
稿
に
お
け
る
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
を
算
定
す
る
た
め
に
、

一
〇
〇
社
か
ら
外
国
籍
企
業
、
公
的
企
業
、
銀
行
・
保
険
企
業
、

電
力
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
医
療
機
関
、
運
輸
・
輸
送
・
通
信
企

業
、
登
記
協
同
組
合
そ
の
他
計
六
〇
社
を
除
外
し
た
。
残
り
四
〇

社
は
ド
イ
ツ
で
創
業
さ
れ
た
製
造
、
商
業
、
Ｉ
Ｔ
、
出
版
・
メ

デ
ィ
ア
産
業
の
企
業
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
最
大
一
〇
〇
社
」
の

表
中
の
「
個
人
、
同
族
企
業
お
よ
び
同
族
財
団
」
に
示
さ
れ
て
い

る
同
族
企
業
は
二
六
社
で
あ
る

（
6
）

。

し
た
が
っ
て
母
集
団
四
〇
社
に
対
す
る
二
六
社
の
同
族
企
業
の

構
成
比
率
は
六
五
％
に
達
す
る
。

チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
や
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
社
の
よ
う

に
会
社
に
お
け
る
同
族
の
存
在
は
皆
無
で
あ
る
が
、
同
族
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
公
益
・
私
益
財
団
の
支
配
下
に
あ
る
企
業
も
同
族
企

業
と
定
義
す
る
。
さ
ら
に
シ
ー
メ
ン
ス
社
の
よ
う
に
同
族
所
有
比

率
が
六
％
と
他
の
同
族
企
業
に
比
較
し
て
小
さ
い
が
筆
頭
株
主
で

図表 1 ─ 1 　ドイツの同族大企業26社と所有比率
2010年・付加価値最大100社順位

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
〇
）

あ
る
場
合
は
支
配
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
同
族
会
社
と
す
る
。

2
．
同
族
大
企
業

以
下
に
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
巨
大
同
族
企
業
の
実
像
を
理
解
す

る
た
め
に
こ
れ
ら
の
横
顔
を
紹
介
す
る
。

2
．1　

 

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
株
式
会
社

　

V
olksw

agen A
G

ド
イ
ツ
最
大
の
同
族
企
業
は
一
〇
〇
社
中
ダ
イ
ム
ラ
ー
社
に
次

ぐ
二
位
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
一
二

月
三
一
日
時
点
で
ポ
ル
シ
ェ
・
ピ
エ
ヒ
両
家
が
同
社
の
発
行
済
株

式
の
五
三
・
一
〇
％
を
所
有
す
る
。
同
社
は
天
才
的
技
術
者
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ポ
ル
シ
ェ
が
設
計
し
た
「
カ
ブ
ト
虫
」B

eetle

と
そ
の
後
継
者
車
種
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
車
の
ポ
ル
シ
ェ
の
二
部

門
を
統
合
す
る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
長
男
と
長
女
を
残
し
、

今
日
そ
れ
ぞ
れ
が
家
系
を
形
成
し
長
女
の
家
系
の
第
三
世
代
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ピ
エ
ヒ
が
同
家
系
代
表
と
し
て
二
〇
一
三
年
時

点
で
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の
監
査
役
会
会
長
の
地
位
に
あ
る
。

長
男
の
家
系
代
表
は
同
じ
く
第
三
世
代
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ポ

ル
シ
ェ
で
あ
り
ポ
ル
シ
ェ
社
と
そ
の
持
株
会
社
ポ
ル
シ
ェ
自
動
車

図表 1 ─ 2

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
一
）

2
．2　

シ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社　

S
iem
ens A

G

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
三
位
は
総
合
電
気
企
業
シ
ー
メ
ン
ス
社

で
あ
る
。
独
占
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
同
族
所
有
比
率
は

九
・
二
三
％
で
あ
る
が
、
二
〇
一
二
年
の
同
社
の
株
主
構
成
に
関

す
る
公
表
資
料
に
よ
れ
ば
シ
ー
メ
ン
ス
家
同
族
の
持
株
比
率
は

六
％
で
あ
り
、
同
家
財
産
管
理
有
限
会
社
所
有
の
三
・
〇
三
％
、

シ
ー
メ
ン
ス
財
団
所
有
の
三
・
〇
三
％
を
含
む
と
さ
れ
る
。
そ
の

時
価
は
五
〇
億
ユ
ー
ロ
と
推
定
さ
れ
る

（
8
）

。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
同

家
は
筆
頭
株
主
で
あ
り
、
同
族
の
言
葉
は
常
に
会
社
に
「
大
き
な

影
響
力
」
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
同
族
代
表
の
ペ
ー

タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
メ
ン
ス
は
同
社
の
監
査
役
会
の
役
員
を

一
五
年
間
務
め
た
後
に
二
〇
〇
八
年
に
辞
任
し
た
。
在
任
中
は
重

要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
〇
六
年
上
記

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
と
ほ
ぼ
同
時
に
発
覚
し
た
国
際
的
贈
賄

と
脱
税
事
件
に
関
し
て
監
査
役
会
役
員
と
し
て
の
責
任
を
同
族
か

ら
問
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
後
任
に
同
じ
く
同
族
代
表
の
フ
ォ

ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
監
査
役
会
役
員
に
就
任
し
た

（
9
）

。

持
株
欧
州
株
式
会
社P

orsche A
utom

obil H
olding S

E

の
監
査

役
会
会
長
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
末
日
時
点
で
ポ
ル

シ
ェ
・
ピ
エ
ヒ
同
族
以
外
の
株
主
と
し
て
所
在
地
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
が
二
〇
％
、
中
東
の
カ
タ
ー
ル
が
一
七
％
、
一
般
株
主

が
議
決
権
な
し
の
優
先
株
一
七
％
を
所
有
す
る

（
7
）

。

ポ
ル
シ
ェ
家
代
表
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
小
規
模
の
同
社
の
資

本
力
だ
け
で
は
将
来
の
新
車
開
発
資
金
の
調
達
は
困
難
と
な
る
こ

と
を
危
惧
し
た
。
二
〇
〇
五
年
秋
同
社
は
三
〇
億
ユ
ー
ロ
の
内
部

留
保
を
有
す
る
に
至
り
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の
買
収
を
決

定
し
た
。
以
降
同
社
の
株
式
取
得
を
進
め
、
最
終
的
に
は
借
入
金

ま
で
つ
ぎ
込
み
二
〇
〇
九
年
一
月
に
同
社
の
株
式
を

五
〇
・
七
六
％
ま
で
買
増
し
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
自
己
資

金
が
底
を
つ
き
、
銀
行
へ
の
負
債
返
済
の
た
め
の
資
金
繰
り
が
つ

か
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
同
年
五
月
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
と
ピ
エ

ヒ
の
両
家
代
表
が
交
渉
の
結
果
、
逆
に
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社

が
ポ
ル
シ
ェ
社
を
合
併
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
ポ

ル
シ
ェ
社
は
独
立
性
を
失
い
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
に
統
合

さ
れ
た
。

一
二
九



政
経
研
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第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
二
）

ル
ト
・
ク
ヴ
ァ
ン
ト
の
妻
で
あ
る
。
ク
ヴ
ァ
ン
ト
家
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社

を
所
有
・
支
配
す
る
機
会
は
一
九
五
九
年
一
二
月
九
日
に
訪
れ
た
。

ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
株
主
と
し
て
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
に
出

席
し
て
い
た
。
最
も
重
要
な
議
案
は
債
務
超
過
に
陥
っ
た
同
社
を

ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
が
吸
収
合
併
す
る
議
案
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
消
滅
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
地
元
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
株
主
の
反
対
に
よ
り
事
実
上
否
決
さ
れ
た
。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
同

社
の
取
得
を
決
意
し
、
一
年
後
の
一
九
六
〇
年
一
二
月
の
株
主
総

会
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
再
建
を
目
的
と
す
る
新
株
発
行
に
よ
る
計
画
を
上

程
し
、
採
決
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
ク
ヴ
ァ
ン
ト
家
の
同
族
企
業
と
し
て
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社

は
既
存
企
業
の
買
収
に
よ
り
生
じ
た
。
こ
の
点
で
一
般
的
な
無
か

ら
事
業
を
始
め
た
創
業
者
あ
る
い
は
起
業
家
と
は
異
な
る
。
ヘ
ル

ベ
ル
ト
の
本
質
は
既
存
企
業
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
買
収
者
、
再
建
者
で
あ

る
。
し
か
し
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
再
建
の
た
め
に
非
常
に
大
き
な
リ
ス

ク
に
よ
り
単
独
に
よ
る
増
資
に
よ
る
再
建
資
金
を
調
達
を
敢
行
し

た
事
実
は
彼
を
創
業
者
に
等
し
い
起
業
家
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
が
い
な
け
れ
ば
今
日
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
は
存
在
す

る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
初
代
所

有
経
営
者
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
上
記
の
兄
妹
二

2
．3　

 

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社

　
R
obert B

osch G
m
bH

七
位
の
自
動
車
機
器
・
電
動
工
具
・
包
装
機
械
、
生
活
家
電
な

ど
の
世
界
的
企
業
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
は
象
徴
的
で
あ
る
。

同
社
は
ボ
ッ
シ
ュ
同
族
の
有
限
会
社G

m
bH

で
あ
り
、
そ
の
規

模
は
二
〇
一
二
年
度
世
界
売
上
高
約
五
兆
三
、〇
〇
〇
億
円
（
同

社
年
間
平
均
レ
ー
ト
一
€
＝
一
〇
二
・
五
円
）、
世
界
従
業
員
数

三
〇
万
六
千
人
に
達
す
る

（
10
）

。
製
造
業
の
有
限
会
社
と
し
て
同
社
に

匹
敵
す
る
同
族
企
業
は
日
本
で
は
皆
無
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
少

な
い
で
あ
ろ
う
。

企
業
統
治
お
よ
び
同
族
統
治
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
実
効

性
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
い
業
績
を
実
現
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ

の
同
族
大
企
業
の
中
で
模
範
的
地
位
に
あ
る
。
同
社
に
つ
い
て
は

既
述
の
論
文
で
述
べ
た
の
で
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

2
．4　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
株
式
会
社　

B
M
W
 A
G

八
位
の
自
動
車
企
業
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
が
、
母

親
と
二
人
の
子
供
の
同
族
三
人
に
よ
る
合
計
持
株
比
率
は

二
〇
一
二
年
一
二
月
現
在
で
四
六
・
七
％
に
達
す
る
。
母
親
ヨ
ハ

ン
ナ
・
ク
ヴ
ァ
ン
ト
は
八
二
年
死
去
し
た
実
質
的
創
業
者
ヘ
ル
ベ

一
三
〇



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
三
）

2
．5　

 

チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
株
式
会
社

　

TyssenK
rupp A

G

一
三
位
の
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
も
上
場
株
式
会
社
で
あ

る
が
、
同
族
比
率
は
二
七
・
九
〇
％
で
あ
り
、
ク
ル
ッ
プ
創
業
家

の
五
代
目
経
営
者
ア
ル
フ
リ
ー
ト
・
ク
ル
ッ
プ
（A

lfried 
K
rupp, 1907-1967

）
が
同
家
の
財
産
を
公
益
財
団
に
譲
渡
し
、

こ
れ
が
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
の
筆
頭
株
主
と
し
て
同
社
を

支
配
す
る
。
遺
言
に
よ
り
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
財
団
お
よ
び
事
業
会

社
に
お
け
る
同
族
の
関
与
を
禁
止
し
、
全
幅
の
信
頼
を
お
き
全
権

代
理
人
と
し
て
戦
後
の
同
社
復
興
に
貢
献
し
た
非
同
族
の
専
門
的

経
営
者
ベ
ア
ト
ル
ト
・
バ
イ
ツ
（B

erthold B
eitz, 1913

〜

2013

）
を
財
団
の
評
議
委
員
会
、
理
事
会
の
要
職
に
任
命
し
た
。

ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
遺
言
に
よ
り
現
存
す
る
同
族
は
一
人
も
同
社
に

も
財
団
に
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
一
九
九
七
年
二
人
の
同
族

が
財
団
へ
の
参
加
を
要
求
し
、
バ
イ
ツ
を
法
的
に
訴
え
た
が
敗
訴

し
た
。
バ
イ
ツ
は
本
稿
校
正
中
九
九
歳
で
死
去
す
る
ま
で
ア
ル
フ

リ
ー
ト
の
如
く
隠
然
か
つ
強
大
な
権
限
を
発
揮
し
て
き
た
。
こ
の

た
め
彼
は
ド
イ
ツ
の
「
最
後
の
家
父
長
」（D

er letzte P
atriach

）

と
呼
ば
れ
る
。

し
か
し
同
社
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
で
の
投
資
の
失
敗
に
よ

人
の
後
裔
は
二
代
目
所
有
者
と
な
る
。

同
族
企
業
に
お
い
て
は
一
般
に
創
業
者
と
こ
れ
に
次
ぐ
諸
世
代

間
に
経
営
理
念
、
企
業
文
化
、
所
有
構
造
、
社
名
、
ロ
ゴ
、
事
業

分
野
な
ど
に
よ
り
明
確
な
一
貫
性
、
継
続
性
が
存
在
す
る
。
ま
た

創
業
者
に
よ
る
企
業
の
設
立
期
日
も
議
論
の
余
地
が
な
い
。
し
か

し
Ｂ
Ｍ
Ｗ
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
単
一
の
個
人
と
し
て
今
日
の

同
社
に
直
接
に
関
連
す
る
創
業
者
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
今
日

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
前
駆
企
業
を
設
立
し
た
企
業
家
が
二
人
い
る
。
一

人
は
四
工
程
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
発
明
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ

ト
ー
の
長
男
グ
ス
タ
フ
・
オ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
他
の
一
人
は
自
動

車
エ
ン
ジ
ン
の
技
術
者
カ
ー
ル
・
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。
ラ
ッ
プ
は
技

術
者
と
し
て
は
失
敗
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
社
に
入
社
し
た
技

術
者
マ
ッ
ク
ス
・
フ
リ
ッ
ツ
の
設
計
に
よ
る
Ⅲ
ａ
お
よ
び
Ⅳ
型
航

空
機
エ
ン
ジ
ン
、
そ
し
て
Ｒ
三
二
型
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
と
シ
ャ

フ
ト
駆
動
に
よ
る
バ
イ
ク
の
卓
越
し
た
性
能
と
生
産
実
績
が
今
日

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
技
術
水
準
の
原
型
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

グ
ス
タ
フ
と
ラ
ッ
プ
は
今
日
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
に
最
も
直
接
的
に
貢
献
し

た
創
業
者
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
三
一
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月
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（
四
四
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社
に
も
株
式
会
社
、
有
限
会
社
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て

は
論
考
の
対
象
と
し
な
い
。

社
団
は
株
式
・
株
式
合
資
会
社
、
有
限
会
社
、
欧
州
株
式
会
社

Ｓ
Ｅ
で
あ
り
、
こ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
出
資
者G

esellschafter

か
ら
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
権
利
・
義
務
の
主
体
と
し
て
権
利

能
力
を
有
す
る
法
人
格
を
有
す
る
。
こ
の
種
の
会
社
は
「
資
本
会

社K
apitalgesellschaft

」
と
称
し
、
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
責

任
を
負
う
財
産
は
会
社
財
産
の
み
に
限
定
さ
れ
、
出
資
者
は
そ
の

出
資
額
に
つ
い
て
の
み
弁
済
責
任
を
負
う
。

こ
れ
に
対
し
て
個
人
会
社
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
は
組
合
で

あ
り
、「
人
的
会
社P

ersonengesellschaft

」
と
称
し
、
法
人

格
を
有
せ
ず
、
個
々
の
出
資
者
が
権
利
・
義
務
の
主
体
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
組
合
の
債
務
に
つ
い
て
は
組
合
財
産
の
み
な
ら
ず
出

資
者
の
個
人
財
産
に
よ
り
債
務
者
に
対
す
る
弁
済
の
連
帯
責
任
を

負
う
。
人
的
会
社
の
第
一
の
利
点
は
法
人
で
は
な
い
の
で
法
人
税

が
か
か
ら
な
い
点
に
あ
る
。
第
二
に
年
次
報
告
書
の
開
示
お
よ
び

監
査
人
に
よ
る
監
査
の
法
的
義
務
は
な
い
。
第
三
に
人
的
会
社
の

無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
有
限
会
社
や
株
式
会
社
の
法
人
を
出
資

者
と
す
る
こ
と
に
よ
り
す
べ
て
の
出
資
者
の
財
産
責
任
が
有
限
化

さ
れ
、
個
人
財
産
に
よ
る
債
務
弁
済
リ
ス
ク
が
生
じ
な
い
点
に
あ

り
巨
額
の
損
失
を
被
り
、
業
績
は
低
迷
し
た
。
バ
イ
ツ
と
そ
の
配

下
の
ク
ロ
メ
監
査
役
会
会
長
は
次
第
に
株
主
と
マ
ス
コ
ミ
の
批
判

に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
11
）

。
二
〇
一
三
年
三
月
つ
い
に
ク
ロ

メ
の
退
任
が
会
社
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
バ
イ
ツ
が
そ
の
決
定
を

し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
に
は
実
質
的
創
業
者
で
あ
る

二
代
目
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ク
ル
ッ
プ
が
一
九
世
紀
に
成
し
遂
げ

た
世
界
的
鉄
鋼
企
業
の
輝
か
し
い
面
影
は
な
い
。
最
後
の
ク
ル
ッ

プ
家
の
五
代
目
所
有
者
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
あ
の
世
で
自
己
の
遺
言

の
結
末
を
ど
う
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
同
社
の
み
の
問
題
で

は
な
く
「
鉄
は
国
家
な
り
」
の
幻
想
に
囚
わ
れ
、
一
基
の
高
炉
を

も
建
設
し
た
こ
と
の
な
い
企
業
家
ラ
ク
シ
ュ
ミ
・
ミ
タ
ル
に
世
界

最
大
の
鉄
鋼
企
業
の
地
位
を
許
し
た
世
界
の
伝
統
的
鉄
鋼
産
業
の

問
題
で
も
あ
る
。

3
．
人
的
会
社
と
資
本
会
社

「
会
社
」
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
語
はG

esellschaft

で
あ
り
、

「
特
定
の
共
同
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
法
律
行
為
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
私
法
上
の
人
的
結
合
」
で
あ
る
。
会
社
に
は
法
人
格
を
有

す
る
社
団
と
こ
れ
を
有
し
な
い
組
合
が
含
ま
れ
る

（
12
）

。
公
法
上
の
会

一
三
二



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
五
）

る
（
後
述
「
混
合
形
態
」
参
照
）。

人
的
会
社
の
最
大
の
難
点
は
親
族
以
外
か
ら
出
資
者
を
得
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
資
本
の
充
実
は
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

銀
行
借
入
が
主
た
る
資
金
源
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
出
資
者

の
返
済
能
力
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
力
が
大
き
く
、
高
い
収
益
性
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
が
成
長
性
、
安
定
性
に
不
可
欠
と
な
る
。

4
．
法
形
態
：
基
本
形
態
と
混
合
形
態

ド
イ
ツ
企
業
の
法
形
態
は
基
本
形
態
と
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
生
じ
た
混
合
形
態
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

状
況
を
図
表
2
に
示
す
。

4
│

1　

基
本
形
態　

G
rundform

en

（
1
）
合
名
会
社

　
　

O
ff ene H

andelsgesellschaft

：
商
号
Ｏ
Ｈ
Ｇ

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
基
本
形
態
と
し
て
の
合
名
会
社

は
皆
無
で
あ
る
。
無
限
責
任
出
資
者
の
負
う
個
人
財
産
を
含
む
会

社
負
債
の
弁
済
義
務
は
そ
の
普
及
に
大
き
な
制
約
と
な
っ
て
き
た
。

今
日
そ
の
制
約
は
後
述
す
る
混
合
形
態
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
の

図表 2　ドイツの最大同族企業26社
法形態別分布　2010年

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成

一
三
三
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第
五
十
巻
第
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（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
六
）

必
要
と
す
る
。

定
款
に
よ
り
一
部
の
出
資
者
に
経
営
業
務
執
行
を
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
他
の
出
資
者
は
業
務
執
行
か
ら
は
排
除

さ
れ
、
こ
れ
ら
業
務
執
行
出
資
者
に
対
す
る
監
督
権
と
異
議
申
し

立
て
権
を
有
す
る
。

合
名
会
社
の
出
資
者
は
自
然
人
の
他
に
有
限
会
社
な
ど
の
資
本

会
社
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
後
述
す
る
よ
う
にA

ldi

社
の

よ
う
に
有
限
合
名
会
社
な
る
混
合
形
態G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
合
資
会
社　

K
om
m
anditgesellschaft

：
商
号
Ｋ
Ｇ

企
業
例
：D

r.A
ugust O

etker K
G

（
食
品
）

合
資
会
社
の
法
形
態
は
ド
イ
ツ
で
は
単
独
で
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
、
圧
倒
的
に
他
の
法
形
態
、
と
り
わ
け
有
限
会
社
と
の

結
合
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
単
独
で
合
資
会
社
が
利

用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
医
薬
品
の
メ
ル
ク
合
資
会
社E

. M
erck 

K
G

が
あ
る
。
こ
れ
は
一
三
〇
人
の
同
族
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
持

株
会
社
で
あ
り
、
後
述
す
る
メ
ル
ク
株
式
合
資
会
社M

erck 
K
G
aA

に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
法
形
態
の
最
大
の
欠
点
は
会
社
の
倒
産

で
合
名
会
社
の
意
義
は
消
滅
し
た
と
さ
れ
る

（
13
）

。
さ
ら
に
冒
頭
既
述

お
よ
び
後
述
の
「
企
業
家
会
社
」、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
有
限
会
社

U
nternehm

ergesellschaft-U
G

の
実
現
に
よ
り
こ
の
古
典
的

形
態
は
衰
退
を
辿
る
と
予
想
さ
れ
る
。

今
日
合
名
会
社
は
そ
れ
自
体
と
し
て
で
は
な
く
、
有
限
会
社
と

の
混
合
形
態
と
し
て
存
続
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
一
〇
〇
社
中

三
〇
位
の
ド
イ
ツ
最
大
の
食
品
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
連
鎖
店
の
持
株

会
社
ア
ル
デ
ィA

ldi G
m
bH

 &
 C

o. O
H
G

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
混
合
形
態
の
項
で
後
述
す
る
。

年
次
報
告
書
の
開
示
お
よ
び
監
査
人
に
よ
る
監
査
の
法
的
義
務

は
な
い
。

合
名
会
社
は
最
も
初
期
的
な
企
業
形
態
で
あ
り
、
今
日
で
は
大

同
族
企
業
に
お
け
る
持
株
会
社
と
し
て
、
あ
る
い
は
小
規
模
の
同

族
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
後
述
の
メ
ル

ク
社
は
最
近
に
至
る
ま
で
合
名
会
社E

. M
erck O

H
G

を
構
成

し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
合
資
会
社E

. M
erck K

G

で
あ
る
。

ま
た
業
務
執
行
出
資
者
の
権
限
、
会
社
目
的
の
変
更
、
構
成
出

資
者
の
変
更
、
会
社
の
解
散
な
ど
定
款
変
更
を
要
す
る
事
項
は
出

資
者
全
員
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
新
規
出
資
者
の

参
加
、
持
分
の
他
の
出
資
者
へ
の
譲
渡
は
出
資
者
全
員
の
同
意
を

一
三
四



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
七
）

（
3
）
有
限
会
社

　
　

Gesellschaft m
it beschränkter H

aftung

：

　
　

商
号Gm

bH

企
業
例
：R

obert B
osch G

m
bH

（
自
動
車
部
品
他
）

ボ
ッ
シ
ュ
社
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
が
、
最
大
一
〇
〇
社
中
に

同
社
の
他
に
創
業
者
が
一
〇
〇
％
所
有
す
る
第
四
五
位
の
医
療
事

業
のA

skelpios

社
の
二
社
が
あ
る
。
と
り
わ
け
ボ
ッ
シ
ュ
社
の

よ
う
に
世
界
的
に
知
名
度
の
高
い
企
業
は
有
限
会
社
の
社
会
的
威

信
を
日
本
よ
り
は
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
下
記
の
特

質
に
よ
り
中
小
規
模
の
会
社
に
好
適
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
進
出
し

て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
日
本
企
業
は
有
限
会
社
で
あ
る
。

し
か
し
最
大
一
〇
〇
社
中
二
社
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
示
す

よ
う
に
有
限
会
社
は
単
独
で
利
用
さ
れ
る
よ
り
は
合
資
会
社
と
の

混
合
形
態
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は

後
述
す
る
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

が
最
大
一
〇
〇
社

に
六
社
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

有
限
会
社
の
特
質
は
以
下
に
要
約
さ
れ
る

（
14
）

：

①　

有
限
責
任
性

有
限
合
資
会
社
が
最
も
多
く
の
同
族
企
業
に
採
用
さ
れ
る
理
由

に
際
し
て
第
三
者
に
対
す
る
負
債
を
会
社
資
産
に
よ
り
完
済
で
き

な
い
場
合
、
無
限
責
任
出
資
者
に
個
人
財
産
に
よ
る
弁
済
義
務
が

生
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
純
粋
の
合
資
会
社
Ｋ
Ｇ
は
少
な

く
、
大
多
数
は
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

に
有
限
会
社
や
株
式
会
社
を
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る
混
合
形
態

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

合
資
会
社
の
特
質
を
以
下
に
概
観
す
る
：

①　

二
種
の
出
資
者
：
無
限
責
任
出
資
者
（K
om

plem
entär

）

と
有
限
責
任
出
資
者
（K

om
m
anditist

）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

②　

無
限
責
任
社
員
に
よ
る
弁
済
義
務
：
会
社
の
負
債
が
完
済
さ

れ
な
い
場
合
は
無
限
責
任
出
資
者
が
個
人
財
産
に
よ
り
弁
済
す

る
。
有
限
責
任
出
資
者
の
責
任
は
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
に
よ
る
経
営
業
務
の
執
行
：
経
営
業
務
は

無
限
責
任
出
資
者
の
み
が
担
当
し
、
有
限
責
任
出
資
者
は
こ
れ

に
対
す
る
監
督
権
と
情
報
請
求
権
の
み
を
有
す
る
。

一
三
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
八
）

表
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
有
限
会
社
に

お
い
て
は
資
本
側
代
表
と
従
業
員
代
表
が
同
数
の
共
同
決
定
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ボ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
巨
大
企
業
に

お
い
て
は
株
式
会
社
と
同
様
の
二
〇
人
の
監
査
役
会
と
共
同
決
定

法
の
適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

（
4
）
株
式
合
資
会
社

　
　

K
om
m
anditgesellschaft auf A

ktien

：
商
号K

GaA

企
業
例
：M

erck K
G
aA

（
医
薬
品
）

株
式
合
資
会
社
は
合
資
会
社
が
進
化
し
た
形
態
で
あ
り
、
同
族

会
社
が
同
族
に
よ
る
支
配
と
経
営
を
維
持
し
つ
つ
、
持
分
の
一
部

を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
券
市
場
で
大
量
の
資
金
調
達
を
行

う
た
め
に
有
用
な
法
形
態
で
あ
る
。
こ
の
法
形
態
は
今
日
の
日
本

に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
の
新

商
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
明
治
鉱
業
、
一
九
一
〇
年

大
丸
呉
服
店
な
ど
が
導
入
し
た

（
15
）

。
し
か
し
そ
の
組
織
は
複
雑
で
理

解
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
採
用
企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
り

一
九
五
二
年
に
廃
止
さ
れ
た

（
16
）

。

こ
の
事
情
は
ド
イ
ツ
で
も
同
じ
と
思
わ
れ
、
株
式
合
資
会
社
は

極
め
て
少
数
で
あ
り
、「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
五
三
位
の
既
述
同

は
有
限
会
社
の
有
限
責
任
性
に
あ
る
。

②　

非
公
開
性

持
分
譲
渡
が
制
限
的
で
あ
り
、
譲
渡
は
公
正
証
書
を
必
要
と
し
、

あ
る
い
は
定
款
に
よ
り
こ
れ
の
禁
止
、
制
限
も
可
能
で
あ
る
。

③　

簡
易
性

設
立
、
運
営
に
関
す
る
手
続
き
、
要
件
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

設
立
時
資
本
金
は
四
分
の
一
以
上
、
か
つ
一
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ

以
上
の
払
込
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
株
式
会
社
の
場
合
の
半
額

で
あ
る
。
ま
た
一
人
で
も
設
立
可
能
で
あ
る
。

④　

汎
用
性

適
法
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
で
も
設
立
可
能
で

あ
る
。
営
利
目
的
は
も
ち
ろ
ん
公
益
目
的
の
財
団
法
人
、
公
共
的

目
的
の
組
織
、
公
共
機
関
で
も
設
立
可
能
で
あ
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
の

公
益
財
団
が
有
限
会
社
で
あ
る
一
因
は
こ
れ
に
あ
る
。

⑤　

監
査
役
会
・
共
同
決
定
の
適
用
除
外

従
業
員
数
が
五
〇
〇
人
以
下
の
有
限
会
社
に
お
い
て
は
監
査
役

会
設
置
と
同
機
関
に
お
け
る
共
同
決
定
の
導
入
義
務
が
な
い
。
た

だ
し
五
〇
一
人
以
上
二
、〇
〇
〇
人
ま
で
の
従
業
員
数
を
雇
用
す

る
有
限
会
社
に
お
い
て
は
最
低
三
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
監
査
役
会

を
設
置
す
る
義
務
が
生
じ
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
は
従
業
員
代

一
三
六



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
九
）

が
適
用
さ
れ
る
。
年
次
報
告
書
お
よ
び
状
況
報
告
書
の
開
示
義
務
、

監
査
義
務
に
関
し
て
は
貸
借
対
照
表
、
売
上
高
、
従
業
員
数
に
よ

り
株
式
合
資
会
社
の
特
質
は
以
下
に
要
約
で
き
る
：

①　

無
限
責
任
出
資
者
と
有
限
責
任
出
資
者
（
第
三
者
非
同
族
株

主
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

②　

会
社
の
負
債
が
完
済
さ
れ
な
い
場
合
は
無
限
責
任
出
資
者
が

個
人
財
産
に
よ
り
弁
済
す
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
の
み
が
業
務
執
行
権
と
会
社
の
代
表
権
を

有
す
る
。

④　

業
務
執
行
責
任
者
は
監
査
役
会
に
よ
る
重
要
な
決
定
に
関
し

て
は
承
認
権
な
い
し
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
。

⑤　

株
主
の
責
任
は
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
。

⑥　

株
主
は
株
主
総
会
に
お
い
て
監
査
役
会
役
員
を
選
任
す
る
。

⑦　

業
務
執
行
責
任
者
に
対
す
る
監
査
役
会
の
監
督
は
情
報
権
と

監
査
権
に
限
定
さ
れ
る
。

⑧　

既
述
の
有
限
会
社
と
同
様
の
監
査
役
会
と
共
同
決
定
の
義
務

を
負
う
。

そ
の
利
点
は
以
下
で
あ
る

（
17
）

：

族
企
業
メ
ル
ク
株
式
合
資
会
社M

erck K
G
aA

一
社
の
み
で
あ

る
。
同
社
の
起
原
は
一
六
六
八
年
に
Ｆ
．Ｊ
．
メ
ル
ク
に
よ
る
薬

局
の
買
収
で
あ
る
。
三
〇
〇
年
以
上
の
伝
統
を
有
す
る
ド
イ
ツ
屈

指
の
医
薬
品
企
業
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
会
社
に
よ
れ
ば
世
界
最

古
の
医
薬
品
企
業
と
さ
れ
る
。
一
八
二
七
年
薬
局
か
ら
製
薬
企
業

へ
と
川
上
垂
直
統
合
を
実
現
し
た
の
は
創
業
者
と
さ
れ
る
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
メ
ル
ク
（E

m
anuel M

erck

）
で
あ
る
。
エ
マ
ヌ
エ
ル
は

阿
片
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
（
麻
酔
・
鎮
痛
作
用
を
有
す
る
植
物
成

分
）
の
特
性
を
利
用
し
、
鎮
痛
剤
モ
ル
ヒ
ネ
の
生
産
に
成
功
し
た
。

株
式
合
資
会
社
は
メ
ル
ク
社
の
よ
う
に
伝
統
と
潤
沢
な
内
部
留

保
を
保
有
し
、
同
族
持
分
所
有
者
が
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者

と
し
て
債
務
返
済
リ
ス
ク
に
耐
え
得
る
企
業
の
み
が
選
択
で
き
る

法
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
族
の
信
用
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
高

い
社
会
的
地
位
を
象
徴
し
た
。
こ
の
た
め
こ
の
法
形
態
を
採
用
し

た
企
業
は
少
数
で
長
年
の
社
歴
と
高
い
知
名
度
を
有
す
る
メ
ル
ク
、

ヘ
ン
ケ
ル
な
ど
に
限
ら
れ
た
。

株
式
合
資
会
社
は
合
資
会
社
と
株
式
会
社
の
両
面
の
性
格
を
有

す
る
が
、
法
的
に
は
資
本
会
社
で
あ
り
、
株
式
法
と
そ
の
一
部
を

な
す
株
式
合
資
会
社
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
株
式
会
社
と
同
一
の
開
示
義
務
、
監
査
義
務
、
共
同
決
定
制
度

一
三
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
〇
）

（
5
）
株
式
会
社　

A
ktiengesellschaft

：
商
号
Ａ
Ｇ

企
業
例
：V

olksw
agen A

G

、B
M

W
 A

G

な
ど

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
株
式
会
社
の
形
態
を
有
す
る
同
族
企
業

は
一
一
社
あ
り
、
同
族
企
業
と
し
て
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、

B
M

W

、
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど
の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
大
企
業
が
存

在
す
る
。
世
界
的
メ
デ
ィ
ア
企
業
のB

ertelsm
ann

社
も

二
〇
一
二
年
ま
で
は
非
公
開
の
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
株
式

会
社
の
総
数
が
一
六
、七
〇
五
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
会
社
は

一
、〇
二
三
社
に
過
ぎ
な
い
。

（
6
）
欧
州
株
式
会
社　

Societas Europae

：
商
号
Ｓ
Ｅ（18）

企
業
例
：A

llianz S
E

（
保
険
）、B

A
S
F
 S

E

（
化
学
）
な
ど

欧
州
株
式
会
社
（
Ｓ
Ｅ
）
と
は
欧
州
株
式
会
社
ま
た
は
欧
州
株

式
会
社
法
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のS

ocietas E
uropaea

（
ソ

キ
エ
タ
ス
・
エ
ウ
ロ
ペ
ア
）
の
略
記
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
を
構
成
す
る
二
七
加
盟
国
に
共
通
す
る
超
国
家
的
会
社
お
よ

び
会
社
法
で
あ
る
。
こ
の
株
式
会
社
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
Ｓ
Ｅ
の
訳
語
と
し
て
は
「
欧
州
公
開
株
式
会
社
」
が

内
容
を
的
確
だ
が
語
数
が
多
い
の
で
本
稿
で
は
Ｓ
Ｅ
と
表
記
す
る
。

①　

株
式
会
社
を
別
に
す
れ
ば
株
式
合
資
会
社
は
同
族
企
業
に
よ

る
証
券
市
場
で
の
資
金
調
達
を
可
能
に
す
る
唯
一
の
法
形
態
で

あ
る
。

②　

証
券
市
場
で
資
金
調
達
し
た
結
果
、
非
同
族
第
三
者
で
あ
る

一
般
株
主
の
所
有
比
率
が
た
と
え
九
〇
％
に
達
し
た
場
合
で
も

無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
同
族
が
最
高
経
営
責
任
者
と
し
て
意

思
決
定
と
そ
の
実
施
を
行
う
権
利
を
確
保
で
き
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
の
同
族
に
よ
る
株
式
合
資
会
社
の

持
分
に
対
す
る
相
続
税
は
人
的
会
社
に
対
す
る
持
分
と
同
一
で

あ
り
、
最
も
低
率
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
節
税

額
は
会
社
へ
投
資
可
能
と
な
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
利
点
の
代
償
と
し
て
自
然
人
と
し
て
の
無
限
責

任
出
資
者
に
よ
る
会
社
債
務
に
対
す
る
個
人
財
産
を
も
含
む
弁
済

責
任
を
負
う
。
こ
の
た
め
株
式
合
資
会
社
の
普
及
は
遅
れ
た
。
こ

の
問
題
は
既
述
の
合
資
会
社
に
つ
い
て
記
述
し
た
よ
う
に
無
限
責

任
出
資
者
に
有
限
会
社
ま
た
は
株
式
会
社
を
選
任
す
る
こ
と
に
よ

り
実
質
的
に
は
有
限
化
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
混
合
形
態
の

一
つ
で
あ
る
有
限
株
式
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

に
お

い
て
後
述
す
る
。

一
三
八



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
一
）

⑴　

Ｓ
Ｅ
の
利
点

Ｓ
Ｅ
創
設
の
目
的
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
単
一
、
同
一
の
公

開
株
式
会
社
法
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
行
政
手
続
、
設
立
、
運

営
、
経
営
組
織
、
情
報
開
示
、
本
社
移
転
な
ど
に
伴
う
法
務
そ
の

他
の
費
用
お
よ
び
時
間
を
大
幅
に
削
減
し
、
そ
の
国
際
的
競
争
力

を
向
上
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
利
点
を
指
摘
で

き
よ
う
：

①　

Ｅ
Ｕ
各
国
所
在
の
全
Ｓ
Ｅ
会
社
の
一
元
的
管
理
が
可
能
。

②　

採
用
は
企
業
の
任
意
制
、
加
盟
国
の
既
存
会
社
法
と
併
存
。

③　

本
社
の
加
盟
国
間
の
移
転
が
容
易
か
つ
低
費
用
。

④　

加
盟
国
に
お
け
る
子
会
社
設
立
費
用
が
不
要
。

⑤　

加
盟
国
間
の
企
業
合
併
が
容
易
。

⑥　

共
同
決
定
の
任
意
制
導
入
に
よ
る
柔
軟
性
向
上
。

⑦　

単
層
型
、
二
層
型
取
締
役
会
の
選
択
制
に
よ
る
柔
軟
性
向
上
。

⑧　

こ
れ
に
よ
る
企
業
統
治
費
用
の
低
減
。

⑨　

こ
れ
に
よ
る
経
営
意
思
決
定
の
迅
速
化
。

⑩　

進
出
先
加
盟
国
の
従
業
員
の
経
営
参
加
可
能
。

こ
れ
ら
の
利
点
と
し
て
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
日
本
な
ど

「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
占
め
る
Ｓ
Ｅ
は
二
〇
〇
八
年
四
社
で
あ
っ

た
が
二
〇
一
〇
年
に
は
二
社
増
加
し
六
社
と
な
り
今
後
も
ド
イ
ツ

に
お
け
る
普
及
度
は
加
速
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
一
環
と
し
て
ま
ず
Ｅ
Ｕ
二
七
加
盟
国
へ
の
進
出
を
意
図

す
る
企
業
に
好
適
の
法
形
態
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
同
族
企
業
と
し
て
は
こ
の

法
形
態
を
採
用
し
て
い
た
企
業
は
三
一
位
のF

resenius S
E
 &

 
C
o. K

G
aA

の
み
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
位
の

B
ertelsm

ann

社
が
非
公
開
株
式
会
社
か
らS
E
 &

 C
o. K

G
aA

に
移
行
し
た
。
両
社
と
も
に
高
収
益
、
高
成
長
を
続
け
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
企
業
の
買
収
な
ど
国
際
的
活
動
に
成
功
を
収
め
て
い
る

企
業
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
種
の
同
族
企
業
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
へ
改
組

が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
公
開
会
社
の
Ｓ
Ｅ
は
九
位
の
化
学
製
品

企
業
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、
三
四
位
の
保
険
会
社A

llianz

、
三
七
位
産
業

機
械
の
Ｍ
Ａ
Ｎ
社
、
五
一
位
建
設
業B

ilginger B
erger

、
九
七

位
医
療
機
器
認
証
、
防
爆
安
全
認
証
事
業
の
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｒ
Ａ
社
が
あ

る
。

一
三
九
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（
四
五
二
）

よ
り
策
定
さ
れ
た
欧
州
株
式
会
社
法
の
最
初
の
草
案
に
よ
り
始
ま

る
。
七
〇
年
欧
州
委
員
会
は
こ
の
草
案
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
正

式
の
規
則
草
案
と
し
て
採
択
し
、
欧
州
議
会
と
経
済
社
会
委
員
会

へ
検
討
の
た
め
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
八
四
条
に
わ
た
り
欧

州
株
式
会
社
、
共
同
決
定
と
事
業
所
協
議
会
を
も
規
定
し
た
。

七
五
年
こ
れ
ら
機
関
の
意
見
に
基
づ
き
欧
州
委
員
会
は
さ
ら
に
詳

細
な
四
〇
〇
条
に
達
す
る
草
案
を
策
定
し
、
閣
僚
理
事
会
に
提
案

し
た
。
し
か
し
同
理
事
会
は
企
業
統
治
、
税
制
、
共
同
決
定
な
ど

に
共
感
を
示
さ
ず
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

八
二
年
に
は
審
議
が
中
止
さ
れ
た
。

そ
の
最
大
の
原
因
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
共
同
決
定
の
導
入
へ
の
執

着
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最

も
共
同
決
定
の
歴
史
が
古
く
、
最
も
広
範
か
つ
高
度
の
決
定
権
が

労
働
者
代
表
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
制
度
の
維

持
は
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
の
で
、
ド
イ
ツ
と
し
て
は
競
争
力

に
お
い
て
不
利
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
他
の
加
盟
国
も
ド

イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
要
求
し
た
た
め
で
あ

る
。そ

の
後
も
審
議
再
開
、
挫
折
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
ニ
ー
ス
に
お

け
る
Ｅ
Ｕ
サ
ミ
ッ
ト
会
談
に
お
い
て
よ
う
や
く
合
意
が
成
立
し
た
。

非
加
盟
国
の
企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

設
立
要
件

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
会
社
が
設
立
登
記
さ
れ
て
い
て
、
本
社
機
能
が

存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
の
設
立
要
件
は
最
低
資
本

金
二
万
ユ
ー
ロ
で
、
社
名
の
前
後
い
ず
れ
か
に
Ｓ
Ｅ
を
付
加
す
る
。

Ｓ
Ｅ
は
以
下
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
：

①　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
の
合
併
に
よ
り
設
立
。

②　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
の
持
株
会
社
に
よ
る
設
立
。

③　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
に
よ
る
共
同
子
会
社
に
よ
る
設

立
。

④　

本
社
所
在
国
以
外
の
加
盟
国
に
二
年
以
上
子
会
社
を
有
す
る

会
社
の
改
組
。

⑶　

Ｓ
Ｅ
創
設
の
経
緯

Ｓ
Ｅ
の
立
法
化
は
三
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
審
議
、
交
渉

を
経
て
二
〇
〇
〇
年
に
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
そ
の
過
程
は

一
九
六
六
年
欧
州
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
大
学
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
を
委
員
長
と
す
る
専
門
家
委
員
会
に

一
四
〇



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
三
）

（
憲
法
）
は
戦
後
一
九
四
九
年
制
定
以
来
既
に
五
九
回
変
更
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
一
回
は
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
て
い
る
。

以
下
に
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
混
合
形
態
を
図
式
化
す
る
：

（
1
）
合
名
会
社
の
混
合
形
態　

　
　

│
有
限
合
名
会
社
：
商
号Gm

bH
 &
 Co. O

H
G

企
業
例
：A

ldi G
m
bH

 &
 C

o. O
H
G

（
食
品
連
鎖
店
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
無
限
責
任
出
資
者
＝
合
名
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

plem
entäre

＝
Ｏ
Ｈ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
無
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
合
名
会
社G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
基
本
形
態
と
し
て
の
単
体
の
合

名
会
社
Ｏ
Ｈ
Ｇ
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中

有
限
会
社
と
の
混
合
形
態
と
し
て
唯
一
の
事
例
が
三
〇
位
の
ド
イ

ツ
最
大
の
食
品
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
連
鎖
店
の
持
株
会
社
ア
ル
デ
ィ

A
ldi G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

で
あ
る
。
こ
れ
は
合
名
会
社
の
一
部

直
ち
に
同
年
二
月
一
日
付
の
修
正
欧
州
株
式
会
社
法
が
策
定
さ
れ
、

〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
Ｅ
Ｕ
理
事
会
が
「
Ｓ
Ｅ
会
社
法
規
則
」

E
C
 R

egulation 2157/2001 

お
よ
び
共
同
決
定
に
関
す
る

「
Ｓ
Ｅ
経
営
参
加
指
令
」E

C
 D

irective 2001/86 

を
採
択
し
、

〇
四
年
に
実
施
さ
れ
た
。

欧
州
株
式
会
社
は
ド
イ
ツ
の
既
存
の
会
社
法
形
態
と
競
争
関
係

に
あ
り
、
ド
イ
ツ
固
有
の
共
同
決
定
の
弱
体
化
を
招
く
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
別
項
に
て
後
述
す
る
。

4
│

2　

混
合
形
態　

M
ischform

en

合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任

出
資
者
が
有
限
会
社
、
株
式
会
社
、
欧
州
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
、
公
益

ま
た
は
私
益
財
団
で
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
合
名
会
社
、
合
資

会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
を
混
合
形
態
と
称
す
る
。
本
来
無
限

責
任
を
負
う
べ
き
無
限
責
任
出
資
者
が
有
限
責
任
出
資
者
と
し
て

の
法
人
に
よ
り
有
限
責
任
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
大
学
の
授

業
で
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者
の
存
在
を
固
く
信
じ

て
い
た
者
に
は
大
き
な
文
化
衝
撃
で
あ
る
。
こ
の
本
質
的
な
矛
盾

が
合
法
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
の
法
形
態
の
現
実
的
、
実

践
的
、
柔
軟
な
基
本
的
性
格
と
言
え
よ
う
。
ド
イ
ツ
の
基
本
法

一
四
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
四
）

図表 3　法形態別会社数
2012年1月1日

Gesellschaftsrecht, 2013, pp.IX-XII. 原資料：Kornblum, GmbH-Rundschau, 2012
混合形態 AG & Co.KG などがどのように算入されているかは不明。

図表 4　ドイツ企業の混合法形態

Ａ：基本形態。
Ｂ： 混合形態において無限責任出資者が有限責任出資者として利用される場合の

法形態。
本文参照。筆者作成。
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
五
）

会
社
で
あ
る
小
売
店
へ
の
供
給
、
こ
れ
ら
の
管
理
と
支
援
で
あ
る
。

同
社
は
回
転
率
の
高
い
商
品
の
み
を
対
象
に
そ
の
品
揃
え
幅
と

深
さ
を
極
力
絞
り
込
み
、
こ
れ
ら
を
大
量
に
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
他
店
の
追
従
を
許
さ
な
い
低
価
格
戦
略
に
よ
り
成
功
し
た
。
社

名
のA

ldi

は
兄
弟
の
姓A

lbrecht

とD
iskont

に
よ
り
作
ら
れ

た
。
持
株
会
社
は
こ
れ
ら
二
社
へ
の
商
品
仕
入
れ
と
不
動
産
管
理

を
統
合
・
管
理
す
る
。
二
人
と
も
ド
イ
ツ
の
最
も
裕
福
な
企
業
家

と
し
て
最
上
位
を
占
め
る
。

（
2
）
合
資
会
社
の
混
合
形
態

こ
の
混
合
形
態
に
は
四
種
あ
り
、
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
会

社
、
株
式
会
社
、
Ｓ
Ｅ
、
財
団
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
置
き
換
え
る

こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。

（
2
│

1
）
有
限
合
資
会
社
：
商
号G

m
bH

 &
 C

o. K
G

企
業
例
：IN

A
 H

olding G
m
bH

 &
 C

o. K
G

（
ベ
ア
リ
ン
グ
、

部
品
）
こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

の
出
資
者
が
自
然
人
で
は
な
くG

m
bH

す
な
わ
ち
有
限
責
任
出
資

者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
自
然
人
の
み
な
ら
ず
有
限

責
任
出
資
者
と
し
て
法
人
も
出
資
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
合

名
会
社
と
株
式
会
社
な
ど
の
有
限
会
社
と
の
混
合
形
態
が
生
じ
る
。

こ
の
点
で
は
合
資
会
社
は
有
限
会
社
や
株
式
会
社
と
変
わ
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
有
限
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
場
合
、

商
号
は
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 

＆ C
o. K

G

と
な
る
。
こ
れ
ら

の
有
限
会
社
に
対
し
て
は
有
限
会
社
法
が
適
用
さ
れ
る
。
有
限
合

資
会
社
の
従
業
員
が
二
、〇
〇
一
人
以
上
の
場
合
に
は
監
査
役
会

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
一
九
七
六
年
共
同
決
定
法
が
適

用
さ
れ
る
。
業
務
執
行
と
会
社
の
代
表
は
無
限
責
任
出
資
者
と
し

て
の
有
限
会
社
が
そ
の
最
高
経
営
責
任
者
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

A
ldi

社
は
第
二
次
大
戦
後
母
親
が
エ
ッ
セ
ン
で
経
営
し
て
い

た
食
品
店
を
兄
の
カ
ー
ル
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（1920-
）
と
弟
の

テ
オ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（1922-2010

）
が
承
継
し
て
発
展
し
た
。

一
九
六
〇
年
兄
弟
は
ド
イ
ツ
を
南
北
の
市
場
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ

れ
をA

ldi E
inkauf G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G
 N

ord

とA
ldi 

E
inkauf G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G
 S

üd

の
社
名
に
よ
り
個
別
の
合

名
会
社
の
も
と
で
支
配
す
る
。
こ
れ
ら
の
設
立
目
的
は
商
業
登
記

簿
に
よ
れ
ば
商
品
の
集
中
仕
入
と
傘
下
の
法
的
に
独
立
し
た
事
業

一
四
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
六
）

そ
の
最
大
の
理
由
は
無
限
責
任
出
資
者
の
負
う
リ
ス
ク
が
大
き
い

た
め
で
あ
る
。

こ
の
混
合
形
態
は
一
九
八
〇
年
の
ド
イ
ツ
商
法
典
改
正
に
よ
り

初
め
て
法
律
上
認
め
ら
れ
た

（
20
）

。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
判
例
に
よ
り

有
限
合
資
会
社
は
適
法
と
さ
れ
て
い
た
。
資
本
会
社
が
合
資
会
社

の
無
限
責
任
出
資
者
と
な
る
法
形
態
は
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を

有
し
、
一
八
六
一
年
の
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
成
立
以
前
の
ゲ
ル
マ

ン
法
の
下
で
も
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
二
年
バ
イ
エ
ル
ン

最
高
裁
が
初
め
て
こ
れ
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
か
ら
、

一
九
一
八
年
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
二
二
年
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決

に
よ
り
有
限
合
資
会
社
は
ド
イ
ツ
全
土
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
有
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
有
限
会
社
が
合
資
会
社
の
無

限
責
任
出
資
者
と
す
る
奇
妙
な
矛
盾
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
批
判
と

議
論
の
的
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
紆
余
曲
折
を
経
て
一
九
八
〇
年

七
月
四
日
の
法
改
正
に
よ
り
歴
史
上
初
め
て
有
限
合
資
会
社
に
法

的
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
評
価
は
結
論
に
述
べ
る
。

（
2
│

2
）
株
式
・
合
資
会
社

（
21
）

：
商
号A

G
 &

 C
o. K

G
企
業
例
：B

oehringer Ingelheim
 P

harm
a A

G
 &

 C
o. K

G

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

有
限
会
社
と
合
資
会
社
の
結
合
し
た
こ
の
型
の
混
合
形
態
は
次

の（
3
）株
式
合
資
会
社
の
混
合
形
態
と
共
に
今
日
ド
イ
ツ
の
中
小

企
業
か
ら
大
企
業
に
至
る
最
も
多
数
の
同
族
企
業
に
よ
り
採
用
さ

れ
て
い
る
。「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
四
社
上
記
Ｉ
Ｎ
Ａ
社
の
他
に

O
tto, W

ürth, M
iele

が
こ
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ブ
レ

ン
ツ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
Ｗ
Ｈ
Ｕ
に
お
け
る
同
族
企
業
研
究

機
関
で
あ
るIN

T
E
S

│A
kadem

ie für F
am

ilienunternehm
en

と
の
協
力
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
模
範
的
老
舗
・
新
興
同

族
企
業
と
さ
れ
る
一
一
一
社
の
名
鑑
に
よ
れ
ば
そ
の
四
八
社
、

四
三
％
がG

m
bH

 &
 C

o. K
G

で
あ
る
。
こ
の
一
一
一
社
に
は

「
最
大
一
〇
〇
社
」
のB

ertelsm
ann, B

oehlinger, H
enkel, 

IN
A
, M

iele, O
etker, O

tto, V
oit

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る

（
19
）

。

無
限
責
任
出
資
者
が
一
人
も
居
な
い
こ
の
法
形
態
が
九
〇
年
代

後
半
か
ら
急
増
し
た
の
に
対
し
て
古
典
的
な
無
限
責
任
出
資
者
が

自
然
人
で
あ
る
Ｏ
Ｈ
Ｇ
お
よ
び
旧
来
の
Ｋ
Ｇ
合
資
会
社
は
少
な
い
。

一
四
四



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
七
）

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

Ｓ
Ｅ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
Ｓ
Ｅ
・
合
資
会
社S

E
 &

 C
o. K

G

無
限
責
任
出
資
者
が
欧
州
公
開
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
に
よ
り
代
替
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
の
リ
ス
ク
は
消
滅

す
る
。

（
2
│

4
）
財
団
・
合
資
会
社
：
商
号S

tiftung &
 C

o. K
G

企
業
例
：L

idl S
tiftung &

 C
o. K

G

（
小
売
流
通
連
鎖
店
）、

F
reudenberg S

tiftung &
 C

o. K
G

（
綜
合
部
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

財
団S

tiftung

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
財
団
・
合
資
会
社S

tiftung &
 C

o. K
G

上
記
と
同
様
に
公
益
財
団
ま
た
私
益
財
団
を
無
限
責
任
出
資
者

（
医
薬
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

株
式
会
社
Ａ
Ｇ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
・
合
資
会
社A

G
 &

 C
o. K

G

上
述
の
有
限
合
資
会
社
の
一
変
形
で
あ
り
、
有
限
会
社
の
代
わ

り
に
株
式
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
と
な
る
。
そ
の
他
は
上
記
有

限
合
資
会
社
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
形
態
の
原
型
は
有
限
会
社
が

無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
形
態
は
資
本
会
社
・
株
式
合

資
会
社K

apitalgesellschaft &
 C

o. K
G
aA

と
総
称
さ
れ
る
。

（
2
│

3
）
Ｓ
Ｅ
合
資
会
社
：
商
号S

E
 &

 C
o. K

G

企
業
例
：W
IK

A
 S

E
 &

 C
o. K

G

（
圧
力
・
温
度
の
計
器
製

造
企
業
、
非
「
最
大
一
〇
〇
社
」）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

一
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
八
）

②　

共
同
決
定
は
事
業
会
社
に
限
定

③　

同
族
出
資
者
の
限
定
責
任

④　

企
業
の
継
続
性

⑤　

同
族
支
配
と
経
営
と
の
分
離

⑥　

最
小
限
の
開
示
義
務

（
3
）
株
式
合
資
会
社
の
混
合
形
態

こ
れ
は
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
会
社
、
株

式
会
社
、
Ｓ
Ｅ
、
財
団
の
四
種
の
会
社
に
よ
り
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
り
、
全
出
資
者
を
有
限
化
し
た
法
形
態
で
あ
る
。

（
3
│

1
）
有
限
株
式
合
資
会
社
：
商
号G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

企
業
例
：M

erz G
m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

（
中
枢
神
経
疾
病
用

医
薬
品
、
非
「
最
大
一
〇
〇
社
」）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
・
株
式
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
す
る
こ
と
に
よ
り
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
に
よ
る
弁
済
リ

ス
ク
が
解
消
さ
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
ド
イ
ツ
で
は
同
族
企
業
を
中
心
と
す
る
財
団

の
設
立
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
目
的
は
以
下
に
要
約
で
き
よ

う
：

①　

企
業
の
永
続
性
確
保　

│
設
立
者
の
遺
言
執
行
人

●　

後
継
者
問
題
の
解
決

●　

同
族
間
対
立
の
排
除

●　

同
族
の
利
己
的
目
的
に
よ
る
企
業
消
滅
の
防
止

●　

敵
対
的
企
業
買
収
の
阻
止

●　

伝
統
的
企
業
文
化
の
永
続
化

②　

持
株
会
社
と
し
て
企
業
集
団
の
企
業
統
治

③　

節
税　

│
相
続
税
、
財
産
税
、
所
得
税

④　

創
業
者
・
同
族
の
記
念
碑

そ
の
他
こ
の
法
形
態
を
採
用
し
て
い
る
企
業
の
同
族
最
高
経
営

責
任
者
に
よ
れ
ば
以
下
の
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
る

（
22
）

：

①　

共
同
決
定
法
の
非
適
用

一
四
六



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
九
）

で
最
も
著
名
な
商
品
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊P

ritt

で
あ
り
、
ド
イ
ツ

で
は
合
成
洗
剤P

ersil

で
あ
る
。

そ
の
他
透
析
機
器
の
大
手
企
業
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
社
の
中
核
企
業

フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
アF

resenius M
edical C

are 
A
G
 &

 C
o. K

G
aA

、
麻
酔
集
中
管
理
装
置
、
集
中
治
療
用
人
工

呼
吸
器
な
ど
医
療
機
器
の
ド
レ
ー
ガ
ー
社D

rägerw
erk A

G
 &

 
C
o. K

G
aA

が
あ
る
。
三
社
い
ず
れ
も
日
本
に
進
出
し
て
い
る
。

（
3
│

3
）
Ｓ
Ｅ
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号S

E
 &

 C
o. K

G
aA

企
業
例
：B

ertellsm
ann S

E
 &

 C
o. K

G
aA

、F
resenius S

E
 

&
 C

o. K
G
aA

な
ど

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

Ｓ
Ｅ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
Ｓ
Ｅ
・
株
式
合
資
会
社S

E
 &

 C
o. K

G
aA

Ｓ
Ｅ
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
の
で
株
式
会
社
と
同
格
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
社
の
事
業
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
公
益
財
団
に
よ
り
支
配
さ

（
3
│

2
）
株
式
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号A

G
 &

 C
o. K

G
aA

企
業
例
：H

enkel A
G
 &

 C
o. K

G
aA

（
日
用
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

株
式
会
社
Ａ
Ｇ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
・
株
式
合
資
会
社A

G
 &

 C
o. K

G
aA

こ
の
形
態
の
採
用
企
業
も
上
記
と
同
じ
理
由
で
少
な
い
。
上
記

の
有
限
・
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る
有
限
会
社
の
代
わ
り
に
株
式

会
社
に
よ
り
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
化
し
た
形
態
で
あ
る
。
株

式
・
株
式
合
資
会
社
は
上
記
のG

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
共
に

一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
付
け
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
り
合
法
と

さ
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
法
形
態
で
あ
る
。

著
名
な
企
業
と
し
て
洗
剤
・
練
歯
磨
き
・
洗
髪
用
品
、
工
業
用

接
着
剤
な
ど
の
「
最
大
一
〇
〇
社
」
の
大
手
企
業
で
あ
る

H
enkel A

G
 &

 C
o. K

G
aA

が
あ
る
。
同
族
所
有
比
率
は
五
三
％

で
あ
り
、
ヘ
ン
ケ
ル
家
の
代
表H

ans-O
laf H

enkel

が
ド
イ
ツ

産
業
連
盟
Ｂ
Ｄ
Ｉ
の
会
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。
同
社
の
日
本

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
六
〇
）

5
．
ド
イ
ツ
の
会
社
法
形
態
の
進
化
過
程

5
│

1　

自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限
責
任
化
」

こ
れ
ま
で
の
論
述
で
明
ら
か
な
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
社

の
法
形
態
の
進
化
は
合
資
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る

無
限
責
任
出
資
者
を
資
本
会
社
に
よ
り
「
有
限
責
任
化
」
す
る
こ

と
に
よ
り
自
然
人
に
よ
る
個
人
財
産
を
含
む
弁
済
責
任
の
軽
減
化

に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
企
業
家
に
と
り
無
限
責
任
の
規
定
が
い

か
に
大
き
な
心
理
的
負
担
で
あ
っ
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
こ
れ
ら
二
つ
の
基
本
形
態
は
実
質
的
に
無
限
責
任
出
資
者
の

存
在
し
な
い
混
合
形
態
に
変
質
し
た
と
言
え
よ
う
。

5
│

2　

企
業
家
に
よ
る
法
形
態
の
進
化

法
形
態
の
進
化
は
法
学
者
の
議
論
で
は
な
く
、
企
業
家
の
革
新

的
実
践
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
今
日
ド
イ
ツ
で
最

も
多
く
利
用
さ
れ
る
合
資
会
社
の
混
合
形
態
は
有
限
合
資
会
社

G
m
bH

 &
 C

o. K
G

で
あ
る
。
こ
の
法
形
態
は
合
資
会
社
の
無
限

責
任
出
資
者
を
有
限
会
社
に
よ
り
置
き
換
え
、
自
然
人
に
よ
る
個

人
財
産
を
含
む
債
務
弁
済
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

こ
の
論
理
的
矛
盾
は
当
然
な
が
ら
法
学
者
の
間
で
賛
否
両
論
を
引

れ
て
い
る
の
で
、
財
団
合
資
会
社
の
性
格
を
も
有
す
る
。

（
3
│

4
）
財
団
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号S

tiftung &
 C

o. 
K
G
aA

企
業
例
：F

resenius S
E
 &

 C
o. K

G
aA

（E
lse K

röner-
F
resenius-S

tiftung
が
二
七
％
所
有
、
筆
頭
株
主
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

財
団S

tiftung

＋
株
式
合
資
会
社
＝
財
団
・
株
式
合
資
会
社S

tiftung &
 C

o. K
G
aA

「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
は
こ
の
法
形
態
の
企
業
は
無
い
が
、
印

刷
事
業
の
同
族
企
業S

chenkelberg S
tiftung &

 C
o. K

G
aA

な
ど
が
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
法
形
態
の
利
点
に
つ
い
て
は
既
述

（
2
│

4
）財
団
合
資
会
社
を
参
照
。

一
四
八



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
六
一
）

任
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
の
形
態
を
採
用
す
る
同
族
企
業
は
既
述

の
よ
う
にM

erck

、H
enkel

な
ど
長
い
社
歴
と
知
名
度
そ
し
て

潤
沢
な
内
部
留
保
を
有
す
る
優
良
同
族
企
業
に
限
定
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
の
欠
点
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
コ
ン
テ
ナ
ー
海
運
物
流
企

業E
urokai

社
の
企
業
家
ク
ル
ト
・
エ
ケ
ル
マ
ンK

urt 
E
ckelm

ann

に
よ
り
是
正
さ
れ
た
。
彼
は
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
既

述
の
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

か
ら
着
想
し
、
自
身
が

完
全
所
有
す
る
有
限
会
社K

urt F
.W

.A
. E

ckelm
ann G

m
bH

を
設
立
し
、
こ
れ
を
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る

G
m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

の
法
形
態
を
「
創
設
」
し
経
営
業
務
を
継

続
し
た

（
26
）

。
こ
の
よ
う
な
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限
化
」
は
法
学

者
と
実
務
家
か
ら
激
し
い
批
判
が
な
さ
れ
た
が
、
一
九
九
七
年
五

月
二
〇
連
邦
通
常
裁
判
所
（B

undesgerichtshof

、
民
事
・
刑

事
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
）
の
決
定
に
よ
り
こ
の
法
形
態
は
認
め

ら
れ
た

（
27
）

。
同
社
は
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
法
形
態
を
維
持
し
て
い

る
。こ

の
利
点
はG

m
bH

 &
 C

o. K
G

に
お
け
る
と
同
様
に
自
然
人

に
よ
る
無
限
責
任
出
資
者
の
設
置
が
回
避
可
能
で
あ
る
利
点
の
他

に
、
相
続
税
が
人
的
会
社
に
適
用
さ
れ
る
有
利
な
税
率
が
課
せ
ら

れ
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

き
起
こ
し
た
。
高
橋
に
よ
れ
ば
こ
の
論
争
は
一
八
五
〇
年
代
か
ら

続
き
一
九
八
〇
年
七
月
に
「
有
限
合
資
会
社
は
ド
イ
ツ
法
の
歴
史

上
初
め
て
法
律
上
の
根
拠
を
持
つ
に
至
っ
た

（
23
）

」。
す
な
わ
ち
法
学

者
の
論
争
は
一
三
〇
年
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
実
態
は
一
九
一
一
年
あ
る
企
業
家
が
有
限
合
資
会
社
を

設
立
し
、
登
記
申
請
を
行
っ
た
が
地
裁
は
こ
れ
を
却
下
し
た
。
企

業
家
は
バ
イ
エ
ル
ン
最
高
裁
に
上
告
し
た
結
果
一
九
一
二
年
認
め

ら
れ
、
有
限
合
資
会
社
の
誕
生
年
と
な
っ
た
。
そ
の
後
同
年
二
月

か
ら
一
〇
月
ま
で
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
み
で
八
〇
の
有
限
合
資
会
社

が
設
立
さ
れ
た

（
24
）

。
そ
の
後
企
業
家
に
よ
る
登
記
申
請
は
ベ
ル
リ

ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
続
き
一
九
二
二
年
ド
イ
ツ
全
土
で
有
限
合
資

会
社
が
認
め
ら
れ
た

（
25
）

。
こ
の
よ
う
に
実
態
と
し
て
は
有
限
合
資
会

社
は
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
学
者
間
の
議
論
は
続
い
た
。

こ
の
こ
と
は
法
学
者
で
は
な
く
企
業
家
に
よ
る
革
新
的
行
動
が
法

形
態
の
進
化
を
先
導
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
様
の
事
実
は
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限

責
任
化
」
に
つ
い
て
も
生
じ
た
。
こ
の
法
形
態
の
利
点
は
同
族
企

業
が
証
券
市
場
に
一
部
の
資
本
金
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
資
金

調
達
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
最
大
の
欠
点
は

合
資
会
社
に
お
け
る
自
然
人
で
あ
る
無
限
責
任
出
資
者
の
無
限
責

一
四
九
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こ
れ
に
よ
り
「
法
的
規
定
に
な
い
、
会
社
形
態
の
混
合
形
態
お

よ
び
独
創
的
解
決
方
法
」
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
制
度
の
新
設
と
進
化
が
企
業
に
よ
り
実
現
さ

れ
た
事
実
は
共
同
決
定
と
従
業
員
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
も

妥
当
す
る
。
共
同
決
定
の
萌
芽
はT

euteberg

が
指
摘
す
る
よ

う
に
一
八
五
〇
年
に
ド
イ
ツ
最
初
の
従
業
員
代
表
制
度
が
ザ
ク
セ

ン
の
印
刷
工
場
所
有
者C

arl D
egenkolb

に
よ
り
創
設
さ
れ
た

（
29
）

。

従
業
員
の
社
会
保
障
制
度
に
関
し
て
は
周
知
の
よ
う
に
ビ
ス
マ

ル
ク
首
相
が
一
八
八
三
年
疾
病
保
険
（
医
療
保
険
）、
一
八
八
四

年
事
故
保
険
（
労
災
保
険
）、
一
八
八
九
年
老
齢
・
廃
疾
保
険

（
年
金
保
険
）
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
は
鉄
鋼
企
業
の
所
有
経

営
者A

lfred K
rupp

が
一
八
八
五
年
に
ビ
ス
マ
ル
ク
へ
送
っ
た

同
社
の
健
康
保
険
と
年
金
制
度
に
関
す
る
規
約
を
参
考
に
し
て
策

定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
同
年
三
月
一
三
日
付
け
の
ビ
ス
マ
ル

ク
自
筆
の
感
謝
状
が
同
社
の
公
益
財
団
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
ビ
ス
マ
ル
ク
は
こ
れ
ら
の
規
約
を
検
討
中
の
国
家
の
社
会
保

障
制
度
に
利
用
す
る
許
可
を
ア
ル
フ
レ
ー
ト
に
求
め
、
他
社
の
規

約
の
提
供
を
依
頼
し
た

（
30
）

。

5
│

3　

法
形
態
決
定
基
準
と
し
て
の
「
私
的
自
由
」
の
原
則

そ
れ
で
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
り
こ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
企
業
家

の
新
形
態
が
正
当
化
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
法
的
根
拠
は
「
私
的
自

由
」P

rivatautonom
ie

に
よ
る
。
こ
れ
は
基
本
法
（
憲
法
）
二

条
一
項
に
よ
る
「
人
格
の
自
由
な
発
展
」
に
基
づ
く
市
場
経
済
の

原
理
で
あ
る
契
約
の
自
由
、
所
有
権
の
自
由
、
相
続
の
自
由
で
あ

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
連
邦
通
常
裁
判
所
は
有
限
会
社
が
無
限
責
任

出
資
者
と
し
て
株
式
合
資
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の

場
合
の
商
号
をG

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
た
。
同
様
に
株
式
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
株
式
合
資

会
社
はA

G
 &

 C
o. K

G
aA

の
商
号
が
規
定
さ
れ
た
。
連
邦
通
常

裁
判
所
は
こ
れ
ら
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
：

「
株
式
合
資
会
社
の
構
造
、
お
よ
び
無
限
責
任
出
資
者
の
要
件

を
自
然
人
と
す
る
過
去
の
立
法
者
が
主
張
す
る
規
範
の
い
ず
れ
も

有
限
株
式
合
資
会
社
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
債
権
者
お
よ
び
投
資
家
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
的
強
制
規
定

と
法
的
関
係
の
枠
内
に
お
い
て
私
的
自
治
（
下
線
筆
者
に
よ
る
）

に
よ
る
自
由
な
会
社
形
態
の
構
成
」
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
（
28
）

」

一
五
〇



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
六
三
）

①　
「
所
在
国
説
」S

itztheorie, R
eal S

eat T
heory

加
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
設
立
・
登
記
さ
れ
た
本
社
が
加
盟

国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
実
態
的
本
社
」tatsächlicher S

itz

と

し
て
経
営
管
理
に
従
事
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
が
経
営
管
理
の
意
思

決
定
機
関
の
主
た
る
所
在
地O

rt der H
auptverw

altung

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の
法
に
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
他
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
グ
そ
の
他
に
お
け
る
説
で
あ
っ
た
。

②　
「
設
立
国
説
」G

ründungstheorie, Incorporation T
heory

加
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
設
立
登
記
さ
れ
た
本
社
は
加
盟
国

ド
イ
ツ
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
新
た
に
ド
イ
ツ
の

法
に
基
づ
き
本
社
を
設
立
す
る
必
要
は
な
い
。

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
説
で
あ
る
。
上
記
欧
州
司
法
裁
判
所
の

決
定
に
基
づ
き
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
こ
の
説
を
採
用
し
た
。

更
に
重
要
な
判
決
は
こ
の
よ
う
な
本
社
は
実
態
の
な
い
、
い
わ

ゆ
る
加
盟
国
登
記
の
「
外
国
ペ
ー
パ
ー
会
社
」

”S
cheinauslandsgesellschaft ”

で
あ
っ
て
も
合
法
と
す
る
判
決

で
あ
る

（
32
）

。

5
│

4　

イ
ギ
リ
ス
と
の
制
度
間
競
争
と
ド
イ
ツ
の
対
応

法
形
態
の
進
化
の
他
の
一
つ
は
外
国
の
そ
れ
と
の
競
争
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
お
け

る
経
済
的
競
争
の
他
に
法
形
態
を
含
む
制
度
的
競
争
に
も
絶
え
ず

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
の
有
限
会
社

L
im

ited

と
の
競
争
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
株
式
会

社
Ｓ
Ｅ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
下
記
の
「
所
在
国
説
」
は
欧
州
司
法
裁
判

所
に
よ
り
欧
州
共
同
体
条
約
第
四
三
条
、
四
八
条
規
定
の
「
営
業

地
選
択
の
自
由
」
の
原
則
に
抵
触
す
る
と
の
判
断
に
よ
り
そ
の
存

続
が
否
定
さ
れ
た

（
31
）

。
こ
の
決
定
は
ド
イ
ツ
の
通
常
最
高
裁
判
所
に

よ
り
確
定
さ
れ
た
。

こ
の
事
態
が
生
じ
る
以
前
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
は
以
下
の

二
つ
の
対
立
す
る
「
本
社
」
の
概
念
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
加
盟

国
Ａ
の
会
社
の
本
社
が
他
の
加
盟
国
Ｂ
に
移
設
さ
れ
た
場
合
、
い

ず
れ
の
加
盟
国
の
会
社
法
に
服
す
る
か
の
判
断
基
準
の
違
い
に
よ

り
生
じ
る
。

こ
れ
を
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
法
理
論
と
欧
州
司
法
裁
判
所
の

判
例
に
よ
り
説
明
す
る
：

一
五
一
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②　

共
同
決
定
制
度　

U
nternehm

erische M
itbestim

m
ung

ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
は
本
社
の
監
査
役
会
に
お
け
る
従
業

員
・
労
組
代
表
の
議
決
権
が
資
本
側
代
表
の
そ
れ
と
の
関
係
に
お

い
て
次
の
三
種
が
あ
り
、
そ
の
適
用
対
象
企
業
が
規
定
す
る
：

●　

完
全
同
権
性　

P
arität

│
対
象
：
従
業
員
一
、〇
〇
一
人

以
上
の
鉄
鋼
・
石
炭
産
業
の
Ａ
Ｇ
、G

m
bH

。
監
査
役
会
に

お
け
る
両
代
表
数
と
議
決
権
が
完
全
に
同
数
、
同
格
で
あ
る
。

●　

1
／
3
同
権
性　

D
rittelparität

│
対
象
：
従
業
員

五
〇
人
〜
二
、〇
〇
〇
人
の
Ａ
Ｇ
、K

G
aA

、G
m
bH

。
監
査

役
会
に
お
け
る
従
業
員
・
労
組
代
表
と
議
決
権
は
資
本
側
代

表
の
三
分
の
一
で
あ
る
。

●　

非
同
権
性　

U
nterparität

│
対
象
：
従
業
員
二
、〇
〇
一

人
以
上
の
Ａ
Ｇ
、K

G
aA

、G
m
bH

、
Ｋ
Ｇ

（
33
）

。

監
査
役
会
に
お
け
る
両
代
表
者
数
は
同
一
で
あ
る
が
資
本

側
代
表
の
議
決
権
は
従
業
員
・
労
組
代
表
よ
り
一
議
決
権
多

い
。
第
一
回
の
採
決
で
賛
否
同
数
の
た
め
決
定
で
き
な
い
場

合
は
第
二
回
の
採
決
で
資
本
側
代
表
の
監
査
役
会
会
長
が
二

票
の
議
決
権
を
行
使
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
ド
イ
ツ
の
労
働
者
と
経
営
者
に
と
っ
て
は
重
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
経
営
参
加
制
度
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
イ
ギ

リ
ス
そ
の
他
の
加
盟
国
で
設
立
登
記
さ
れ
た
本
社
が
ド
イ
ツ
に
移

設
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
ら
は
こ
の
ド
イ
ツ
の
制
度
を
実
施
す
る
義

務
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
共
同
決
定
を
嫌
う
一
部
の
ド
イ

ツ
企
業
が
本
社
を
イ
ギ
リ
ス
に
登
記
し
、
そ
の
本
社
を
ド
イ
ツ
へ

移
設
し
、
共
同
決
定
を
回
避
す
る
事
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
は
従
業
員
の
経
営
参
加
制
度
と
し
て
以
下
の
二
つ
が

あ
る
：

①　

事
業
所
協
議
会　

B
etriebsrat

従
業
員
五
人
以
上
を
雇
用
す
る
す
べ
て
の
企
業
の
事
業
所
（
工

場
、
事
務
所
、
支
店
な
ど
）
に
適
用
さ
れ
、
従
業
員
は
以
下
の
権

利
を
有
す
る
：

●　

情
報
共
有
権

●　

協
議
権

●　

拒
否
権

●　

共
同
決
定
権

一
五
二



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
六
五
）

共
同
決
定
制
度
の
擁
護
、
普
及
、
研
究
に
あ
た
る
ド
イ
ツ
の
ハ

ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
は
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国

法
形
態
の
増
加
を
「
共
同
決
定
法
の
回
避
戦
略
」
と
見
な
し
、
そ

の
「
空
洞
化
」
に
警
戒
を
強
め
て
い
る

（
35
）

。

5
│

5　

ド
イ
ツ
の
対
応
│
有
限
会
社
法
の
改
正

イ
ギ
リ
ス
のL

im
ited

の
利
点
は

①　

簡
単
な
設
立
│
書
類
の
み
で
公
証
人
の
証
明
不
要

②　

最
低
資
本
金
、
最
低
払
込
の
必
要
な
し

で
あ
り
、
そ
の
欠
点
は

①　

ド
イ
ツ
語
と
英
語
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作
成

②　

ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
登
記
簿
へ
の
開
示
義
務

③　

社
内
に
お
け
る
訴
訟
の
管
轄
権
限
は
イ
ギ
リ
ス
法
廷
の
み

と
さ
れ
る

（
36
）

。

（
1
）
有
限
会
社
法
の
改
正

前
項
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
有
限
会
社
法
は
根
本
的
に
改

変
さ
れ
、「
有
限
会
社
法
現
代
化
│
濫
用
防
止
法

（
37
）

」
を
制
定
し
、

既
述
の
「
企
業
家
会
社
」（
以
下
Ｕ
Ｇ
）
を
中
心
と
す
る
新
形
態

の
創
設
に
よ
りL

im
ited

へ
対
す
る
対
抗
策
を
決
定
、
施
行
し
た
。

こ
の
制
度
の
な
い
加
盟
国
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
の
ド
イ
ツ
の
経

営
者
に
と
っ
て
も
共
同
決
定
制
度
は
費
用
が
か
か
り
、
意
思
決
定

に
時
間
が
か
か
る
と
し
て
敬
遠
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

（
34
）

。
こ
の

よ
う
な
企
業
経
営
者
が
共
同
決
定
制
度
の
存
在
し
な
い
イ
ギ
リ
ス

に
会
社
を
登
記
し
、
こ
れ
を
無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
ド
イ
ツ
で

合
資
会
社
を
移
設
す
る
こ
と
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
ド
イ
ツ
の
企
業
が
イ
ギ
リ
ス
法
に
よ
りP

rivate 
L
im

ited C
om

pany

│L
im

ited
（
ド
イ
ツ
の
有
限
会
社G

m
bH

に
相
当
）
ま
た
はP

ublic L
im

ited C
om

pany

│P
lc

（
ド
イ

ツ
の
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
に
相
当
）
を
有
限
責
任
出
資
者
と
す
る
合
資

会
社
を
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
登
記
し
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
に
移
籍
す
る

事
例
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
資
本
の
旅
客
航
空

会
社
は
ロ
ン
ド
ン
でA

ir B
erlin P

lc &
 C

o. K
G

を
設
立
登
記

し
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
へ
移
設
す
る
こ
と
に
よ
り
共
同
決
定
制
度
の

適
用
を
免
れ
て
い
る
。
同
様
に
ド
イ
ツ
資
本
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

連
鎖
店
事
業
のM
üller L

td. &
 C

o. K
G

も
ロ
ン
ド
ン
設
立
・

登
記
の
本
社
を
ド
イ
ツ
へ
移
設
し
て
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
の

適
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
小
、
中
堅
の
新
興
企
業
で
あ
り
、
大
企

業
で
は
な
い
。

一
五
三
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数
は
二
〇
一
〇
年
の
一
七
、五
五
一
社
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は

一
二
、五
五
三
社
ま
で
減
少
し
た
。

（
2
）
欧
州
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
を
選
択
し
た
多
く
の
ド
イ
ツ
企
業
の
真
の
動
機
は
共
同
決

定
法
の
回
避
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
Ｓ
Ｅ
の
特
質
に

は
共
同
決
定
の
任
意
制
導
入
と
単
層
型
・
二
層
型
取
締
役
会
の
選

択
制
に
よ
る
導
入
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
任
意
性
と
選
択
制

が
共
同
決
定
法
を
嫌
う
ド
イ
ツ
の
一
部
の
企
業
の
魅
力
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い

（
41
）

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
企
業
は
中
小
新
興
企
業
で

あ
り
、
伝
統
と
名
声
を
有
す
る
大
企
業
で
は
な
い
。
共
同
決
定
法

は
単
に
経
営
者
、
従
業
員
、
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民

に
よ
り
支
持
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
使
間
の
対
立

の
緩
和
、
労
働
争
議
の
少
な
い
事
に
よ
る
企
業
の
国
際
競
争
力
の

強
化
、
従
業
員
の
高
度
の
労
働
条
件
と
生
活
水
準
に
寄
与
し
て
き

た
。
Ｓ
Ｅ
に
法
形
態
を
変
更
し
た
大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
従
来
の

共
同
決
定
制
度
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
。A

llianz

、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、

F
resenius

は
改
組
以
前
の
二
〇
人
に
よ
る
監
査
役
会
に
お
け
る

共
同
決
定
を
維
持
し
て
い
る

（
42
）

。
改
組
以
前
の
従
業
員
、
労
働
組
合

の
代
表
者
数
が
減
少
す
る
場
合
は
従
業
員
の
賛
成
票
決
が
必
要
と

そ
の
特
質
は
以
下
に
あ
る

（
38
）

：

①　

従
来
の
有
限
会
社
の
最
低
資
本
金
は
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

で
あ
る
が
、Mini-G

m
bH

と
し
て
Ｕ
Ｇ
を
創
設
に
よ
り
一
ユ
ー

ロ
の
資
本
金
に
よ
る
設
立
を
可
能
に
し
た
。

②　

利
益
の
二
五
％
は
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
達
す
る
ま
で
資

本
準
備
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
。
期
間
的
制
約
は
な
い
。

③　

資
本
準
備
金
が
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
達
し
た
時
点
で
企

業
家
は
企
業
家
会
社
と
し
て
存
続
す
る
か
、
通
常
の
有
限
会
社

へ
移
行
す
る
か
を
決
定
で
き
る
。

④　

一
人
有
限
会
社
の
設
立
と
登
記
の
迅
速
化

（
39
）

。

ド
イ
ツ
の
有
限
会
社
法
改
革
は
こ
のL

im
ited

の
規
定
を
意
識

し
て
制
定
、
実
施
さ
れ
た
結
果
、L

im
ited

の
利
点
は
ほ
ぼ
消
滅

し
た
と
さ
れ
る

（
40
）

。
改
革
の
本
質
は
企
業
設
立
後
の
最
も
困
難
で
失

敗
の
確
率
の
高
い
創
業
期
に
お
け
る
損
失
を
で
き
る
だ
け
低
く
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
企
業
家
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｇ
はhaftungsbeschränkt

（
損
失
責
任
軽
減
）

と
併
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

図
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
るL

im
ited

の
会
社

一
五
四



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
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形
態
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吉
森
）

（
四
六
七
）

社
」U

G

│U
nternehm

ergesellscaft

を
規
定
す
る
有
限
会
社

改
定
法
は
二
〇
〇
八
年
施
行
さ
れ
て
以
来
二
〇
一
〇
年
の
採
用
企

業
一
、二
〇
〇
社
が
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
に
は
四
、四
七
七
社
へ

増
加
し
た
事
実
は
企
業
家
の
リ
ス
ク
負
担
の
軽
減
は
よ
り
多
く
の

企
業
家
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
図
表
3
）。
ま
た
法

と
商
号
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
、
債
権
者
お
よ
び

他
の
利
害
関
係
者
の
利
害
は
保
護
さ
れ
る
。

た
し
か
に
ド
イ
ツ
の
資
本
会
社
を
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る
多

種
の
混
合
形
態
は
論
理
的
矛
盾
で
は
あ
る
が
、
現
実
的
、
実
践
的

性
格
と
規
定
で
き
よ
う
。
無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
事
業
に
失
敗

し
た
場
合
に
は
家
屋
敷
ま
で
も
債
務
弁
済
に
当
て
る
義
務
を
負
い
、

妻
子
を
路
頭
に
晒
す
リ
ス
ク
の
軽
減
を
求
め
る
企
業
家
を
誰
が
責

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
敗
者
が
再
起
す
る
可
能

性
は
小
さ
い
。
混
合
形
態
の
意
義
は
敗
者
復
活
に
あ
る
。

尊
敬
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
同
族
大
企
業
の
多
く
は
株
主
至
上
主
義

と
は
一
線
を
画
し
、
長
期
的
成
長
と
繁
栄
そ
し
て
公
益
へ
の
貢
献

を
目
的
と
す
る
創
業
者
の
経
営
理
念
の
実
現
に
誇
り
と
名
誉
を
か

け
て
勤
し
ん
で
き
た
。
本
稿
中
の
多
く
の
同
族
企
業
は
公
益
財
団

を
設
立
し
、
公
益
に
資
す
る
と
同
時
に
後
継
者
問
題
の
解
決
な
ど

に
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
顔
を
有
す
る
企
業
も

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
を
無
視
し
て
ま
で
共
同
決
定
制
度
を

改
変
す
る
試
み
は
労
使
紛
争
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
自
殺
行
為
に
等
し
い
。
し
た
が
っ

て
共
同
決
定
制
度
の
空
洞
化
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
共
同
決
定
制
度
の
回
避
行
動
は
新
設

の
企
業
に
限
定
さ
れ
よ
う
。

結
論

一
九
世
紀
以
降
最
近
八
〇
年
度
に
至
る
ま
で
ド
イ
ツ
の
法
形
態

の
最
大
の
問
題
の
一
つ
は
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者

の
リ
ス
ク
軽
減
を
巡
る
歴
史
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
実
は
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
。

こ
れ
を
ド
イ
ツ
企
業
家
の
リ
ス
ク
回
避
的
行
動
と
解
釈
し
、
こ

れ
が
多
く
の
複
雑
な
混
合
形
態
を
生
み
出
し
た
と
評
価
す
れ
ば
こ

の
「
有
限
責
任
化
」
は
進
化
で
は
な
く
退
化
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
ド
イ
ツ
の
企
業
家
は
こ
の
過
酷
な
リ
ス
ク
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
を
と
り
、
企
業
家
精
神
を
発
揮

し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
〇
一
二
年
に
お
い
て

二
四
五
、〇
〇
〇
の
合
資
会
社
の
ほ
と
ん
ど
が
有
限
合
資
会
社
で

あ
る
事
実
、
ま
た
有
限
会
社
の
現
代
化
形
態
で
あ
る
「
企
業
家
会

一
五
五
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す
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独
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独
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目
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あ
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携
に
関
わ
る
カ
ル
テ
ル

庁
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
法
の
実
効
性
と
審
判
の
評
価
で
あ
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高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』（
藤
原
）

（
四
七
三
）

一
、
は
じ
め
に

昨
今
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
に
関
す
る
論
考
は
世
界
を
股
に

か
け
て
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
考
の
多
く
は
テ
イ
ラ
ー

思
想
の
側
面
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
か
、
多
文
化
主
義

か
と
い
う
文
脈
で
の
研
究
が
殆
ど
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
し
か
し
本
著
で
は
、
そ
う
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
側
面
的
な
研
究

で
は
な
く
、
彼
自
身
の
思
想
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
よ
う
と
し
た
野

心
的
な
著
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
の
ち
に
述
べ
る
二
〇
〇
七
年
テ
イ

ラ
ー
の
著
作“A

 S
ecular A

ge ”

に
み
ら
れ
る
「
宗
教
的
転
回
」

を
基
軸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
政
治
と
宗
教
の
関
係
が
今
日
ほ
ど
深
刻
に
語
ら
れ
る
時
代

は
、
少
な
く
と
も
政
教
分
離
を
基
本
と
し
て
き
た
現
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
の
中
で
は
稀
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
九
・
一
一
が
そ
う

で
あ
り
、
昨
今
の
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
や
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義

の
台
頭
は
、
政
治
学
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
研
究
課
題
で

高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』

風
行
社
二
〇
一
一
年
一
二
月321p,

＋
ⅺ

藤　
　

原　
　
　
　
　

孝

書　

評

一
六
一
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第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
七
四
）

相
対
化
さ
せ
な
が
ら
考
察
す
る
。
以
下
本
著
を
概
観
し
な
が
ら
、

い
さ
さ
か
の
論
評
を
試
み
る
。

二
、「
世
俗
主
義
の
再
検
討
へ
」

「
哲
学
的
人
間
学
に
よ
る
多
元
性
の
擁
護

│
言
語
・
自
己
・

自
由

│
」
を
考
察
す
る
第
一
章
で
は
「『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
か
ら

『
世
俗
の
時
代
』
に
至
る
テ
イ
ラ
ー
の
思
想
的
展
開
を
彼
の
問
題

関
心
の
推
移
と
い
う
観
点
か
ら
内
在
的
に
分
析
し
、
彼
の
到
達
し

た
思
想
的
境
位
を
分
節
化
す
る
こ
と
を
目
的
」（
一
九
頁
）
と
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
テ
イ
ラ
ー
は
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
何
を
継
承
し
、
何

を
批
判
し
て
い
る
の
か
が
テ
イ
ラ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
を
読
み

取
り
な
が
ら
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
が
ヘ
ー
ゲ
ル

か
ら
継
承
し
た
課
題
は
「
全
体
性
（w

holeness

）
と
個
別
性

（individuality

）」
の
和
解
で
あ
り
、「
人
間
の
多
様
性
を
擁
護
す

る
こ
と
と
、
そ
の
多
様
性
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
」（
二
一
頁
）
が

テ
イ
ラ
ー
の
課
題
と
な
る
。
そ
れ
は
「
個
と
全
体
性
の
関
係
の
再

規
定
こ
そ
が
、
テ
イ
ラ
ー
の
考
え
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
的
課
題
」

で
あ
り
、「
全
体
性
に
無
条
件
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
律

の
観
念
を
存
在
論
的
に
基
礎
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
理
解

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
の
中
で
の
哲
学
的
解
決
と
し
て
、

も
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
シ
テ
も
間
違
い
な
く
そ
の
一
つ
で
あ

ろ
う
）。
こ
う
し
た
時
代
状
況
に
著
者
は
テ
イ
ラ
ー
思
想
の
全
体

像
の
中
か
ら
当
該
問
題
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
著
で
あ

り
、
管
見
の
限
り
で
は
日
本
に
お
け
る
テ
イ
ラ
ー
研
究
書
と
し
て
、

初
め
て
の
纏
ま
っ
た
書
で
も
あ
る
。

本
著
の
構
成
は
、
ま
ず
序
論
で
テ
イ
ラ
ー
に
関
す
る
先
行
研
究

が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
、
テ
イ
ラ
ー
研
究
の
課
題
・
本
書
の
目
的
と

意
義
、
本
書
の
構
成
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
テ
イ

ラ
ー
研
究
の
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
『
世
俗
の
時
代

（“A
 S
ecular A

ge ”

）』
二
〇
〇
七
年
に
あ
る
と
す
る
。
本
書
を

参
照
し
た
も
の
と
、
そ
れ
以
前
の
論
考
の
違
い
を
テ
イ
ラ
ー
の

「
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
」
観
に
あ
る
と
す
る
。
著
者
は
「
な
ぜ
テ
イ

ラ
ー
が
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
を
自
ら
の
政
治
理
論
の
中
に
明
示
的
に
導

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」、「
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ソ
リ
シ

ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
有
し
て
い
る
か
」、「
テ
イ
ラ
ー
の
カ

ソ
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
理
論
、
と
り
わ
け
多
元
主
義
と
の
関
係
は
い

か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
」、「
彼
の
『
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
』
多
元
主

義
は
、
現
代
の
政
治
理
論
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の

か
」
と
問
題
を
提
起
し
、
前
二
者
を
第
一
部
で
、
第
二
部
で
後
者

の
二
つ
の
課
題
を
サ
ン
デ
ル
・
ア
サ
ド
・
コ
ノ
リ
ー
ら
の
思
想
と

一
六
二
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物
』
と
し
て
の
人
間
」「
三
、『
自
己
の
源
泉
』
に
お
け
る
言
語
論

と
自
己
論
の
統
合
」
と
題
し
て
詳
論
す
る
。

『
世
俗
の
時
代
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
テ
イ
ラ
ー
の
作
品
の

中
で
最
も
注
目
を
浴
び
た
作
品
の
一
つ
『
自
己
の
源
泉

（“S
ources of the S

elf, T
he m

aking of the M
odern 

Identity ” 1989

）』、（
邦
訳　

下
川
他
訳
『
自
我
の
源
泉
』
名
古

屋
大
学
出
版
部　

二
〇
一
〇
年
）
の
目
的
を
「
よ
り
具
体
的
に
規

定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
由
や
連
帯
や
正
義
を
『
善
』
と
す
る

道
徳
源
泉
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
諸
々
の
生
の
善
の
対
立
は
、
構
成
的
善
（
す
な
わ
ち
道
徳
源

泉
の
分
節
化
に
よ
る
対
立
の
和
解
と
善
の
エ
ン
パ
ワ
ー
が
テ
イ

ラ
ー
の
目
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
）」（
四
八
頁
）
と
し
、
テ
イ

ラ
ー
の
多
元
主
義
擁
護
の
解
説
を
行
う
。

「『
承
認
の
政
治
』
と
超
越
性

│
『
地
平
融
合
』
と
ア
ガ
ぺ
ー

│
」
と
題
さ
れ
た
第
二
章
で
は
一
九
九
四
年
論
文
「
承
認
の
政

治
」
お
よ
び
九
〇
年
代
後
半
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
論
の
検
討
を
通
し
て
、

多
元
性
の
抗
争
を
克
服
す
る
た
め
の
方
途
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
が

「
ユ
ダ
ヤ
│
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
」
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
も
そ
も
「
承
認
」
が
、
人
間
の
生
の
問
題
＝
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ロ
マ
ン
主
義
批
判
に
由
来
す
る
も
の
（
表
出
主
義

の
無
媒
介
性
批
判
）」
と
、「
個
と
全
体
と
の
媒
介
を
『
理
性
』
す

な
わ
ち
『
透
明
な
言
語
』
に
み
る
」
存
在
論
的
な
主
張
で
あ
る
と

す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
存
在
論
的
テ
ー
ゼ
（
＝
宇

宙
は
、
精
神
（S

pilit

）
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
）
に
対
し
て
テ

イ
ラ
ー
は
こ
れ
を
時
代
遅
れ
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
著
者
は

『
ヘ
ー
ゲ
ル
と
近
代
社
会
』（
一
九
七
九
年
）
を
紐
解
き
な
が
ら
、

「
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
絶
対
的
自
由
へ
の
批
判
を
テ
イ
ラ
ー
が
ど
の

よ
う
に
継
承
し
て
い
る
の
か
」（
二
九
頁
）
を
検
討
す
る
。
結
果
、

「
絶
対
的
自
由
は
空
虚
で
あ
り
、
自
由
に
内
実
を
与
え
る
た
め
に

は
自
由
を
状
況
の
中
に
再
び
組
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
的
自
由
批
判
を
引
き
継
い
だ
テ
イ
ラ
ー
の
道
筋

で
あ
る
」
こ
と
を
見
出
す
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
「『
状
況
づ
け
ら

れ
た
主
体
』
と
い
う
概
念
を
分
節
化
す
る
こ
と
」、「
自
由
を
状
況

の
な
か
に
組
み
込
む
と
い
う
政
治
理
論
的
課
題
」
を
提
起
し
、

「
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
的
な
関
心
で
あ
る
自
由
論
と
、
哲
学
的

な
関
心
で
あ
る
言
語
論
と
自
己
論
と
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
」（
三
六
頁
）
と
す
る
。
そ
こ
で
テ
イ
ラ
ー

の
言
語
論
・
自
己
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
、

「
一
、
言
語
と
意
味
を
め
ぐ
る
問
い
」「
二
、『
自
己
解
釈
す
る
動

一
六
三
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念
を
、
理
念
と
し
て
高
め
、
地
平
融
合
を
基
に
し
た
承
認
こ
そ
が

「
差
異
を
架
橋
」
す
る
方
法
で
あ
る
と
提
示
す
る
。
さ
ら
に
テ
イ

ラ
ー
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
有
神
論
、
と
り
わ
け
「
超
越
性
」
の
観

念
を
分
析
す
る
。
著
者
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
有
神
論
に
関
す
る
考
察
を

踏
ま
え
、
内
在
性
、
個
の
多
様
化
と
全
体
性
の
一
元
性
、
思
惟
の

優
越
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
超
越
性
」
を
分
析
す

る
。
そ
の
中
で
排
他
的
人
間
性
主
義
は
「
差
異
を
う
ま
く
扱
う
こ

と
が
で
き
な
い
」
の
で
あ
り
、「
超
越
性
」
を
認
識
す
る
立
場
は
、

「
徹
底
的
な
自
己
の
脱
中
心
化
」
へ
の
傾
向
を
有
す
る
こ
と
と
な

る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
テ
イ
ラ
ー
が
『
カ
ソ
リ
ッ

ク
』
の
中
で
提
示
さ
れ
て
い
る
「
無
条
件
な
愛
＝
ア
ガ
ペ
ー
」
が

差
異
を
架
橋
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
承
認

の
政
治
に
お
け
る
有
神
論
の
意
義
」
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。

こ
こ
で
は
ア
ガ
ペ
ー
に
よ
り
地
平
融
合
へ
と
、
す
な
わ
ち
自
己
の

絶
え
ざ
る
変
容
へ
と
自
ら
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
、

地
平
融
合
へ
と
向
か
う
動
機
を
神
な
い
し
「
超
越
性
」
に
結
び
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
は
積
極
的
に
他
者
と
か
か
わ
る
べ
き
倫

理
的
根
拠
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
を

分
析
す
る
。
結
果
「
不
承
認
や
ゆ
が
め
ら
れ
た
承
認
が
、
抑
圧
の

一
形
態
と
な
っ
て
い
る
問
題
が
、
今
日
ま
す
ま
す
喫
緊
性
を
帯
び

テ
ィ
の
問
題
に
き
わ
め
て
密
接
に
関
連
し
て
い
る
が
故
に
「
承
認

の
政
治
」
が
現
代
の
緊
急
性
を
帯
び
た
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て

認
知
さ
れ
る
と
テ
イ
ラ
ー
は
考
え
る
。
こ
れ
の
理
由
と
し
て
テ
イ

ラ
ー
は
前
近
代
社
会
に
お
け
る
「
名
誉
の
基
礎
で
あ
っ
た
社
会
的

階
層
秩
序
の
崩
壊
」（
六
四
頁
）
を
指
摘
す
る
。
名
誉
は
本
質
的

に
優
越
性
の
問
題
で
あ
り
、
必
然
的
に
不
平
等
社
会
を
も
た
ら
せ

る
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
近
代
に
お
い
て
成
長
し
た
観
念
は
、
平
等

主
義
的
で
あ
り
普
遍
主
義
的
で
あ
り
、
万
人
が
与
え
る
も
の
で
あ

る
「
尊
厳
（dignity

）」
の
観
念
で
あ
る
。
現
代
の
民
主
主
義
社

会
に
お
い
て
は
「
平
等
な
尊
厳
の
承
認
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
承
認
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
強
固
に
し

た
変
化
は
、
道
徳
源
泉
と
し
て
の
「
本
来
性
（authenticity

）」

概
念
の
登
場
で
あ
り
、
そ
れ
の
内
面
化
＝
「
内
な
る
自
然
の
声
」

で
あ
る
。
著
者
は
「
本
来
性
概
念
を
い
か
に
し
て
独
白
的
で
も
本

質
主
義
的
で
も
な
い
も
の
と
し
て
説
明
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
説

明
し
う
る
の
か
」（
六
八
頁
）
と
い
う
課
題
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
の
承
認
も
ま
た
集
団
化
さ
れ
れ
ば
個
の

圧
殺
に
つ
な
が
る
危
険
が
内
在
し
て
い
る
と
す
る
ア
ッ
ピ
ア
の

一
九
九
四
年
論
文
を
詳
細
に
論
じ
な
が
ら
、
ア
ッ
ピ
ア
の
誤
解
を

指
摘
す
る
。
そ
こ
で
テ
イ
ラ
ー
は
ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
融
合
」
概

一
六
四
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（
未
だ
に
）
存
在
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
」（
一
一
一
頁
）
と
い
う

点
に
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
フ
レ
イ
ザ
ー
と
ア
ビ
ー
の
論
争
を

的
確
に
整
理
す
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、

二
〇
〇
七
年
の
『
世
俗
の
時
代
』
の
検
討
に
移
る
。

『
世
俗
の
時
代
』
が
目
指
し
た
到
達
点
は
、「
西
洋
近
代
に
お
け

る
『
世
俗
化
』
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
、
そ
し

て
『
世
俗
性
』
な
る
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
現
代
社
会

が
い
か
な
る
相
貌
を
有
し
て
い
る
の
か
を
明
示
す
る
こ
と
」

（
一
一
二
頁
）
と
し
て
同
書
を
概
観
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
西
暦

一
五
〇
〇
年
と
二
〇
〇
〇
年
を
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
五
〇
〇
年

の
間
に
信
仰
の
条
件
は
す
っ
か
り
変
容
を
見
せ
た
と
し
、
そ
れ
こ

そ
が
政
治
の
世
俗
化
で
あ
り
、
そ
れ
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
宗
教
改
革
に
あ
る
と
言
う
。

こ
の
宗
教
改
革
と
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
概
念
の
発
達

が
、
脱
呪
術
化
、
社
会
改
革
、
信
仰
の
個
人
化
を
も
た
ら
せ
、
社

会
的
実
存
に
つ
い
て
の
西
欧
人
の
自
己
理
解
を
大
き
く
変
容
さ
せ

た
（
＝
大
い
な
る
脱
埋
め
込
み
）。
さ
ら
に
グ
ロ
チ
ウ
ス
や
ロ
ッ

ク
ら
の
自
然
法
論
が
市
場
経
済
、
公
共
圏
、
人
民
主
権
な
ど
の
近

代
社
会
の
想
像
力
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
道
徳
源
泉
は
超
越
的
存
在
（
神
）
か
ら
人
間
の
自
然

て
い
る
」（
九
四
頁
）
が
ゆ
え
に
、
テ
イ
ラ
ー
は
有
神
論
に
ア
レ

ル
ギ
ー
を
示
す
人
々
な
ど
を
も
巻
き
込
ん
で
地
平
融
合
を
通
し
た

承
認
の
必
要
を
論
じ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
鍵

概
念
こ
そ
神
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
お
け
る
無
条
件
的
な
愛
ア
ガ

ペ
ー
で
あ
る
と
し
て
、
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
の
意
義
を
提
出
す
る
の
で

あ
る
。

第
三
章
の
「
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
・
多
元
主
義
・
世
俗
化

│
『
世

俗
の
時
代
』
に
お
け
る
世
俗
性
の
系
譜
学
」
は
、
第
一
部
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
章
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
著

者
は
テ
イ
ラ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
渉
猟
し
な
が
ら
、「
現
代

の
政
治
理
論
が
暗
黙
の
地
平
と
し
て
い
る
排
他
的
人
間
主
義
が
そ

の
基
礎
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
有
神
論
的
な
ア

ガ
ペ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
の
基
礎
と
な
り
う
る
可
能
性
を
提

示
し
て
き
た
」（
一
〇
三
頁
）。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
現
代
社

会
に
お
け
る
宗
教
│
社
会
関
係
、
宗
教
│
政
治
関
係
の
問
い
直
し

で
あ
り
、
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
の
再
検
討
で
も

あ
っ
た
（
こ
れ
を
ア
ビ
ー
は
「
宗
教
的
転
回
」
と
呼
ん
だ
の
だ

が
）。
当
該
問
題
の
本
質
に
は
、「
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
と

多
元
主
義
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
最
大
の
論
点
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
無
神
論
へ
の
敵
意
は

一
六
五
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そ
こ
に
宗
教
的
な
信
仰
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
か
つ

て
の
『
自
己
の
源
泉
』
や
『
本
来
性
の
時
代
』
か
ら
『
世
俗
の
時

代
』
へ
の
変
化
は
、
テ
イ
ラ
ー
自
ら
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
多
元
主
義

を
、
よ
り
矛
盾
の
少
な
い
も
の
に
、
あ
る
い
は
よ
り
柔
軟
か
つ
開

か
れ
た
も
の
に
変
容
さ
せ
る
よ
う
試
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
著
者
は
論
証
す
る
。
そ
し
て
『
世
俗
の
時
代
』
は
、
新
ニ
ー

チ
ェ
主
義
の
議
論
に
形
而
上
学
的
な
立
場
と
し
て
積
極
的
な
位
置

づ
け
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
フ
ー
コ
ー
の
議
論
を
積
極

的
に
採
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
い
う
「
無
神
論

へ
の
敵
意
」
は
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

三
、「
世
俗
主
義
と
政
治
理
論
」

第
四
章
の
「
世
俗
主
義
と
多
元
主
義

│
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ

ル
と
テ
イ
ラ
ー
」
で
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
『
世
俗
の
時
代
』
に
お
け

る
到
達
点
と
し
て
、
著
者
は
、
一
、
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
公
共

的
な
宗
教
（「
公
共
宗
教
」「
市
民
宗
教
」）
の
復
興
、
二
、「
世
俗

化
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
根
本
的
な
問
い
直
し
（
フ
ラ
ン
ス
・
ラ

イ
シ
テ
問
題
）、
三
、
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
的
バ
イ
ア
ス
の
か

か
っ
た
非
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
体
系
の
考
察
を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
が
、
ロ
ー
ル
ズ
以
降
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
依
拠
し
て
き
た

本
性
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
道
徳
性
の

主
た
る
源
泉
と
し
て
、
道
具
的
理
性
・
普
遍
的
意
志
・
普
遍
的
共

感
を
指
摘
し
、
普
遍
的
な
博
愛
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
テ
イ

ラ
ー
は
こ
う
し
て
一
八
世
紀
に
は
じ
ま
っ
た
近
代
的
道
徳
的
秩
序

へ
の
批
判
は
、
排
他
的
人
間
主
義
以
外
の
不
信
仰
の
あ
り
方
を
拡

張
し
、
世
界
が
想
像
さ
れ
る
そ
の
仕
方
が
、
意
味
に
あ
ふ
れ
る

「
コ
ス
モ
ス
」
か
ら
ポ
ス
ト
・
ガ
リ
レ
オ
的
「
宇
宙
」
へ
と
変
化

さ
せ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
自
然
は
単
に
機
械

的
な
因
果
関
係
の
支
配
す
る
宇
宙
と
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
新
し
い
道
徳
性
の
場
に
も
な
っ
た
と
し
て
、
バ
ー
ク
や
カ

ン
ト
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
「
崇
高
」
の
概
念
に
み
る
。「
す
な

わ
ち
、
自
然
の
巨
大
さ
、
非
人
間
性
を
強
調
す
る
『
崇
高
』
概
念

は
、
人
間
中
心
主
義
的
世
界
観
へ
の
端
的
な
異
議
申
し
立
て
な
の

で
あ
る
」（
一
二
三
頁
）。

こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
、
テ
イ
ラ
ー
の
関
心
は
現
代
西
欧
社

会
に
お
け
る
認
識
の
枠
組
み
に
向
か
い
、
こ
れ
を
「
内
在
的
枠
組

み
」
と
名
づ
け
る
。
問
題
は
こ
の
「
内
在
的
枠
組
み
」
が
外
部
に

向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
テ
イ
ラ
ー
は
こ
れ

が
閉
鎖
的
あ
る
い
は
水
平
的
で
あ
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
む
し
ろ

「
垂
直
的
」・「
超
越
的
」
な
も
の
の
場
所
は
存
在
す
る
と
す
る
。

一
六
六



高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』（
藤
原
）

（
四
七
九
）

と
考
え
る
。
従
っ
て
サ
ン
デ
ル
は
政
治
制
度
に
よ
る
経
済
権
力
の

抑
制
を
現
代
政
治
の
重
要
課
題
と
設
定
し
、
そ
れ
の
解
は
「
主
権

性
を
拡
散
す
る
」
こ
と
と
「
教
育
に
よ
る
市
民
的
特
性
の
涵
養
」

に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
「
彼
（
サ
ン
デ
ル
）
が

主
張
す
る
市
民
的
特
性
の
涵
養
と
い
う
課
題
は
、
一
元
的
な
価
値

観
を
公
共
的
な
領
域
の
内
部
に
持
ち
込
み
、
生
の
多
元
性
を
破
壊

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
一
五
五
頁
）
と
問
題
を

提
起
す
る
。
こ
う
し
た
サ
ン
デ
ル
の
立
場
と
異
に
す
る
い
ま
一
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
テ
イ
ラ
ー
の
構
想
を
相
対
化
さ
せ
る
。

テ
イ
ラ
ー
の
公
共
的
な
も
の
に
関
す
る
議
論
は
、
政
治
的
領
域

に
限
定
さ
れ
ず
、
公
共
圏
の
理
念
を
、
中
央
集
権
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
内
部
の
政
治
的
断
片
化
に
抵
抗
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、

政
治
的
権
力
や
諸
々
の
政
治
制
度
の
脱
中
心
化
だ
け
で
な
く
、
公

共
圏
の
脱
中
心
化
が
必
要
だ
と
説
く
。
テ
イ
ラ
ー
の
考
え
る
公
共

圏
と
は
、
共
同
体
の
外
延
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
な
公
共
圏
、
そ
れ

に
土
地
や
共
同
体
に
根
拠
を
持
た
な
い
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な

（ex.

政
党
や
社
会
運
動
）
公
共
圏
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
入
れ
子
状

に
重
な
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
公
共
圏
の
内
部
に
属
し
て
い
る
と
考

え
る
。

両
者
の
共
通
点
は
、「
公
共
的
な
も
の
と
私
的
な
も
の
を
は
っ

世
俗
主
義
へ
の
再
検
討
を
迫
る
も
の
だ
と
し
て
、
ま
ず
は
サ
ン
デ

ル
と
の
相
対
化
か
ら
着
手
す
る
。

こ
れ
ま
で
サ
ン
デ
ル
と
テ
イ
ラ
ー
の
思
想
的
共
通
性
が
指
摘
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
、
む
し

ろ
「
彼
ら
の
思
想
は
表
面
的
な
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
大

な
相
違
を
孕
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
」（
一
五
〇
頁
）
と
の
問

題
設
定
が
本
章
の
中
心
的
課
題
と
な
る
。

ま
ず
は
公
共
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
両
者
の
構
想
の
比
較
か
ら
始

め
る
。
サ
ン
デ
ル
は
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
不
満
』（
一
九
九
六
年
）

に
お
い
て
、
手
続
き
的
共
和
制
を
目
指
す
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
公
共

哲
学
で
は
な
く
、
市
民
的
特
性
を
涵
養
す
る
共
和
主
義
的
な
公
共

哲
学
を
擁
護
す
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
そ
の
諸
価
値
に

対
す
る
、
あ
る
い
は
諸
々
の
善
き
生
き
方
の
構
想
に
対
す
る
「
中

立
性
」
の
立
場
を
と
る
の
に
対
し
て
、
サ
ン
デ
ル
の
立
場
は
自
己

支
配
の
共
有
、
す
な
わ
ち
政
治
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
市
民
た
ち

が
自
ら
を
支
配
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
と
し
て
陶
冶
す
る
こ
と
を
目

指
す
共
和
主
義
の
側
で
あ
る
。
サ
ン
デ
ル
の
『
公
共
哲
学
』

（
二
〇
〇
五
年
）
で
の
「
敵
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
巨
大
化
し

た
経
済
の
力
で
あ
り
、
こ
れ
が
黄
道
帯
の
紐
帯
を
破
壊
し
、
市
民

か
ら
そ
の
自
治
の
た
め
の
道
徳
的
能
力
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ
た

一
六
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
八
〇
）

を
考
え
、
生
の
多
様
性
は
無
条
件
に
擁
護
さ
れ
る
べ
き
と
説
く
。

従
っ
て
テ
イ
ラ
ー
は
宗
教
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
盤
で
あ
る
政
治

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
第
五
章
で
は
、「
世
俗
主
義
と
暴
力

│
タ
ラ
ル
・
ア

サ
ド
と
テ
イ
ラ
ー

│
」
と
題
し
て
、
世
俗
主
義
的
な
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
が
完
全
な
中
立
や
寛
容
を
主
張
し
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
（
ム

ス
リ
ム
移
民vs.

世
俗
社
会
の
原
則
）、
は
た
し
て
そ
の
限
界
は

ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
と
ア
サ
ド
の
世
俗
主

義
の
限
界
に
見
出
し
た
暴
力
性
と
は
何
か
の
考
察
に
及
ぶ
。
テ
イ

ラ
ー
は
共
同
体
の
維
持
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
犠
牲
者
と
位
置

付
け
ら
れ
た
あ
る
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
）
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
暴
力
を
「
宗
教
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
向
か
う

暴
力
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
外
部
に
反
転
さ
せ
た
も
の
が
「
聖
戦
」

で
あ
る
。
聖
戦
を
可
能
に
し
た
の
は
唯
一
神
教
＝
キ
リ
ス
ト
教
の

誕
生
以
来
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
道
徳
的
コ
ー
ド
に
転
換
さ
れ
、

悪
事
を
働
く
も
の
た
ち
を
わ
れ
わ
れ
が
罰
す
る
こ
と
は
、
法
的
に

だ
け
で
な
く
形
而
上
学
的
に
も
正
統
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
も
テ
イ
ラ
ー
は
「
近
代
の
道
徳
的
秩
序
が
対

立
を
道
徳
化
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
強
化
し
て
い
る
」（
一
九
七
頁
）

き
り
と
分
離
し
、
宗
教
的
な
信
念
や
個
人
的
信
条
を
公
共
的
な
も

の
の
領
域
か
ら
排
除
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
議
論
に
対
し
て
真
っ

向
か
ら
反
対
す
る
」（
一
六
〇
頁
）
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
公

共
的
領
域
に
お
い
て
絶
対
的
な
中
立
性
を
標
榜
す
る
こ
と
は
、
そ

の
看
板
を
掲
げ
る
も
の
自
身
の
信
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
隠
蔽
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
差
異
と
は
両
者
の
政
治
の
関
わ

る
べ
き
範
囲
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
サ
ン
デ
ル
の
「
被
贈
与

性
の
倫
理
」
と
テ
イ
ラ
ー
の
「
排
他
的
人
間
主
義
批
判
」
の
検
討

に
移
る
。
サ
ン
デ
ル
は
「
与
え
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
と
「
贈

り
も
の
」
を
等
号
で
結
ぶ
こ
と
を
拒
否
し
、「
贈
り
も
の
」
で
あ

る
「
生
」
に
意
図
的
に
介
入
す
る
行
為
（ex.
遺
伝
子
工
学
に
基

づ
く
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ベ
ビ
ー
）
は
傲
慢
で
あ
る
と
し
、
生
に
敵
対

的
で
あ
る
「
病
」
を
「
平
癒
」
さ
せ
る
こ
と
は
高
貴
な
る
実
践
で

あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
善
悪
を
判
定
す
る
基
準
こ
そ
、
喜

ば
し
き
贈
り
も
の
で
あ
る
「
生
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
。
さ
ら
に
テ
イ
ラ
ー
は
超
越
的
な
る
も
の
の
領
分
を
そ
の
内
部

か
ら
放
逐
し
て
し
ま
う
排
他
的
人
間
主
義
に
対
し
て
、
超
越
性
の

優
先
を
説
く
。
彼
は
近
代
の
人
間
主
義
の
一
部
の
成
果
を
積
極
的

に
認
め
つ
つ
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
な
超
越
性
＝
ア
ガ
ペ
ー
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敵
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
他
者
と
の
連
帯

一
六
八



高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』（
藤
原
）

（
四
八
一
）

│
合
理
的
で
自
律
的
個
人
と
し
て
の
近
代
的
主
体
│
が
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
道
徳
的
優
越
性
へ
の
確
信
が
存
在
し
い
て
い
る
」

（
二
〇
九
頁
）
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
の
道
徳
的
優
位

性
と
い
う
確
信
を
批
判
す
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
「
世
俗

主
義
の
暴
力
は
ど
う
す
れ
ば
克
服
可
能
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
テ
イ
ラ
ー
の
提
案
は
「
赦
し
（forgiveness

）」

│
イ
エ
ス
の
受
難
の
物
語
│
に
よ
る
暴
力
の
克
服
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
ア
サ
ド
は
「
受
難
の
物
語
の
再
演
こ
そ
が
リ
ベ
ラ
ル
な

世
俗
主
義
に
お
け
る
『
優
し
さ
』
と
『
残
酷
さ
』
と
の
矛
盾
し
た

共
存
の
源
泉
で
あ
る
」
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
と
の
違
い
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
こ
う
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
に
も
限

界
は
あ
る
も
の
の
、
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
に
た
い
す
る
根
源
的

な
疑
義
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
六
章
の
「
世
俗
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

│
ウ
イ
リ

ア
ム
・
コ
ノ
リ
ー
と
テ
イ
ラ
ー

│
」
に
お
い
て
著
者
は
、
コ
ノ

リ
ー
と
テ
イ
ラ
ー
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
が
多
元
主
義
的
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
よ
り
差
異
に
開

か
れ
た
か
た
ち
で
再
編
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
世
俗
主
義

の
再
検
討
を
提
案
す
る
。
た
と
え
ば
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
宗
教
が
公

共
的
領
域
で
果
た
し
う
る
役
割
を
肯
定
的
に
評
価
は
す
る
が
、
デ

と
し
て
、
近
代
の
普
遍
的
道
徳
理
解
に
お
い
て
は
犠
牲
の
シ
ナ
リ

オ
に
公
認
を
与
え
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
向
か
う
暴
力
」（
ナ
チ
ズ
ム

や
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
）
を
生
み
出
し
た
。「
他
者
」
を
「
治
療
」
せ

ん
と
す
る
善
意
に
あ
ふ
れ
る
試
み
が
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

よ
っ
て
促
さ
れ
た
排
除
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
、
現
代
世

界
の
政
治
の
中
に
「
人
道
的
介
入
」
と
し
て
再
帰
し
て
い
る
と
す
る
。

他
方
ア
サ
ド
は
、
現
代
の
宗
教
復
興
の
状
況
に
言
及
し
、「
宗

教
か
ら
世
俗
へ
と
い
う
単
純
な
進
歩
の
物
語
は
も
は
や
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
」
と
い
う
共
通
認
識
が
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た

ち
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
政
治
的
教
義
と
し
て
の
世
俗

主
義
も
ま
た
そ
の
普
遍
性
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
問
題
な
の
は
世
俗
的
／
宗
教
的
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
配
分

（
こ
れ
自
体
に
暴
力
性
が
含
ま
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
法

の
管
理
者
で
あ
る
国
家
で
あ
る
と
し
て
、「
政
治
的
教
理
と
し
て

の
世
俗
主
義
」
概
念
に
先
行
す
る
「
世
俗
」
の
探
求
へ
と
向
か
う
。

ア
サ
ド
は
Ｍ
・
ウ
ォ
ル
ツ
ア
ー
の
合
法
的
な
戦
争
と
不
法
な
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
法
的
地
位
を
峻
別
す
る
「
正
戦
論
」
が
、
リ
ベ
ラ
ル
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
の
あ
ち
こ
ち
で
、
道
徳
的
優
位
性
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
道
徳
的
進
歩
の
物
語
＝
二
重
基
準
と
し
て
批
判
す
る
。

こ
の
「
二
重
基
準
の
背
後
に
は
、
世
俗
主
義
特
有
の
『
人
間
』
観

一
六
九
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に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
世
俗
主
義
の
修
正
（
＝
多
様
な
形
而

上
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
許
容
す
る
世
俗
主
義
の
構
築
）
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
コ
ノ
リ
ー
は
考
え
る
。
さ
ら
に
コ
ノ
リ
ー
は

自
ら
の
形
而
上
学
的
・
宗
教
的
多
元
主
義
を
公
共
的
討
論
の
中
に

組
み
込
む
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
深
い
多
元
主
義
（deep 

pluralism

）」
を
提
唱
す
る
。
と
り
わ
け
こ
れ
ま
で
問
題
と
し
て

「
存
在
」
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
政
治
の
地
平
に
生
成
し
て

く
る
（ex.

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
著
作
権
問
題
・
ク
ロ
ー
ン
問
題
）

よ
う
な
「
生
成
の
政
治
」
が
前
景
化
す
る
時
代
に
お
い
て
は
「
深

い
多
元
主
義
」
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
深
い
多
元
主
義
を
う
ま
く

機
能
さ
せ
る
た
め
に
「
ア
ゴ
ー
ン
的
敬
意
」（
究
極
的
な
倫
理
的

源
泉
に
つ
い
て
の
操
作
的
な
差
異
を
、
公
的
合
意
図
式
の
中
に
解

消
す
る
こ
と
は
、
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
相
互
認
識
）

と
、「
批
判
的
応
答
性
」（
慎
重
な
傾
聴
と
推
定
に
も
と
づ
く
寛
大

さ
）
の
二
つ
の
徳
を
も
っ
て
、
他
者
の
ミ
ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な

実
践
に
関
与
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
コ
ノ
リ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

の
要
点
な
の
で
あ
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

コ
ノ
リ
ー
は
「
生
成
の
政
治
」
を
論
じ
る
と
き
、「
何
ら
か
の

形
而
上
学
的
・
宗
教
的
な
『
包
括
的
教
説
』
の
間
で
中
立
性
を
標

榜
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
に
よ
っ
て
は
『
生
成
の
政
治
』
と

モ
ク
ラ
シ
ー
は
そ
の
正
統
性
や
社
会
統
合
の
基
盤
を
自
己
還
帰
的

（
制
度
・
コ
ー
ド
・
規
範
）
に
備
給
し
う
る
と
想
定
す
る
。
し
か

し
コ
ノ
リ
ー
や
テ
イ
ラ
ー
た
ち
は
、
こ
う
し
た
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の

想
定
に
は
、
形
而
上
学
的
な
も
の
を
政
治
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す

る
志
向
性
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
は
は
た
し
て
そ
れ
自
身
の
原
理
の
み
で
、
多
様
な
正
の
あ
り

方
を
許
容
し
か
つ
安
定
的
な
も
の
で
あ
り
う
る
の
か
と
問
い
か
け
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義
者
た
ち
は
、
宗
教
的
あ

る
い
は
形
而
上
学
的
多
様
性
を
よ
り
大
き
な
世
俗
的
秩
序
の
内
部

に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
こ
れ
を

「
現
代
の
道
徳
的
領
野
の
限
定
さ
れ
た
読
解
」
と
批
判
し
、
コ
ノ

リ
ー
は
「
信
仰
は
本
質
的
に
ド
グ
マ
的
で
あ
る
と
い
う
操
作
的
パ

ラ
ド
ク
ス
に
絡
め
と
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
コ
ノ
リ
ー
は
カ
ン
ト
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
の
道
徳
的
哲
学
が

「
純
粋
性
」
を
志
向
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
差
異
に
対
し
て
閉
じ

ら
れ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
コ
ノ
リ
ー
は
ま
た
ア
ー
レ
ン
ト
に
対

し
て
も
、
政
治
の
領
域
か
ら
社
会
的
な
も
の
を
排
除
す
る
「
政
治

的
領
域
」
に
お
け
る
純
粋
性
を
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
道
徳

的
・
政
治
的
純
粋
性
へ
の
志
向
は
、
政
治
的
な
る
も
の
の
領
域
か

ら
「
形
而
上
学
的
な
も
の
」
を
排
除
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
世
俗
主
義

一
七
〇



高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』（
藤
原
）

（
四
八
三
）

集
団
の
た
め
の
集
合
的
な
諸
目
標
は
、
差
別
的
で
あ
る
」
と
考
え

ら
れ
る
と
し
て
、
そ
こ
に
は
一
種
の
「
排
除
」
が
み
ら
れ
る
と
す

る
。
テ
イ
ラ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ス
カ
ー
フ
事
件
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
「
移
民
な
ど
新
し
い
人
々
、
す
な
わ
ち
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
排
除
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
の

中
の
あ
る
特
定
の
種
類
の
生
き
方
や
存
在
の
態
様
（ex.

同
性
愛

や
女
性
）
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
内
的
排
除
」
が
存
在
す
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
排
除
を
縮
小
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
モ
デ
ル
の

決
定
的
理
念
は
「
人
び
と
は
差
異
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
も

に
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ

う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
人
は
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
」（
二
五
七

頁
）
も
の
で
あ
り
、
差
異
は
相
補
性
を
規
定
す
る
と
結
論
づ
け
る
。

こ
の
際
の
相
補
性
と
い
う
理
念
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
哲
学
の
核
に

す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
イ
ラ
ー
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
「
カ

ソ
リ
ッ
ク
的
」
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。

四
、「
結
論
」

最
後
に
著
者
は
本
著
の
論
点
を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
の
残
さ

れ
た
課
題
に
言
及
す
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
テ
イ
ラ
ー
は
「
参
加

の
政
治
」
の
立
場
か
ら
脱
中
心
的
連
邦
制
を
目
指
す
立
場
と
は
異

い
う
現
実
に
適
切
に
対
応
で
き
な
い
」（
二
四
五
頁
）
と
み
な
す
。

こ
の
認
識
は
テ
イ
ラ
ー
に
も
共
有
さ
れ
て
い
て
、
彼
は
一
九
六
〇

年
ご
ろ
を
境
に
北
大
西
洋
文
明
に
お
い
て
、
信
仰
の
条
件
を
も
変

え
る
大
き
な
文
化
的
革
命
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
新
し
い

種
類
の
「
個
人
化
」
な
い
し
は
「
個
人
主
義
」
で
あ
り
「
表
出
的

個
人
主
義
」
が
大
衆
レ
ベ
ル
に
拡
散
し
た
と
す
る
。
こ
こ
に
現
象

化
し
た
も
の
が
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
空
間
」
と
い
う
社
会
的
想
像

で
あ
り
、
そ
れ
は
名
宛
人
な
き
有
形
、
無
形
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
作

り
出
す
共
通
の
空
間
な
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
空
間
は
、

そ
の
本
性
か
ら
し
て
常
に
変
化
し
、
そ
の
つ
ど
新
し
く
つ
く
り
か

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
つ
ね
に
新
し
く
、
不
測
の
も
の

ご
と
が
発
生
す
る
余
地
を
残
す
点
で
コ
ノ
リ
ー
の
言
う
「
生
成
の

政
治
」
と
共
通
す
る
。

一
方
テ
イ
ラ
ー
は
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
憲
法
第
一
章
に
示
さ
れ

た
「
権
利
と
自
由
の
憲
章
」（
基
本
的
な
諸
権
利
及
び
自
由
の
保

障
、
平
等
権
、
公
用
語
、
少
数
派
言
語
教
育
権
、
先
住
民
族
の
権

利
、
多
文
化
的
な
伝
統
の
尊
重
な
ど
＝
中
立
性
を
主
張
す
る
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
）
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
集
合
的
目
標
の
間
に
抗
争
が
存
在
す

る
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
抗
争
的
対
立
は
「
集
合
的
な
諸
目
標
が

諸
個
人
の
行
動
を
制
限
す
る
可
能
性
」
の
存
在
と
、「
あ
る
国
民

一
七
一
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追
記本

評
脱
稿
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
後
、
著
者
高
田
宏
史
氏
は

「
公
共
宗
教
と
世
俗
主
義
の
限
界
│
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
と

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
議
論
を
中
心
に
」（
年
報
政
治
学

二
〇
一
三
│
Ⅰ
『
宗
教
と
政
治
』　

二
〇
一
三
年
六
月　

日
本
政

治
学
会
編　

木
鐸
社　

所
収
）
を
発
表
さ
れ
た
。『
世
俗
と
宗
教

の
あ
い
だ
』
で
残
さ
れ
た
課
題
で
も
あ
る
公
共
宗
教
論
と
世
俗
主

義
へ
の
、
緻
密
な
論
考
で
あ
る
こ
と
を
追
記
し
て
お
く
。

な
る
視
点
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
も
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
や
イ
バ
ン
・
イ
リ
イ
チ
ら
の
「
キ
リ
ス
ト

教
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
系
譜
に
も
と
づ
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で

あ
る
と
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
彼
の
考
え
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
な
全

体
性
を
、「
ア
ガ
ペ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
「
新
し
い
共

同
体
」（
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
構
築
を
構
想
す
る
。

し
か
し
著
者
は
、「
そ
れ
（
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
が
マ

ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
場
に
お
い
て
コ
ー
ド
化
し
た
瞬
間
に
倒
錯

的
な
コ
ー
ド
・
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
へ
と
転
化
す
る
」（
二
七
七
頁
）

可
能
性
を
指
摘
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
」
多
元
主

義
の
構
想
を
、
コ
ー
ド
・
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
陥
ら
な
い
よ
う
な

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
接
続
し
な
お
す
試
み
も
今
後
の
課
題
に
な
る

し
、
ま
た
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
キ
リ
ス
ト
教
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
と
の
緊
張
関
係
を
、
テ
イ
ラ
ー
自
身
が
い
か
に
克
服
し
て

い
く
の
か
と
い
っ
た
課
題
が
残
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
諸
課
題
へ

の
応
答
と
し
て
の
著
者
に
よ
る
今
後
の
論
考
が
期
待
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

一
七
二
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デフレーションと日本のAD・AS曲線

坂　井　吉　良

1 ．序

2 ．日本経済と政策論争

3 ．デフレーションと AD・AS 曲線

4 ．実証分析モデルとデータ

5 ．実証分析結果

6 ．デフレ下の政策効果

7 ．むすび

1 ．序

Keynes（1936）は，経済が「投資に対する利子率の非弾力性」や「流

動性の罠」の状態に陥ることを指摘した。このような場合，IS 曲線は

垂直，LM 曲線は水平となり，総需要 AD 曲線は垂直となる。そして，

ケインジアンの価格が固定された短期モデルでは，総供給 AS 曲線は

水平である。さらに，Taylor（2000）は，物価が下落しているとき，

AD 曲線が正の勾配をもつことを示し，Fisher（1933）は，物価が下落

しているとき，AS 曲線が負の勾配をもつ可能性を示唆している。

このように AD・AS 曲線は，右下がりと右上がりという通常の勾配

ではなく，異常な逆の勾配となることが，理論的に予想されている。

そして，この異常な経済状態を説明する理論と整合的な経済状態が，

現実に観察されていることを指摘する研究もある。1990 年代以降の日

本経済について，「流動性の罠を原因として金融政策の効力は低下して

いるが，それに付随して生じているのが投資の利子弾力性がゼロに近

論　説

1

二
〇
四



デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
Ａ
Ｄ
・
Ａ
Ｓ
曲
線
（
坂
井
）

（
五
一
五
）

いことである」（Posen（1998），p.91）（ 1 ）。また，マクロ経済が複数均衡

である可能性を指摘している研究もある（King（1994），吉川（2000），浜

田（2003））。このような研究は，実際の AD・AS 曲線が右上がり，右

下がりとなっている可能性を示唆するものである。

本研究は，1990 年代後半以後，デフレーション（以下デフレ）に直面

している日本のマクロ経済に焦点を当て，日本の AD・AS 曲線を推定

し，日本の経済構造を解明するとともに，政策効果を数量的に把握し，

財政金融政策の有効性とその限界について検討することを目的として

いる。

本稿の構成は以下の通りである。第 2 節では，1990 年代以降の日本

の経済状況と日本の政策論争を概観する（ 2 ）。第 3 節では，日本経済の

デフレに関する議論を踏まえて，デフレ下における IS 曲線と LM 曲線，

特に，AS 曲線と AS 曲線の勾配につて検討する。特に，Fisher（1933）

に基づいた議論を行う。第 4 節では，モデルとデータについて説明し，

第 5 節で日本の AS 曲線と AS 曲線の推定結果に基づき，マクロ経済

構造を解明する。第 6 節では，マクロ経済の実証分析結果に基づき，

日本の財政金融政策の GDP と物価に与える効果の有効性とその限界に

ついて議論する。そして，第 7 節では，要約と今後の課題について述

べる。

2 ．日本経済と政策論争

佐久間他（2011）の日本のマクロ経済構造を前提とした政策効果は，

マクロ経済学のテキストが教える期待されるものとなっている。すな

わち，政府支出拡大や減税さらに金融緩和政策が，実質 GDP を増加さ

せ，その成長率を高めるというものである（ 3 ）。そして，政府や日本銀

行は，このような日本経済の現状分析や白書の分析結果をはじめとす

るさまざまなデータ分析を踏まえて，財政政策や金融政策を実行し，

雇用や物価の安定・経済成長の実現を意図しているものと考えられる。

しかし，失われた 15 年または 20 年と表現されるように，日本経済の

2

二
〇
三
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現状分析を前提とした政策の実施にもかかわらず，日本経済は長期の

経済停滞から脱してはいないということが，国民や政策責任者の共通

な理解であると思われる。

政策責任者が，日本経済の現状を的確に把握しているならば，この

日本経済の長期停滞の原因と責任は，その政策と政策責任者に帰せら

れる。このような視点は，財政政策や日本銀行の金融政策を支持する

立場と批判的立場とを形成する。それは，政策の優先順位の相違とも

に政策効果の相違による異なる政策手段に基づくものである。前者の

政策論議の代表は，物価の安定と雇用の安定に関する議論である。中

央銀行は物価安定には政策目標を定めているが，物価安定以外の政策

目標（例えば，雇用の安定や経済成長）には言及しないという，金融政策

スタンスにおける議論である（ 4 ）。

バブル崩壊以後この金融政策スタンスが論争になったとともに，政

策手段が論争ともなった。それは，「金利ターゲットが不戦勝をおさめ

た」（Blinder（1998）），というように，金融政策の手段の「金利」と「貨

幣数量」をめぐる論争である（ 5 ）。この議論は，貨幣数量を内生変数と

考える学派と貨幣数量は外生変数であり，物価を決定する変数と考え

る学派のマネタリストグループとの論争である。金利派は，貨幣の多

くは預金貨幣であり，それゆえに，貨幣数量をコントロールすること

は不可能であり，一部の経済学者や政策立案者は，マネーサプライ・

ターゲットはとても実行可能な選択肢とはいえないと考えている。小

宮（2002）も，「MS を増やすことは，状況によってかなり難しく，と

きには不可能である」（p.307-9），と述べている。

実証分析による LM 曲線の不安定性から，上記の Blinder（1998）の

コメントがなされているが，日本の近年の金融政策の論争は，この金

利派と貨幣数量派との対立である。日本を代表する金利派は，吉川

（2000）（p.273）である。貨幣数量派は，デフレ脱却のための経済政策と

して，リフレーション政策（リフレ政策）提案している学派であり，そ

の代表が岩田（2001），浜田（2013），岩田・浜田・原田（2013）である。
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彼らは大胆な金融緩和論者であり，白川総裁以前から日銀の金融政策

に対して批判的な立場をとっていた（ 6 ）。

このリフレ政策について，岩田・浜田・原田（2013）は，「デフレ脱

却のためのゆるやかなで安定なインフレ率を目指すことによって，雇

用と生産を回復させ，安定化させる政策である」，定義している。その

ために「インフレ目標政策を導入する」（ 7 ）とし，「単に金融緩和をする

だけでは十分ではなく，…適切な枠組みを含むのがリフレ政策である」

（p.9-10）という。この定義は，景気刺激策と理解できるが，その政策目

的に物価安定が含まれているだけでなく，インフレ目標を明確に提示

し，その物価引き上げを通して，景気回復を実現するものであり，その

政策手段として貨幣量の調整に重きをおいていると考えられる。また，

Fisher（1933）は refl ation について，「もし，大不況 great depression の

負債デフレーション理論が正しい場合には，物価をコントロールする

ことの問題が，新しい重要性を当然負っている」（p.347），と説明して

いる（ 8 ）。

以上のような政策論争とは異なる議論も存在している。それは，日

本の経済の現状把握に関する議論であり，日本の実体経済と物価（イン

フレとデフレ）動向についての論争である。デフレの定義や景気の状況

さらにはデフレ要因や現状に関しても議論がなされてきた。デフレー

ションの定義は，2001 年 3 月の「月例経済報告」で内閣府が，「持続的

な物価の下落」と定義したことから，「景気後退 recession と物価の下

落が同時に起こるデフレ・スパイラル」とは区別され，かつ，デフレ

が貨幣的現象であるという理解が広く受け入れられることとなった

（伊藤・林（2006），浜田（2013））（ 9 ）。しかし，インフレやデフレを測る指

標は，主に，消費者物価指数 CPI と GDP デフレーターであるが，両

者の間には乖離がある。GDP デフレーターによれば，1998 年以後物価

は下落しており，かつ大幅である。しかし，CPI によれば 1998 年以後

の下落は，小幅であり，デフレであるということについて疑問の議論

がある。また，1990 年以後，インフレ率（物価上昇率）は低下している
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が，明確な物価の下落現象の確認は困難と思われる（図 2 ）。

このように，物価指標や物価の変化の程度によって，研究者や政策

責任者のデフレの現状認識は異なる。GDP デフレーターに基づくなら

ば，日本経済は 1998 年以降，デフレ現象に陥っているという判断が可

能と思われる。しかし，このような理解に反論する研究者もおり，現

状分析の相違から政策論争も生じている（例えば，斎藤（2013））。

さらに，不況 depression とデフレーション defl ation に関する議論も

ある。日本は長期停滞に陥っているという議論が多い中で，実質 GDP

の動向やその成長率から反論もある。図 1 は GDP 成長率と失業率の推

移を示したものである。高度経済成長とは異なり，31 年間のうちマイ

ナス成長が 3 分の 1 の 10 年あり，この期間の平均成長率は 1％である。

1991 年以降ではそれが，6 回と 0.9％であり，この 0.9％の経済成長率

は低成長率であり，高度経済長率よりもはるかに低い。しかし，バブ

ル期を含めた期間と大差なく，2％を超える成長率も 20 年間のうち 6

年間あり，日本経済は先進諸国の状況よりも良い経済的パフォーマン

スを達成している，という判断も可能となる。問題はこの GDP 成長率

が，潜在成長率よりも低いかどうかである。

図 1 には GDP 成長率とともに失業率の動向が同時に示されている。

失業率は 1994 年までは 2% 台であったが，1995 年には 3％を超えて，

2002 年の 5.4％まで上昇し，その後 2007 年には 3.9％まで低下したが，

再び上昇して 2012 年は 4.6％であった。この 1990 年代後半の以後の失

業率の推移は，日本の労働市場が超過需要の状態という判断は困難と

思われる。完全雇用の状態とは異なるこの労働市場の需給関係は，日

本の財市場の状況を把握するための基礎資料であり，日本の 1990 年代

以後は，「大恐慌 great crisis ではなく，great depression」という状況

にあったといえる（10）。

上で述べたように，物価動向に基づく日本のデフレとインフレに関

する議論もある。それは，GDP デフレーターと CPI の 2 つの物価指

数が異なった変化を示していることにある。GDP デフレーター（2005

5
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年 100）は，1980 年の 82.4 から 1998 年の 108.9 まで上昇し，2008 年以

後は下落し，2011 年は 89.8 であり，大幅な下落が継続しているといえ

る。一方，CPI（2005 年 100） は 1980 年の 76.9 から，2008 年の 103.3

まで上昇し，以後下落傾向であるが，その下落幅は小さく，2011 年は

99.9 である。この CPI の変化からは，日本がデフレに陥っているとい

う判断には，議論の余地がある。このようにデフレであるかどうかの

判断は，CPI と GDP デフレーターによって異なる見解となる（図 2 ）。

もし，日本がデフレであるという，強い主張をする場合には，GDPデフレー

ターに基づき，しかも，「デフレの開始は1998年である」（伊藤・林（2006），

p.218），ということになる。そこで本稿では，このようなデータの特徴

を踏まえて，1983 年以前と 1998 以後を標本期間とする実証分析を行っ

ている。

GDP デフレーターと CPI の 2 つの物価指数が異なった変化を示し

ていることから，企業や家計の行動は，いずれの指数に基づくかに

よって異なることが予想される。特に，物価指数による実質化の指標

である実質賃金や実質利子率が，いかなる変化を示しているかが重要

である。CPI と GDP デフレーターの動向から，実質賃金の推移は，い

ずれの物価指数を利用するかによって異なるが，GDP デフレーターに

よる実質賃金は，1980 年以降上昇傾向にあり，CPI による実質賃金

2001 年まで上昇し，以後低下傾向にある。本稿では，2 つの名目賃金

と 2 つの物価指数を利用して，4 つの実質賃金の推移を検討している。

まず，名目賃金のひとつは，「国民経済計算年報」から，「雇用者報

酬」と産業の「雇用者数」と「労働時間数」のデータを利用して，時

間当たりの名目賃金 wage を推定した。この時給である名目賃金は，

1980 年の 1,325 円以後，1998 年の 2,507 円まで上昇し，その後 2 年間

は若干低下し，2001 年の 2,534 円をピークとして，以後低下傾向にあり，

2011 年は 2,305 円である（図 3 ）。もうひとつの名目賃金は，「賃金構造

基本統計調査（厚生労働省）」の「所定内給与額」である。この名目賃

金は，1980 年の月 13.2 万円が，2001 年の 30.6 万円まで右肩上がりで
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上昇し，以後低下傾向にあり，2001 年は 29.7 万円である（図 3 ）。この

2 つの名目賃金を CPI と GDP デフレーターで実質賃金を推定している。

「国民経済計算」からの時給である名目賃金 wage の実質賃金は，

CPI で実質した場合，2001 年まで上昇しており，それ以後低下し，06

年以後は変化していない。一方，GDP デフレーターで実質化した場合

では，2001 年まで上昇し，以後 07 年までは変化がなく，それ以後再び

上昇している。このように，「国民経済計算」に基づく 2 つの実質賃金

は，2001 年以後非対称的となっている（図 4 ）。

また，「賃金構造基本統計調査」からの「所定内給与額」の名目賃金

wagem は，CPI で実質した場合，時給と同様に，2001 年まで上昇し

ており，以後は 08 年と 09 年の低下はあるが，ほぼ一定である。一方，

GDP デフレーターで実質化した場合では，他の実質賃金とは異なり，

1980 年以後，09 年に若干の低下が確認されるが，現在まで上昇傾向が

続いている。このように「賃金構造基本統計調査」に基づく実質賃金

も，2000 年以降異なる変化を示している（図 5 ）。

以上の 4 つの実質賃金は，2001 年以後異なる動きを示している。こ

のことは日本の供給サイドを解明する際において，データの利用に

よって異なる結果を導くということである。そこで本稿における実証

分析では，「雇用者報酬」の時給を利用したモデルを「時給モデル」，

「所定内給与額」の月給を利用したモデルを「月給モデル」と区別して

いる。さらに，CPI と GDP の 2 つの物価指数による実質化したデー

タも区別して実証分析を行っている。なお，データはすべて暦年デー

タである。

3 ．デフレーションと AD・AS 曲線

日本経済の現状把握ができていない場合や誤った現状分析は，その

責任は政策責任者よりも，むしろ日本経済の実証分析者に帰せられる。

本稿は，日本の経済の実証分析に視点を定めた研究である。すなわち，

日本経済の長期停滞は，マクロ経済理論が予想する経済状態ではなく，
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図 1　GDP成長率と失業率

図 2　CPI と GDPデフレーター

図 3　名目賃金（月給と時給）

　　　　　　注：2005 年 100
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図 4　実質賃金（時給・CPI, GDPデフレーター）

　　　　　　注：2005 年 100

図 5　実質賃金（月給・CPI, GDPデフレーター）

　　　　　　注：2005 年 100

図 6　実質利子率
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異常とも言える経済状態に陥っていたことが主要因であり，その現状

把握の誤りが，政策効果の有効性を損なうことに結びつく可能性や，

政策が理論予想とは逆の結果を，引き起こすということが予想される

ということである。流動性の罠や投資の利子率に対する非弾力性は，

以前から理論的に予想されていた異常な経済状態であった。そして，

日本銀行のゼロ金利政策は，1999 年 2 月であるが，日本のゼロに近い

コール・レート水準から，日本は 1995 年頃から流動性の罠の状態だけ

でなく，投資が利子率に反応しない経済状態に陥ったと考えられている。

要約すると 1990 年代後半から，LM 曲線が水平かつ IS 曲線が垂直

という日本経済は，スタンダードなマクロ経済理論が，予想する通常

な経済状態とは異なる異常経済となっている。Zarnowitz（1999）の研

究による 1967－1998 の四半期データを利用したアメリカの投資関数は，

投資が利子率と負の関係ではなく，正の関係となる実証分析結果を提

示している。もし，投資と利子率が正の関係である場合，他の条件を

所与とするならば，IS 曲線は右上がりとなる。また，貯蓄主体は，利

子率の変化に対する所得効果が代替効果よりも大きい場合には，IS 曲

線が右上がりになる可能性がある。さらに，名目利子率がゼロに近い

状態におけるデフレは，実質利子率を引き上げる。このような状態に

おける物価下落は，投資や消費を低下させることから，総需要 AD 曲

線は右上がりとなる（坂井（2006））。したがって，マクロ経済は，複数

均衡となる可能性が生じ，（King（1994），吉川（2000），浜田（2003）），

価格調整や数量調整は安定均衡とならない，不安定な経済を引き起こ

すことも予想される。

もし，日本の IS 曲線の勾配が右上がりであるならば，AD（総需要）

曲線も右上がりとなる。AD 曲線が右上がりであるならば，従来の拡張

的ケインズ的財政金融政策は必ずしも有効な経済安定政策とは結びつ

かないことになる。また，Taylor（2000）は，物価が下落しているとき，

AD 曲線が正の勾配をもつことを示し，そのような場合，財政政策が有

効な安定政策ではあるが，日本が財政政策によって流動性の罠の問題
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を解決できなかったことから，財政政策の有効性にも疑問の余地があ

ることを指摘している。

坂井（2006）は，簡単な AD－AS モデルから日本の AD 曲線と AS

曲線を推定し，誘導型方程式から乗数を推定した。80 年代から 90 年代

前半までは教科書どおりの負の勾配をもつ AD 曲線と正の勾配をもつ

AS 曲線が推定された。また，80 年から 2003 年までの標本期間におい

ても負の勾配をもつ AD 曲線と正の勾配をもつ AS 曲線が推定された。

しかし，96 年から 2003 年までの標本期間では，正の勾配をもつ AD 曲

線と正の勾配をもつ AS 曲線が推定された。90 年代前半までの日本経

済は AD－AS 分析の枠組みで説明が可能であり，マクロ経済の財政金

融政策効果も理論予想と一致することになる。しかし，90 年代後半以

後の AD 曲線の勾配は正となり，AD－AS 分析の枠組みで説明不可能

であり，財政金融政策効果は通常の AD・AS 分析の枠組みから導出さ

れる理論予想とは異なるものとなる。したがって，貨幣数量，政府支

出および輸出の誘導形係数は，実質 GDP と物価がともに負であり，い

ずれの総乗数も全て負であった（11）。

岩田（2001）,（p.182）や浜田（2003）,（p.14），が指摘するデット・デフ

レーション debt defl ation，いわゆる，Fisher（1933）の負債デフレー

ションが経済停滞を招き，デフレ・スパイラル現象を引き起こしてい

る場合，従来の金融緩和政策は，限定された効果しか実現できないだ

けでなく，逆の効果も予想される（12）。

以下では，特に物価が下落している場合の AD・AS 曲線について検

討する。

物価の下落は，実質貨幣残高を増加させ，利子率を下落させること

による投資の増加が総需要を引き上げることから，総需要曲線が右下

がりとなる。また，限界生産物が逓減している技術的条件下の代表的

企業が，価格を所与として行動するならば，企業の供給曲線は右上が

りとなり，集計された総供給曲線も右上がりとなる。しかし，物価が

下落しているデフレの場合には，AD 曲線は右上がり，AS 曲線は右下
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がりとなることも予想させる。

物価が下落し，実質利子率が上昇しているとき，債権者の所得効果

が代替効果より大きい場合，財の購入量が増加し需要を喚起するが，

その効果は代替効果によって相殺され，大きくはない。しかし，実質

利子率の上昇は，債務者の実質的負担を増加させることから，所得低

下と代替効果により，今期の需要を必ず引き下げる。すなわち，負債

による需要抑制効果が作用する。この効果は債務者と債権者の支出性

向に依存するが，債務者は確実に支出を抑制し，債権者の支出の変化

は，代替効果と所得効果の大きさに依存しているので，経済全体では

需要減少に結びつく可能性もある。しかし，経済全体では貯蓄主体が

負債者を凌駕しているので，実質利子率の上昇が需要を減少させる効

果は，大きくないことも予想させる（岩田（2001），p.182）。しかし，浜

田（2003）は，この効果が小さくないことを指摘している。それは，デ

フレで負債の実質価値が高まり，消費支出が増加しない状況を強調し

ている（p.14）。

特に，名目利子率が下限であるゼロに近いとき，デフレは実質利子

率を上昇させる。この実質利子率の上昇は，投資を引き下げるように

影響を与える。また，消費者はデフレ予想ならば，消費を先延ばしす

ることが予想され得るとともに，実質利子率の上昇の異時点間の代替

効果が所得効果よりも大きいならば，実質利子率の上昇は，消費を低

下させる。さらに，物価の下落が資産価格をも引き下げる場合，正の

資産効果が予想されることから，消費も抑制される。これらの効果は，

投資の利子弾力性や消費者の行動（代替効果，所得効果，資産効果）に依

存するが，物価の下落と総需要の関係は，負でなく正となる。すなわ

ち，AD 曲線は右上がりとなる（Taylor（2000））。

また，デフレは，実質利子率の上昇による負債の実質的負担を増加

させる。この実質的負担は，借手と貸手のいずれか，または両者が

ローン清算に至る可能性がある。Fisher（1933）が指摘したように，過

大債務とデフレは，大不況の原因ともなっている。すなわち，企業の
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実質的負担増加は，ローン返済の必要性から投げ売り行動を引き起こ

し，預金貨幣の減少と貨幣の流通速度が低下し，さらに価格下落と利

潤の低下，生産量，取引，雇用が減少し，さらにこれらが悲観論と信

用の喪失を引き起こし，貨幣の退蔵とさらなる貨幣の流通速度が低下

する，というメカニズムが考えられる。以上の相互関係は，利子率が

複雑な撹乱要因となっているということである（13）。すなわち，名目利

子率の低下と実質利子率の上昇が，貨幣や財・サービスに関する価格

の情報を混乱させることにより，資源配分と所得分配を歪めることが

考えられる。

図 6 は，GDP デフレーターと CPI の 2 つの物価指数に基づくイン

フレ率から導出した2つの長期の実質利子率の動向を示したものである。

それによると，2 つの利子率の変化は，1996 年までは同様なパターン

となっているが，水準については，両者の間に若干の乖離がある。そ

して，1990 年代から失業率が上昇しているが，実質利子率は，1990 年

代後半から上昇し，2000 年代の GDP デフレーターを利用した実質利

子率は，3％前後で推移し，2010 年には 5.6％に上昇している。一方，

CPI を利用した実質利子率は，2002 年の 2.8％以後低下し，2008 年は

0.6％まで低下し，2009 年には 3.1％に上昇している。このように実質

利子率は，高水準ではないが，名目利子率を超える期間もあり，また

変動している。正に，「日本の実質利子率はコントロールされていな

い」，と考えられる。

このように利子率がゼロに近い水準では，実質利子率がコントロー

ルできなく，実体経済の撹乱要因となっている。「実質金利を念頭にお

きながら名目金利を操作しなければならない」（Blinder（1999），p.58），

という状況において，名目金利を操作できない場合には，物価が下落

するとき，企業は生産縮小のインセンティブではなく，生産拡大のイ

ンセンティブをもつ。すなわち，物価と総供給は正ではなく，負とな

る可能性が排除できないことになる。そして，このような，デフレは，

賃金の引き下げが総需要を引き下げることから，デフレと景気後退と
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いう，デフレ・スパイラル現象を引き起こすことになる。通常，右上

がりの AS 曲線上を右さがりの AD 曲線が移動することにより，物価

下落と景気後退とが同時に起こるデフレ・スパイラル現象とは異なり，

右上がりの AD 曲線上を，右下がりの AS 曲線が左にシフトするデフ

レ・スパイラル現象も理論的に考えられる。

AD・AS 曲線が右上がり，右下がりであるならば，ケインズ的財政

金融政策は，マクロ経済学の予想する政策効果とは異なる。また，AD

曲線の右上がりは，IS 曲線の右上がりと対応している。もし，右上が

りの IS 曲線と右上がりの LM 曲線の場合，貨幣量増加による金融緩和

は，右上がりの AD 曲線を左に，政府支出や輸出の増加は，AD 曲線を

右にシフトさせる。AS 曲線が所与のとき，金融緩和政策は，物価の引

き上げと GDP の引き下げを，景気拡大の財政政策や輸出の増加は，物

価の下落と GDP の増加が予想される。すなわち，財政金融政策は，物

価と景気に対してお互いに対抗的 counter となっているのである。こ

のようなメカニズムを前提に 90 年代以後の日本経済を概観するならば，

長期的な経済停滞と物価の推移は，実体経済の解明と把握の誤りに基

づくものということになる。

4 　AD・AS モデルとデータ

本節では，日本の AD 曲線と AS 曲線を推定するためのマクロ計量

経済モデルを構築する。それは AD 曲線と AS 曲線の 2 つの式から構

成される連立方程式モデルであり，その 2 つの構造方程式から誘導形

方程式を導き，政府支出と金融政策（貨幣量）の効果を推定する。いわ

ゆる，政府支出乗数と貨幣乗数等を推定する。

4．1　総需要関数

総需要関数は財市場と貨幣市場の表す IS 曲線と LM 曲線から導出さ

れる。2 つの曲線から導かれる実質総需要 Y d 
t は次式で表される。
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（ 1 ）　Y d 
t ＝a0＋a1Pt＋a2Mt＋a3Gt＋a4EXt＋a5RLt＋a6P

e 
t＋1＋ud 

t

なお，各変数 Yt，Pt，Mt，Gt，EXt，RLt，P e 
t＋1は，t 期の実質総

需要（実質 GDP），物価水準（GDP デフレーター），名目貨幣供給量（M2

＋CD），実質政府支出，実質輸出，実質利子率，t＋1 期の期待物価上昇

率である。ud 
t は平均ゼロ，分散一定の攪乱項である。

係数は次のように仮定される。a1＜0，a2＞0，a3＞0，a4＞0，a5＞0，

a6＞0。物価水準と実質 GDP とは負，名目貨幣供給量と実質 GDP と

は正の関係が導かれるが，貨幣市場の均衡から通常，a1＝－a2＜0 が成

立している。実質政府支出と実質輸出はともに総需要を増加させるの

で a3＝a4＞0 である。実質利子率は投資の抑制要因であることから総

需要とは負の関係にあるので，a5＜0 である。また，投資需要は名目利

子率ではなく実質利子率に依存しているので，両者を峻別するために

期待物価上昇率が説明変数に含まれている。ここでの t 期の期待物価

上昇率 P e 
tは過去の物価上昇率の加重平均で表し，次式により導出して

いる（14）。

（ 2 ）　P e 
t＝0.8Pt－1＋0.2Pt－2

期待物価上昇率の上昇は名目利子率を上昇させ，実質利子率を低下

させ，投資が刺激される。この結果，総需要は増加することから，係

数の符号は a6＞0 である。

以上の係数の符号条件はマクロ経済理論が予想する理論的符号条件

である。しかし，IS 曲線が右上がりであるならば，AD 曲線は右上が

りとなるので，物価指数 a1 と貨幣供給量 a2 の係数は，前者が負では

なく正であり，後者は正ではなく負となる。したがって，両者の理論

的符合条件は a1＝－a2＞0 である。われわれはこのような係数の符号

条件が 90 年代後半以降の日本経済に生じているものと予想している。
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4．2　総供給関数

企業の利潤最大化行動から導かれる総供給関数は以下の式で表される。

（ 3 ）　Y s 
t ＝b0＋b1Pt＋b2Wt＋b3εt＋b4Y

s 
t－1＋us 

t

各変数 Y s 
t ，Pt，Wt，εt，Y s 

t－1は t 期の総供給量，物価水準（GDP デ

フレーター），名目賃金，為替レート，t－1 期の総供給量である。符号

条件は，b1＞0，b2＜0，b3＜0，b4＞0 である。企業の限界収入（価格）

と限界費用が等しくなるように生産量を決定する利潤最大化行動から，

物価 Pt とは正，賃金 Wt とは負，原材料価格εt とは負の関係が導かれ

る。また，生産量は実質単位で測られているので，実質賃金 Wt ／ Pt

の係数は負となり，b1＝－b2＞0 という関係が予想される。為替レート

は輸入原材料価格を変化させ，企業の供給曲線をシフトさせる要因で

ある。円の減価は輸入原材料価格を上昇させることから，為替レート

と総供給は負の関係が予想される。為替レートは自国通貨単位で測る

外国通貨（ドル）であり，ドル高＝円安は日本の輸出財の競争力増加と

外国財の日本への輸出財競争力の低下から，為替レートの係数 a5 は，

正であることも予想される。このモデルでは原材料価格の代理変数と

して為替レートを利用した。

また，Y s 
t－1の係数 b4 は前期の総供給と今期の最適総供給への調整速

度を表している。最適供給量への調整速度は 1－b4 であるので，b4 が

1 に近いほど調整速度は緩やかである。このモデルは，価格や賃金の変

化予想や資金調達や人材の確保等が困難なことから，生産主体の最適

生産量への調整が部分的であることを考慮したものとなっている（15）。

なお，上の AD・AS モデルの詳細や実質 GDP と物価の誘導型方程式

については，坂井（2006）を参照。

4．3　データ

推定に使用したデータは，内閣府経済社会研究所「国民経済計算年

報」および日本銀行の「金融経済統計」を基本的に利用している。
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データの原系列は 2005 年暦基準の実質データであり，実質 GDP，実

質政府支出，実質輸出及び名目貨幣量 M2 単位は 10 億円，利子率は％，

為替レートは円／ドル，物価指数（GDP デフレーターと CPI）は 2005 年

暦基準を 100 とする指数である。また，データの原系列が月別である

M2＋CD，利子率，為替レート，賃金等のデータは，単純平均のデー

タに変換している。データはすべて原系列であり，季節調整は行って

いない。なお，データの詳細は資料に示されている。

5 ．実証分析結果

5．1　デフレ以前の日本のAD・AS曲線

表 1 ～表 4 は，3SLS による AD・AS 曲線の推定結果であり，1990

年代前半までと，1990 年代後半以降の推定結果の要約である。表 1 と

表 2 は，「国民経済計算」の「雇用者報酬」と「労働投入量：マンア

ワー」から推定した「時給」を利用した「時給モデル」であり，表 3

と表 4 は，「賃金構造基本統計調査（厚生労働省）」の「所定内給与額」

を利用した「月給モデル」の推定結果である（16）。

1980 年から 1993 年のデータを利用した 1990 年前半までの推定結果

については，各表の第 2 列と第 3 列であり，AD 曲線と AS 曲線の物価

と貨幣量 M2 および賃金の理論的符号条件は，整合的であり，かつ，

統計的に有意である。特に，AD 曲線と AS 曲線の勾配は，負と正であ

り，極めて安定的な推定結果となっている。そして，貨幣量の総需要

に与える効果も正でかつ，安定的な関係が確認されている。

しかし，政府支出の符号は負であり，クラウディングアウト効果を

示唆している。実質利子率の係数は有意ではないが，総需要に負の影

響を与える理論予想と一致する負の係数となっている。また，輸出の

総需要に与える効果は正であるが，有意ではない。為替レート係数か

らは，円安が総供給に負の強い影響を与えていることが示されている。

為替レートと原材料コストは，正の相関関係が予想されるので，係数

の符号が正である推定結果は，整合的となっている。また，生産主体
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の最適生産量への調整が部分的であることを考慮した調整係数も有意

である。

2 つのモデルの推定結果の比較では，月給モデルが時給モデルよりも，

政府支出と賃金の統計的有意性が若干劣る程度であり，この 2 つのモ

デルの AD・AD 曲線の安定的な推定結果は，1990 年代前半までの日本

の需要サイドと供給サイドを，ほぼ近似していると考えられる。

このように，各表の第 2 列と第 3 列の推定結果は，マクロ経済学の

教科書通りの AD とＡＳ構造を示している。本稿では，このような日

本の経済構造における政策効果を把握するために，誘導形方程式を推

定している。表 5 の第 2 行目から第 5 行目が，1990 年代前半までの誘

導形係数の推定結果である。政府支出以外のすべての外生変数が，マ

クロ経済学のテキストが予想する政策効果および外生変数の実質 GDP

と物価に与える効果と整合的となっている。すなわち，日本経済は，

政府支出の増加が，GDP を低下させ，物価を引き下げるという，クラ

ウディングアウト効果が生じていたということ以外は，理論が予想す

る政策効果と外生変数の内生変数に与えるメカニズムが作用していた

ということができる。したがって，デフレ以前の日本経済はケインズ

的な金融政策が，有効な経済環境にあったということができる。その

効果は，10 兆円の M2 の増加が，年間 2 ～3.5 兆円の実質 GDP を増加

させ，GDP デフレーターを 0.5～0.7％上昇させるというものである。

また，10 円の円安は，1.3～1.5 兆円の実質 GDP を低下させ，GDP デ

フレーターを 0.3％上昇させるというメカニズムや，時給や月給の上昇

が実質 GDP を低下させ，物価が上昇するというメカニズムが作用して

いる。

5．2　デフレ下のAD・AS曲線

日本経済がデフレに陥った 1998 年以後の AD・AS 曲線の推定結果は，

表 1 ～表 4 の第 4 列～第 6 列である。

まず推定結果からデフレ状況の日本経済は，賃金の符号のみが理論

18

一
八
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
九
八
）

表 1　総需要関数の推定結果（時給モデル）
標本期間

変数
80～90 年代前半
（1980～1993）

80～90 年代前半
（1980～1993）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

定数項 601972.5 721808.2 819652.7 1121299 703406.9

Pt
－3812.14＊＊＊

（－7.42）
－4916.90＊＊＊

（－4.79）
－4001.75＊

（－2.09）
4034.614
（0.52）

－3169.02＊＊

（－2.59）

M2 t
0.502706＊＊＊

（13.99）
0.498133＊＊＊

（15.11）
－0.37686＊

（－2.12）
－0.57822＊＊

（－2.73）
－0.31459＊＊

（－2.97）

Gt
－0.70138＊

（－1.95）
2.053315＊＊＊

（4.10）
2.894734＊

（2.14）
1.833227＊＊＊

（5.01）

EX t
2.271398
（1.55）

1.531166＊＊＊

（12.89）
1.4777727＊＊＊

（9.64）
1.647079＊＊＊

（13.28）

RLPrt
－1350.81
（－1.39）

－620.649
（－0.59）

－876.956
（－0.63）

6798.195
（1.02）

2062.500cpi
（1.80）

P e 
t

－7003.44
（－1.10）

－10644.0
（－1.11）

MSE
D.F

決定係数

0.7799
17

0.9919

1.0447
15

0.9912

1.2288
15

0.9911

0.9619
12

0.9909

1.3224
15

0.9923

表 2　総供給関数の推定結果（時給モデル）
標本期間

変数
80～90 年代前半
（1980～1993）

80～90 年代前半
（1980～1993）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

定数項 54121.27 55423.32 1352535 978830 1325221

Pt
3205.255＊＊＊

（3.40）
3244.303＊＊＊

（3.53）
－2380.19＊＊

（－2.09）
－3874.24＊

（－2.03）
－2357.72＊＊

（－2.59）

waget
－57.9996
（－0.71）

waget－1
－77.7678＊＊

（－3.03）
－78.2407＊＊

（－3.09）
－222.778＊＊＊

（－4.42）
－217.029＊＊＊

（－4.25）

εt
676.7072＊＊

（3.29）
646.2994
（1.53）

663.6045＊＊

（3.21）

εt－1
－241.608＊＊＊

（－4.30）
－242.881＊＊＊

（－4.42）

Y s 
t－1

0.543509＊＊＊

（3.58）
0.533439＊＊＊

（3.62）
－0.30598＊

（－1.87）
－0.04716
（－0.17）

－0.28047
（－1.70）

MSE
D.F

決定係数

0.7799
17

0.9919

1.0447
15

0.9912

1.2288
15

0.9911

0.9619
12

0.9909

1.3224
15

0.9923

注 1 ）　時給は，「国民経済計算年報」の雇用者報酬÷（雇用者数・労働時間）
　　 　月給は，「所定内給与額」（賃金構造基本統計調査（厚生労働省））
　 2 ）　（　）内の数値は t 値を示す。
　 3 ）　＊＊＊ 1％，＊＊は 5％，＊は 10％で係数が有意である。
　 4 ） 　MSE は，構造方程式の標準誤差の加重平均，D.F は自由度，決定係数は構造方程

式の決定係数の加重平均である。
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表 3　総需要関数の推定結果（月給モデル）
標本期間

変数
80～90 年代前半
（1980～1993）

80～90 年代前半
（1980～1993）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

定数項 603549.7 702937.4 8320213.8 1236096 719009.0

Pt
－3846.88＊＊＊

（－7.50）
－4716.13＊＊＊

（－4.73）
－4008.53＊

（－2.36）
13666.86
（1.12）

－3218.47＊＊

（－3.23）

M2 t
0.505568＊＊＊

（14.06）
0.494323＊＊＊

（15.08）
－0.37332＊

（－2.35）
－0.72694＊

（－2.22）
－0.31732＊＊

（－3.35）

Gt
－0.62946
（－1.74）

1.962394＊＊＊

（3.82）
4.387654＊

（2.09）
1.762772＊＊＊

（4.85）

EX t
2.004975
（1.39）

1.508510＊＊＊

（12.78）
1.581348＊＊＊

（6.69）
1.636362＊＊＊

（13.34）

RLPrt
－1186.35
（－1.19）

－614.337
（－0.58）

－911.732
（－0.68）

14893.83
（1.43）

2189.286cpi
（1.87）

P e 
t

－22297.4
（－1.49）

MSE
D.F

決定係数

0.7496
17

0.9922

1.1294
15

0.9904

0.9909
15

0.9903

0.6499
12

0.9862

1.0306
15

0.9928

表 4　総供給関数の推定結果（月給モデル）
標本期間

変数
80～90 年代前半
（1980～1993）

80～90 年代前半
（1980～1993）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

90 年代後半以後
（1998～2011）

定数項 60343.10 91497.18 1483868 1611877 1423064

Pt
5888.044＊＊

（2.47）
4812.963＊＊

（2.39）
－4387.88＊＊＊

（－3.46）
－3717.73＊

（－2.21）
－4336.16＊＊＊

（－3.42）

wagemt
－2229.41
（－1.08）

wagemt－1
－1259.04＊

（－2.26）
－1003.58＊

（－2.11）
－2424.61
（－1.17）

－3189.82
（－1.15）

εt
1178.235＊

（2.20）
1176.910＊

（2.04）
1126.797＊

（2.10）

εt－1
－331.413＊＊＊

（－4.25）
－311.252＊＊＊

（－3.74）

Y s 
t－1

0.279990
（1.48）

0.313171＊＊

（1.84）
0.112907
（0.42）

0.185640
（0.60）

0.117932
（0.44）

MSE
D.F

決定係数

0.7496
17

0.9922

1.1294
15

0.9904

0.9909
15

0.9903

0.6499
12

0.9862

1.0306
15

0.9928

注 1 ）　時給は，「国民経済計算年報」の雇用者報酬÷（雇用者数・労働時間）
　　　 月給は，「所定内給与額」（賃金構造基本統計調査（厚生労働省））
　 2 ）　（　）内の数値は t 値を示す。
　 3 ）　＊＊＊ 1％，＊＊は 5％，＊は 10％で係数が有意である。
　 4 ） 　MSE は，構造方程式の標準誤差の加重平均，D.F は自由度，決定係数は構造方程

式の決定係数の加重平均である。
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的に整合しているが，他の変数の全てが，デフレ以前とは係数の符号

が，異なるものであり，経済構造が大幅に変化していることが予想で

きる。

第 1 に，AD 曲線の勾配が負である有意な推定結果と，有意ではない

が，正の結果も確認できるということである。AD 曲線はデフレのとき，

正の勾配となることが理論的に予想されることから，日本の総需要が

物価と負ではなく，正の関係になっているという可能性のある推定結

果となっている。

第 2 は，貨幣量の係数が全て負で，かつ統計的に有意であるという

ことである。このような推定結果は，貨幣量の増加という金融緩和政

策が，AD 曲線を左にシフトさせ，GDP の低下と物価を引き上げると

いう，影響を経済に与える可能性を示唆している。このように AD 曲

線の貨幣量の係数が負となるのは，IS 曲線が正の勾配をもつとき起こ

表 5　貨幣量，政府支出，輸出，各自賃金，為替レートの誘導型係数
（単位：10 億円，指数）

標本期間 内生変数 貨幣量 政府支出 輸出 各自賃金 為替レート
1980 年～1993 年
時給モデル 1

GDP
物価

0.22962
0.00007

－42.2467
0.0311082

－131.2520
0.03443

1980 年～1993 年
時給モデル 2

GDP
物価

0.19802
0.00006

－0.27882
－0.00009

0.90294
0.00028

－47.1378
0.00959

－146.329
0.02976

1980 年～1993 年
月給モデル 1

GDP
物価

0.30579
0.00005

－497.5280
0.12933

－130.962
0.03404

1980 年～1993 年
月給モデル 2

GDP
物価

0.24967
0.00005

－0.31793
－0.00007

1.01267
0.00021

－496.691
0.10532

－154.045
0.03266

1998 年～2011 年
時給モデル 1

GDP
物価

0.55317
－0.00023

－3.01393
0.001266

－2.2475
0.00094

－549.78
0.13739

1670.00
－0.41732

1998 年～2011 年
時給モデル 2

GDP
物価

－0.2833
0.00007

1.41801
－0.00037

0.72388
－0.00019

－29.5879
－0.00733

329.7026
0.08172

1998 年～2011 年
時給モデル 3

GDP
物価

0.91423
－0.00039

－5.32758
0.00226

－4.78661
0.00203

－847.739
0.26751

2592.118
－0.81796

1998 年～2011 年
月給モデル 1

GDP
物価

－4.3181
0.00098

22.69844
－0.00517

17.4485
－0.00398

25620.1
－6.3914

－12450.1
3.10589

1998 年～2011 年
月給モデル 2

GDP
物価

－0.15546
0.00004

0.93831
－0.00009

0.33817
－0.00009

－2507.67
－0.18349

925.2253
0.06770

1998 年～2011 年
月給モデル 3

GDP
物価

－1.23106
0.00028

6.83876
－0.00158

6.34835
－0.00146

6419.705
－1.99465

－3244.67
1.00814
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り得ることであり，日本の IS 曲線が正の勾配であることを示唆してい

る（坂井（2006）参照）。したがって，金融政策は，理論予想とは異なる

政策効果を生み出すことになる。

第 3 に，政府支出と輸出の係数は，デフレ以前とは異なり，すべて

のモデルが正であり，かつ有意であるということである。すなわち，

クラウディングアウト効果は存在せず，政府支出は総需要を拡大させ，

輸出は日本の景気を拡大させる強力な外需となっている。

第 4 は，AS 曲線の勾配が正ではなく，負でかつ有意である。6 つの

モデルの AS 曲線の推定結果が負の勾配であることは，物価下落が企

業に生産拡大のインセンティブを引き起こしていたことが示唆される。

これはデフレのとき，企業が負債の実質的負担増を削減するための行

動の帰結と考えられている。したがって，1998 年以後の日本デフレが

企業行動を根本的に変えるような経済状態を引き起こしていた可能性

がある。

第 5 に，為替レートの符号が，1 つのモデルは有意ではないが，すべ

て 6 つのモデルが正となっていることである。このことは，円安が企

業の生産拡大要因であり，円高による原材料コスト削減効果を凌駕す

る日本企業の競争力の拡大を示唆している。

第 6 は，実質利子率の係数が，不安定であり，正のケースがみられ

ることである。このことは，異時点の利子弾力性の所得効果が代替効

果を超えるならば，予想されることではある。しかし，この効果が投

資に与える効果よりも大きいということは，予想できないことから，

この推定結果は，理論的整合性を欠いている（坂井（2006））。

以上は，マクロ経済学の理論予想とは異なるものであり，AD 曲線で

は G と EX の符号が，AS 曲線では賃金の符号のみが理論的に整合す

る推定結果となっている。このように，1998 年以後のデータを利用し

た日本の AD・AS 曲線は，1993 年以前のそれとは大きく異なっており，

日本のマクロ経済構造は，デフレによって大きな構造変化を引き起こ

していたことを示唆するものである。
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表 1 ～表 4 の第 4 列～第 6 列の 1990 年代後半からの日本のマクロ経

済構造の推定結果を，前提とした場合の経済政策や外生変数の GDP や

物価に与える効果は，マクロ経済理論のテキストが予想する効果とは

異なることが予想される。そこで誘導方程式の推定結果に基づき，デ

フレ状況における政策効果と外生変数の影響について以下で検討する。

表 5 の 6 行目以下が，誘導形係数の推定結果である。

AS 曲線が右上がりではなく，右下がりの経済における財政金融政策

の効果は以下のように要約できる。

AD 曲線も右下がりであるとき，その勾配が AS 曲線よりも急である

ならば，AD 曲線の右へのシフトが，GDP を増加させ，物価を下落さ

せる。逆に，その勾配が AS 曲線よりも小さいとき，AD 曲線の右への

シフトは，GDP 低下と物価の上昇が実現する。表 1 と表 2 の AD 曲線

の推定は，貨幣量の増加が AD 曲線を左に，政府支出や輸出の増加が

右にシフトさせる結果となっている。したがって，財政金融政策の効

果は，AD 曲線と AS 曲線の勾配に依存している。

1990 年代以降の時給モデルである表 1 と表 2 の第 4 列と第 6 列の推

定結果は，AD 曲線の勾配が AS 曲線よりも小さい。したがって，日本

の貨幣量増加という金融政策が AD 曲線を左にシフトさせるならば，

GDP の増加と物価の下落という政策効果を実現する。この政策効果の

誘導形は，表 5 の第 6 行目と 8 行目である。推定結果は，理論予想と

整合的であり，10 兆円の M2 の増加が実質 GDP を 5.5 兆円から 9.1 兆

円増加させる効果がある。しかし，同様な政策が GDP デフレーターを

2.3～3.9％も低下させる効果のあることを示している。そして，政府支

出と輸出の増加は，AD 曲線を右にシフトさせ，実質 GDP の低下と

GDP デフレーターの上昇という推定結果は，政府支出乗数が 3 ～5.3，

輸出序数が 2.2～4.8 と大きく，また，GDP デフレーターの上昇も大幅

なものとなっている（ 1 兆円で 1.3～2.3％の上昇）。

上で説明した AD 曲線が AS 曲線の勾配よりも小さい場合のモデル

が 2 つあり，逆の勾配関係を示すモデルが 2 つ，そして，AD 曲線が右
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上がりのモデルが 2 つである。後者の 4 つのモデルは，前者のモデル

とは，反対の政策効果となる。したがって，実証分析結果は，貨幣量

の増加が GDP を低下させるが，物価水準は上昇するようなメカニズム

と，政府支出や輸出という需要増加が，GDP を増加させるが，物価水

準は下落するというメカニズムが同時に起こる経済モデルが，日本経

済を近似しているものと考えられる。

月給モデルの 3 つは，すなわち，所定内給与を利用したモデルでは，

このようなメカニズムを示唆している。このモデルの誘導形係数の推

定結果は，貨幣量 10 兆円の増加が，1.6 兆円から 4.3 兆円低下し，

GDP デフレーターの上昇が 0.4％～2.8％上昇するという結果となって

いる。そして，月給モデル 1 は，明らかに過大推定と思われるので，

これを除く政府支出の乗数は 0.9 と 6.8，同様に輸出乗数は 0.3 と 6.3

であり，GDP を増加させる。この乗数効果のとき 10 兆円の需要増加は，

GDP デフレーターを 0.9％～15.8％上昇させる。

以上のような誘導形係数の推定結果は，過大推定や過小推定が予想

されるが，ケインズ的な財政政策と金融政策が，GDP と物価水準に対

して，逆行する政策結果を生ずるということである。デフレを解消し，

景気回復を実現しようとするとき，伝統的財政金融政策は，デフレの

解消も不況からの脱却も困難ということである。もし，日本の AS 曲

線が右下がりである場合，長期的な経済停滞は，金融や財政政策責任

者というより，物価の下落によって引き起こされる異常な経済構造に

あるということを示唆している。

6 ．デフレ下の金融・財政政策の効果

図 7 は，以上の実証分析結果に基づいて，1990 年代後半以後の日本

の AD・AS 曲線を図示したものである。通常，AS 曲線は点線の右上

がりの AS であるが，図には実線の右下がりの AS0 が描かれている。

そして，AD 曲線が右上がりとなる可能性を踏まえて，AD 曲線が AS

曲線よりも急勾配である AD0，AD1，AD2 の 3 つの AD 曲線が描かれ
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ている。

初期の均衡は，AD0 と AS0 の交点 E であり，物価 Pe と実質 GDP

の Ye が実現している。ここで金融緩和の貨幣量を増加する政策が実施

された場合，AD 曲線は，AD0 から左の AD1 にシフトする。そして，

新均衡点は左上の E1 となり，物価は P1 に上昇し，GDP は Y1 に減少

する。また，政府支出が増加した場合，AD 曲線は，AD0 から右の

AD2 にシフトする。新均衡点は E2 となり，物価は P2 に下落し，GDP

は Y2 に増加する。1995 年以後，政府は巨額な財政赤字から政府支出

は抑制しており，2003 年から 2008 まで低下している。1998 年以降，

財政からの景気刺激政策は実施されなかったことに等しい。この期間，

AD 曲線を右にシフトさせたのは輸出であり，輸出は 2008 年まで増加

傾向にあった。したがって，1990 年代後半の日本の AD 曲線は，外需

による右へのシフトと金融緩和による左へのシフトが，対抗する形に

なっていたと考えられる。このような日本の AD・AS 構造と AD 曲線

のシフトは，物価上昇の抑制と経済停滞の継続とが，同時に引き起こ

すメカニズムを生じることとなる。特にこの期間，財政赤字から財政

支出が抑制されたことを前提とするならば，金融政策に負担のかかる

政策運営であったという理解が可能である。このような政策をスタン

スは，日本の経済政策が AD 曲線を左にシフトさせるものであり，そ

図 7　90 年代後半以後の日本経済と政策効果
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れが経済停滞を招いたことになる。そして，デフレによる企業の実質

的負担増加による企業のインセンティブが，AS 曲線を右下がりとする

マクロの経済構造が，深刻なデフレと長期の経済停滞からの脱却を困

難にしていたという議論は，説得的と考えられる。

7 ．むすび

本稿は，日本経済がデフレとなったと考えられる 1998 年以後と，そ

れ以前との時代区分に基づき，日本の AD・AS 曲線を推定し，日本の

マクロ経済構造の解明を試みた。

80 年代から 90 年代前半までは教科書どおりの負の勾配をもつ AD 曲

線と正の勾配をもつ AS 曲線が推定された。しかし，デフレ現象が確

認された 1990 年代後半以後の AD 曲線の勾配は不安定でかつ，貨幣量

とは負，政府支出や輸出とは正の関係が確認された。そして，AS 曲線

の勾配は，正ではなく，負でかつ有意であった。このことは，90 年代

前半までの日本経済は，AD・AS 分析の枠組みで説明が可能であり，

マクロ経済の財政金融政策効果も理論予想と一致している。しかし，

90 年代後半以後の AS 曲線の勾配は負となり，教科書の AD・AS 分析

の枠組みで説明不可能であり，財政金融政策効果は，通常の AD・AS

分析の枠組みから導出される理論予想とは異なるものであった。した

がって，ケインズ的な財政金融政策は，物価と GDP に対して，対抗す

る政策効果を生じる可能性のあることを明らかにした。

本稿の AD・AS モデルはシンプルであり，それゆえに，複雑な日本

経済を近似していない可能性が考えられる。また，標本が年データで

あり，時系列データの厳密なテストも行っていない。したがって，そ

の推定結果には，変数バイアスや過大推定・過小推定が考えられる。

しかし，Taylor（2000）の AD 曲線が右上がり，Fisher（1933）の AS

曲線の右下がり，という理論予想を裏付ける実証分析結果は，日本の

90 年代以後の長期の経済停滞を部分的に説明しているように思われる。

本研究は，政策論争でも日本経済の実体分析に焦点を当て，政策効
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果について議論を展開した。90 年以後，日本経済が陥った異常な経済

標本に関する理解も，政策責任者や研究者間で必ずしも一致していな

いように思われる。したがって，政策手段も当然異なっているが，デ

フレを脱却し，長い経済停滞から脱却することについては，議論の余

地は少ないように思われる。そのデフレ下の経済において，「そのよう

な相互関係で最も重要なことのひとつは，どんな価格水準も引き上げ

ることなく，緊急に供給される貨幣によって，取引が部分的に回復し

たという事実によって明らかにされているように，取引が収縮する際

に，縮小した貨幣や低下した信用，そして低下した流通速度の直接的

影響である」（Fisher（1933），p.341-2），というメカニズムの下では，

refl ation 政策によるデフレ脱却が，緊急かつ最優先なテーマである。

しかし，「貨幣量をコントロールできるか否か」が，refl ation 政策の成

功のカギであるとともに，実態経済の撹乱要因である「実質利子率を

コントロールできるか否か」がより重要と考えられる。

＊ 　本稿作成の過程において，瀧本太郎准教授（九州大学大学院経済学研究
院），坂本直樹准教授（東北文化学園大学）中嶌一憲准教授（兵庫県立大
学）から貴重なコメントを頂いた。また，レフリーより有益なコメントを
頂いた。記して感謝申し上げたい。残る過誤は筆者の責任である。

注
（ 1 ） 吉川（1996）や Posen（1998）は，投資の利子率弾力性はゼロに近い

という。Zarnowitz（1999）は，アメリカの投資と利子率は負の関係にはな
いという。また，Kiyotaki and West（1996）は日本の投資が利子率に反応
しているという実証分析結果を提示している。吉川（1996）は 1955 年第Ⅰ
四半期から 1990 年第Ⅱ四半期をサンプル期間とする日本の設備投資関数
の金利の係数が，OLS では有意，AR1 では符号条件を満たさないという
不安定な推定結果を報告している（p.93）。一方，Kiyotaki and West（1996）
は，1990 年代初期の投資は，生産高と金利の動きに敏感に反応している
ことを明らかにした。また，Zarnowitz（1999）は，1967－1998 の四半期
データを利用したアメリカの投資関数を推定している。彼は，投資が利子
率と負の関係ではなく，正の関係となる実証分析結果を提示している。

（ 2 ） 1990 年以後の日本経済と経済政策に関する研究蓄積は，内外を含めて
豊富である。本稿ではデフレ下における議論を中心にサーヴェイしている。
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（ 3 ） 佐久間他（2011）の計量モデルは，152 本の方程式（うち推定式 48
本）の「価格調整を伴う開放ケイジアン型」のマンデル・フレミングモデ
ルが基本的なフレームワークとなっている。

（ 4 ） 小宮（2002）は，金融政策に関する論争における対立点について，5
つの源泉を整理している。経済哲学，理論・モデル，政策効果，法的・制
度的枠組み，及び経済の現状認識等である（p.236-7）。特に，小宮（2002）
は，理論の対立（ケインズ派とシカゴ派の考え方の違い）は深刻であると
いう。本稿は，経済の現状認識の相違が，論争のもう一つの核心と考えて
いる。

（ 5 ） Blinder（1998）は，「1990 年代のサンプルを含めた場合，名目 GNP
はFRBが公式に定義している3種類のマネーサプライのいずれとも，しっ
かりとした長期的な統計上の関係を持たないのである。以上の揺るぎない
実証の結果，米国やその他諸国においては，金利ターゲットが不戦勝をお
さめた」（p.54），と述べている。このような実証的分析結果から，先進諸
国の中央銀行は，短期の金融政策を行う場合，貨幣供給量の調整ではなく，
銀行間取引の利子率の調整を行っている（Romer（2000），p.154 参照）。

（ 6 ） 小宮（2002）は，この「インフレ目標」，すなわち，「インフレター
ゲット論は日銀への “ 嫌がらせ ”」と表現している（p.296）。

（ 7 ） 特に浜田宏一イェール大学名誉教授は，白川前日銀総裁に批判的であ
る。浜田宏一・若田部・勝間（2010）の「白川方明・日本銀行総裁への公
開書簡」は，非常に厳しいものと思われる。

（ 8 ） Fisher（1933）の refl ation は，「物価引き上げ政策」と定義している
と思われる。問題は，貨幣量の収縮と流通速度の低下と信用の低下であり，
経済の相互依存を前提にそれを改善することがレフレーションである

（p.341-2）。depression は「恐慌」ではなく，「不況」と理解している。
（ 9 ） 価格や物価についての実質価格（相対価格）と名目価格の混乱は，

「デフレーションの定義」を巡る議論で明らかにされた（例えば，浜田
（2013））。また，defl ation と depression の区別とともに，crisis との区別
も必要と思われる。さらに，recession と depression または slump との区
別も必要である。Fisher（1933）は，boom-depression と説明しているよ
うに，また，crisis と depression を同論文で使用しているので，本稿では，
crisis は「恐慌」，depression は「不況」の意味に理解している。ただし，
Fisher（1933）の論文は，アメリカの大恐慌の最中に執筆しているので，
depression は「恐慌」の意味も含まれていることも考えられる。景気の状
況と景気の方向の定義，そして物価水準とその変化の方向の定義は，経済
状態を把握するうえで重要となる。

（10） 日本の財市場，労働市場，貨幣市場，債券市場を考えるとき，ワルラ
ス法則はヒントを与えている。このワルラス法則に基づいた市場状態とデ
フレの関係の議論を展開しているのが，浜田・原田・内閣府（2004）であ
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る。第 1 章参照（浜田）。
（11） データは四半期であり，標本期間は，全期間 :80 年代以後（1980:1Q

～2003:4Q），80 年代～90 年代前半（1980:1Q～1994:3Q），90 年代後半以
後（1996:2Q～2003:2Q）である。

（12） Fisher（1933）のデット・デフレーションについて，竹田陽介・慶田
昌之「負債デフレ論と負債心理」（吉川編（2009））や深尾・吉川（2000）
の第 1 章（深尾）において説明されている。また，（飯田・原田・浜田

（2004）は，デット・デフレーションは，「信用創造過程の不全を示すもの
と言ってよい」（p.49），と指摘し，その深刻な弊害を強調している。

（13） Fisher（1933）は，負債とデフレーションが実体経済と物価に与える
メカニズムを，次の 9 つの経路を経ていると説明している。⑴ローン清算
が投げ売りにつながる。この結果⑵預金貨幣の減少と貨幣の流通速度の低
下を引き起こす。投げ売りが，⑶価格の低下を引き起こす（すなわち，貨
幣の価値の増加を引き起こす）。もし，価格の下落が景気刺激策や他の方
法によって改善されない場合，⑷企業の倒産を伴い，確実に純資産価値の
大幅な下落が起こる。そして⑸利潤が同様に減少する。⑹生産，取引，雇
用の減少を引き起こし，これらの損失，倒産，失業は，⑺悲観論と信用の
失墜になる。そしてさらに順々に，⑻貨幣の退蔵と一層の貨幣の流通速度
の低下につながる。以上の 8 つの変化は，利子率が複雑な撹乱を引き起こ
すという。すなわち，名目（貨幣）利子率の下落と実質（財）利子率の上
昇とを引き起こすことになる，というメカニズムである（p.341-2）。

（14） この定式化は，backward looking であり，本稿ではこの期待物価上昇
率 Pe 

t の定式化以外の推定も試みている。1990 年代前半については，この
定式化による期待物価上昇率の推定結果が最もフィットした。

（15） この部分調整モデルに基づく，総供給曲線の詳しい説明や誘導形方程
式は，坂井（2006）を参照。また，AD・AS モデルについては，浅子

（2000）参照。
（16） 本稿における仮説検定および計量分析は，統計ソフト SAS を利用し

ている。
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